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　　　　はじめに




　こんにちは。この本の著者である伊藤和幸いとう・かずゆきです。

　まずは、この本を手に取っていただいてありがとうございます。




　本書は『ダブルクロス The 3rd Edition　リプレイ・ジェネシス（以下ジェネシス）』の第三巻となります。そのため、第一巻、第二巻の内容を踏まえて書かれている場合がありますので、既刊を読んでからご覧いただくことをお薦めいたします。




　それではまず、本書について説明しましょう。

　この本はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition（以下ＤＸ３）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとはテーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略称で、将棋やトランプ、麻雀といったテーブルゲームの一種です。

　ＲＰＧというと、いわゆるコンピュータゲームのＲＰＧを連想するかもしれませんが、ＴＲＰＧはテレビやゲーム機のような電子機器を必要としません。筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブックと一緒に遊ぶ仲間、そしてゲームを楽しもうという心さえあれば、誰にでも楽しむことができます。

　このＴＲＰＧというゲームは、ＧＭ（ゲームマスター）と呼ばれるゲームの司会進行役のもと、参加者は各自ひとり一体のキャラクターを作成して、会話によって物語を進めていきます。イメージとしては、仲間同士で、アドリブで演劇をして楽しむような感じでしょうか。




『ＤＸ３』はそんなＴＲＰＧのひとつです。舞台となるのは、現代にごく近い近未来。一見平穏に見える世界ですが、その裏ではレネゲイドと呼ばれる特殊なウィルスによる侵蝕を受けています。そして、レネゲイドに感染した者は、オーヴァードという超常的能力を持った存在となり、密かに戦いを繰り広げています。

『ＤＸ３』のプレイヤーは、そんなオーヴァードのひとりとなり、レネゲイドの侵蝕から自分を取り巻く世界───〝日常〟を守るために戦うことになります。




　リプレイとは、そんなゲームプレイ風景を文章として書き起こしたものです。




　さて、簡単でありますが、そろそろ説明を切り上げて本編に移ることにしましょう。

　最後までお付き合いいただければ、幸いです。







　　　　前回のあらすじ




　ひょんなことからオーヴァードになってしまった少女───敷しき島しまあやめ。彼女の身体に異常がないか検査するため、コウたち一行はＵＧＮ研究所を訪れることになった。ところが、あやめが検査を受けている最中、その研究所がＦＨ戦闘部隊の襲撃を受けてしまう。この襲撃は、〝マスターレイス03ガンマ〟が、賢者の石とあやめを接触させるために仕掛けた計画だった。コウたちは地上と地下に分断されるも、研究所を守り抜き、敵部隊の隊長〝エレクトロン〟を撃退する。しかし、安心したのもつかの間、人格を持つ賢者の石───〝メンター〟が出現。メンターはあやめと融合しようとするも、あやめに拒否されて姿を消し、事件はいったんの収束を見る。研究所から姿を消したメンターだったが、あやめとの融合を諦めてはいなかった。

　綾間市を光の結界に包んでみずからのテリトリーとし、あやめにふたたび融合を迫る。だが、自分の計画にとってのイレギュラーであるメンターの排除を目的としたカインと共闘し、コウたちは綾間市を守り抜く。

　最後に、カインは謎めいた言葉とをコウとあやめに残して去る。「僕たちは過去に会っている」その言葉を肯定するかのように、ふたりの脳裏に浮かび上がるヴィジョン。

　彼らの過去に、一体何があったのだろうか？
















　　　　PREPLAY




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返かえし時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　しかし、人々の知らないところで、世界は大きく変へん貌ぼうしていた……。




　とある日のこと。俺おれ、伊藤和幸は『ジェネシス』の次の展開について考えていました。

　オーヴァードとして目覚めたあやめとコウたちが出会い、物語の始まりとなった第一巻。

　コウとあやめ、そしてカインとの関係をおぼろげながら伝えて終了した第二巻。

　自分で言うのもなんですが、なかなかにうまく行ったのではないかと思います。

　さて、この第三巻では物語を展開するために必要な情報を出していかなくてはなりません。ですが、ただ普通にＦＨのエージェントが出てきて、それと対決して情報を手に入れるというのも面白くないです。




　ここはひとつ、捻ひねりを入れたいところ。

　そんなことを考えつつ、改めて第一巻から第二巻までを見直したり、キャラクターシートを眺めている中───ふと、目に留まったのは、神月の固定ロイスである〝記者〟でした。




　ＰＣと因縁を持つ〝記者〟。

　情報というものを扱うにあたって、この設定を生かさない手はありません！




「そうだ、第五話は神月を主人公にしよう！」




　そう心に決めた瞬間、一気に脳がフル回転を始めるのを感じました。

　早速、シナリオの作成に取り掛かり、瞬く間に時間が過ぎていき───。




　そして迎むかえたセッション当日。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には四人のプレイヤーが集まっています。

　それでは、セッションに移る前にリプレイに参加する面々をご紹しよう介かいしましょう！





▼矢野俊策やの・しゆんさく（以下、矢野）



　言わずと知れた、『ダブルクロス』シリーズのデザイナー。そして、数々のリプレイに加え、さらに小説執しつ筆ぴつまで手がける、偉い大だいなる先達です。かつては〝クレバー矢野〟〝王子〟〝薔薇ばら〟など、さまざまなふたつ名を持つ、いじられ属ぞく性せいの持ち主でしたが、今では成長して、いじってもよしのオールラウンダーな方に。そんな彼が手がける『ＤＸ３』ノベル『ダブルクロス01　ファースト＋ペイン』（富士見書房刊）も絶ぜつ賛さん発売中です。

　本シリーズでは、無愛想ながらも不器用な優やさしさを持つＵＧＮチルドレンの少年、陸原コウを担たん当とうしています。





▼師走しわすトオル（以下、師走）



　富士見ファンタジア文庫より発売されている大人気のライトノベル、『火の国、風の国物語』の著ちよ者しや。かつて鈴吹太郎すずふき・たろうが講こう師しをしていた、デジタルエンタテインメントアカデミーの卒業生であり、その縁えんで『ジェネシス』シリーズに参加していただけることに！

　なんともノリの良い性せい格かくで、ガンガンネタを飛ばしては、場を盛もり上あげていく、熱い魂たましいを持つナイスガイ。そんな彼が手がける最新作『火の国、風の国物語⑨　黒王降臨』（富士見書房刊）。本書と同じく三月発売となっておりますので、ぜひご一緒にご購入を！

　本シリーズでは、「私わたしが正義だっ！」を地で行く弁べん護ご士し、神月正義を担当しています。





▼藤井忍ふじい・しのぶ（以下、藤井）



『ダブルクロス・リプレイ・ゆにばーさる　果てなきカーニバル』掲けい載さいリプレイ「ティーパーティーへようこそ」でリプレイライターとしてデビューした、フリーライター。

　今回の紅こう一いつ点てんであり、セッションをしているとまれに、「はにゃー」や「うぐぅ」と素す敵てきな声で鳴いて、参加者の心を癒いやしてくれます。

　本シリーズでは、一見普ふ通つうの女の子だけど、戦せん闘とうになると少々過か激げきになる少女、敷島あやめを担当しています。





▼鈴吹太郎すずふき・たろう（以下、鈴吹）



　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の代表取とり締しまり役やくにして、『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズのデザイナー。その立場ゆえに、みんなから〝社長〟と呼ばれています。常つねにＴＲＰＧの最さい先せん端たんを走る先達。そして、三度の飯よりＴＲＰＧが好きで、どんなに忙いそがしくてもプライベートでも遊び、ＴＲＰＧとは面白いものなのだということを、まさに身体で体たい現げんするようなお方でもあります。

　リプレイのプレイヤーとしても数々のセッションに参加しており、猫ねこやロボット、果ては軌き道どう衛えい星せいと、非ひ人にん間げん系けいのキャラクターになることが多いのが特とく徴ちよう。

　本シリーズでは、猫を操あやつるお茶目な少女エージェント、陸原瞳を担当しています。

　以上、四名と俺、ＧＭの伊藤和幸を加えた五名で送る、『ジェネシス』シリーズ第三巻。最後までおつき合いいただければ幸いです。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：みなさん、おはようございます！　『ジェネシス』第五話のセッションを始めます。よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：さて、前回は賢者の石に宿ったレネゲイドビーイング───メンターの襲撃から、綾間市を守りきったわけですが！

矢野：街一個がまるまるピラミッド化したからなぁ。

鈴吹：でも、メンターは倒せたし、街も元通りになったんだよな？

ＧＭ：はい、安心してください（笑）。ちゃんと元通りになりました。

藤井：謎も残りましたよね。カイン君、意味深な言葉を残して去っていきましたし。

あやめ：あと、覚えのない記憶がフラッシュバックしたりもしましたよ。

矢野：カインは、あやめが過去に会った事故を調べろってことだけど……。

ＧＭ：それについては、今回調べてもらうことになりますね。

鈴吹：まあそうなるよな。

師走：あと、俺が支部長になったんでしたね。それでスーツを新調したりもしました（笑）。

鈴吹：してたねえ（笑）。そういえば、支部ってレストランだったっけ？

ＧＭ：ぶっ!?　違いますよ！　法律事務所ってことになったじゃないですか！（笑）

鈴吹：あれ、そうだっけ？（笑）

師走：レストランは老後の楽しみに……いや、今からレストランにしても遅くはないのか。やはり、せっかくの能力を有効活用しないのはもったいない！




　神月正義は、《隠し味》や《元気の水》といったソラリスのイージーエフェクトを大量に取得しており、美味な料理を作ることを得意としているのです。




師走：というわけで、ビルの二階で法律事務所を経営しつつ、一階にレストランを開くというのはいかがでしょうか！（笑）

藤井：師走さん、やる気満々だ（笑）。

矢野：どうするんだ、ＧＭ？

ＧＭ：あー、いや……。うーん、どうしましょうかね（笑）。

師走：じー（[image: ]期待の視線）

ＧＭ：わかりました、ＯＫしましょう。シナリオ的には問題ないですし、話のネタにもできそうですしね。

師走：おお！　ありがとう、ＧＭ！

鈴吹：やっぱり、料理は神月先生が自分で作るの？

師走：もちろんです！

鈴吹：オーナーシェフ兼弁護士、そのうえ支部長か（笑）。

藤井：これはかなり多忙な生活になりそうですねー（笑）。

師走：そこは、オーヴァードの力を使って両立するということで！

矢野：神月なら大丈夫でしょう（笑）。

ＧＭ：では、レストランが正式オープンしたというところで、今回のトレーラーとハンドアウトを読み上げていきます。




●トレーラー

　かつて、共に〝正義〟を追いかける男と女がいた。




　男は世界の真実を隠かくすために。

　女はすべての真実を明かすために。

　分かたれた正義が交わるとき、

　止まっていた時が動き出す。




『ダブルクロス The 3rd Edition　リプレイ・ジェネシス』第五話

「追つい憶おくの交差点～Recollection Crossroads～」

　ダブルクロス───それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




藤井：〝正義〟って……なんだか神月さんが主人公になりそうなトレーラーですね（笑）。

ＧＭ：ご明察です（笑）。

藤井：えっ、本当にそうなんですかっ!?

師走：おおっ！　さっそくレストラン経営の効こう果かが!?

藤井：ええ[image: ][image: ][image: ]!?（笑）

鈴吹：レストラン経営とＰＣ①は関係ないだろ！（笑）

師走：はっはっはっ、冗談です（笑）。

矢野：師走さん、今日も突っ走ってるなー（笑）。

ＧＭ：こちらとしては場が盛り上がって助かりますよ（笑）。さて、それではそろそろ、ハンドアウトを読み上げて行きましょうか。




神月正義用ハンドアウト


ロイス：女じよ性せい記者　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：慕ぼ情じよう／ネガティブ：憎ぞう悪お



　あやめが関わる過去の事じ故こを追う中、キミはひどく懐なつかしい夢を見た。

　数年前、レネゲイド関連事件の裁さい判ばんで弁護を行ない、〝正義〟を追いかける同どう志しだった女性記者と、袂たもとを分かった時のことだ。キミは世界の真実を隠すための手を打った。それに気づいた記者はキミを告発する記事を書いたのだ。

　キミは勝しよう訴そしたものの悪あく徳とく弁護士の悪名を帯び、以来、彼女とは会っていない。

　ところが、その記者が突とつ然ぜん、キミのもとを尋ねてきた。

　一体、何故なぜ───？




藤井：……〝記者〟……。この人って……。

師走：もしかして、「金のためならどんな犯罪者も弁護する」って三面記事をすっぱ抜いた奴ですか？　第一巻のキャラ作成の時に決めたやつ。

ＧＭ：はっ、そうです。せっかく師走先生が設定してくれたので拾ってみることにしました。

師走：おおっ、ありがとうございます！　……ちなみに〝女性記者〟となってますけど、名前は決まってるんですか？

ＧＭ：一応こちらでも考えてありますが、ただ、師走さんの固定ロイスを流用する形になりますから、そちらで案があれば、それを採用しようと思ってそういう形になってます。

師走：ふむ……。ところで、ＧＭの案はどんな感じなんでしょうか？

ＧＭ：九陽文子くよう・ふみこ───ちなみにこう書きます（カキカキ）。

矢野：（書かれた名前を見て）九陽……。もしかして苗字、神月と対にした？

ＧＭ：おっ、よく気づきましたね（笑）。

師走：ほほう。……そうか、神〝月〟と九〝陽〟で、月と太陽なんですね。いいじゃないですか。この名前でいきましょう！

ＧＭ：はっ、ありがとうございます！（笑）。

師走：まさか、神月を作った時にダイスで振って決めて作ったロイスがこんな風に登場してくるとは思いませんでしたよ（笑）。

鈴吹：その辺がＴＲＰＧのいいところ（笑）。

ＧＭ：文子の設定なんですが、過去神月とは同志で、真実を追究する凛々しい女性です。年齢も、神月と同年代です。

師走：そんな彼女だったが、袂を分かち神月を悪徳弁護士として三面記事ですっぱ抜いたと。

鈴吹：同じ正義を目指しつつ、道を違えてしまった男女……いいじゃないか。




陸原瞳用ハンドアウト


ロイス：神月正義　　　推奨感情　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：食しよく傷しよう



　キミが神月とともにあやめが巻まき込こまれた事故について調査していると、ひとりの女性が事務所を訪ねてきた。

　記者と名乗る彼女は、何やら神月と因縁があるようだった。

　ひどく剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを醸かもし出だす文子。いつもの超ちよう然ぜんとした態たい度どを失う神月。

　ふたりの間に何があったのだろうか？




師走：俺、そんなに超然としてましたっけ？

一同：おい！（笑）

鈴吹：今までさんざんやらかしておいて、何を言ってるんだ！（一同爆笑）

矢野：少なくとも普通の人は、「俺が正義だ！」とか言わないと思います（笑）。

師走：むむむ（笑）。

ＧＭ：そんな規格外の精神を持つ神月に、今回はいろいろ揺れてもらおうと（笑）。

藤井：いったい、何が起こるんでしょう？

ＧＭ：そこはプレイしてのお楽しみということで（笑）。

師走：うーん。楽しみのような、怖いような（笑）。

鈴吹：（ハンドアウトを読んで）……ちなみにこれ、瞳の事件がきっかけだとすごく面白くない？　九陽文子と袂をわかったのは、やっぱりＵＧＮのイリーガルとして神月先生が事件をもみ消したからなんだよ（笑）。

藤井：因縁の事件の関係者が、ふたたび揃ったって感じですか？

師走：いいですね！　是非そうしましょう。




　神月と瞳が知り合ったのは、犯罪者となった瞳の親を弁護したのがきっかけとなっている。

　くわしくは『ダブルクロス・リプレイ・ジェネシス①　放課後のアルテミス』を参照。




矢野：ところで「あやめが巻き込まれた事故について調査していると」って書いてあるけど、この事故というのは？

ＧＭ：それは、あやめのハンドアウトで解かい説せつしますよ。

矢野：お、そうなのか。

鈴吹：了解だ。んじゃ、俺も九陽文子とは関係がある感じになりそうだし、瞳の事件について、ちょっと相談しておこうか？

師走：そうですね。

ＧＭ：そうしていただけると助かります。




　社長と師走先生を中心に、瞳の親（相談の結果父親となった）が起こした事件がどのようなものだったのか、神月が瞳を保護することになったのかについて、相談する一同。

　その結果については……リプレイ本編にてご確認ください。




鈴吹：（相談を終え）……とまあ、こんな感じか。

師走：なかなかヘビーな過去になりましたね……。

鈴吹：普段はあかるく振る舞っている瞳にも、つらい過去はあったのだよ。

藤井：瞳ちゃんへの見る目が変わりますねー。

鈴吹：いやいや、いつも通りでいいよ。瞳も、過去話を吹聴するようなキャラじゃないしな。




敷島あやめ用ハンドアウト


ロイス：荒あら吹ぶき病院　　　推奨感情　ポジティブ：遺い志し／ネガティブ：恐きよう怖ふ



　両親を交通事故で亡くしてから今日で十年目となる。キミは兄とともに、両親に献けん花かをしに、事故のあった現げん場ばへと向かった。久ひさしぶりに交わされる両親と事故の話。

　その時、兄の口から自分が荒吹病院で治ち療りようを受けたことを聞く。

　カインは事故について調べろと言っていたが、その病院についても調べておいた方がよさそうだ。




藤井：私のロイスは、病院ですか？

師走：本当だ、人物が対象じゃない。

ＧＭ：ＧＭが認めれば、人物以外の対象にもロイスを結ぶことができます。

師走：なるほど、そうなですか。

ＧＭ：事件の記憶とか病院での記憶とか、そういうものだと思ってください。

藤井：両親亡なくしちゃった事件だし、忘わすれられない記憶ですからねー。

鈴吹：あやめは、事故にあって両親亡くしていたんだったな。

藤井：はい。あやめと兄だけ助かったって設定です。

矢野：運び込まれた病院に何かあるってことみたいだな。

藤井：二巻の最後で、カインが言っていたことと関係あるのかな？

矢野：カインは、あやめに起こった事故を調べろと言ってますからね。

ＧＭ：その辺の状じよう況きようも、オープニングで解説していきます。ちょっと特とく殊しゆですが、あやめの過去に纏まつわる話になります。

藤井：どうなるか、期待ですね。




陸原コウ用ハンドアウト


ロイス：矢儀虎之助やぎ・とらのすけ　　　推奨感情　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：脅きよう威い



　カインの残した言葉をもとに、あやめが過去にあったという事故の調査をした帰り道でのことだ。ひとりの男が、キミの前に現あらわれた。

　矢儀虎之助と名乗る、ＦＨイリーガルはキミにこう告げた。

　この街で人をひとり殺す。世界の真実を隠かくしたいなら、看かん過かしろ、と。




矢野：ヤギトラノスケ……。

ＧＭ：ん？　矢野さん、どうかしました？

矢野：いや……。ＧＭ、ちょっと質問があるんだけど。

ＧＭ：何でしょうか？

矢野：こいつさ……山羊やぎなの？　それとも虎とらなの？

ＧＭ：……はい？

矢野：だって、名字が矢儀じゃん。矢儀……ヤギ……山羊って、ふと頭に浮かんじゃってさ（笑）。

ＧＭ：ぶほっ!?　そういう発想しますか！（笑）

鈴吹：ＧＭ、そういうの狙って、こういう名前にしたんじゃねえの？（笑）

ＧＭ：そんなの狙ってないですから！（笑）　少なくとも矢儀と山羊の間には、まったく関係はありません！

師走：でも、もうこのキャラクター、山羊か虎としか呼ばれないような（笑）。

ＧＭ：ちょっと待ってくださいよ！　俺の中では、こいつはワイルドかつ危険なカッコイイ敵にする予定なんですから！（笑）

矢野：そうなのか（笑）。……しかし、わざわざ殺すぞと宣言する殺し屋かー。

師走：それだけ、腕うでに自信があるってことなんじゃ？

矢野：もしくは、馬ば鹿かかのどっちかでしょうね（笑）。

ＧＭ：そのあたりもシナリオ始まってから確かめてください（笑）。それでは、ハンドアウトも配ったところで、キャラクターの成長をお願いします。

一同：はーい！




　前回獲かく得とくした経けい験けん点を消費し、プレイヤーたちはそれぞれＰＣの成長を行なった。

　成長の結果は、以下の通りである。

























●神月正義　～師走トオル

ＧＭ：では、キャラクターの成長の報ほう告こくをお願いしまーす。まずは神月から。

師走（以下、神月）：はい、ついにレストランを開業しました。オーナーシェフの神月正義です（笑）。

鈴吹：いや、支部長に就しゆう任にんしたことの方が重要じゃないのか、今回は（笑）。

神月：ははは、ツッコミがきびしい（笑）。

矢野：嬉うれしいお気持ちはわかりますよ、ええ。……で、どんな店にするんですか？

神月：そりゃもう、こぢんまりしているが気まぐれシェフがそのとき作りたい料理を出し、客は文もん句くを言わずにそれを食べるという店。

鈴吹：シェフが好き放題してるだけじゃないですか！（笑）

矢野：フリーダムな店だ（笑）。

神月：せっかくだから、美人のウェイトレスもほしいなー。

藤井：じゃ、あやめはそこでバイトすることにしようかな？

鈴吹：やっぱり、今回もメイドの格かつ好こうをするの？（笑）




　藤井さんがリプレイで演えんじてきたＰＣは、何故かメイド服を着ることが多いのです。




藤井：もちろん、そういう展開になるのであれば（笑）。

神月：是ぜ非ひとも！　ウェイトレスの制せい服ふくは、メイド服にしよう！

矢野：本当に勝手気ままなシェフがいる店だ（笑）。

藤井：気ままなシェフの下で働くメイドさんです（笑）。

ＧＭ：で、肝かん心じんの成長ですが。

神月：ＧＭ、そこでルールを確認したい。

ＧＭ：なんでしょう？

神月：セッション中でも、経験点があれば成長できるというルールを見つけたんだが、間違いないかな？

ＧＭ：はい、できます。ＧＭが許可すれば。

神月：というわけで成長は臨りん機き応おう変へんにいこうかと。なので、全部残す方向で！

鈴吹：１点も使わないの？　極きよく端たんだよなー、毎回（笑）。

神月：セッション中に取れるなら、今決めなくてもいいんじゃないかと思ったのだ（笑）。

ＧＭ：だからって全部残すとは（笑）。

矢野：まあ、成長の方向を迷っているならありじゃないかな？

ＧＭ：そうですね。ロイスの方はどうなりました？

神月：固定ロイスは〝Ｄロイス〟の生せい還かん者しやに〝犯罪者〟である瞳の親。そして、シナリオロイスにもなった〝記者〟九陽文子だ。

ＧＭ：了解しました。




●陸原瞳　～鈴吹太郎

ＧＭ：では次いきましょう。瞳の報告をお願いします。

鈴吹（以下、瞳）：名前は陸原瞳。成長は、《導みちびきの華はな》と《妖よう精せいの手》のレベルを上げたよ。ちょっと端は数すうを使って、イージーエフェクトの《猫の道》も取った。

神月：ほほう。瞳にはぴったりな名前のエフェクトですね。

瞳：猫を操るからな（笑）。これは取らなきゃいけない、そう思って取ってみたんで、あとの11点は残したよ。

ＧＭ：結けつ構こう残しましたねー。エフェクトが２レベル分上げられますが？

瞳：そこはちゃんと考えがあるんだよ。

ＧＭ：ほう？

瞳：《カバーディフェンス》か《孤こ独どくの魔ま眼がん》を上げようと思ったんだけど迷まよってさ。だから、敵がどんな攻こう撃げきをするか見てから成長させようというわけ。

ＧＭ：なるほど。どちらもエフェクトのレベルで使用回数が変化しますし、使える状況も異ことなる。確たしかに、どっちを上げるかは悩なやましいですね。

瞳：でしょ？　だから、うまく対たい応おうできるように経験点は残しておくよ。

神月：残して安心、経験点だな。

矢野：なんだが貯金の標語みたいですね（笑）。

ＧＭ：それでは、固定ロイスの方も教えてください。

瞳：固定ロイスは〝Ｄロイス〟の複ふく製せい体たいに、〝犯罪者〟の父親。〝兄〟の陸原コウの三つで。




●敷島あやめ　～藤井忍

藤井（以下、あやめ）：えーと、取得しているエフェクトのレベル上げに専せん念ねんしました。あとはイージーエフェクト取ったぐらいかな。

神月：あやめくんもイージーエフェクト全種取った？（笑）

あやめ：そんなには取れません！（笑）まず、《カスタマイズ》を２レベル上げて、《サポートデバイス》も１レベル上げました。それとイージーエフェクトの《ドクタードリトル》取りました。

ＧＭ：《ドクタードリトル》は、動物との会話も含めたあらゆる言語を話せるようになるエフェクトですね。

あやめ：瞳の猫ちゃんとじゃれあうことが多いですし、取ってもいいかなーと（笑）。

瞳：いや、瞳の猫は《ドクタードリトル》取らなくても喋しやべれるよ？（一同笑）

ＧＭ：それ、《ハンドリング》の時の話じゃないですか（笑）。

あやめ：固定ロイスはＤロイスの起き源げん種しゆ、〝兄〟と〝友人〟の紫倉千鳥しくら・ちどりです。これは前回と変わりません。

ＧＭ：わかりました。では、次は陸原コウの成長報告を。




●陸原コウ　～矢野俊策

矢野（以下、コウ）：陸原コウです。《終末の炎ほのお》を１レベル上げて、さらに〈白兵〉の技ぎ能のうを４レベルから９レベルに上げました。

神月：〈白兵〉９レベル!?

ＧＭ：これはまた……派は手でに上げましたね。

コウ：瞳からの《妖精の手》による支し援えんもあるし、命中判はん定ていの固こ定てい値ちを上げるのはありだと思ったんで。あと、イージーエフェクトの《不ふ燃ねん体》を取った。これで通常の炎や寒さでダメージを受けない。そんで経験点は５点残した。

ＧＭ：了解しました。ちなみに固定ロイスは？

コウ：〝Ｄロイス〟業わざ師し、〝妹〟陸原瞳、〝上司〟霧谷雄吾きりたに・ゆうごで、変わらずだよ。

ＧＭ：神月同様、なかなか変わらないですねえ。

コウ：そろそろ切きり替かえてＰＣのロイスを固定しようかなと思ってはいるんだけどね。まあもう少し様子見かな。何かイベントが欲しいところだ。

ＧＭ：なるほど。了解です。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：次はＰＣ間ロイスを取得しましょう。今回、ＰＣ間ロイスを取得する順番は、神月[image: ]瞳[image: ]あやめ[image: ]コウ[image: ]神月の順番になります。

神月：では、まずは私から瞳くんへだな。ふむ……。さすがに五回目ともなると、感情も決めやすくなってくるな。ポジティブは〝親近感〟だ。

瞳：ＵＧＮの仲間になって、より親しん密みつになった感じかな？

神月：そうだな。そして、ネガティブは……こっちはダイスで決めるか。（ダイスを振ふる）51は……〝偏へん愛あい〟。これだ！（一同笑）。

コウ：「これだ！」って（笑）。まあ、神月先生の過か保ほ護ごっぷりは半はん端ぱじゃないが。

瞳：きっといろいろと複ふく雑ざつな感情が渦うず巻まいてるんだよ（笑）。

ＧＭ：では、次は瞳からあやめへ。

瞳：はいはい。こっちはもう決まってる。ポジティブ〝友ゆう情じよう〟、ネガティブ〝不安〟だ。ＵＧＮの仲間というよりは、個こ人じん的てきな友達って感覚だね。それで、そういう人って今まで全然いなかったから、失うことに不安を感じてる。

あやめ：仕事と関係なしに、友達だと思ってくれてるのは嬉しいなー（笑）。

ＧＭ：では、次はあやめからコウへ。

あやめ：あたしは選ぶことにします。ポジティブ〝誠せい意い〟、ネガティブ〝食傷〟で。何のかんの言って、心配してくれたり、守ってくれたりしてるので、誠意を感じてます。

瞳：でも、相変わらずつっけんどんな態度だから、「そろそろ心を開いてくれてもいいのになー」とか、うんざり思っていたり？（笑）

コウ：自分なりに認みとめてきてはいるんだが。

あやめ：なら、もうちょっとそれを表に！（一同笑）

コウ：努力しよう。じゃあ、次は俺から神月先生へだな。ポジティブは〝連帯感〟、ネガティブは〝任にん意い〟を選せん択たくしたんで、表には載のってないのを考えてある。

ＧＭ：おや、任意は初めてですね。どんな感情にしたんです？

コウ：……〝理り解かいし難がたい〟。

ＧＭ：……え？

藤井：今、なんとおっしゃいました？

矢野：だから、感情は〝理解し難い〟。

一同：〝理解し難い〟!?（笑）

コウ：完全に理解できないわけじゃない。ただ、〝正義〟のために生きる様さまや、それに根付く言動に、思わず首を傾かしげてしまうというか……。

瞳：何となく分かるような分からないような、ピンとこない感じ？（笑）

コウ：そうそう。そんな曖あい昧まいな感じ。

ＧＭ：なるほど。……しかし、ネガティブ〝理解し難い〟は新しいですね（笑）。

神月：〝正義〟は人の数だけ存そん在ざいする。私の〝正義〟は、コウには理解し難いのだろう。

瞳：というかさ、わたしはここで声を大にして言いたい。

一同：んっ？

瞳：コウ、お前の方が理解し難いんじゃーっ！

あやめ：瞳ちゃんの魂の叫びが（笑）。

コウ：ふむ……。言われてみれば、そうかもしれない（一同大爆笑）。

ＧＭ：何だか、お互いに首を傾かしげる仲になってしまいましたね（笑）。さて、これでＰＣ間ロイスの取得は終しゆう了りようとなります。それでは、オープニングを始めましょう！




















Ｄロイス　そのキャラクターの設定を表わすロイス。

生還者　強い自我を持ち、衝動から生還する者を表わすＤロイス。

《導きの華》　領域から他者の行動を阻害しそうな要素を省くオルクスのエフェクト。

《妖精の手》　対象が判定に使用したダイス目のうちひとつを10にするオルクスのエフェクト。

イージーエフェクト　オーヴァードの力をわずかに使って行なうエフェクト。

《猫の道》　その場から退場するオルクスのイージーエフェクト。

《カバーディフェンス》　範囲の攻撃をカバーリングする共通エフェクト。

《孤独の魔眼》　範囲を対象とする攻撃を自分ひとりに変更するバロールのエフェクト。

複製体　クローンであることを表わすＤロイス。

《カスタマイズ》　武器を攻撃に適した形に変えるモルフェウスのエフェクト。

《サポートデバイス》　ひとつの為を補助するアイテムを生み出すモルフェウスのエフェクト。

《ドクタードリトル》　あらゆる言語を使いこなし、動物とも意思疎通可能になるノイマンのイージーエフェクト。

起源種　オリジナルのレネゲイドに感染していることを表わすＤロイス。

《終末の炎》　自分自身を燃焼させることによりダメージを上昇させるサラマンダーのエフェクト。

《不燃体》　熱に強いことを表わすサラマンダーのイージーエフェクト

業師　トライブリードであっても制限が[image: 100]％もしくは80％のエフェクトを取得できるＤロイス。













　　　　OPENING PHASE




◆Opening01◆両親の記憶


Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ






　幸せだった家族を襲おそった突とつ然ぜんの不幸。

　高速道路で起こった事じ故こで、あやめは両親を失った。

　そして、十年の時が経たち……。




ＧＭ：では、オープニング最初のシーン。シーンプレイヤーはあやめ。

あやめ：じゃあ、侵しん蝕しよく率りつを上げるね。えいっ！　……４点上じよう昇しようしたよ。

一同：おおーっ！

あやめ：な、なんでいきなりそんなに盛もり上あがってるの？（笑）

ＧＭ：いや、今回は出目が普ふ通つうだなと（笑）。

神月：最初から10を出すのではと思っていたのだが（笑）。

あやめ：ふふふっ。実は今日のために、京都でお守り買ってきたんですよ。

瞳：お守り買ってきたの!?　わざわざっ!?（笑）

あやめ：買ってきたんです（笑）。ほら、晴せい明めい神じん社じやの〝みずかがみ守〟！

コウ：かの有名な陰おん陽みよう師じ、安倍晴明あべの・せいめいに由来する神社のお守りか。

あやめ：集中力向上、災さい難なん避よけにご利益ありです。

ＧＭ：まあ、あやめの登場の出目は、本当に高かったですしですね（笑）。

神月：たしか前回、クライマックスでひとり[image: 120]％になっていたな（笑）。

コウ：あれは本当にやばかった。

あやめ：はうっ！　で、でも今日は大だい丈じよう夫ぶです！

ＧＭ：ご利り益やくに期待しましょう（笑）。では、状じよう況きようを説明しますよ。舞ぶ台たいは、高速道路にあるサービスエリアのひとつ。兄の巧たく己みも一いつ緒しよにいます。

あやめ：おっ、お兄ちゃんと一緒だ。

ＧＭ：ちなみにやってきた理由は、両親の命日だからです。このサービスエリアは事故現げん場ばにもっとも近く、端はしっこの方に献けん花か台だいがあり、多くの献けん花かが捧ささげられています。

コウ：今でも献花台があるってことは、結構大きな事故だったということか？

ＧＭ：そうです。高速道路での玉突き衝突となった事故で、あやめたち以外にも多くの人が巻き込まれている事故です。

あやめ：……十年前だっけ、事故が起きたのは？

ＧＭ：はい。巧己が持っていた花束を献花台に置き、手を合わせる。そして、ぽつりと言います。「父さんと母さんが亡なくなって、もう十年も経たつんだな……」

あやめ：そっか……。もうそんなに経つんだ。




　ふたりで手を合わせ、両親の冥めい福ふくを祈いのる。

　事故から十年。あやめは、兄の巧己とともに暮くらしてきた。

　これまで何事もなく、あやめも成長している。そう、これまでは───。



















瞳：兄妹でふたり暮ぐらししてるんだっけ？

あやめ：うん。お兄ちゃんの方が一回り大きくて、両親が死んでからは、ずっとあたしの面めん倒どう見てくれているよ。

神月：いいお兄さんだな。

あやめ：うん、自じ慢まんのお兄ちゃんだよ！

ＧＭ：そんな自慢の兄も、さすがに今日は背せ中なかが小さく見えますね。

あやめ：両親の命日だもんね……。えっと、あたしは当時のことを覚えてないのかな？

ＧＭ：事故が起こったのは十年前。当時、あやめは六～七歳さいでしたし、かなり衝しよう撃げき的てきな事故でしたから、ショックで記き憶おくは曖あい昧まいなものになっていますね。

あやめ：事故の瞬間とか、その前後の記憶がないってことね。

ＧＭ：そうです。事故の当日、両親や巧己と一緒に車に乗って高速道路を走っている光景は覚えているのですが、次の記憶は病院のベッドで寝ているところだったりします。

あやめ：ちなみに、お兄ちゃんも事故に巻まき込こまれたの？

ＧＭ：ええ、巻き込まれています。巧己も当時、かなりの重じゆう傷しようを負いましたが、一命を取とり留とめて、その後はあなたの面倒を見てきたわけです。

あやめ：そっか……。（少し黙もつ考こうして）お兄ちゃんに言うよ。……ねえ、お兄ちゃん。

ＧＭ：「なんだ、あやめ？」祈るのをやめて、巧己があやめの方を見る。

あやめ：あたしも大きくなったしさ、事故の時のことを教えてほしいの……。

ＧＭ：すると巧己はしばし考かんがえ込こみ。「……そうだな。あやめももう十七歳さいだ。あの時のことを話してもいい……いや、話しておいた方がいいか……」

あやめ：十年前に、いったい何があったの？

ＧＭ：「俺おれもはっきりと覚えてるわけじゃない。ただ、ブレーキ音が聞こえた後、とんでもない衝しよう撃げきに襲おそわれたのは覚えてる」

あやめ：……。

瞳：お兄さんも、事故の記憶ははっきりしていないみたいだね。

コウ：それだけ、突然だったんだろう。

ＧＭ：「その後は気づいたら病院にいた。父さんと母さんが死んだと聞かされた時は、ショックだったよ。遺い体たいは……とても正せい視しできる状じよう態たいじゃなかった……」ひどく沈ちん痛つうな面持ちで巧己は言います。

あやめ：お兄ちゃん……。

ＧＭ：「この世の終わりだと思ったな、あの時は。でも……お前が生きていてくれた」巧己が穏おだやかな目で、あやめを見つめます。

あやめ：……ありがとう、お兄ちゃん。

ＧＭ：「ん？　いきなり何だ？」

あやめ：いや、その……。お父さんとお母さんが死んじゃって、それから十年も面倒見てくれてさ。あらめて「ありがとう」って言いたくなったの。

ＧＭ：その言葉に巧己は微笑ほほえみ。「礼を言うのはこっちだ。お前が生き残ってくれなかったら、俺はひとりぼっちになってたんだから」そう言って、優やさしくあやめの頭をなでます。

あやめ：ちょっとくすぐったそうにしながら、黙だまってなでなでされてます。はうー。

ＧＭ：巧己はあやめの頭を撫なでた後、言いますよ。「そろそろ帰ろうか。ずいぶんと冷えるようになってきた。外にいすぎて風邪かぜでも引いたら大変だ」

あやめ：あっ、うん！　って、ちょっと待った！　最後に質しつ問もん！

ＧＭ：はい、どうぞ。

あやめ：カイン君のことを思い出しつつ訊きくよ。……ねえ、お兄ちゃん。事故にあった時に入院した病院ってどこだったっけ？

ＧＭ：「確たしか、荒吹病院だったかな？」

あやめ：荒吹病院？

ＧＭ：「そうだ。現場から近い病院で、事故に遭った人たちはみんな荒吹病院に搬送されたってはなしだ」

あやめ：そうなんだ。

ＧＭ：「かなり前に廃院になったらしいが……急にどうした？」

あやめ：えっと、その……。いろいろと知りたくなるお年とし頃ごろなの！

ＧＭ：「そ、そうか」ちょっと勢いきおいに気け圧おされる、巧己（笑）。

あやめ：そうなの！　何とか誤ご魔ま化かして、車の方に歩き出すよ。……そっか、廃院になったんだ。

ＧＭ：では、慌あわてて巧己があやめの後を追ったところで、シーン終しゆう了りようになります。







◆Opening02◆現あらわれたのは殺し屋


Scene Player ─── 陸原コウ






　夕ゆう暮ぐれ時───コウはＵＧＮ支し部ぶである、神月のレストランへと向かっていた。

　カインが残した「あやめに起こった事故を調べろ」という言葉───。

　ＵＧＮのデータベースで事件について調べたが、めぼしい情報は得られなかった。

　通学路にもなっている河か川せん敷じきを歩いていると、目の前にひとりの男がいつの間にか現あらわれていた。この男は、一体───。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはコウになります。

コウ：了りよう解かい。侵蝕率を上げる。……７点上昇だ。

ＧＭ：舞台は夕暮れ時の河川敷。事故についてＵＧＮのデータベースで調ちよう査さをした帰り道だと思ってください。

コウ：ふむ。それで分かったことは？

ＧＭ：新聞からは大した情じよう報ほうは手に入りませんでした。事故のあった場所や被ひ害がい者しや数など、一いつ般ぱん的てきに知られていることが書かれていただけです。

コウ：収しゆう穫かくはなしか……。とりあえず、別のアプローチをした方がよさそうだ。綾間市支部に向かって歩きながら、今後の調査について考える。

神月：さっそく訪ねてくれるのかね。だったら腕によりをかけて待っていよう！

あやめ：そうか、支部兼レストランの開店記念だもんね。

瞳：花輪とか飾っておこう（笑）。

コウ：まあ、レストランであろうと俺はあまり気にしない（笑）。

ＧＭ：そんな感じでコウが歩いていると突然、前方に人ひと影かげが出しゆつ現げんします。それまで、姿すがたはおろか気配も感じなかったのに。

コウ：……むっ？

ＧＭ：人影はコウよりも若じやつ干かん身長が高く、スーツをラフに着た男です。身体はきっちりと絞しぼり込こまれ、真っ直ぐに立つ姿はぶれることがなく安定している。戦せん闘とう訓練を受けているコウには、彼が何らかの格かく闘とう技ぎの訓練を積んでいるのが分かります。

コウ：ただ者じゃないな……。警けい戒かいするように足を止める。

ＧＭ：すると、男はひどく気さくな笑顔を浮うかべながら話しかけてきます。「よう、探さがしたぜ。お前、この街を担たん当とうしてるＵＧＮのチルドレンだろ？」

コウ：俺を知ってる？　目を細めて、警戒を強める。……誰だれだ、お前は？

ＧＭ：（渋い声で）「俺の名前は矢儀虎之助───」

瞳：きたー、矢儀虎之助！（笑）

コウ：「ヤギ……トラノスケ？」怪け訝げんな表ひよう情じようになる俺。そして頭の中には、山羊と虎の姿が浮うかんでいる（一同笑）。

あやめ：プリプレイのときから気にしてたもんね（笑）。

瞳：ヤギトラでいいよ、もう（笑）。

ＧＭ：怪け訝げんそうにしているコウに、虎之助はさらに話しかけます。「まあ、なんつうか、オレはいわゆる殺し屋ってやつだな」と、妙みように親しげに言います。

コウ：いきなり殺し屋だってカミングアウトかよ!?

神月：しかもフレンドリーな感じだ（笑）。

ＧＭ：殺しという非ひ情じような行こう為いを、顔色ひとつ変えずに行なえる危き険けんなヤツというキャラクター性せいを演えん出しゆつしてみたのですが……。

神月：そんな風には思えん（一同笑）。

コウ：ただの変なヤツだ（笑）。

ＧＭ：う……で、では気を取り直していきます！　緊きん張ちよう感に包まれたコウに、虎之助はニッと笑う。八重歯が目立つ、肉にく食しよく獣じゆうを彷ほう彿ふつさせるような笑みです。

コウ：……山羊は草そう食しよく獣じゆうだろ？

ＧＭ：だから虎ですって！（笑）

コウ：紛まぎらわしいヤツだな！（一同爆ばく笑しよう）




　……何故なぜ、こうなってしまったのだろう？

　シリアスでニヒルな殺し屋を出そうと思ったのに！




コウ：ともかくこいつに訊くぞ。……殺し屋が何の用だ？

ＧＭ：「いや、別にあんたらＵＧＮを殺しにきたわけじゃないんだ。そんなに警戒しないでくれよ」相変わらず、気さくに話しかけてくる虎之助。

コウ：……殺し屋を名乗る男を、警戒するなという方が無理だろう？

ＧＭ：「それもそうだな。しょうがねえ。とっとと用よう件けんを伝えておこうか」

コウ：用件だと？

ＧＭ：「ああ。俺はこれから、この街でひとつ仕事をする。もちろん殺しだ」

コウ：……わざわざ殺しの宣言をしに来るとは、何を考えている？

ＧＭ：「あんたらに邪じや魔まされたくないんで、一声かけに来たわけだ」

神月：まるでヤクザが仁じん義ぎ切るような物言いだな。

コウ：……そんなことを言われて、はい、そうですかと見み逃のがすと思うか？

ＧＭ：「そこを見み逃のがしちゃくれないか？　こいつは、あんたらにとっても得があることだと思うぜ」意味深な笑みを浮かべながら、虎之助は言います。

コウ：得？　お前が人を殺すことが、どうして俺たちにとって得になる？

ＧＭ：その質問に、虎之助はにやりと笑い。「俺が始末しようとしているヤツは、世界の真実ってやつを明かそうとしているヤツだからだよ」

コウ：どういうことだ……？

ＧＭ：「レネゲイドの情報を一いつ般ぱん人じんに公表しようってヤツがいるのさ。そいつを始末すれば、真実は闇やみの中。世界の平へい穏おんは保たもたれるってわけだ」どこか茶化すように、虎之助は言います。

コウ：……情報提てい供きようを感かん謝しやする。だが、だからといって、見逃しはしないが。拳こぶしを固めて、戦闘態たい勢せいを取る！

ＧＭ：交戦の意思を見せると虎之助は、まいったなと頭を搔かく。「まったく、頭の固い奴やつだな。まあ、いい。今回は顔見せにきただけだ」と言って───。




　それは一いつ瞬しゆんのことだった───。

　虎之助の姿がふとゆらいだと思った途と端たん、コウの目の前から消えていた。




ＧＭ：次の瞬間、虎之助はコウの背後を取って言う。「よく考えてくれ。あんたはかなり腕うでが立ちそうだ。だが、俺の方が上だ」エフェクトを使っての行動ですが、ここでは演出のみということで。

コウ：くっ……!?　いきなり背後を取られるとは……。緊張に、思わず身体を硬くする。

ＧＭ：「余よ計けいな被ひ害がいを出したくないんだったら、黙って見守るのが一番だ」そう呟つぶやくと、虎之助は背後に移動した時と同じく、ふっと姿を消します。今度は、彼の気配が完全に消える。どうやら立ち去ったようですね。

コウ：気持ちを落ち着けてから、ため息交じりに呟く。……奇き妙みような奴だ。報ほう告こくしておくか。そして、俺もこの場を後にする。




　殺し屋を自称し、去っていった矢儀虎之助。

　奇妙な相手だが、実力はたしかなようだった。

　殺しを行なうと宣言した虎之助の狙いは何か？

　疑問を胸に抱えながらも、コウは支部へと急いだ───。







◆Opening03◆過か去この記憶


Scene Player ─── 神月正義






　調査を進める途と中ちゆう、まどろみに包まれる神月。

　夢ゆめ見みるのは数年前の記憶。

　かつて〝正せい義ぎ〟を共にした、彼かの女じよとの決別の日のこと。




ＧＭ：では、次は神月のシーン。神月と九陽文子の過去を演出するシーンにしようと思ったんですが……プリプレイで設定したことを反映すると、瞳にも登場してもらった方がよさそうですね。

神月：瞳くんと私のオープニングは、もう一緒のシーンにしたほうがいいんじゃないか。

瞳：わたしも、それでいいと思う。

ＧＭ：……（しばらく考え）わかりました。では、合同のオープニングとしましょう。瞳も登場してください。

瞳：ほいほい。

神月：それでは侵蝕率を上げようか。……むおっ!?　いきなり10点上昇だと!?

瞳：あらら。今回は神月先生が出目高くなるかな？（笑）　わたしも先に上げておくね。……うん、こっちは２点上昇で上々の出だし。

ＧＭ：では、舞台は神月法ほう律りつ事じ務む所しよ。前回のカインの言葉をもとに、事故の調査を進めているわけですが、そんな中、神月はまどろみ、数年前の記憶を夢ゆめに見ます。神月が九陽文子と決別した時のことを。というわけで少々回想が入りますよ。

神月：例の、瞳くんを保ほ護ごすることになった事じ件けんか。

ＧＭ：はい、そうです。

神月：そう、あれは私が瞳くんを保護することになった事件だ───。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　数年前───。

　神月正義は法ほう廷ていに立ち、ある男の弁べん護ごを引き受けていた。

　被ひ告こく人にんにかけられた容よう疑ぎは、殺人未み遂すい。

　それも、実の娘むすめを手にかけようとしたという罪ざい状じようだった。

　瞳の父親は、娘を化け物と呼び殺そうとしたのだった。




　当時、神月正義はＵＧＮのイリーガルとしてこの事件を担当し、隠いん蔽ぺい工作に協力した。

　それは、被害者の陸原瞳がオーヴァードだと判はん明めいしたからだった───。




ＧＭ：回想は、数年前の法廷でのことです。神月は、瞳の父親の弁護をＵＧＮから依い頼らいされました。この事件の弁護をきっかけに、神月は九陽文子と袂たもとを分かつことになりました。

神月：事件の内ない容ようは、瞳くんを巡めぐるものでいいんだな？

ＧＭ：はっ、プリプレイで相談したとおりです。

瞳：オーヴァードに目覚めたわたしを、お父さんは化け物だと思って殺そうとしてしまった……という事件になりました。

あやめ：つらい事件だよね……。

ＧＭ：瞳が覚かく醒せいし、周囲にも大きな被害を出してしまいました。九陽文子の報ほう道どうで、事件が報道されたため、裁さい判ばんという場に持もち込こまれたという経緯にします。事件を起こした瞳の父親は、錯さく乱らん状態にありました。神月は、この裁判で父親を弁護し、世間から隔かく離りするように依頼されたのです。

瞳：わたしの目覚めたばかりの力が暴ぼう走そうして、周囲に大きな被害を出してしまったんだよ。

ＧＭ：九陽文子はこの事件を大々的に報道し、超ちよう常じよう的な力の存そん在ざい───すなわちオーヴァードの存在を公表しようとしました。

神月：九陽文子は、どういう女性？

ＧＭ：バリバリ仕事をするキャリアウーマンで、記者としてもなかなか有能なタイプです。きつい感じがありますが、ビジネススーツを着こなした知的な雰囲気の美人です。

神月：文子くんの立場は？

ＧＭ：事件の背後に、まだ明らかにされていない何か───彼女は正確に認識していませんが、超常的なものが関係していると考えています。文子は、裁判を通じてその存在を明らかにしようと考えているのです。

神月：なるほど。ところで、私はこの頃からオーヴァードだったわけだな？

ＧＭ：ＵＧＮに協力しているので、神月がすでにオーヴァードとして覚醒したのちのことを想定しています。

神月：そうだろうな。もし、この事件で超常的なものが公表されれば、我々オーヴァードの存在も明らかになってしまう……私は、そういう動機でこの裁判に臨のぞんだのだ。

ＧＭ：裁判が開廷すると、傍聴席にいる文子が弁護人の神月先生に目配せをしてきます。九陽文子は、神月先生をまだ同志だと考えているので。

神月：そうか。袂を分かつ前だからな。

ＧＭ：そうです。弁護側には、超常現象が事件に関与していることを示す存在を証明するような証拠や証言が集められています。

神月：ああ、この証拠も文子くんが集めてくれたのか。

ＧＭ：ええ。この裁判をきっかけに、神月先生が真実を明らかにしてくれると思っています。

神月：……なるほど、状況は分かった。

ＧＭ：そして、裁判長が開廷を告げます。

神月：では、開廷と同時に言ってしまおう。裁判長、少しよろしいか？

ＧＭ：「弁護人、何ですか？」と裁判長も少し戸惑っています。

神月：弁護を行なう前に申し上げたいことがあります。一部の報道によって本ほん件けんに超常的な現象が関与しているとの荒こう唐とう無む稽けいな情報が流る布ふしていますが───そのような事実は、まったくないのであります！　……こんな感じで良いかな？

ＧＭ：はっ、ばっちりです！

神月：この方向でいいのか。なら、続けよう。───一部メディアの扇せん情じよう的てきな報道に、影響されないように！

ＧＭ：すると、傍ぼう聴ちよう席せきにいた九陽文子がガタッと立ち上がって「何ですって!?」と、神月を睨にらみます。今まで、正義のために戦う同どう志しと思っていた神月に、自分の記事を荒唐無稽なものと言い切られましたからね。

コウ：まあ、裏うら切ぎられたと彼女は思うだろうな。

瞳：せっかく集めた証拠も、神月先生自身が否定して握りつぶしたわけだしね。

神月：だが、それも仕方のないことだ。オーヴァードの存在は、まだ明らかにはできないしな。それに瞳くんの力を好こう奇きの目に曝さらすことにもなる。そう判はん断だんしてのことだ。




　結局、弁護側である神月が超常的なものを否定したため、レネゲイドの存在を明らかとするような証拠は何ひとつ提出されることはなかった。




ＧＭ：神月の弁護によって、瞳の父親は無む罪ざいとなります。そして、保護処しよ分ぶんとなったのちに裏うらでＵＧＮに保護されました。

神月：これもまた正義のためだ。許ゆるせ、文子くん。

ＧＭ：しかし、九陽文子は事じ情じようを知らないわけです。「どういうつもり、神月……」と、判はん決けつが終わった法廷であなたと対たい峙じしています。

神月：……弁べん解かいはしない。だが、私は間ま違ちがったことをしているつもりはない。

ＧＭ：「正義のために戦うのではなかったの!?　見み損そこなったわ！」そう言って、九陽文子は法廷を後にします。

神月：彼女を追うことも振ふり返かえることもしない。真実を言うことができないからな。

あやめ：瞳ちゃんも、重い過去を背せ負おってるよね、この事件……。

コウ：誰にとっても、そういう過去はあるだろう。

ＧＭ：九陽文子は、その後「悪あく徳とく弁べん護ご士し・神月正義は事件の真相を隠蔽した」という旨むねの記事を書きます。それ以来、神月は九陽と顔を合わせてはいません。

神月：仕方あるまい。悪名も甘んじて受けよう。これもまた、正義を為すためだ……。




　この事件は、ＵＧＮの隠蔽工作もあってやがて風化していった。

　九陽文子は、盟めい友ゆうに裏切られたという想いから神月を断罪する記事を書くようになる。

　そして、事件の背はい景けいとなった超常的な現げん象しようを、独どく自じに取材するようになった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：───というところで、神月は目を覚まします。気づけば場所は法廷ではなく、神月法律事務所で、自分のデスクについていますね。

神月：……ずいぶんと懐なつかしい夢を見たな。少々自じ嘲ちよう気味に呟こう。

ＧＭ：そんなところで、瞳も登場していただけますか。

瞳：オッケー。んじゃ、登場しまーす。わたしは横で小学校の宿題をやってる（笑）。

あやめ：十年前の事件の調査じゃないんだ（笑）。

神月：それは私がやらせんよ。瞳くんは調査などせずに、早く宿題を終わらせたまえと、言ったのだ、きっと（笑）。

瞳：やれやれとため息をつきながら言うよ。……超ちよう面めん倒どうだよね、小学校の宿題とかさ～。横で猫ねこも面めん倒どうくさそうに、ぐったりとしてる（笑）。

神月：その様子を見て、少々心が和むな。ああ言う夢を見た後だけに。

ＧＭ：では、そんなところで、事務所の扉とびらがコンコンとノックされますよ。

瞳：んじゃ、わたしが出よう。はーい、今いきまーす！

ＧＭ：開かれる扉。そして、目の前にはひとりの女じよ性せいが立っています。

神月：女性？

ＧＭ：凛り々りしい雰ふん囲い気きの女性で、少々厳きびしい表情をしており、いかにもできる女という感じです。ちなみに、九陽文子ですね。回想シーンの時と同じく、きちんとスーツを着こなしています。法律事務所で、子供に出で迎むかえられるとは思ってなかったのか、ちょっと驚おどろいています。「あなたは……？」
















瞳：にまっと笑いながら。あっ、心配しなくて大丈夫ですよ。ここは神月法律事務所であってますから。どうぞ、こちらに。と、中に案内しよう。一名様ご案内ー。

ＧＭ：瞳は文子が取材した事件の関係者ですが、直ちよく接せつの面めん識しきはありません。

瞳：私も顔を知らずに案内します。先生、お客さんだよー。

ＧＭ：中に通される文子。そして、神月の姿を見ると、酷ひどく冷たい表情になって言います。「ひさしぶりね、神月」

神月：……ひさしぶりだな。再ふたたび会うことになろうとは思っていなかったよ。

ＧＭ：その言葉には返事をせずに、文子は事務所を見み渡わたす。「自分の事務所を構かまえたと聞いたけど、本当だったのね。独どく立りつおめでとう」どこか皮肉気に文子が言う。

神月：私が正義を為したことへの正当な報ほう酬しゆうだよ。

ＧＭ：その〝正義〟という言葉に文子が反はん応のうします。「相変わらず〝正義〟を追いかけているのね、偽ぎ善ぜん者しやのくせに」

神月：いまだ溝みぞは埋うまらず、か……。君は今も〝正義〟というものを分かっていないようだな。

ＧＭ：「わかっているわ。……真実を明かすこと、それが私の〝正義〟だもの」鋭するどく言い返す文子。ピリピリした空気がお互たがいの間に流れます。

瞳：じゃあ、そこでお茶を持ってきて。……あの、お茶、入り、ましたけど。と、緊張した空気に思わず動きを止める。

神月：お茶は受け取って。……瞳くん、君は隣となりの部屋に行ってなさい。

瞳：「……はーい」と言って、お茶を渡わたして、隣の部屋に行って扉を閉しめる。そして、ぴたりと扉に張りついて盗ぬすみ聞ぎき（一同笑）。

あやめ：出で歯ば亀がめだー！（笑）

瞳：違うって！　わたしはただ、神月先生のことを心配して、相手のことを探ろうとしてるだけなんだってば！（笑）

コウ：どうだかな……。

ＧＭ：えーっと……話を進めてもいいですか？（笑）

瞳：ああ、はいはい。こっちは気にせずに、進めて進めて（笑）。

ＧＭ：では、瞳が部屋を出たところで、文子は訊く。「今の子は？」

神月：……あの時の事件の子供だよ。

ＧＭ：「あの時の……！」一瞬、決別の記憶がよみがえったのか、文子は険けわしい表情になる。

瞳：「あの時とは名字も変わっている」とか言ってよ。

コウ：陸原は俺の名前だからな。

瞳：そうそう。事件のあとＵＧＮに保護されて、名前が変わったんだよ。

神月：名字は変わっている。父親は、あんなことになってしまったからね。

ＧＭ：「もしかして、罪つみ滅ほろぼしのつもり？」

神月：罪滅ぼし？　私は罪など犯おかしていない。

ＧＭ：「まあ、あなたがそう考えるならそれでもいいわ。昔話をいつまでもするつもりもないしね。……本題に入りましょうか」

神月：本題……。わざわざ、嫌きらってる私のところにきたのだから、よっぽどのことか。

ＧＭ：推すい測そくする神月の前で、文子が口を開きます。「私、十年前に起こった高速道路の追突事故について調べることになったの」

神月：……ほう、それは奇遇だな。

ＧＭ：「あなたも、この事件に興味を持っているようね」

神月：何故、君が今更あの事件を調べるんだ？

ＧＭ：「いろいろあったのよ。あなたが関わっているのは、調査を進めるうちに分かったわ」ポツリと告げる、文子。

神月：彼女は何か知っているのか？

ＧＭ：そんな雰囲気はあります。ただ、まだ確かく信しんは得られてないというか、いろいろ調べているような感じです。それで、同じく事故について調べている神月に接せつ触しよくしてきたわけです。

神月：なるほど。では、厳しい表情になって言おう。……ひとつ忠ちゆう告こくしておく。あの事故のことは調べるのはよしたまえ。普通の人が関わるべきではない。

ＧＭ：「やっぱり、あの事故には何かあるのね」

神月：……人には知らない方がいいこともある。君は手を引きたまえ……。

ＧＭ：「そこまで言うからには、あなたも何か関係しているのかしら？」

神月：一いち応おうはな……。

ＧＭ：「それなら、私からあなたに話せることはないわ。また真実をねじ曲げられたら、たまったものじゃない」

神月：相変わらず、君はそう思っているのか……。

ＧＭ：「摑つかんだのよ、あの事故とあなたが揉もみ消した事件の背後にあったものを」

神月：何？




　神月の反応を見て、九陽文子は勝かち誇ほこったように微笑ほほえむ。

　何かを確信しているような態たい度どに、神月は不安を覚えた。




神月：もしかして、オーヴァードのことについて感づいたのか？

ＧＭ：さて、どうでしょうか。文子は不敵な笑みを浮かべたまま沈黙しています。彼女が世界の真実に気づいているのか……。それは現状では分かりません。

神月：なら、重々しく言うぞ。……君は、深入りしない方がいい。

ＧＭ：「どうやら、あなたから話は訊きけそうにもないわね。これで失礼するわ」そういって、文子は立ち上がる。

神月：最後に一言だけ。……私の邪魔だけはしてくれるなよ。

ＧＭ：文子は、返事はおろか、振り返ることすらなく、部屋を出て行きます。




　乱暴に、事務所のドアが閉められる。

　事務所を包む、重苦しい沈黙。

　やりきれない思いで、神月はため息を吐いた。




瞳：じゃあ、文子が出て行ったところで部屋に戻もどるよ。ねえ、神月先生、あの人、誰？

神月：気になるかね？　むしろ私は、彼女が出て行った瞬間に君が入ってきたことの方が気になるのだが？（笑）

瞳：その質問はスルーして、好こう奇き心しんに満ちた表情でもう一度訊く（笑）。ねえ、教えてよー。あの人、誰なのさ？

神月：やれやれ、困こまったものだな。ならばこう言おう。……子供が知らなくてもいいことは、たくさんあるのだよ。

瞳：つまりそういう関係ということ？（一同笑）

神月：……どういう関係だね？　あくまでとぼけよう（笑）。

瞳：しばらく、じーっと見るけど……。

神月：事故の調査を再さい開かいして言う。……瞳くんは宿題をすませたまえ。終わったのなら、友達と遊びにいってもいいぞ。

瞳：ふむ……。あくまで言うつもりはないか。なら、無理には聞き出さない。……まっ、いっか。んじゃ、宿題が終わったから遊びに行ってくるねー。

神月：うむ、あまり遅おそくならないようにな。

ＧＭ：このシーンはそんなところでいいでしょうか？

神月：おっと、シーンを閉める前にすごい服を購入しておこう。

瞳：すごい服、〈交渉〉の判定に＋２のボーナスがあるもんね。

神月：この前も、地味に役に立ってくれた。せっかくなので買っておく。

ＧＭ：わかりました。それでは判定をどうぞ。

神月：購入判定に成功した。今度はバーバリーのスーツにしよう（笑）。

瞳：前回のアルマーニに続いて、今度はバーバリー（笑）。

コウ：着々とブランド物のスーツが増えているな。

神月：はっはっはっ、これなら気合いも入ろうというものだ。

ＧＭ：ではそんなところで、一いつ旦たんシーン終了になります。








バーバリー　イギリスを代表するファッションブランド。トレンチコートの発明やバーバリーチェックが有名。愛用者にはウィンストン・チャーチル、ハンフリー・ボガードなどの著名人が多い。













◆Opening04◆暗あん躍やくする者


Scene Player ─── Master Scene






　どことも知れぬ一室でのこと。ふたりの人物が、会話していた。

　ひとりは、美び貌ぼうの少年───カイン・Ａ・コードウェル。

　もうひとりは、ＵＧＮ創そう設せつ者しやにしてＦＨ幹部エージェント───〝反逆の聖人イスカリオテ〟アルフレッド・Ｊ・コードウェル博士。




ＧＭ：最後のオープニングは、マスターシーンとなります。

コウ：おっ、何かきた。

ＧＭ：どことも知れぬ薄うす暗ぐらい部屋が映され、カインとコードウェル博士が会話をしています。

あやめ：またカイン君がコードウェル博士と会っているんだ。

コウ：カインは、コードウェル博士を父と呼よんでいるしな。

あやめ：また、向こう側に動きがあるのかな？

ＧＭ：カインは、研究資し料りようを読みふけっているコードウェル博士に声をかけます。「父さん、どうやら〝ヤツら〟の足取りが摑つかめそうです」

あやめ：〝ヤツら〟？　何のことだろう。

コウ：俺たちのことではなさそうだが……。

ＧＭ：すると、コードウェル博士が進行しているか、「そうか。彼らのプロジェクトはどこまで把は握あくしているのかね？」と聞き返します。

神月：プロジェクトとか言いだしたぞ。

瞳：わたしたちも関係あることだったりするのかな？

ＧＭ：カインは、「ある程度までとしか。これからヤツらの行動を追うつもりです」と答えます。すると、コードウェル博士も「よかろう。お前の好きにするといい」と、カインの行動を認みとめるようです。

コウ：博士とは別行動を取るみたいだな、カインは。

あやめ：〝ヤツら〟を気にしてるみたいね。

神月：我々のことじゃないようだな。

瞳：もしかして……別の勢力？

コウ：かもしれないな。

ＧＭ：「では、しばらく好きに行動させてもらいますよ。父さん」と言って、カインはその部屋を後にしました。というところで、シーン終了となります。







　　　　MIDDLE PHASE




◆Middle01◆記憶の彼方


Scene Player ─── 陸原コウ






　神月法ほう律りつ事じ務む所しよの下にある新しん装そう開店したレストラン。

　その実じつ態たいは、新しん設せつされたＵＧＮ綾あや間ま市支し部ぶである。

　矢儀虎之助やぎ・とらのすけから警けい告こくを受けた翌よく日じつ、コウはさっそく支し部ぶ長ちようの神月に報ほう告こくに向かった。




ＧＭ：それではミドルフェイズです。シーンプレイヤーはコウ。全員登場でお願いします。コウが虎之助と接触した後。支部に集まって情報を共有するためのシーンになります。

神月：あやめくんを親の命日に呼よび出だすのもなんだ。では、オープニングの翌日ということにしよう。

ＧＭ：分かりました。それで構いません。

瞳：じゃあ、一いつ緒しよに晩ばん飯めしでも食べながら話し合う感じでどうかな？

あやめ：オッケー。

コウ：ん、分かった。

神月：ならば、さっそくレストランに来たまえ！　私の手料理をご馳走しようではないか！

瞳：神月先生、張はり切きってるね（笑）。

ＧＭ：というわけで、神月の希望により舞ぶ台たいはレストランになります。

あやめ：はーい。侵しん蝕しよく率りつを上げるね。……４点上じよう昇しよう。

神月：どうしたんだ、あやめくん。オープニングに続いて、よい出目ではないか。この調子でいけばいいのだがね……（笑）。

瞳：どうかなー。何せ、あやめだからねー（笑）。

あやめ：そんな不安にさせるようなこと言わないでー！（一同笑）

コウ：やれやれ（笑）。こっちは３点上昇だ。

神月：おっと、私も上げねばな。……うむ、４点上昇したよ。

瞳：５点上昇……っと。

ＧＭ：みんな、出目が普通だ。前回の荒あれ具合が噓うそのようですね（笑）。

コウ：というか、前回がひどすぎたんだろう。

あやめ：さっそくお守りの効果があったね。

瞳：きっと嵐の前の静けさってやつだよ。次あたり、一気にくるかもよー？（笑）

あやめ：不ふ吉きつなこと言わないでよー。侵蝕率のダイス目は荒れてるんだからさ（笑）。

ＧＭ：はっはっはっ。では、レストランで夕食を食べながら、これまでの調ちよう査さ報告をするということで。

コウ：レストランにやってきて、ここが綾間市支部か……と、見回している。

あやめ：あたしもやってきます。お店のオープンおめでとうございまーす。

神月：ありがとう、あやめくん。さあ、席に着きたまえ。開店祝いだ。

瞳：私は、すでに席に着いている（笑）。

神月：さっそく、オーナーシェフの料理を振ふる舞まおう。

コウ：黙もく々もくと食べてる。

あやめ：あたしは、「相変わらず神月さんの料理はおいしいな～」と、ちょっと複ふく雑ざつな気分で食べてるかな。

瞳：わたしは無む邪じや気きに食べてるよ。神月先生の料理って、本当に美味しいよねー。

神月：その一言で、私は顔を綻ほころばせる。喜んでいただけて何よりだ。さあ、どんどん食べたまえ！

ＧＭ：神月の手料理に舌した鼓つづみを打つ一同。やがて食事も終わり、仕事の時間がやってきます。

コウ：なら、まずは俺おれから報告しておこう。……矢儀虎之助という人物が接せつ触しよくしてきた。自分から殺し屋を名乗る変な奴やつだ。

神月：殺し屋とは、また物ぶつ騒そうだな。

コウ：仕事をするから手を出すなと言われたが、それはキッパリと断ことわった。

神月：当然だな。殺しなど言語道断の犯罪行為だ！

瞳：ちょっと謎なぞだよね。わざわざ、殺しの宣せん言げんしに来るなんてさ。

神月：たぶん、奴は知らないのではないのかな。レネゲイドの真実を知るような一いつ般ぱん人じんが出た場合、我われ々われＵＧＮが基き本ほん的てきに記き憶おくを操そう作さして対たい処しよすることを。

コウ：かもしれない。

神月：何にせよ、見み逃のがすわけにはいかん。私の管轄で殺人は許ゆるすことはできんからな。

瞳：まっ、確たしかにね。わたしたちは警けい察さつじゃないけど。だからと言って、殺しを見逃すわけにもいかないよね。

神月：しかし、そうするとおかしいな。私たちが止めるとわかっていながら、何故わざわざそんなこと言いに来たのだ？

コウ：それはわからない。もしかしたら本当にこっちが手を引くと思ったのかもしれない。ただ、オーヴァードだったのは間違いない。エフェクトも使ったり、俺がＵＧＮに関係していることも知っていた。

神月：すると、ＦＨのエージェントなのか？

瞳：ＵＧＮのオーヴァードも変わっている人が多いけど、ＦＨも変わってるよねー。と、コウと神月先生を交互に見つつ呟く（笑）。

神月：視線がどうも気になる（笑）。

瞳：あやめもそう思うよねー。

あやめ：あたしは、オーヴァードってそんなものかなって思ってるから。コウ君も、ちょっと普通の人とは変わってるから。

コウ：そうか？

あやめ：ち、ちがうのかな……？

瞳：（あらためてコウと神月を見て）単に、あやめちゃんの周りにいるオーヴァードが変わり者なだけだよね（笑）。

神月：信念に生きる者は、少々奇異に見えることもあるだろう。

あやめ：どうなんだろろ？（笑）

神月：しかし、あやめくん。帰りが遅おそくなりそうだが、保ほ護ご者しやの方が心配しないかね？

あやめ：大丈夫ですよ。お兄ちゃん、夜よる遅おそい仕事だから。

神月：すると、夜や勤きんがある仕事なのか？

あやめ：今まで決めてなかったけど、そういうことでお願いします。

瞳：夜勤かー。すると警けい察さつ官かんか消しよう防ぼう士しとかじゃない？

あやめ：……じゃあ、お兄ちゃんは消防士ってことにします。

ＧＭ：わかりました。では、あやめのお兄さんは消防士ということで。

神月：なるほど。大変な仕事だな。

コウ：まあ、ともあれ、そういうヤツがいたということを報告する。十年前の事じ故こについては、まだ何もわかっていない。

神月：どういう事故だったのかは、わかっているのか？

ＧＭ：はい、綾間市の近くを通る高速道路で起こった事故です。死者十数名。

瞳：十数名!?　すごい大だい事じ故こじゃん！

ＧＭ：ええ。総そう計けいすると軽けい傷しよう重じゆう傷しよう合わせて何十名以上という、かなり大だい規き模ぼな出来事でした。ちなみに、被ひ害がい者しやの多くが最も寄よりの荒吹病院に運はこび込こまれたこともわかります。

あやめ：荒吹病院って、あたしのオープニングでも言ってた病院だ。

ＧＭ：事故原げん因いんですが、調査した結果、最初の原因となったのはバイクの横転。原因は運転ミス……ブレーキパイプの破は損そんから減げん速そくできずに転てん倒とうしたという発表がされてます。

神月：なるほど。

ＧＭ：事故後警察が調査しましたが、破損した原因については判はん明めいしなかったようです。このバイク、その事故に遭あう前にちゃんと整せい備びをしたばかりで、普通なら壊こわれるはずがないという報告もなされていました。

神月：むっ、引っかかるな。

ＧＭ：一部では、誰だれかが細工したんじゃないかという噂うわさも流れましたが、そもそも高速道路で走行中にそんなことができるわけがないと判はん断だんされ、原因不明のままです。

神月：原因不明のまま処しよ理りされたというわけか。まあ、ブレーキパイプの破損まで調べたんだから、よくやっている部類だが。

瞳：あやめは事故のこととか、あんまり覚えてないの？

あやめ：うーん、覚えてないよ。むしろ、あたしがお兄ちゃんに聞くぐらいだもん。




　あやめはかすかに残る、事故の記憶を辿たどる。

　だが、幼おさない頃ころの記憶は茫ぼう洋ようとしており、はっきりしたことは思い出せなかった。




瞳：ちなみにコウもカインから過去の事故に関係あると言われたんだよね？

コウ：ああ。だが、俺もこの件けんに関してはさっぱり記憶にない。

瞳：その荒吹病院って、あやしくない？

神月：あやしいかね？

あやめ：うーん。でも、廃はい院いんになっちゃったらしいよ。

瞳：なおさら怪あやしいじゃん。荒吹病院を調べるべきだよ！

ＧＭ：ちなみに病院自体は廃院になってますが、建物自体は取とり壊こわされずに放置されているという状じよう況きようですね。

神月：その病院のことは調べられるのか？

ＧＭ：そこは情報収しゆう集しゆうで。〈情報：噂うわさ話ばなし〉もしくは〈情報：ウェブ〉で判はん定ていをお願いします。難なん易い度どは８です。

神月：おう、10がでた。クリティカルだ！

あやめ：さすが。神月先生に任まかせておけば安心な気かしてきた（笑）。

コウ：【社会】８あるのは、こういう時、頼りになるな。

神月：情報収集ならば任せたまえ！　というわけで早速、病院について情報収集をするぞ！

ＧＭ：では、神月がウェブで検けん索さくをかけると、都市伝説を扱あつかうサイトに、荒吹病院のことが書かれているのを見つけます。

神月：ほう、都市伝説か。

あやめ：はいはい。突然潰れた病院なんて、いかにもって感じだもんね（笑）。

コウ：建物が残っていれば、そういう噂がひとつやふたつ立つだろうな。

ＧＭ：荒吹病院は、現在心しん霊れいスポット───肝きも試だめしの場として有名なようです。廃院の理由については判はん然ぜんとしません。経けい営えいに問題があったという形けい跡せきもないです。ただ、あやめが事故にあって入院した二年後に廃院になっています。

あやめ：経営に問題がないのに、あたしが入院した後に廃院になったの？

ＧＭ：周辺住民も怪け訝げんに思いましたが、結局、廃院の原因については闇やみの中。医い師しが足りなくなったとか医院長が急死して権けん利りが渡わたったとか、いろいろ噂は流れているんですが……その中のひとつにちょっと気になる噂がありました。

神月：気になる噂とは？

ＧＭ：入院していた子供が、数名行方不明になっているという事じ件けんがあるようです。

コウ：む……。

あやめ：入院してた子供が……行方不明？

神月：なにやら、急にきな臭い話になってきたな。

瞳：やっぱりこの病院、何かあるっぽいね。

神月：その行方不明事件については、何か情報をつかめるか？

ＧＭ：残念ながら、現状では詳しいことは分かりません。結構昔のことですので、調べるのにも曖昧になってしまってる部分が多いんです。

神月：むう……。

ＧＭ：ただ最近、その誘拐事件について調べている人物がいるようですね。

瞳：……もしかして、九陽文子？

ＧＭ：ご明察です。

神月：ここで彼女と繫がるのか……。

あやめ：……カイン君の言葉もあるし、コウ君と一緒に病院に行って見たいかな。……ねえ、コウ君。一緒に行ってみない？

コウ：実は、俺も同じ事を考えていた。

神月：君たちふたりなら、まあ心配あるまい。気をつけていきたまえ。何か判明したら報告するように。

コウ：了解。

神月：では、こちらはヤギトラについて調べておくとしよう。

ＧＭ：ヤギトラって……略りやくされた（笑）。矢儀虎之助のことですね。

神月：ふっ、殺し屋を本名で呼ぶ必要などない。あいつなぞ、ヤギトラで十分だ！

ＧＭ：ぐほっ!?（笑）

瞳：あーあー。もうこれは、あだ名はヤギトラで決定だね（笑）。

コウ：山羊なのか……虎なのか……（ぶつぶつ）。

あやめ：ああ！　また、コウ君が思考のスパイラルに！（笑）

ＧＭ：……もう好きにしてください（一同笑）。

瞳：じゃあ、神月先生が片かたづけにいったのを見計らって……。最近、ちょっと神月先生変だと思わない？

コウ：そうだろうか？

瞳：コウ、あんたには聞いてないわよ！（一同笑）

コウ：そ、そうか……。

あやめ：うーん、言われてみればどこか上の空のような。

瞳：実はこの間さ、女の人が尋たずねてきたのよ。九陽文子っていう人なんだけど、どうもそのとき以来、変なんだよねー。と超ちようゴシップモードで（笑）。




　瞳も、そんなことが気になるお年とし頃ごろのようで。




あやめ：神月さんに恋こい人びとがいたってこと？

瞳：うーん、どうなんだろ。なんか彼かの女じよには見えなかったんだよね。「この偽ぎ善ぜん者しや」とか叫さけんでたり、険けん悪あくな感じだったしさ。

あやめ：その人との間に何があったんだろう？　うーん、こういう話にはやっぱり好こう奇き心しんをくすぐられちゃうなー。

瞳：なんか、いろいろ神月先生にもあったっぽいんだよねー。

コウ：では、そこで突つっ込こみを入れよう。……その女じよ性せいは、今回の事件に何か関係が？

瞳：一いち応おうね。どうも、わたしたちと同じく、事故について調べてるみたいなの。

あやめ：あたしが遭そう遇ぐうした？

瞳：うん。

コウ：ふむ……。一応、気にはかけておいた方がよさそうだ。

ＧＭ：ちなみに虎之助には、どう対処しますか？

コウ：対処は、敵てきの出方を調べてからだな。今のところ、ヤツが何をしようとしているのかが判明していないからな。

瞳：虎之助は、先生が調べればいいんじゃないかな。

神月：ＵＧＮのコネで調べたらわかりそうな感じではあるか。

瞳：ヤギトラは先生がこのあと調べる。で、コウとあやめは病院へ行く。わたしは、ちょっと文子について調べておこう。

神月：というわけで、我々の方針は決まった。

ＧＭ：了解です。では、それぞれの行動方ほう針しんが決まったところで、シーンを切りましょう。







◆Middle02◆閉とざされていた記憶


Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ






　長い年月放置され、ボロボロになった病院。

　その中に入はいり込こんだあやめは、コウと共に病院の中を歩いていく。

　そして、病院の一角で、あやめはひとつの記憶を思い出す……。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはあやめ。先ほど話題に上がっていた荒吹病院を訪たずねるシーンになります。

コウ：なら、俺も登場しよう。あやめと一緒に向かったということで。

ＧＭ：はい、どうぞ。

あやめ：荒吹病院って、どこにあるんですか？

ＧＭ：綾間市の中心地から30分ほど歩いた場所にあります。廃院になって数年が経過しているので外観はボロボロですが、大きな施し設せつはまだ形を残しています。施設は三階建てでかなり大きく、敷しき地ちもかなり広い。

コウ：周りはどうなってる？

ＧＭ：人の姿すがたはなく、静まり返ってます。敷地前には立たち入いり禁きん止しの看かん板ばんが立てられており、正面扉とびらは閉しまっていますね。心霊スポットとして噂されるだけあって好きこのんで寄りつく人は少なそうです。

コウ：人がいないなら好都合だ。柵さくを跳とび越こえて、敷しき地ち内ないに入るぞ。

あやめ：わっ!?　ちょ、ちょっと待って！　慌あわてて後を追うよ！

ＧＭ：では、ふたりは特に問題なく病院の中に入れます。

あやめ：お邪じや魔ましまーす。

ＧＭ：ふたりは病院の中に入ったわけですが、もちろんひとの気配はありません。長い廊下が続いていて、しーんと静まり返っています。

あやめ：うわー……。

コウ：いろいろ部屋を覗いてみようと思うんだが、どんな様子だ？

ＧＭ：病室とか診察室とかありますが、廃はい墟きよと化してからしばらく経っているせいで床には塵が積もっています。そのうえ、不良のたまり場にでもしてるのか、壁に落書きがされていたり、ゴミが散乱していたりします。

コウ：荒れ放題だな。ヒントになるものが見つかるといいんだが……。

あやめ：コウ君、どう？　何か思い出した？

コウ：いや……。とりあえず、病院内を歩いてみよう。

ＧＭ：すると、中庭の前を通り過ぎようとした時、一瞬、頭痛が走りまして、ヴィジョンがふたりの頭に浮かび上がります。

コウ：むっ!?




　　　　＊　　　＊　　　＊




　廃墟と化した病院。

　その光景は、記憶の奥おく底そこにあった光景と重なった。

　かすかだった記憶が、徐じよ々じよに鮮せん明めいなものとなっていく。




ＧＭ：それは前回のエンディングでも見た、コウとあやめ、カインの三人で話している映えい像ぞうですね。あやめを挟はさんでコウとカインが、ソファに座すわっています。
















あやめ：あの時の……。

ＧＭ：あやめは事故にあった直後らしく、身体に痛いた々いたしく包帯を巻まいています。カインが「そっか、君のお父さんとお母さんは事故で死んじゃったんだ」と同どう情じようして声をかける。

あやめ：両親を亡くしたばっかりだから……あたしは落ち込んでいますよね。

ＧＭ：そうですね。しかし、カインはパッと顔を輝かがやかせて「もうすぐ世界は変わるんだよ。そうすれば、そんな悲ひ劇げきはなくなるんだ」

あやめ：えっ!?

ＧＭ：「僕ぼくたちはそのための、お手伝いをしているんだよ」と、カインは自分の夢ゆめが誇ほこらしいものであるかのように、明るい声で言います。

コウ：…………。

ＧＭ：カインは「そう〝ドクター〟が言ってたよ」と続けます。

あやめ：〝ドクター〟？

ＧＭ：「〝ドクター〟は、君にも世界を変えるお手伝いをする資し格かくがあるって言ってたよ」というようなことを。

あやめ：えー。あたしはそんなすごい人じゃないと思うんだけどなー。

ＧＭ：キョトンとするあやめをよそに、カインは一方的に語るわけです。子こどもが、楽しいことを見つけて、キラキラしたような表ひよう情じようで。

あやめ：あー、わかります、わかります。

ＧＭ：「もしその時がきたら、一緒に世界を変えよう。約束だよ」と、一方的な約束を（笑）。

あやめ：……あたし、そんなこと約束してたんだ。

瞳：コウは何してるの？

ＧＭ：〝ドクター〟があやめに大変興味を持っているのを知って、カインとコウはその様子を見に来て知り合ったというところです。

コウ：俺は、ＵＧＮに保護されているのか？

ＧＭ：いえ、まだ保護される前の段階です。

コウ：じゃあ、まだ自分の能力も知らずに、〝ドクター〟によってこの病院に集められたということか？

ＧＭ：そういうことになります。

コウ：じゃあ、まだ普通の子供として振ふる舞おう。ばかだなカインは。世界なんか変えられるはずないだろ。

ＧＭ：「そんなことないよ。〝ドクター〟が言ってたんだからさー」

コウ：お前、七歳さいにもなってまだ、そんなこと言ってるのかよ（一同笑）。

神月：コウは、この頃から冷めていたようだな（笑）。

瞳：生意気な子って感じだよねー（笑）。

コウ：お互たがい様さまだ（笑）。

ＧＭ：「コウは、〝ドクター〟の言うことを信じないのかい」とカインは不満げに言います。

コウ：そんなこと言われてもなー。

ＧＭ：「コウは夢がないなー」

コウ：カインが子供なんだろー。

ＧＭ：と、ふたりがそんな会話をしているところに、巧たく己みがやってきます。「あやめ、こんなところにいたのか。まだ怪け我がが治ってないのに動いちゃダメじゃないか」

あやめ：ああ、お兄ちゃん。

ＧＭ：カインは「へー、お兄さんがいたんだ」みたいな感じでですね。「いいなー、優やさしそうじゃないか。それに比くらべてコウなんてさー」

コウ：俺は兄あに貴きじゃなくて、妹が欲ほしいなー……と、このときは思っていた（一同爆ばく笑しよう）。

瞳：ちょっとー、今はどうなの？（笑）

コウ：こんな妹ができるとは思っていなかった（一同笑）。

あやめ：ふたりとも仲いいね（笑）。

コウ＆瞳：どこがっ!?（一同爆笑）




　そういうところが仲がよいところかと（笑）。




ＧＭ：巧己が「さあ、早く病室に戻もどろう」と、あやめの手を引きます。

あやめ：病室に戻もどる時間なのかな。また会おうねってふたりに手を振ふります。

ＧＭ：「またねー」とカインは元気にブンブン手を振る。コウはどうします？

コウ：無愛想だけど、手は振ふっていよう。

ＧＭ：すると、あやめが立ち去るのと同時に、「ここにいたのか、お前たち」とコウとカインを呼よぶ低い声が。ちなみに、それが〝ドクター〟と呼よばれる人物。

コウ：むっ。

ＧＭ：ただ、その記憶があやふやなため〝ドクター〟はひどくぼやけて、姿がよくわかりません。そして〝ドクター〟が言う。「さあ、コウ君、カイン君。次の練習をしようか」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……というところで過か去このヴィジョンは途と切ぎれます。三人で座っていた応おう接せつ室しつ。今は古くなったソファが目の前にある。

コウ：ボロボロになったソファの方に近ちか寄よって、触ふれてみる。

ＧＭ：ボワッと埃ほこりが上がり、張はってあった革かわがボロリと崩くずれます。

コウ：俺は、この場所にいたのか……？

あやめ：コウ君も今の、見たの？

コウ：ああ、今まで忘わすれていた。しかし、何故なぜ……。

あやめ：昔過すぎて覚えてなかった……って、わけでもなさそうだよね。カイン君は覚えてたわけだしさ。

コウ：そうだな……。ただ、少なくとも、ふたりが同時に思い出したということは、間ま違ちがいないんだろう。信じたくはないが。

あやめ：記憶がはっきりしなけど、あたしとコウ君は昔から知り合いだったみたいだね。そのことが、素直に嬉しいけど……。

コウ：……一体、俺の過去には何があったのか。

あやめ：コウ君、どうしたの？

コウ：……この記憶を覗き込むと、自分が何者なのか、わからなくなりそうだ。

瞳：アイデンティティの危機ってヤツね。

コウ：今までそんなことを疑問に思ったことはないだけに、戸と惑まどいは大きい。その一方で過去を知りたいという欲求もある。

あやめ：……う、ちょっと声をかけられないかも。

コウ：……この病院に何か記録が残ってないか探さがそう。

あやめ：う、うん……




　しかし、ドクターに関する資し料りようは残っておらず、記憶の手て掛がかりは途と絶だえてしまった。

　コウとあやめは、廃墟となった病院をひとしきり歩いて回るが、それ以上のものを得ることはできない。

　失われた記憶の断片を手に入れたものの、その大半はまだ深い藪の中にある。




コウ：謎はまだ解かい明めいできない、か……。

あやめ：うん、そうだね。




　表情ひとつ変えずに呟くコウ。

　あやめには、この少年が焦じれているように見える。

　───自分が何者なのか。

　コウが答えを見つけるために、何ができるのだろう？




　　　　＊　　　＊　　　＊




コウ：せっかくだから、ここであやめにロイスを取っておこう。お互たがい、同じ過去を持っていたからな。感かん情じようは、ポジティブが〝連帯感〟、ネガティブは〝不安〟ってとこだな。

ＧＭ：分かりました。

あやめ：あたしも、コウにロイスを取っておくかな。Ｓロイスに指定。

ＧＭ：徐々に気になる存そん在ざいになったと。







◆Middle03◆九陽文子の事じ情じよう


Scene Player ─── 陸原瞳






　夕ゆう暮ぐれ時の住じゆう宅たく街がい。

　周囲を見み渡わたし困こまった表情になる文子の姿を、瞳は発見した。

　神月を偽善者と言い、事故について調査する女性記者。

　彼女について知るべく、瞳はゆっくりと近づいていく。




ＧＭ：はい、では次のシーンプレイヤーは瞳になります。

瞳：ほいほい。文子について調べますか。ちなみに直ちよく接せつ会ったりできる？

ＧＭ：できます。彼女は事故の調査のために、綾間市を歩き回っているんで、そこに接触する形になりますね。ちなみに現げん在ざいは、住宅街にいます。

瞳：んじゃ、そっちへ向かうよー。

ＧＭ：では、瞳はあっさりと文子の姿を見つけます。彼女は周囲を見渡しながら、ぽつりとつぶやく。「確か、ここら辺のはずなんだけど……」

瞳：偶然通りかかった振りをして声をかけよう。お姉さん、どうしたの？

ＧＭ：「あら、あなたは神月のところにいた……」と驚いた顔をしますが。

瞳：ニコニコしながら話しかけよう。小学生には警戒すまい（笑）。何か探しもの？　この辺のことならくわしいよ。手伝おうか。

ＧＭ：「じゃあ訊くけど、敷島さんのお家ってどこだか知らないかしら？」

瞳：敷島さんの家？　知ってるけど……お姉さん、何しにいくの？

ＧＭ：「本当に？　よかったら教えてもらえないかしら。ちょっと、昔あった高速道路での追突事故について調べにきているのよ」

瞳：いいけど、その代わりお姉さんに聞いてもいい？

ＧＭ：「あら、何かしら？」

瞳：どうしてその事故のことを聞こうとするの？　ずいぶん昔の話でしょ。

ＧＭ：すると、彼女は「それは……」と、口をつぐんでしまうわけですが。

瞳：じゃあ、その隙すきに話題を振ろう。……ねえ、お姉さん。お姉さんって、神月先生のなに？　もしかして、恋こい人？（笑）

神月：おいおい（笑）。

ＧＭ：「恋人ですって!?」一瞬、文子はうろたえたような表情に。

瞳：ここですかさずたたみかける。わかった、別れた恋人だ!!

ＧＭ：「冗じよう談だんじゃないわ！」文子は慌あわてて否定します。

神月：……そこまできっぱり言われると……その、それはそれで傷つくんだが（笑）。

あやめ：か、神月さんがへこんでる（笑）。

瞳：おや～？　神月先生も実はまんざらでもなかったとか？（笑）

神月：いや、その……。今はそのことはいいではないか！　私は登場していないのだ。文子くんと話したまえ（笑）。

瞳：はーい（笑）。

ＧＭ：「そんな関係じゃないわよ。だって、あの人にとって……私なんでどうでもいいんだから。彼は私が聞いても、何も答えてくれなかった……」

あやめ：そんなことないと思うんだけどな～。

瞳：むしろ、超気にしてるよね（ちらりと神月を見る）

神月：……ノーコメントだ（笑）。

瞳：あらら、黙だまり込んじゃった（笑）。んじゃ、ちょっと文子を元気づけようかな。……んー、神月先生は、文子さんのこと気にかけてると思うけど？

ＧＭ：「どうかしらね……。彼……あの人は、私が何を聞いても、何も答えてくれなかったわ」

コウ：何だか、この人……怒ってるというより、拗すねてないか？

あやめ：やっぱり、神月先生への気持ちはあるのかな？（ドキドキ）

瞳：まっ、そういうことにしておきましょう（笑）。

ＧＭ：すると、文子はこほんと咳せき払ばらいをすると「ともかく、あの人と私はなんでもありませんから」と言います。

瞳：でも、こういう考え方もありません？　何も教えないのが、神月先生の愛情だって。あなたを大事にしているから、あえて何も伝えなかったっていう。

ＧＭ：「……そういう見方もあるかもあるのかしらね」文子は、ちょっと考えます。

瞳：わたしはそう思うなー。

ＧＭ：「それでも、それでも私は真実を知りたいの。何も知らないのは辛いから……」。

瞳：そのことで大切なものを何もかも失っても？

ＧＭ：すると、彼女は力強く答えます。




「たとえ、大切なものを失っても……よ。

　それが私の───〝正せい義ぎ〟だから」




ＧＭ：強い信念を感じますね、その言葉から。

瞳：ふーん、そっか……。やっぱお姉さん、神月先生のこと好きなんでしょう？

ＧＭ：「な、な、何を……!?」いきなりの言葉に、かっと顔を赤くする文子（笑）。

瞳：赤くなった、赤くなった！　やっぱり好きなんだ？（一同笑）。

ＧＭ：「そういうんじゃないわ。……ふう、なんだかあなたと話してると調子くるうわ」と言って、彼女は頭を振る。

瞳：そしたら、ひらりと塀へいの上に飛び乗って、猫ねこがヒュッと肩かたにのって。……でも、あきらめた方がいいわよ。棲すむ世界が違うから。そう言って、《猫の道》で姿を消す。

ＧＭ：忽こつ然ぜんと消える瞳に、驚おどろく文子。「どこに消えたの!?　やっぱり、あの子には不思議な力が……レネゲイドの力が……」文子は呟つぶやきます。

一同：えっ!?

コウ：……今、レネゲイドって言ったな。

瞳：その呟き、わたしにも聞こえたの？

ＧＭ：はい。文子が〝レネゲイド〟と口にしたのは、瞳にも聞こえました。

瞳：気になる情報が入ってきたねー。この人、レネゲイドの存在を知ってるっぽい。

神月：あの裁判から、独自に調査して辿たどり着いたのか。

コウ：しかし、ＵＧＮの隠いん蔽ぺい工作をかいくぐっているとしたら、結構問題だぞ。

神月：……ＵＧＮは、文子くんを消したりはしないだろうな？

ＧＭ：さすがに、そこまではしないでしょう。ですが、彼女の処置については、綾間市支部長である神月先生が行なうことになりますよ。

神月：む、そうか。

瞳：そのことも含めてみんなに報告しないとね。

ＧＭ：というわけで、彼女が呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしているところで、シーン終了となります。




　　　　＊　　　＊　　　＊




瞳：ここでロイスとらなきゃ。九陽文子のロイスを取りまーす。感情はポジティブ〝興きよう味み〟、ネガティブ〝隔かく意い〟で。興味があるけど、この人に必要以上近づいて探られないようにしようと思ってる。

ＧＭ：了解しました。







◆Middle04◆敵てきの動向


Scene Player ─── 神月正義






　レストランを閉しめ、神月正義かんづき・せいぎは二階の法ほう律りつ事じ務む所しよに戻もどる。

　念願かなってオーナーシェフとなったわけだが、厨房にこもって料理ばかり作っているというわけにもいかない。

　まずは、雇やとわれたという殺し屋の矢儀虎之助やぎ・とらのすけについて調べてみることにした。




ＧＭ：では、レストランの店じまいをした神月先生のシーンにします。事務所に戻もどって、調べ物をするという場面でよろしいですか？

神月：わかった。えいや。ダイスの目は５、普ふ通つうだな。侵しん蝕しよく率りつは46から51へ。

ＧＭ：はい、では、事務所です。虎之助について調べるという話でしたね。

神月：うん、そのつもりだ。

ＧＭ：〈情じよう報ほう：ＵＧＮ〉か〈情報：ＦＨ〉、もしくは〈情報：裏社会〉で判はん定ていしてください。

瞳：山羊のくせに。

ＧＭ：山羊じゃないです（笑）。

コウ：虎の癖に。

ＧＭ：虎でもないです！（笑）

神月：なら、ヤギトラだ！（一同爆笑）

瞳：や、ヤギトラ!?　もう、なにが何だかわかんないんだけど（笑）。

ＧＭ：ぐくくっ……ど、どうしてこんなことに……（笑）。

神月：ＧＭ、へこんでる暇はないぞ。さあ、ヤギトラについて調べさせてくれ！

ＧＭ：もう好きに呼んで下さい（笑）。ちなみに、虎之助について調べるなら、〈情報：裏社会〉か〈情報：警察〉で。難易度はちょっと高めで10になります。

神月：なら〈情報：裏社会〉で判定しよう。１レベルだが判定のダイスを10個こ振ふれる。これで１個でも10が出れば……ああ、出た。

ＧＭ：クリティカルして成功してますね。

神月：というわけで、どういう情報があるんだ？

ＧＭ：矢儀虎之助。ＦＨのイリーガルのひとりで、織戸静馬おりと・しずまという人物の弟子です。

神月：織戸静馬？　どういう人物だ？

ＧＭ：こっちもＦＨイリーガルのひとりで、コードネームは〝カーネイジ〟。齢六九にしてなお現役の、生ける伝説ともいうべき暗殺者ですね。

コウ：〈白兵〉40レベルという、正真正銘の白兵戦闘の鬼です（笑）。

神月：40レベル!?　それはすごい！

瞳：固定値だけで、もうダメージのダイスを５個振る確定しているっていうバケモノだよ。




〝カーネイジ〟織戸静馬

　東アジア全ぜん域いきで指名手配されている職しよく業ぎよう暗殺者。古こ武ぶ術じゆつをベースに古今東西の格かく闘とう技ぎをミックスした独どく自じの格かく闘とう術じゆつを使う。

　現在公表されているＮＰＣの中でも、最強のひとりと言われるオーヴァードである。
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ＧＭ：常人を遙かに超える修練を積んだ、生粋の武道家にして暗殺者。それが、オーヴァードになったことで、さらに強くなったという究極生命体みたいな人物ですね。

神月：ヤギトラは、そんなヤツの弟子なのか。

ＧＭ：えー、何度も言いますが矢儀虎之助です（笑）。

神月：ヤギトラでいいではないか。

コウ：ヤギトラ……。

あやめ：もうすっかり定着しちゃいましたね（笑）。

ＧＭ：……もう、ヤギトラでいいです。

瞳：ＧＭも諦あきらめたみたい（笑）。

コウ：もう、プレイヤーがヤギトラとしか呼よばないしな（笑）。

ＧＭ：そんなヤギトラですが、どうやら仕事の後始末に失敗したらしいです。

神月：仕事の後始末？　殺しのか。

ＧＭ：ええ、ヤギトラはジャーナリストをひとり抹まつ殺さつしたようですが、その現げん場ばを別の記者に捕つかまれたようです。

神月：……どういう事じ件けんかわかるか？

ＧＭ：殺されたのは、九陽文子の先せん輩ぱいに当たるジャーナリストです。彼かれは、荒吹病院の行方不明事件を文子と一いつ緒しよに追っていたらしいですね。

神月：おおっ、繫つながってきたぞ！

コウ：じゃあ、ヤギトラが狙ねらってるというのは？

神月：九陽文子で間違いないな。

ＧＭ：ちなみに現げん在ざい彼以外のＦＨのエージェントですとか、イリーガルですとか、関係者が動いている様子はありません。

コウ：他のＦＨが動いてないのか？

ＧＭ：そうですね。彼独自の行動だと思ってください。ヤギトラはＦＨイリーガル、つまり、ＦＨに雇われたことがあるオーヴァードに過ぎないわけです。

コウ：局外協力者という立場か。

神月：つまり、組そ織しきの人間じゃないんだな？

ＧＭ：ええ、そうです。ちょっと焦あせっているような動きですね。

瞳：ヤギトラのヤツ、文子さんに証拠を押さえられたんじゃじゃないかな？

コウ：なるほど。その線は考えられる。

神月：まさか、彼かの女じよとここにきて接せつ点てんができるとはな。というわけでＧＭ、文子くんとまだ仲がよかったときのことを回想したりしてもいいかな？

ＧＭ：それは願ったりかなったり。では、モアモアモア～と神月に当時の記き憶おくが甦よみがえります。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　神月正義が、弁べん護ご士しとしての活動を始めたばかりの頃ころ───。

　傍かたわらには、九陽文子という同どう志しがいてくれた。

　お互たがい、〝正義〟という同じ目的を持っていると、信じ合っていた。




ＧＭ：あなたは弁護士として無む罪ざいを勝ち取り〝正義〟を示す。彼女は記者として真実を明かし〝正義〟を示す。多少の違いはあれど、〝正義〟という言葉で結びついていました。

神月：無実の罪をなすりつけられた被ひ告こく人にんを助けるため、私わたしは駆け出しの弁護士として、彼女は記者として、それぞれ活動をしていたわけだ。

ＧＭ：では、事件解かい決けつのために協力した夜、バーで落ち合っていることにしましょう。

神月：ああ、こう大人な雰囲気のあるいい店を選んでおく。

ＧＭ：わかりました。ふたりはバーのカウンター席に着いています。グラスを片かた手てにした九陽が「今回もみごとな手しゆ腕わんだったわね、神月」と。

神月：君こそな。そういってふたりで乾かん杯ぱいする。

ＧＭ：「まさかあの男が口を割わるなんて思わなかったわ。いったい、どんなマジックを使ったの？」不思議そうに問いかける文子。

神月：君は知らない方がいい。

ＧＭ：「あなたの答えは、いつもそれね」文子はクスクスと笑いながら言うわけです。

瞳：ふたりとも、いい雰ふん囲い気きだったんじゃない（笑）。

神月：この時点では、友達以上恋こい人びと未満な関係だ（笑）。

あやめ：神月さんにも、そんなお年とし頃ごろが（笑）。

ＧＭ：「私たち、いいパートナーよね」とグラスを傾かたむけながら。

神月：ああ。君は真実を暴あばき、私は真実を追究する。

ＧＭ：「お互たがいの、正義のために」

神月：そうだな、その点だけで私たちは結ばれることができる。

あやめ：おお、大人なシーンだ（笑）。

瞳：こら、子供は見ちゃ駄だ目めだよ（笑）。

コウ：よりによって、一番年下のお前がそれを言うのか（笑）。

瞳：気にしなーい（一同笑）。

ＧＭ：（笑）。ともあれ、なかなかいい雰囲気になっている神月と文子なわけですが。

神月：なら、酒に酔よった勢いきおいで、なんかキザっぽいことを言おう。「私たちは私たちの信じる正義に忠ちゆう実じつであり続けよう。〝正義を貫つらぬく〟ために」と乾杯、カチーン。

ＧＭ：ああ、いいですね。「じゃあ、お互いの正義に乾杯」という感じで、チーンと。




　神月と文子は、軽くグラスをぶつけて乾杯する。

　クラスは、心地よい音色を立てる。

　その夜、ふたりは勝利の美酒に酔いしれた───。

　しかし、瞳の父親の裁さい判ばんを機に、ふたりの関係は終わってしまった。

　男は、自分の信じる正義を守るために戦った。

　女は、それを裏うら切ぎられたと思った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……と、回想は終わり。そんな文子が今狙ねらわれているとわかりました。

神月：文子くんが危あぶない。しかし、どうすればいい。そいつの隠かくれ家がとか、わからないか？

ＧＭ：虎之助の隠れ家については、今のところわかってないですね。

神月：……なら、方法はひとつ。文子くんを護ご衛えいするしかない。

コウ：なるほどな。向こうがやってくるのを止めると言うことか。

神月：というわけで、支し部ぶ長ちようの私がそのように行動しても大だい丈じよう夫ぶか？

ＧＭ：構かまいません。これは任にん務むの一いつ環かんになりますから。虎之助がオーヴァードである以上、その犯罪に対抗できるのはオーヴァードだけ……ＵＧＮが対処する必要があります。

神月：なら、まず文子くんに電話をかけるとしようか。回りくどいのは好かん。ここはストレートに会いたいと連れん絡らくをつけよう。

瞳：携帯電話のメモリから、電話番号を消していないあたりが未練を感じさせる（笑）。

神月：まあ、彼女とはキャラクター作成のときに固定ロイスに指定した仲だからだ。それ以上の意味はない……はずだ（笑）。

コウ：なんで、不安げなんだ？（笑）

神月：まあ、いろいろとあるのだ！（笑）

ＧＭ：いろいろあるらしいです（笑）。さて、それでは神月が携けい帯たいを取り出したところで、一度シーンを終しゆう了りよう、シーンを切りましょう。







◆Middle05◆九陽文子の取材


Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ






　荒吹病院を調べ終えたあやめは、コウのバイクで家まで送ってもらった。

　自じ宅たく前に到とう着ちやくすると、玄げん関かん前まえにひとりの女じよ性せいがたたずんでいた。

　凜りんとした雰囲気を持つ、スーツ姿すがたの女性───九陽文子である。

　彼女はあやめを真っ直ぐに見つめると、しっかりとした足取りで歩あゆみ寄よってきた。




ＧＭ：それでは、次のシーンになります。シーンプレイヤーはあやめ。病院の調ちよう査さを終えたあと、一度、自宅へ帰ってきたところだと思ってください。

あやめ：はーい。

ＧＭ：ちなみに他の方々も自由に登場して構いません。

コウ：それなら俺おれも登場する。あのまま病院で別れるのもなんだ。バイクで自宅まで送ろう。ヘルメットを差し出して、後ろに乗るように言う。

あやめ：おー。ありがとう、コウ君！

コウ：……別に礼を言われるようなことじゃない。バイクを走らせながら、あやめに言う。……それより、病院では結局、大したことは分からなかったな。

あやめ：でも、記憶の欠片かけらみたいなものが取とり戻もどせただけでも収しゆう穫かくじゃない？　カイン君の言っていたとおり、やっぱりあたしたちは昔に会ってたみたいだったし。

コウ：それはそうだが……。収穫というには、あまりにも少なすぎる。

あやめ：急ぎすぎてもいいことないって。焦あせらない、焦らない！

コウ：む……。こればかりは、あやめが言っていることの方が正しいかもしれない。気持ちを切きり替かえよう。

ＧＭ：では、やがてコウの運転するバイクが敷島家に到着します。時じ刻こくはすでに夕方。あやめがバイクから降おりると、家の前にたたずむ、ひとりの女性の姿が見えます。

あやめ：うん？　誰だれだろ？

ＧＭ：きょとんとするあやめに、女性───九陽文子が気づき、近づいてきます。彼女はにこりと微笑ほほえみかけながら問いかけてくる。「あなた、敷島あやめさん？」

コウ：文子か……。俺とあやめは、直ちよく接せつの面めん識しきがないんだよな。

瞳：直接会ってるのって、わたしと神月さんだけだからね。

コウ：あやめを家まで送り届けたが……心配なので横から文子とのやりとりの様子を窺うことにしよう。

あやめ：そうなると、やっぱり警けい戒かいしちゃうかな。……えっと、あなたは？

ＧＭ：「ああ、失礼。私、こういうものです」そう言って、差し出された名めい刺しの名前欄らんには、こう書かれています。




〝極東新聞社　社会部　九陽文子〟




あやめ：瞳ちゃんから文子さんの名前だけは聞いてるから、さっとコウ君に目配せするよ。

コウ：現げん状じようでは何とも言えないな。ここは、「とりあえず話を聞いてみよう。何か情報が入るかもしれない」とアイコンタクト。

あやめ：「ラジャっ！」とこちらも、目で答えるね。

神月：ふむ……。

あやめ：ん？　急に考かんがえ込こみだして、どうしたの？

神月：いや～。ふたりとも、ずいぶんと仲がよくなってきたな、と思ってな。

瞳：あー、そうだね（笑）。

コウ＆あやめ：えっ？

瞳：目と目が合っただけで以心伝心って、まるで夫ふう婦ふみたい（一同笑）。

あやめ：夫婦って……そんなんじゃないってば！（笑）

コウ：……何も特別なことはしていないが。

瞳：（コウの反応を見つつ）あやめちゃんも大変よねー。

あやめ：と、とにかく、文子さんに話を聞くね！　……えっと、新聞社の人が、どんなご用ですか？

ＧＭ：「ちょっと取材に協力してもらいたいの。十年前に起こった事故のこと、知っているわね？」そう言って、文子はあやめを見据えます。

あやめ：はい、そのことは……。

ＧＭ：「私、その交通事じ故このことについて取材をしているの。そこで当時の関係者にお話を聞かせてもらっているのだけれど……」

あやめ：では、暗い顔になって……あの時、両親を亡なくしておりますので。そういうのはちょっと……って拒きよ絶ぜつしてもいいですか？

ＧＭ：いいですよ。「……そう」と文子はちょっと残念そうな顔をした後、ちらりと隣となりにいるコウに視し線せんを向けます。

コウ：無む反はん応のうだ。

ＧＭ：「残念だけど、無理に聞き出したりしないわ。ただ、ひとつだけ質しつ問もんさせてもらっていいかしら？」

あやめ：……答えないかも知れませんが、質問を聞くだけは聞きます。

ＧＭ：「ちょっと変なことを聞くようだけれど……」

神月：（急に文子になって）「隣の男の子、彼かれ氏し？」（一同爆ばく笑しよう）

あやめ：ええっ!?

コウ：……何を言ってるんだ？（笑）

ＧＭ：では、文子はあらためて聞きます。「最近、この辺りで怪あやしい人ひと影かげを周りで見たりしてないかしら？」

あやめ：コウ君に視線を向けて。少なくとも、あたしはそういう気配を感じたことはないですけど……と言葉を濁にごすよ。

コウ：何故、そんなことを聞く？

ＧＭ：「……私と一緒に十年前の事故とその後に起こった行方不明事件を調べていた先輩が、不審な死に方をしたの。だから、患者が運ばれた荒吹病院に入院した過去があるあなたたちの周りにも、何かが起こっているんじゃないかと思ってね」と、あやめが遭った事故と荒吹病院で起こった行方不明事件について

瞳：不審な死に方した先輩って……きっとヤギトラがやったことだよね。

コウ：その情報は、こっちには伝わっていないからな。

ＧＭ：「そのことについて調べてほしくない者がいて、情報を隠蔽しようとしているのは確かなことよ。あなたち、〝オーヴァード〟って言葉を聞いたことがあるかしら」

あやめ：ぎくっ!?

コウ：……いや、知らないな。

ＧＭ：「そう……」と言いながらも、文子はコウやあやめの反応を探っているようです。

あやめ：ひー、疑われている!?

コウ：そのオーヴァードが、あんたの追っている真実なのか。

ＧＭ：「そうよ。オーヴァードと呼ばれる一種の超能力を持った人たちがいて、大きな力がそのことを隠している……。それが、今まで調査をして私が得た確証よ」

神月：……真実に近づきすぎているぞ、文子くん。

あやめ：そりゃヤギトラも狙ってくるよね。

コウ：ただ、常識的に考えれば、彼女が言っているのはオカルトめいたヨタ話に過ぎない。

瞳：オーヴァードの存在は、一般には隠されているからね。

あやめ：……そのオーヴァードについて、調査しているんですか？

ＧＭ：「真実を明らかにするのが、私の記者としての使命よ。過去に、一度は挫ざ折せつした道だけど……今度こそやり遂げてみせるわ」と、その瞳には強い意志が宿っています。

神月：私に裏切られたという想いが彼女の原動力のようだな（笑）。

瞳：神月先生に、一度潰されてるからね～。

ＧＭ：まあ、そんなところです。

あやめ：あの、文子さん───。

ＧＭ：「何かしら？」

あやめ：少なくとも、あたしたち兄妹の周りで不審な出来事は起きてないですし、行方をくらませなければならない理由もないです……。

ＧＭ：「あなたたちが安全なら、今のところそれでいいわ。でも、あなたが遭った十年前の事故と荒吹病院で起こった失しつ踪そう事件……私は隠されている関係があると思う。だから、気づいたことがあったら、どんな些さ細さいなことでもいいから教えてほしいの」

あやめ：申し訳ないですが、取材にはご協力できそうにありません……。

ＧＭ：「謝る必要はないのよ。こちらこそ、いきなり訪ねてきて、不ぶ躾しつけな質問をしてごめんなさいね」謝る態度に誠意は感じられます。

あやめ：……でも、こんなことを続けていて、あなたの身は大丈夫なんですか？

ＧＭ：「心配してくれてるの？　ありがとう。確かに危険かもしれないけど、真実を調べ上げるのが私の使命よ。最近、いろんな人から心配されてばかりね」と苦笑して返事をします。

あやめ：きっと、文子さんに何かあっても神月先生が何とかしてくれる！（一同笑）

コウ：人は、それを丸投げと言う（一同笑）。

あやめ：だ、だって！　あたしは、神月先生と文子さんは恋仲だと思い込んでいるので！（笑）

神月：まったくあやめくんは（笑）。では、そろそろ私から電話連絡が入る頃かな？

ＧＭ：分かりました。文子の携帯電話が鳴ります。「失礼。ちょっと用事ができてしまったわ。いきなりやってきてこんな質問をしてごめんなさいね。それじゃ」と言って、文子は立ち去ります。コウとあやめは取り残されます。

あやめ：ＧＭ、その電話の相手が神月先生だって気づきたいんですけど。こう、ちらっとディスプレイが見えたことにして。

ＧＭ：いいですよ。

あやめ：……コウ君、携帯電話のディスプレイに、神月先生の名前が出てたみたい。

ＧＭ：はっ。ノイマンの観察力によって、分かったことにしましょう。




　ノイマンシンドロームによって常人以上の洞察力を持つあやめは、九陽文子の携帯電話のディスプレイに映し出された〝神月正義〟の名を見逃さなかった。




コウ：神月先生の方で、何か進展があったのかもしれないな。すぐに向かうことができるようにしておこう。

あやめ：うん。

ＧＭ：では、このシーンはここで終了します。







◆Middle06◆ふたつの〝正義〟


Scene Player ─── 神月正義






　夜半、すでに閉しめられた自分の事務所で、神月は携帯電話を操そう作さしていた。

　長らく消せずにいた文子の携帯番号を電話帳機能から検けん索さくし、発信ボタンを押おす。

　コール音が鳴り、それからしばらくして携帯はつながった。

　互いの〝正義〟を追うが故に、かつて袂たもとを分かった神月と文子。

　ふたりの道が、今再ふたたび交こう錯さくする。




ＧＭ：次のシーンは神月がシーンプレイヤーとなります。先ほど話していた、文子と対話を行なうためのシーンになりますね。

神月：分かった。では、まず侵蝕率を……むおっ!?　９点も上じよう昇しようしたか！

瞳：文子と会うのに、神月先生が緊きん張ちようしてるようです（笑）。

神月：むう（笑）。では、携帯で連絡を取るところから始めるとしよう。携帯を操作して、電話帳から文子くんの番号を検索する。

ＧＭ：文子の携帯番号は、すぐに見つかります。ちなみに袂を分かった後も、彼女は番号を変えていなかったようで、数コールを経へて、電話回線は繫つながります。

神月：う……む……。

コウ：どうした、神月先生？

神月：いや、その……。まいったな。電話はしたものの、どう切りだしたものか……。

瞳：素直に思ってることを言えばいいじゃん。

神月：それはそうなのだが……。大人というものは、いろいろと複雑なのだ！（笑）

ＧＭ：いきなり言葉に詰つまる神月（笑）。文子も突とつ然ぜんのことに戸と惑まどっているようで、震ふるえる声が受話器越ごしに聞こえてきます（シリアスな口調になって）。「……もしもし、神月？　いきなり電話してくるなんて、どういうつもり？」

神月：うむ……。その、なんだ……。今から会えないか？

ＧＭ：「今から？」文子が怪け訝げんそうに問い返します。

神月：そうだ、今すぐにだ。少し……話がしたい。

ＧＭ：文子も驚おどろきはしますが、素す直なおに応おうじてくれます。あやめの家から近い場所にある公園で落ち合う約束をしたことにしましょう。

神月：人のいないような場所に行くなよ？　……って、相手がオーヴァードじゃ忠ちゆう告こくの意味がない（笑）。

瞳：《ワーディング》かけたら一発で無力化、だもんね。

神月：ともかく、待ち合わせの公園に向かう。

ＧＭ：では、神月が文子の下へ急いでいると、《ワーディング》が展てん開かいされるのを感じ取りました。

神月：むっ!?　まずい!!

ＧＭ：そして、「だ、誰？　あなた！」という文子の声が聞こえてきます。

神月：急いで向かうぞ！

ＧＭ：向かった先からは、「そんなこと気にする必要はないぜ？　だって、アンタ……今すぐここで死ぬんだからな」という男の声が聞こえます。

瞳：ヤギトラだ！

神月：それを聞いたら走るしかない！（笑）

ＧＭ：では、約束の場所に飛とび込こむと、文子が凶きよう悪あくそうな男と対たい峙じしているところに出くわします。「さあ、写真を出しな！　そうすれば楽に死なせてやるぜ？」

瞳：やっぱり、写真を抑えられたんだ！

神月：これで、文子くんが狙ねらわれる理由も察しがついたな。

ＧＭ：文子は、《ワーディング》の影響によって、その場にへたり込んでいます。

神月：私はその男を、敵だと判はん断だんできるるのか？

ＧＭ：文子に向かって拳こぶしを振ふり下おろそうとしています。

コウ：さっき調べたから、ヤギトラの顔を分かっていてもおかしくないと思う。

神月：止めるんだ、ヤギノスケ!!（一同笑）

ＧＭ：振ふり上あげていた拳をピタリと止めて、神月の方へ振ふり返かえります。「……ヤギノスケ？　そりゃオレのことか？　オレの名前は、矢儀虎之助だ!!」怒おこる虎之助。

神月：お前なんぞ、ヤギノスケで十分だ！（一同笑）

瞳：もしくはヤギトラだー！（笑）

ＧＭ：カッコイイシーンになるはずが、なんか面白いシーンに（笑）。

コウ：神月先生らしいシーンに（笑）。

ＧＭ：「お前……〝ジャスティス〟神月正義か。ＵＧＮ綾あや間ま市支部長の！」

神月：ふん。そういうお前はヤギノスケだな。

ＧＭ：「だから、ヤギノスケじゃねえと言っただろう！　矢儀虎之助だっ！　人の名前を何度も間ま違ちがえるとは、なんて失礼なヤツだ」（一同笑）

神月：わかった、今度は覚えたぞヤギノスケ!!（一同爆笑）。

瞳：先生に覚える気はないみたい（笑）。

ＧＭ：「ともかく！　お前のところのチルドレンを通して忠告しておいたはずだぞ？　この件に関して、手を出すなと」

神月：なぜ、支部長である私に言いに来なかった!?（一同笑）

ＧＭ：単たん純じゆんに、コウの方が接せつ触しよくしやすかったからなんですが（笑）。

神月：私の方が影かげが薄うすいとか、いつもコウがかっこよく敵にとどめを刺しているからとか……そういうわけではないのだな？（一同笑）

コウ：それは【行動値ち】のせいだ（笑）

あやめ：もしかして……、気にしてたんですか？

神月：うん、まあちょっと（笑）。そんなことより、文子くんから離はなれろ、ヤギノスケ！

ＧＭ：「あくまでこの女を守るつもりか？　コイツを放っておけば、世界の真実が表おもて沙ざ汰たになるんだぜ？」

神月：そんなことは関係ない。この街で罪を犯おかすことは私が許ゆるさん。何故なぜなら───。




「私は〝正義〟だからだ!!」




ＧＭ：話が通じない!?　その神月のものすごい断だん言げんから、虎之助は交こう渉しようの余よ地ちがないと感じ取ります（笑）。「てめえ、人の話を聞かないタイプだろ！」

コウ：お前が言うな！（一同笑）

神月：《ワーディング》を張って人を襲おそおうというヤツの話など、誰が聞くか！




　それもまたもっともな意見です。




ＧＭ：「貴き様さま……。あくまでもやろうってのか？」と虎之助は殺気を放ちます。

神月：もちろんだ。相手になってやろう。私もヤツの《ワーディング》に対たい抗こうして、周りの景色を裁さい判ばん所しよへ書かき換かえる！（笑）

瞳：殺し屋と弁護士の世界がせめぎ合っている!?（笑）

ＧＭ：互いの間の空間が、殺気とエフェクトでぐんにゃりと歪ゆがみました（笑）。

瞳：わたしも猫ねこで登場する～。九陽文子が危ないと知っていたので、監かん視ししていたということで。

ＧＭ：分かりました、登場してください。

瞳：後ろから、ヤギトラに話しかけていい？

ＧＭ：ええ、どうぞ。

瞳：ふっふっふっ、あんたの言っていることはおかしいわ。

ＧＭ：「だ、誰だっ!?」動どう揺ようする虎之助。

瞳：アンタがその人を始末したいのは、自分の失敗を隠かくしたいから。バレると、誰だれかに怒おこられるんでしょ？　だから、ＵＧＮに忠告するなんて弱気な真似まねをしたんでしょ～。

ＧＭ：「うっ、それは……」虎之助、図星を突つかれて表ひよう情じようが完全に凍こおり付ついてます（笑）。

コウ：……意外と打たれ弱いな、お前（一同爆笑）。

ＧＭ：「……ちっ、痛いたいところをついてくるぜ。猫の癖くせによ～」

瞳：本当に図星だったみたい（一同笑）。

ＧＭ：「だが、こいつはＵＧＮも隠したい世界の真実ってヤツの証しよう拠こを持ってるんだぞ。ここで始末しておいた方がいいのは、アンタらも同じだろ？」

神月：真実を隠いん蔽ぺいすることなど、今まで何度でもしてきたさ。

ＧＭ：「おいおい。ＵＧＮにもずいぶんと過か激げきなことを言うヤツがいるじゃねえか。お前の方がよっぽども悪役に見えるぜ？」

神月：私は、私の正義に忠実であるだけだ。そのためなら、手しゆ段だんは問わない！（一同笑）

あやめ：ちょっ!?　先生！（笑）

コウ：ものすごいこと言ってるぞ！（笑）

ＧＭ：「……クックックッ、アンタには親近感を覚えるぜ。ＵＧＮもＦＨも、根は変わらねぇってことか？」

神月：いや、お前らには正義はない！

一同：言い切った!?

神月：志す正義が大きく違う。ゆえに、為したことによってもたらされる結果が違うのだ！

ＧＭ：「ご託を並べやがって。しかし、たかが一いつ般ぱん人じんに、何故そこまで執しゆう着ちやくする？　女がひとり消えるくらい、大したことじゃねぇだろ？」と面めん倒どうそうに言います。

神月：一般人ひとりひとりを守るのが、私の正義だ。

ＧＭ：虎之助はため息をついて、「どうやら引く気はなさそうだな。邪じや魔まをするというなら、お前らもぶっ殺すまでだ」

神月：いい度ど胸きようだ。法ほう廷ていの場でもそれを言えるかな？




　にらみ合いを続ける虎之助と神月。

　戦いが始まるかと思えたそのときだった───。




コウ：そこに、バイクに乗った俺が登場したいのだが。

神月：正直、戦闘が始まりそうなので出てくれると助かる！（笑）

ＧＭ：それではコウ、登場してください。

コウ：バイクでそのまま公園に乗り付ける。先生、無事か！

神月：コウ、よく来てくれた！

ＧＭ：「新手が来たか。さすがにここは退散するか」と虎之助は逃亡の気配を見せます。

神月：待て！　逃げられると思っているのか！

ＧＭ：「もちろん、逃げられると思っているぜ」虎之助は不敵に笑い、《見えざる道》を使用します。

神月：《見えざる道》？

ＧＭ：どんな事態であっても退場できるエネミーエフェクトです。虎之助の姿が、空間に溶け込むように消えていきます。

神月：……逃げられてしまったか。さすがに追う方法はないな。

瞳：……あいつ、オルクスね。

コウ：《見えざる道》は、オルクスのエネミーエフェクトだからな。

ＧＭ：虎之助が退場したことにより、《ワーディング》が解かい除じよされ、周囲に満ちていた殺気も晴れます。神月の目の前には、へたりこんだ文子。

神月：……どうしよう？（笑）

あやめ：えええええっ、そこで困っちゃうんですか！　今までかっこよかったのに！（笑）

瞳：一いつ旦たん、支部へ連れて行きましょうよ。

神月：そ、そうだな。では文子くんに手を差さし伸のべつつ言おう。立ち話も何だ、私の事務所まで来てくれ。

ＧＭ：では、呆ぼう然ぜんとしつつも、文子が神月の手を取ったところで、シーンを終了します。








《見えざる道》　その場から退場するオルクスのエネミーエフェクト。













◆Middle07◆世界の真実


Scene Player ─── 神月正義






　九陽文子は、神月法ほう律りつ事じ務む所しよに運ばれた。目立った外がい傷しようはなく、みな胸むねを撫なで下おろす。

　さてどうしたものか？　神月は文子のあつかいについて思案を巡めぐらせていた。

　彼かの女じよは、真相に大分近づいているようだが……。




ＧＭ：次のシーン。シーンプレイヤーは神月。神月法律事務所に戻もどってまいりました。

神月：（ダイスを振ふる）７点上じよう昇しよう。ちょっと高いな。

瞳：さっそくあやめに電話連れん絡らく！　今面白いことが起こってるから、すぐ来て。そして隣となりの部屋で、一いつ緒しよに聞き耳を立てるの！（笑）（ダイスを振る）９点上がった～♪

あやめ：は～い、出ます（笑）。（ダイスを振る）９点上昇。

コウ：俺おれも出る（笑）。文子が摑つかんでいる情じよう報ほう、もっと欲ほしい。

神月：三人に一万円札を差し出す。……あー、君たち。これで食事でもしてきたまえ（笑）。

あやめ：……神月さん……本当にお父さんみたいになってきましたね（笑）。

瞳：は～い♪　なんて答えて外に出るフリをして、また戻ってくる！（一同笑）

神月：むむむっ！　ＧＭ、何とかならんか！（笑）

ＧＭ：じゃあ、〈知覚〉で対決しましょうか（笑）。

あやめ：（笑顔で）いいですよ？（[image: ]【感覚】が高い）

瞳：よし、判定だ！

コウ：……俺だけ見つかりそうだ！（笑）

神月：私わたしはダイス３個振れる！

コウ：条じよう件けんは互ご角かくか。（ダイスを振る）あ、クリティカル（笑）。

あやめ：あたしは５個です♪　（ダイスを振る）クリティカルです☆

瞳：あっ、わたしもクリティカルだ♪　達成値ち13！

神月：みんな、クリティカルだと!?　くっ、こちらは……ひとつもクリティカルせず！　ま、負けた（笑）。

ＧＭ：どうやら、ダイスの神は瞳たちの方に微笑んだようで（笑）。では、こっそり聞き耳を立てている瞳たちに、神月は気づけません。

神月：何ということだ……（笑）。

コウ：何故なぜコソコソするのだ？　と呟つぶやきつつ、瞳に引ひっ張ぱられる（笑）。

瞳：外に出るフリをして、《猫ねこの道》で戻ってくる。（声を潜ひそめて）ほら、ここ！　ここから聞こえるの～（一同爆ばく笑しよう）。

コウ：「む、ちゃんと中に入って聞けば……」と分かっていない演えん出しゆつをする（笑）。

瞳：しーっ！（笑）

あやめ：興きよう味み津しん々しん♪（笑）

ＧＭ：一方その頃ころ、室内では（笑）。

神月：エフェクトをフル活用して調べた後、……よし、アイツらはいないな！　と安心している（一同笑）。

ＧＭ：文子は憔しよう悴すいした様子で、向かいの席に座すわっています。

神月：こちらから切り出すか。何か聞きたいこと……いや、言いたいことはあるか？

ＧＭ：何から聞いていいか分からないという顔をしています。軽く混こん乱らんもしているようです。

神月：……何も見なかったことにできないか？

ＧＭ：黙だまって首を横に振ふった後、「……またそうやって、真実を揉もみ消けしてしまうの？」と聞いてきます。

神月：必要とあらば、そうする。だが、できれば事を穏おん便びんにすませたい。今日見たことは忘わすれて、この件けんに一切関わらないようにしてくれないか？

ＧＭ：「それはできない相談だわ。さっきあなたが言った言葉……〝自分の正せい義ぎを貫つらぬく〟。覚えていてくれて嬉うれしかった。そして、私も覚えている。……私の正義は、真実を明かすこと」

神月：そうだったな。では、君はこれからどうしたいんだ？

ＧＭ：「世界の真実を知りたい。ＵＧＮって何？　ＦＨって何？　この世界では、一体何が起こっているの？　それに、私を殺そうとしたあの男は……」

神月：それは教えたくない。教えることは、私の正義に反することだ。

ＧＭ：「それも、数年前と同じ台詞せりふね。あなたはいつも一線引いているところがあった。心を許ゆるしているように見えて、絶ぜつ対たいに立ち入らせない領りよう域いきがあったわ」

神月：先さき程ほど、襲おそわれて分かっただろう？　これ以上踏ふみ込こむということは、あのような非ひ日にち常じように襲われるということだ。それでも、君はこの世界に関わりたいのか？

ＧＭ：「……どうして、一緒に行こうと言ってくれないの？　その方が、私は！」

神月：私と君とでは、住む世界が違ちがう。どうして分かってくれないのだ！

ＧＭ：「あなたこそ、どうして語ってくれないの？　───私は、あなたのすべてが知りたいのよ！」

神月：分かってくれ。私は、君を巻まき込こみたくないんだ。……だめだ、これ以上は堂どう々どう巡めぐりだな。

ＧＭ：「ええ、平行線ね」と言って、再ふたたび文子は黙だまります。




　一度離はなれてしまった道は、二度と交差しないのかもしれない───。

　ふたりは、視し線せんを交わしながらそんな想いに囚とらわれた。




神月：どうしても文子が止まらないなら、エフェクトを使ってでも止める。分かってくれないのなら、君の記き憶おくを消さなくてはならない。

ＧＭ：「記憶を、消す？　……それじゃあ、あの裁判のときも！」

神月：君に説明する必要はない。

ＧＭ：「何故？　私はここまで情報を手に入れたのよ!?」と、文子はバッと情報を提てい示じしていきます。具体的には、「荒吹病院で治ち療りようを受けていた失踪者は、医院長みずから診察していた」という共通点があることを話します。

神月：医院長みずから？

ＧＭ：なにか、患者に対して特別な医療行為を行なっていたようですね。文子は、それがレネゲイドウィルスに関わっているんじゃないかと睨にらんでいるようです。

神月：まあ、これだけの条件が揃うと荒吹病院に何かあると思うのは当然だな。

ＧＭ：「この事件の失踪者と同じ時期に入院した敷しき島しまあやめという少女に接触したけれど、彼女にはつらい思い出を呼よび起おこさせただけだったようね」

神月：……それだけなら、普ふ通つうの記者でも調べる範囲だろう。お前は、もっと何か知っているのではないのか？

ＧＭ：「あの病院ではバイオ兵器の研究をしていたという噂うわさもある。さっきの男が私の先輩を殺したのも、あの病院について公にしたくない情報があるからでしょう？」

神月：そこまで知っているのなら、もう君はおとなしくしているべきだ。

ＧＭ：「ここまで知っているのだからこそ、引き下がれないわ！　やっぱり、あなたはこの事件の背後に何があるか、知っているのね!?」

神月：ここまで言われると、私としてはＵＧＮの事じ後ご処しよ理り部ぶ隊たいを呼よぶしかなくなるので……そろそろ、止めに入って欲しいな（笑）。

瞳：そろそろ登場した方がいいみたなー。

コウ：了りよう解かい。普通にドアから入ろう。

瞳：コウと一緒に登場します。

神月：……瞳くん？　やっぱり素す直なおに飯には行っていなかったか（笑）。

瞳：ごめんなさい、先生。気になっちゃったから。

神月：仕方のない子だ。

あやめ：ご、ごめんなさい。

神月：プレイヤーとしては、結構助かったタイミングだが（笑）。

瞳：でも神月先生。ＵＧＮに保ほ護ごを依い頼らいするとしても、あの男が文子さんを襲うのは間ま違ちがいないわよ。推すい測そくだけど、わたしたちのことも狙ねらってくるはず。何故なぜなら、彼が隠かくしておきたい秘ひ密みつを、わたしが話してしまったから（笑）。

神月：なるほど。失敗したという事実に瞳くんが感づいたからか。

瞳：今までのＦＨとは違ちがって、アイツ、自分の失敗を隠したくて行動してるっぽい。

神月：それはむしろ好都合ではないか。向こうからやってきてくれるのだろう？

瞳：でも、なりふり構かまわず攻こう撃げきしてくるんじゃない？

神月：ならば、護ご衛えいをしつつ、撃げき退たいをするまでだ。

ＧＭ：文子は、神月と瞳のそういうただならぬやりとりを見ているわけですが。

神月：ここまで知っている以上、隠すのは無意味だろう。ただ、積極的に話してやるつもりはないが。

瞳：じゃあ、わたしから文子さんにオーヴァードのことを話しちゃってもいい？

神月：……ああ、そうしてくれ。

瞳：文子さん、世界は変わってしまったの。あなたの知らないところでね。

ＧＭ：「どういうこと？　やっぱり……」

瞳：あなたは普通の人間だけど、そうじゃなくなった人たちもいるの。……わたしたちみたいに。

あやめ：……普通の人間じゃない、か（ぼそり）。

神月：ＧＭ、演出で《リザレクト》を使ってもいいですか？　ペーパーナイフで自分の腕うでを切って、レネゲイドの力で治っていく様を見せる。

ＧＭ：いいですよ。では──。




　神月の傷きずついた腕が、見る間に塞ふさがっている。

　文子は、目を丸くした。これこそが、彼女が探さがしていた真実……。




神月：このとおりだ。レネゲイドという特殊なウィルスによって、常人とはかけ離れた力を持ってしまった者たちがいる。

ＧＭ：「そんな事実があるのなら、なおさら明らかにして、世界中で議ぎ論ろんするべきだわ！」

コウ：……それが、俺たちを殺すことになったとしても、か？

ＧＭ：「どういうこと？」怪け訝げんそうな顔でコウを見ます。

コウ：この事実を公表して、この事実を公表して、世界がこれまで通りでいられると思うか？　隣人がニンゲンでなくなったことに、耐えられると思うか？

瞳：「お父さんが、わたしを殺そうとしたように……ね」と畳たたみ掛かけます（笑）。

コウ：この事実を公表したら、大だい混こん乱らんが起きる。中世の魔ま女じよ狩がりに似にたことが起きてもおかしくない。そんなことを起こさないために、俺たちは活動している。

ＧＭ：「それは……」と、文子は言葉を詰まらせてしまいます。報道によって過熱した世論がどんな行動を取るか、彼女にも思い当たることがあるようです。

コウ：あんたのその言葉は、人間の意見だ。俺たちは……まだ、こちら側に、居いたい。

あやめ：だよね。でも、真実を知りたいっていう文子さんの気持ちも分かるし……。

コウ：だからといって、公表させるわけにはいかないだろう。

あやめ：う～、そうなんだけど～……。

神月：……まだ、我々は結論を出すには成熟していない。

ＧＭ：「……」文子は、コウとあやめの様子を黙って見守っています。

神月：君が情報を公開するということは、この子たちから日常を奪うばうと言うことなんだ。

ＧＭ：文子はしばらく沈ちん黙もくした後、沈ちん鬱うつな顔で「少し、考えさせて」と言います。文子自身の中で、色々と葛かつ藤とうがあるようです。

神月：では、隣の部屋を貸かそう。

瞳：窓まどはわたしが猫で見み張はっておく～。

コウ：虎とら之の助すけがどこからでも出入りできることが分かってるから、それの対たい処しよはしておこう。

ＧＭ：では、ここでシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle08◆九陽文子の葛藤


Scene Player ─── 敷島あやめ






　神月正義と九陽文子との話し合いから、一〇分ほどが過すぎただろうか……。

　あやめは、文子のことが気になった。

　少し前まで、あやめもまたレネゲイドウィルスについては何も知らなかったから。

　この不思議な力について知りたい───その気持ちが分かるのだ。




あやめ：……ＧＭ、ちょっといいですか？

ＧＭ：はい、なんでしょうか？

あやめ：ちょっと文子さんとお話がしたいんだ。あたしも、ついこの間まで、レネゲイドを何も知らなかったし。ちょっと親近感があるというか……いろいろと話したり、訊きいたりしてみたい。

ＧＭ：ふむ……。分かりました。では、次のシーンプレイヤーはあやめにしましょう。

あやめ：ありがとう。

瞳：わたしも登場していい？　一いち応おう、見み張はりってことで猫を置いておきたい。

ＧＭ：構いませんよ。侵しん蝕しよく率りつは上げておいてくださいね。

瞳：じゃあ、《ハンドリング》で登場する。合計10点上昇っと。

ＧＭ：では、文子が「ひとりで考えさせてほしい」と告げてから、一〇分後。舞ぶ台たいは神月法律事務所の一室になります。

あやめ：とりあえず、何か飲み物でも持っていこうかな。

神月：ならば、私が《元気の水》で淹いれた特とく製せいの紅こう茶ちやを用意しよう（一同笑）。

あやめ：なら、紅茶を神月さんに淹いれてもらったということで（笑）。

ＧＭ：ちなみにドアをノックしても反はん応のうはありません。

あやめ：入らせてもらいますよ～。断ことわってから開けます。

ＧＭ：部屋の中には、うなだれている文子がいます。あなたが部屋に入ると、そこでようやく顔を上げます。

あやめ：お茶を差し出して。落ち着きますから飲むといいですよ。あったかいですし。

ＧＭ：「……ありがとう」お礼を言って、紅茶の入ったカップを受け取る文子。

あやめ：とりあえず、向かい側に座すわりましょう。

瞳：ここで、お茶を一口飲んだ文子さんが「これ神月が淹れたんでしょう」って（笑）。

ＧＭ：それは自分も思いつきました（笑）。「この香かおり。いつもの銘めい柄がらね……」と。

あやめ：よくおわかりになりますね。

ＧＭ：「それなりに長い付き合いだったからね……」と、さびしげにつぶやく文子。もしかしたら、神月と分かれた空白の数年間について、いろいろと考えているのかもしれません。

あやめ：……うー、悩むなー。

瞳：何について？

あやめ：神月さんとの誤解を解きたいんだけど……それってこの人にオーヴァードについて話さなくちゃいけなくなるよね？　それって大丈夫なのかなって。

コウ：……基本的に、俺たちＵＧＮは秘密を守る立場だ。だが、彼女が真実を知っただけで処理するわけでもない。その真実を公表するかどうかだ。

神月：なるほど。彼女が真実を知ったからと言って、まだ公表すると限ったわけではない、ということか。

瞳：ちなみに、公表されたら？

ＧＭ：世界は大きく変わります。何より、ＰＣが結んでいる一般人のロイスは、みんなタイタスになってしまいます。

神月：それは大変だ！

コウ：世界は、さらに大きく変わってしまう。

ＧＭ：なので俺もドキドキしています！

コウ：（素に戻って）今後の『ＤＸ３』の展開、変わるかもしれないもんな（笑）。

瞳：……だけど、彼女が公表すると決まったわけじゃない。

あやめ：説得できるかもしれない？

コウ：そうだな。

あやめ：（しばし考えて）……わかった、言っちゃうことにする！　文子さん───。

ＧＭ：「何かしら？」

あやめ：……今からでも、空白を埋めるのは遅くないんじゃないですか？

ＧＭ：彼女はオーヴァードという言葉について正せい確かくな知ち識しきを持っていませんが、何かそういう力があるかも知れないと感づいているようです。

瞳：わたしと会ったシーンでも、〝レネゲイド〟って言葉を口には出してたよね。

ＧＭ：独どく自じに調ちよう査さして、その存そん在ざいを突つき止とめつつあります。

あやめ：では、文子さんの言葉にこくりと頷うなずきます。

ＧＭ：そうすると「あなたは他の人と少し雰ふん囲い気きが違うわね」と感想を述のべます。

あやめ：あたしは、この力に最近になって目覚めたから。

ＧＭ：「そうなの？」

あやめ：ちょっと、いろいろありまして。事じ情じようを話します。




　あやめは、これまでに自分の身に起こったことを話した。

　九陽文子は、そのことを静かに聞いていた───。




ＧＭ：「……あなたはこの世界の真実、というものを知ったときどう思った？」

あやめ：そんなのまだ答えは出ていないよ～。

コウ：あやめは、巻まき込こまれた形だからな。

あやめ：だから、その答えを探さがすために戦っているの……かな？

ＧＭ：「私は、今迷まよってる……。何が正しいのか、私は真実を明かすことが正義だと思ってた。それは、神月も同じだと私は思っていた」

あやめ：……。

ＧＭ：「でも、それは違った……。この世界には知られてはならないものがあって、それを神月は隠かくそうとしていた」少し、悔くいるような表ひよう情じようをします。

瞳：神月先生の誤ご解かいは解とけそうだね。

神月：お互たがい、立場も正義を為なしているという意地もある。

ＧＭ：「……本当に隠し続けられるのかしら。隠し続ければ隠し続けるほどに、世界は歪ゆがんでいくんじゃないかしら？」文子もまた、悩なやんでいるようです。

あやめ：……うーん、その疑ぎ問もんに答えるのは難むずかしいなぁ。

コウ：確たしかにな……。

あやめ：……あなた個こ人じんが知ること自体は、別に悪いとは思いません。

ＧＭ：「えっ？」ちょっと意外な答えが返ってきて、戸と惑まどっているようです。

あやめ：あたし自身は、真実を知ることが悪いことだとは思わないんです。けれど、それを公表されることで困こまる人がいるんじゃないでしょうか？　神月さんは、そういう人のために活動したんだと思うんです。

ＧＭ：「…………」文子は、黙って聞いています。

あやめ：……それを公表されたら困るっていうＵＧＮ───神月さんたち側の気持ちもよくわかるんです。お兄ちゃんが、あたしがオーヴァードだと知ったら……どう思うかとか考えると不安になるから……。




　オーヴァードという特とく殊しゆな存在───。

　ヒトではなくなってしまった自分。

　兄の巧たく己みや友人の千鳥は、前と同じままに接せつしてくれるだろうか。

　巧己と千鳥のことは信じている。でも、もしかしたら……。




ＧＭ：「あなたの言葉には一理あるわね……」

あやめ：じゃあ───。

ＧＭ：「では逆ぎやくに聞かせてもらうわ」

あやめ：えっ？

ＧＭ：「あなたたち、その存在を隠してるオーヴァードのこと。彼らは、元々普通の人間だったのでしょう？　突とつ然ぜん、何の前まえ触ぶれもなく大切な人を失った人たちは、そのことをどう思うの？」

あやめ：そ、それは……。

ＧＭ：「何も知らないまま、ただ悲しみに暮くれるの？　それはつらいことだわ。たとえ、それが危き険けんなものでも、真実を知った方がいいってこともあるんじゃないかしら」

あやめ：うう～、この人の気持ちは否ひ定ていはできないよ。あたしも、どんどんコウに首突っ込んでってるし。難しい、でも公表はやっぱりされたくない。

ＧＭ：ああ、コウとあやめ。神月と文子。確かに、似にてるといえば似てますね。

あやめ：……ただ、あなたの言い分もわかるけど、きっとあたしなんかが踏ふみ込こんでいい領域でもないし。神月さんとあなたが話し合って決めるべきなんじゃない？

神月：こっちに回ってきたか（笑）。

あやめ：あっ、まずかったですか？

神月：いや、本来なら私が説得せねばならない場面だ。

ＧＭ：そうすると「そうね……」と彼女は呟き「今、この真実を探さぐろうとしている私の気持ちに、彼の存在があるのは間違いないわ。彼と話して、答えを出さなくちゃならないわね」と再び紅茶をひと口つけると、ため息をつきます。

あやめ：うーん、うーん。大人同士の恋こいっぽくてうまく口が挟めなーい（笑）。

瞳：子供は寝ねる時間よー（笑）。

コウ：お前が言うな（笑）。

瞳：じゃあ、寝まーす（笑）。

あやめ：頑がん張ばろう（笑）。神月さんは、口ではひどいこと言うかもしれないけれど、優やさしいですから。

ＧＭ：「ふふ、そうね。厳きびしいところもあるけど、本当は優しい人よ」

神月：私の知らないところで、フラグが立てられて言ってる気がするぞ（笑）。

ＧＭ：せっかくなんで、恋れん愛あい話……恋こいバナ方面でいきます。

あやめ：恋バナですか（笑）。

ＧＭ：ひと息ついた文子はあやめに向かって「あなた、好きな人はいる？」（笑）

瞳：それかー!!（一同笑）

あやめ：えーとー、別に、今好きとかそういう人は……い、いないと思うんだけど（笑）。

神月：ここで、あやめに衝しよう動どう判定が起こるとか（笑）

コウ：そんなまさか（笑）。

瞳：恋するレネゲイド（一同笑）。

あやめ：うう……。でも、気になってる人ならいる、かな？　うん……。

ＧＭ：「さっきバイクに乗ってたあの子？」って、文子が聞くのだよ。

あやめ：どきっ!?（笑）　言葉につまって、顔を赤くしておたおたしますー。

ＧＭ：文子は、くすりと笑って。「可愛かわいいわね。……人間、好きな人のことを知りたいものよ。それがたとえどんなものでもね」

あやめ：そこに関しては、ひじょーに同意いたします。せっかくなので、文子さんのロイスを取っておきます。

ＧＭ：「……神月は、事実を曲げてでもあなたたちオーヴァードたちの日常を守ろうとしたってことよね」

あやめ：それが、神月さんなりの信念なんだと思います。

ＧＭ：「彼のこと、よくわかってるわね」そう言って、微笑む文子。

あやめ：ですから、神月さんのその気持ちをわかってほしいんです。

ＧＭ：「……わかったわ、そんな顔で言われたら許すしかないわね」

あやめ：そんな顔って（笑）。あたし、そんな顔してた？

瞳：自分の想いを重ねて、真剣な顔してたんだろう（笑）。

ＧＭ：「でも、真実を公表するかどうかはもう少し考えるさせてほしいの」

あやめ：そうですよね。すぐに答えが出せるものじゃないですし……。

瞳：信念だからねー。

神月：では、そこに出てきた方がいいな。登場しよう。落ち着いたか、文子くん。

ＧＭ：「ええ、あなたのお茶とこの子のおかげよ。私が知っていることも、話すわ」と、文子は資し料りようを出してこれまでの取材を話します。




　九陽文子は、これまで自分が調べてきたことを話した。

　荒吹病院で起こったという行方不明事じ件けんと、数年前に起こった瞳の父親の事件。

　このふたつの事件の背はい景けいに、超ちよう常じよう的な力の存在があると確かく信しんし、それが〝レネゲイド〟と呼よばれているものであることまで突き止めていた。




ＧＭ：「───これが、今まで私が調べてきたところよ」

神月：さすがといったところだ。では、君が調べてきたことは事実だ。私はＵＧＮに協力し、あの事件を隠いん蔽ぺいした。そのことは、今でも間ま違ちがっているとは思っていない。

ＧＭ：分かりました。文子も納なつ得とくがいったようです。

神月：……そういえば、ヤギトラのヤツは写真とか言ってたな。

瞳：言ってた言ってた。

神月：文子くん、心当たりはあるかね？

ＧＭ：すると、文子は「ええ、思い当たる写真があるわ」と、一いち枚まいの写真を出してきます。そこには、矢儀虎之助らしき人物が写っており、腕の先が凶きよう悪あくな武ぶ器きの形けい状じように変わっています。

瞳：やっぱり。

コウ：エグザイルのエフェクトの、《骨ほねの剣けん》か？

ＧＭ：その辺ですね。

瞳：これがばれちゃうと、殺しの現げん場ばを押おさえられた殺し屋ってことになっちゃうし、依い頼らい人にんもそこから辿たどられちゃうもんね。

コウ：このエフェクトで、自分の特とく徴ちようを把は握あくされてしまうからな。にしても、つくづく間ま抜ぬけな相手だ（笑）。

ＧＭ：では、そのときです。《ハンドリング》で周囲を警けい戒かいしていた瞳は、事務所に近づく気配に気づきます。

瞳：来た！　ヤギトラだ!!　みんなに伝えるよ。猫を窓まど辺べに立たせて合図を送る。

神月：むっ？　来たか。文子くんと一緒に事務所から避ひ難なんしよう。近くの駐ちゆう車しや場じようとか、そういう広い場所で迎むかえ撃うつ！　あやめくん、コウ。行くぞ！

コウ＆あやめ：わかった！

神月：ＧＭ、裏うら口ぐちの非ひ常じよう階かい段だんを回ってそういう場所に行きたいんだが、構かまわないか。

ＧＭ：構いません。一階がレストランですし、近くに駐車場くらいはあるでしょう。

神月：よし！

ＧＭ：すると、「……見つけたぜぇ～？」と、矢儀虎之助がぬるりと登場します。

あやめ：とりあえず、文子をかばうような位置に立ちましょう。

コウ：こいつに負けたくはないな（笑）。

瞳：猫もぱちりと目を開けて、大きく鳴くよ。にゃあ───っ！

ＧＭ：では、危険を知らせる猫の鳴き声が、響ひびいたところでシーン終了。クライマックスへ参りましょう！








《骨の剣》　みずからの骨を武器に変えるエグザイルのエフェクト。













　　　　CLIMAX PHASE




◆CLIMAX01◆正せい義ぎとは……


Scene Player ─── 神月正義






　矢儀虎之助やぎ・とらのすけの襲しゆう撃げきを察し、神月たちは事務所裏の駐車場へと避難した。

　文子は、神月に連れられてその傍らにいる。

　自分の側がもっとも安全であるという、神月の判断によるものだった。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズです。シーンプレイヤーは神月。全員登場。

神月：はい。（ダイスを振ふる）侵しん蝕しよく率りつの上じよう昇しようは10点。それでも78％だ。

あやめ：あたしは２です。で、72％

瞳：こっちは１だよ。ふっふっふっ、余よ裕ゆうの65％（笑）。

ＧＭ：うお、余裕がある!?

コウ：こっちは１点上昇で、74％だ。

ＧＭ：では、とりあえず状じよう況きようを説明させていただきましょう。ちなみに文子もいます。こちらは、虎之助ひとり。みなさんはひとつのエンゲージで、文子も同じエンゲージにいます。

神月：せっかくの事務所を荒あらしたくないのでな。場所は変えさせてもらったぞ。

コウ：まあ、《ワーディング》が張はれれば、戦うためのスペースは確かく保ほできる。

ＧＭ：すると、向こうからカツカツと足音を立てて影かげが近づいてきます。

神月：ほう、くるか───。




　コンクリートに無機質な靴音を響かせ、ゆらりと姿を見せる、矢儀虎之助。

　殺し屋として仕事を為すために現われたというのに、まるで気負ったところがない。

　飄々としたその態度は、かえって不気味な自身を感じさせる。




　だが、対する神月もまた余裕であった。

　自然と、口元は不敵な笑みが浮かぶ───。




ＧＭ：「さあて、決着をつけようじゃねえか！」

神月：そうだなヤギノスケ。お前の山羊顔もいい加か減げん見み飽あきたところだ。

ＧＭ：「だからヤギノスケじゃねえ！　俺おれは、矢儀虎之助だ！　前にも言っただろっ!!」

神月：貴き様さまに虎の字はもったいない。山羊で十分だ。

ＧＭ：「むかつく野郎だ……。言っておくが、オレはただの草食動物じゃねえぜ？」

神月：そんなことは訊きいとらんわ！

コウ：（素になって）こいつ、いきなり言動が面白くなったぞ！（爆笑）

ＧＭ：い、今からかっこいいセリフに繫つなげますとも！　「……オレは、ただの草食獣じゃあねえ。肉食動物をも食い散らす───とんでもない草食動物なんだぜ！」

コウ：それは草食動物じゃねー!!（一同爆ばく笑しよう）

瞳：結局肉食じゃん！（笑）

ＧＭ：……あれ？

神月：はっはっはっ、お前のセリフはまるで二流だな（笑）。三流でいいか、三流。

ＧＭ：「……言ってくれるじゃねえか。ここまでコケにされたのは初めてだ！」

神月：私わたしにとっては、いつものことだ（笑）。

瞳：一いち応おう確かく認にんしとこう。あんた、仲間に写真を撮とられたことを言ってないでしょ？

ＧＭ：そうするとですね。「ああ、ご明察だ。一いつ般ぱん人じんに仕事のヘマを見られたとあっちゃあ、織おり戸とのじいさんにぶっ殺されちまうからな」

瞳：それが聞きたかった（笑）。ということは、このヤギトラを倒たおせば、文子さんはもう狙ねらわれないわけだよ。

神月：たしかに、こいつで文子くんが情じよう報ほうを握にぎったことはストップしてるからな。おい、山羊之介、お前のおかげで助かったぞ！

ＧＭ：「……なんのことだ？」と、気づいてないです（笑）。

神月：あまりにありがたいんで、お前にロイスを取ってやろう！　（感かん情じよう表を見ながら）ネガティブは〝侮ぶ蔑べつ〟でよかろう！（一同笑）

瞳：わたしもそうしよっと。

あやめ：せっかくだからあたしも（笑）。




　何故なぜか全員がここでヤギトラにロイスを取り始める。

　しかも、ネガティブの感情は、全員揃って〝侮蔑〟だった。




ＧＭ：あの、みなさんポジティブは？

神月：（ルールブックを見ながら）おっ、ロイスの感情表に〝任にん意い〟というのがあるじゃないか。これで〝面白い〟という感情で取ろう。

コウ：感情〝面白い〟って……（笑）。

神月：コウだって私に対して任意の感情の〝理解し難い〟でロイスを取ったはず。だったら、私がヤギトラへの感情を〝面白い〟にしてもいいはずだ。

ＧＭ：はっ、そのとおりです（笑）。

あやめ：……つまり神月さんは、ヤギトラのことを馬鹿にしながら面白いヤツだと思ってロイスを結んだってこと？

神月：ばっちりじゃないか！（一同笑）

ＧＭ：おかしい、シリアスなキャラにしようと思ったのに……。

コウ：初登場シーンからしてそれは無理だ（笑）。

ＧＭ：ともかく、戦せん闘とうの状況を説明します。文子ですが、戦闘に参加することになります。

瞳：ヤギトラは、文子さんを狙ねらってるわけだからね。

ＧＭ：彼かの女じよは、攻こう撃げきを受けたら死んでしまいます。

神月：なるほど、彼女を守りながら戦うのだな。

ＧＭ：そうです。今の状じよう態たいで文子が１点でもダメージを受けると戦闘不ふ能のうになります。さらに、もう一回攻撃を喰くらうと、とどめを刺さされたことになり、死し亡ぼうします。

神月：１点でも喰らうと死ぬのか!?　大変だな。

ＧＭ：そして、ＰＣのうちひとりが文子を連れて移い動どうすると宣せん言げんした場合、そのＰＣに文子が一いつ緒しよに移動してついていきます。

コウ：ああ、一緒に移動するのか。

ＧＭ：ちなみに、ＰＣが《ワーディング》で文子を戦闘不能にして真相を見せないことを選せん択たくした場合は、彼女は移動も行なわず最初の一いち撃げきで死亡することになる予定でした。

神月：そうか。しかし、我われ々われは文子くんに真相を語ったのでそうする必要はないからな。

瞳：真実を見せてあげることにしたもんね。

神月：ちなみに、《奇き跡せきの雫しずく》のようなエフェクトで文子を蘇よみがえらせるのは可か能のうなのか？

ＧＭ：はい、戦闘不能状態からなら復ふつ活かつできます。死亡している場合は復活しません。

神月：いざというときは、経けい験けん点で《奇跡の雫》を取ろう。

ＧＭ：よろしいですか？　それでは戦闘前に衝しよう動どう判はん定ていをお願いします。

神月：げっ!?　暴ぼう走そうした！

あやめ：ああ、肝かん心じんの神月さんが暴走した!?

コウ：こっちは暴走しない。自分の衝動は抑おさえた。

あやめ：……あたしも、暴走してしまいました。

瞳：こっちはクリティカルで成功。

ＧＭ：では、みなさん侵蝕率が２Ｄ10上昇します。

神月：上昇は10ぴったりだ。これで88％。

あやめ：11上がりました。現在、83％です。

コウ：……ダイス目は６と８か。14点上がって、88だ。

瞳：わたしは11上昇で76％。まだまだ余よ裕ゆうある。

ＧＭ：みなさん、今回の侵蝕率は安定してますね。

コウ：そして、文子は神月先生の暴走を目の当たりにしてしまうのか。

神月：私の衝動は殺さつ戮りくだ。ヤギトラを死し刑けいにしたくてたまらない（笑）。

ＧＭ：神月がすさまじい殺気がビシバシと放たれ、文子は思わずぺたりと膝ひざをつく。

神月：うひはははっ！　これが文子くん、お前の見たかった真実だー。死刑！　死刑！

あやめ：神月さん落ち着いて～……って、あたしも暴走だよ～（笑）。

ＧＭ：あやめの衝動は？

あやめ：闘とう争そうです。もう戦いしか見えなくなって、神月さんのことも目に入りません（笑）。

コウ：あのあやめがいきなり戦闘マシーンのようになれば、文子も相当驚くだろうな。

ＧＭ：「何が起こってるの？」と、ふたりの変貌に戸惑っているようです。

瞳：文子さん、これがあなたの見たかったものよ。

ＧＭ：というわけで、ではふたりは暴走です。では、戦闘ラウンドに移うつります。




◆第一ラウンド

ＧＭ：まずは第一ラウンド、セットアップから。

[image: ]

あやめ：《サポートデバイス》を宣言しまーす。

神月：殺戮モード入ってるから。ジャッジメントアタックだ。

ＧＭ：さっそく高等裁さい判ばん所しよアタックですか（笑）。

神月：うむ、手加減はなしだ！　《女王の降こう臨りん》＋《狂戦士》を宣言。周囲の風景が裁判所となる！

ＧＭ：「こいつは一体？」と、虎之助は裁判所に変わった周囲を見み渡わたします。

コウ：普通、いきなり裁判所になったら、そう思うよな（笑）。

ＧＭ：「だが。この程てい度どで怯ひるむオレじゃねえ！」セットアップで《クイックダッシュ》！　さらに《縮地》を使って瞬しゆん間かん移動！　一気にＰＣのエンゲージに入ります。

コウ：接せつ近きん戦せんを挑いどんで来るか。まあ、〈白兵〉40レベルの師し匠しようを持つ男だから、当然か。

ＧＭ：セットアップは以上で終しゆう了りよう。というわけで、瞳とあやめが【行動値】一緒ですね。

瞳：じゃあ、わたしの支し援えんからいくね。《エンジェルヴォイス》＋《要の陣じん形けい》＋《導みちびきの花》で、いつもの支援コンボを三人に。まだ侵蝕率が[image: 100]％いってないから、クリティカル-1のダイス＋２個こ、それに達成値＋10。

ＧＭ：瞳から発せられた特とく殊しゆ振しん動どう波はがみなさんのレネゲイドを活かつ性せい化かする～。びびびびび。

あやめ：次はあたし。とりあえず、まず銃じゆうは作らなきゃいけないから。《ハンドレッドガンズ》をマイナーで使用します。

ＧＭ：はい。あやめのペンダントが見る間に銃に変わります。

あやめ：《コンバットシステム》＋《カスタマイズ》＋《コンセントレイト：モルフェイス》で、ヤギトラを撃うちます。

ＧＭ：「小こ娘むすめの分ぶん際ざいで、銃など持ちやがって！」と毒づく虎之助。

あやめ：……えっと、支援を合わせて合計21個振ふれます。

ＧＭ：うおおー！　まだ[image: 100]％いってないのにそんなにダイスを振ふれるとは!?

あやめ：そして、クリティカル値は６です！

ＧＭ：エフェクトレベルが上がる、起源種の強みですね。では、命中判定をどうぞ！

あやめ：（ダイスを振る）えい！　……止まった。支援も入れて、達成値は88！

ＧＭ：こちらのドッジは、達成値25で失敗。あやめの正せい確かく無む比ひな射しや撃げきが、虎之助に命中！

あやめ：ダメージは67点。装そう甲こうは有ゆう効こうだよ。

ＧＭ：装甲値で５点弾ひいて、62点喰くらいます。いきなり、ごっそり持っていかれた。次は神月の手番。

神月：高等裁判所アタックだ！　ダイスが21個。瞳くんの支援と自分の《狂戦士》で、クリティカル値は６になる！

瞳：おおっ、達成値は結構期待できるんじゃない？

神月：瞳くんがいてくれて本当に助かる……むおっ!?　出目が悪い!?

あやめ：なんか５がいっぱい出てるんだけど（笑）。

神月：いや、まだ……って、25で止まった!?

瞳：そこで、《妖よう精せいの手》！　ダイス１個の出目を10にする！

神月：おおっ！　ならば、今度こそ……むんっ！（力いっぱいダイスを振る）……出目４！　ぜんぜん回らん！（笑）

あやめ：ど、どんまいだよ、神月さん！　支援とすごい服で達成値が伸のびるから、それでも大だい丈じよう夫ぶだって！

神月：むう、そうだな……。物事はポジティブに考えることにしよう。出目34にもろもろを足して、達成値は50だ！

ＧＭ：くう、きっかり十の位が繰くり上あがってるし！

神月：ふっ。すごい服の達成値＋２が地味に効きいているようだな。

ＧＭ：ドッジ失敗！　ダメージください！

神月：31点の装甲値無む視し。そして、さらにあらゆる判定にダイスペナルティ４個を与あたえる！

ＧＭ：31点直ちよく撃げきです。神月の放った幻げん覚かく物ぶつ質しつが、虎之助の脳のうに干かん渉しようする！

神月：ふっふっふっ、ダメージが入ったな？

ＧＭ：「く……こ、この程度どうってことはねえ！」強がる虎之助。しかし、ダイスペナルティが効いている（笑）。

神月：お前には見えるはずだ……自分が裁きの場に立ったことが！　ゴゴゴゴゴ……（[image: ]効果音）。

瞳：ああ、ついに来た!?（笑）

神月：幻覚によって浮うかび上がる裁判所……その傍ぼう聴ちよう席せきを埋うめ尽つくす傍ぼう聴ちよう人にんたち！

瞳：出たー！　神月先生の裁判所コンボ！（笑）

神月：文子の前に突とつ如じよ出しゆつ現げんした傍聴人たちが叫さけびだす。「有ゆう罪ざい、有罪！」

ＧＭ：あ、相変わらずひどい……（笑）。

神月：有罪コールが鳴なり響ひびく中、私はヤギスケに告げる。……有ギル罪テイ！
















ＧＭ：幻覚に翻ほん弄ろうされ、ぐらりとゆれる虎之助の身体。これで累るい積せきダメージ93点。一ラウンド目、しかも二回目の攻撃の累積ダメージじゃないよ、これ（笑）。

神月：ふっ、これが〝正義〟の力だ！

ＧＭ：では、今度はこちらの行動ですよ。マイナーで《骨ほねの剣けん》＋《ブラッドコントロール》＋《絶ぜつ対たいの空間》。素す手でを攻こう撃げき力りよく＋10、ガード値６に変へん更こう。さらにメインプロセス中に行なう判定のダイス＋６個。ただ、神月からのダイスペナルティで、ほぼ相殺ですね。

コウ：エグザイルにブラム＝ストーカー……あと、オルクスか。こいつ、俺と一緒でトライブリードなんだな。

ＧＭ：ですよ。さあ、攻撃いきますよ。《要の陣形》＋《形無き剣》＋《命の剣》＋《渇かわきの主》＋《貪どん欲よくなる拳こぶし》で攻撃。対象は３体でひとりは文子で確かく定てい！

あやめ：やっぱり、そうくるよね。

ＧＭ：もう二体はランダムで決めましょう。……あやめと瞳！

瞳：さっきの挑ちよう発はつが効いたかな？（笑）

ＧＭ：さて、どうでしょう（笑）。では、命中判定！　〈白兵〉の15レベルを足して、達成値は81！　腕からザクッと刃のような突起が生えだし、三方向に伸びていきます！

コウ：〈白兵〉15レベル!?　こいつ、本当に強い！

あやめ：あたしは暴走してるので回かい避ひできず。しかも侵蝕率が[image: 100]％を超こえているから、タイタスを切らないと復活できそうにない。

神月：ヤギトラのダメージは、ダイス９個振ふるわけだからな。

瞳：ドッジ失敗ー。81なんて出ないよ。

コウ：文子さんを庇かばわないと戦闘不能になるぞ。

瞳：じゃあ、わたしがカバーリングする。

神月：いや待て、ここで私が経験点を消費して《奇跡の雫》を取ろう。瞳くんは、あやめくんをカバーリングしてくれ。

瞳：わかったよ。じゃあ、《カバーディフェンス》あやめをカバーリングする。

ＧＭ：では、ダメージを出します。……ダメージは、71点！

瞳：一気にＨＰが０に。《リザレクト》して復活する。

ＧＭ：《渇きの主》の効こう果かで、虎之助はＨＰ16点回かい復ふく。

コウ：回復しながら戦うヤツか。ウザいヤツだ。

ＧＭ：「フッ、そんなに嫌きらうもんじゃあないぜ？」とニヒルな笑みを浮うかべて言う。しかし、これで文子が戦闘不能になる。

神月：《奇跡の雫》を使用！　暴走状態の私が、文子にひどく冷れい徹てつな視し線せんを投げかけながら言うのだ。……まだだ。まだ倒たおれてもらっては困こまる。世界の真実を見るのだろう？

ＧＭ：神月の言葉と視線を受け、文子は一いつ瞬しゆんで癒いやされ、傷きず跡あとも残っていない自分の身体を見つめながら、ぶるりと身体を震わせる。




　致ち命めい傷しようを受けたはずの傷きず口ぐちですら、一瞬で塞ふさがってしまう。

「こんなことが、本当に……」

　これが、文子が追い続けていた世界の真実───オーヴァードの力。




ＧＭ：信じられないという表ひよう情じようで、神月を見ています。

神月：信じられないだろう？　だがこれが、世界の真実だ！

コウ：じゃあ、次は俺の番───。

ＧＭ：その前に、まだこちらが行動します。

あやめ：えっ!?

ＧＭ：「俺の初撃に耐たえるとは、なかなかやるじゃねえか。だが、本番はこれからだぜ！」虎之助が《加速する刻とき》を使用、追加行動を得ます。先ほどと同じコンボで攻撃！　対象は文子と神月、そしてコウ！

コウ：くっ、速い!?

ＧＭ：命中は……24の39！

神月：固こ定てい値ちが高い上に、ダイスペナルティもあるのでは避さけられんよ。

コウ：俺もドッジ失敗だ。……瞳はまだ侵蝕率[image: 100]％を超えてないから、《カバーディフェンス》できないか。いっそのこと、俺が行動放ほう棄きして文子をカバーリングするか？




　瞳の《カバーディフェンス》はレベルで使用回数が変動する。現在のレベルは１。つまり、先ほどあやめに対して使ったので、侵蝕率が[image: 100]％を超えていないこの時点では、もう使えないのだ。




瞳：いや、ここで攻撃が一手減へっちゃうのはきついよ。大丈夫、こういう時のために経験点を残しておいた！

あやめ：おおっ！

瞳：ＧＭ！　経験点を５点消費して《カバーディフェンス》を２レベルに上昇させる！　そして、文子さんをカバーリング！

ＧＭ：了りよう解かいです。ダメージは29点の装甲値無視！

神月：それは耐たえられん。しかし、虎之助のロイスをタイタス化。昇しよう華かして復活だ。起き上がりながら言おう。……ふっ、お前の拳はその程度か？

瞳：さっきの《カバーディフェンス》で[image: 100]％を超えた。わたしも虎之助のロイスを使って起き上がろう。

コウ：こっちはまだ侵蝕率に余裕がある。《リザレクト》だ。ＨＰ９点で復活。

あやめ：うわっ、まだ《リザレクト》できるんだ！

コウ：俺はまだ一回も攻撃してないからな。侵蝕率はそんなに上昇してない。身体を貫かれても、すぐに傷が塞がり立ち上がる。

ＧＭ：では、いよいよコウの手番です。

コウ：マイナーで《完全獣化》＋《破は壊かいの爪つめ》＋《終末の炎ほのお》。ＨＰを８点消費して、攻撃力＋８。さらに【肉体】のダイス＋５個こだ！　右腕から、めりめりと異形の姿に変わっていく！

ＧＭ：さすがに第五話ともなると、ダイスの数が増ふえてきますね。

コウ：成長してるからな。メジャーアクションで《獣の力》＋《コンセントレイト：キュマイラ》＋《渇きの主》だ。クリティカル値が６で……42＋21で達成値63！

ＧＭ：ぶっ!?　達成値に＋21って、意味わかんねー！（一同笑）

コウ：〈白兵〉９レベルは伊達だてじゃない。炎をまとった獣と化しながら、鈎爪でヤギトラの胴体を切り裂く！

ＧＭ：これはドッジは無理だ。ガードして、さらに《自動触しよく手しゆ》！　ガードでダメージを軽けい減げんしつつ、９点のダメージをコウに与える！

コウ：その程度じゃ、俺は倒たおれない！　ダメージは64点の装甲値無視！

ＧＭ：コウが全身を変へん異いさせ、黒い弾だん丸がんとなって一撃を入れると同時に、虎之助もまた交差法でコウの脇わき腹ばらに背中から生えだした触手をぶちこんでくる。こちらはギリギリ耐たえます！

コウ：《渇きの主》の効果でＨＰ20点回復。そこから９点喰らっても、全然余裕だ。

ＧＭ：「ちっ、なかなかやりやがる！」苦々しい表情でうめく虎之助。




◆第二ラウンド

ＧＭ：では次のラウンドです。セットアップ。

[image: ]

神月：高等裁判所の召しよう喚かんだ！　《女王の降臨》から《狂戦士》！　これで侵蝕率[image: 129]％だ！

あやめ：《サポートデバイス》の二回目、使います！

ＧＭ：こちらも動きます。虎之助が《奈落の法則》を使用。ヤギトラから皆さんに向けてすさまじい殺気が放たれ、威圧します。このラウンドの間、みなさんの行なう判定のクリティカル値が＋１になります！

コウ：それで終わりなら、まずはあやめから───。

ＧＭ：おっと、そうはいきません。さすがに追おい詰つめられてきてるんで、先手を打たせてもらいます。再ふたたび《加速する刻》を使用して、追加行動を得て先せん制せい攻撃！　ヤギトラのスピードが、急に上がります！

神月：これはなかなかきついな……。

ＧＭ：対象は文子と……瞳とあやめで！

瞳：きたきたきたきたきた、あやめ頑がん張ばって。

コウ：あやめは今、侵蝕率いくつ？

あやめ：[image: 107]％なんで、余裕です。

ＧＭ：そんな馬鹿なっ!?　あやめが[image: 130]％を超えていないなんてっ!?（一同笑）

瞳：そんなのあやめちゃんじゃなーい（笑）。

あやめ：ええ!?　そんなー（笑）。

瞳：ちなみに、わたしは《カバーディフェンス》で文子をかばうよ。

ＧＭ：ではダメージは、52点の装甲無視！

瞳：倍受けて[image: 102]点！　ここは、父親をタイタスにして復活！　……さようなら、お父さん。

あやめ：あたしは、シナリオロイスの荒吹病院をタイタス化して起き上がる！

瞳：やってくれるじゃないの！　叫びながら、支援を飛ばす。〝死の舞ぶ踏とう〟！　今回は侵蝕率ボーナスも入れて、クリティカル値-1、ダイス＋３個、達成値＋12！　みんなの心を昂ぶらせる音楽が響く！

ＧＭ：クリティカル値の修しゆう正せいに関しては、《奈落の法則》があるんで相殺されますね。ヤギトラの殺気が、瞳から発せられる音楽で中和されました。

神月：毎度のことながら、瞳くんの支援には助けられているな。

瞳：そのための支援役だからね（笑）。

コウ：……瞳の《カバーディフェンス》は、そろそろ使用回数が限げん界かいだな？

瞳：経験点で成長させれば、まだいけるけど、限界かな。

あやめ：となると、このラウンドが勝負どころだね！

コウ：そうだな。

あやめ：よし、ここは全力で行くよ！　《コンバットシステム》＋《カスタマイズ》＋《コンセントレイト：モルフェウス》＋《クリスタライズ》で全力攻撃！

ＧＭ：組み合わせられるものは、全部組み合わせてきましたね。

あやめ：時間をかけるほど、文子さんが危き険けんになるからね！

瞳：《妖精の手》で、あやめが振ふったダイスを一個10にします。周囲の領域を調整して、あやめちゃんの照準をより正確なものにする！

あやめ：瞳ちゃん、ありがとう！　支援も含ふくめて、達成値58まで伸のびた！

ＧＭ：もう勘かん弁べんしてください！（笑）　ガードで！

あやめ：ダメージは45点の装甲無視！

ＧＭ：39点食らいました。これで累積ダメージ[image: 151]点！　……危あぶない。《渇きの主》がなければ死んでいたところでしたよ！

コウ：そうか。回復する意味でも先手を取ったのか。

神月：なんの！　ならば、この一撃で倒たおすまで！　《コンセイトレイト：ソラリス》＋《絶対の恐きよう怖ふ》＋《錯さつ覚かくの香かおり》で攻撃。命中判定は……71！

ＧＭ：ガード！

神月：37点の装甲無視！

ＧＭ：31点食らってこれで累積[image: 188]点。さすがに戦闘不能になりますが《不死不ふ滅めつ》を使用して復活します！

神月：ちいっ、仕留め切れなかったか！

ＧＭ：というわけで、次は虎之助の手番！　しかし！　実は《要の陣形》の使用回数がさっきの攻撃で切れてしまったのだっ！（笑）

瞳：じゃあ、もしかして単体攻撃になる？

ＧＭ：……なります（笑）。ここからはひたすら文子狙ねらい！　彼女を殺して、虎之助は戦場から離り脱だつしようと動きます。先ほどのコンボから《要の陣形》を抜ぬいて攻撃！　命中は41！

瞳：《カバーディフェンス》のレベルを上げてカバーリング！　これで《カバーディフェンス》は打ち止めだよ。

ＧＭ：ダメージは41点！

瞳：タイタスを切って生き返ります。もう《カバーディフェンス》は打ち止め。

神月：さすがにやばいな……。コウ、決めてくれ！

コウ：（こくりと頷うなずき）全力でいくぞ！　マイナーで《終末の炎》！　メジャーで《渇きの主》＋《獣の王》＋《コンセントレイト：キュマイラ》だ！　命中は73！

ＧＭ：《獣の王》で、リアクション不ふ可かじゃないですか！　ダメージをください！

コウ：86点、装甲無視！

ＧＭ：それを喰らったらさすがに死ぬ！　では、コウの殺気に一瞬身体をすくませたヤギトラ。だがコウの拳が振ふり抜ぬかれる直前、一歩踏み出しでもっとも威い力りよくが乗らない位置で受け止める！　《透とう過か》でダメージキャンセル！

コウ：ちっ、切り札がまだあったか！




◆第三ラウンド

ＧＭ：第三ラウンドのセットアップになります。ここで虎之助が動く。「そろそろ決着をつけようぜ！」Ｅロイスの《殺戮衝動》を使用。効果は〝シーンのクリンナップに戦闘不能のキャラクターは死亡する〟というものになります。

[image: ]

神月：なっ、なにいいいいい!?




　Ｅロイス───エグゾーストロイス

　ジャームの持つ妄執が生み出した力を表わす。言うなれば、人間だった精神のなれの果て、〝使い果たした〟ロイスである。




瞳：もう《カバーディフェンス》もないっていうのに！

ＧＭ：むしろなくなったから、使ったのですが（笑）。さらに虎之助はオートアクションで《唯ゆい我が独どく尊そん》を使用。Ｅロイスとは別に、《奈落の法則》を使用します。

一同：ぎゃー！

あやめ：この状況でクリティカル値＋１はきついね……。ここは《サポートデバイス》使っておくよ！

ＧＭ：《加速する刻》を使用！　攻撃の対象は、もちろん文子！

コウ：メジャーアクションを放棄して、かばうしかない！

ＧＭ：リソースを使い切ったところで、満を侍じして撃うたせていただく。

コウ：ここは、俺が彼女を庇かばおう。ロイスにも余裕がある

神月：私も文子くんをかばおうとするが、殺戮の衝動に駆かられてしまっている。

ＧＭ：そうですね。神月はいまだ暴走中です。

瞳：まだ死刑死刑言ってるんだ、神月先生は（笑）。

神月：もうその判はん決けつを勝ち取るために脇わき目めも振ふらない。

コウ：嫌いやな弁べん護ご士しだ（笑）。

瞳：というか、死刑判決を求刑するのは弁護士じゃなくて検事の役目じゃない？

コウ：本当だ!?（笑）

神月：細かいことは気にしない！（笑）

コウ：細かいこと……ではないと思うが（笑）。

ＧＭ：では、命中のダイスを振ふります！　……ああっ、ダイス目が悪い!?

あやめ：本当だ、５と４ばっかり（笑）。

ＧＭ：しかし、ここでＤロイス、〝特とく異い点てん〟を使用します！

コウ：何!?　こいつ、そんなものを持っているのか!?

神月：特異点？

ＧＭ：波は瀾らん万ばん丈じような人生を送ることが運命づけられたＤロイスです。周囲でいつも特殊な事じ件けんが起こり、それに巻まき込こまれてしまうという。

神月：こいつの性せい格かくからして、いっつも不幸な目に遭あってきたようにしか思えん（笑）。

ＧＭ：「ちっくしょー！　なんでオレの人生こんなのばっかだったんだよ！」と叫び。

コウ：（素になって）いきなりかわいそうなやつになるなよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：波瀾万丈な生き方のすえに〝カーネイジ〟という師匠と出会い、殺し屋という天職を見つけたのです（笑）。

瞳：そういう人生なら、矢儀虎之助っていう名前も許せる気がしてきた（笑）。

ＧＭ：ヤギトラの人生はまた別の話（笑）。さて効果ですが、シナリオ中一回だけ、判定に使ったダイスをすべて10にできます！

神月：結構強い能力じゃないか!?　ついてないことばっかり起こる代わりに、たまにいい目を見られるとか、そんな感じなのか？

ＧＭ：そんなところです。まず、一投目のダイスをすべて10にして……達成値は58！

コウ：文子をかばう！

ＧＭ：では、コウにダメージが行きます。こういうときに限かぎって出目がいい。……58点のダメージ。そして虎之助のＨＰが12点回復。

コウ：そいつは立ってられない。ヤギトラのタイタスを昇華して。ＨＰ18点で復活。

瞳：次はわたし。もう《カバーディフェンス》はないから……待機。いざというときはコウみたいにメジャーアクションを放棄してかばうよ。

ＧＭ：覚かく悟ごができた小学生ですよね（笑）。では、次はあやめの行動です。

あやめ：頑張ってみます。《コンセイトレイト：モルフェウス》《コンバットシステム》《カスタマイズ》、さらに《クリスタライズ》です。で、支援はないので振れるダイスは23個。

ＧＭ：それが起き源げん種の力ですか。強いなー。

あやめ：せーの、よっ（ダイスを振る）……うわ、止まった!?　26で、〈射撃〉のレベルを足して達成値は29。

ＧＭ：それなら、回避できるかもしれない。虎之助は、ドッジで９個振れる。

あやめ：タイタスを切って達成値を上げられるけど……侵蝕率が[image: 130]％超えているからそれだと二倍振りしなくちゃならないくらい。

コウ：だが、命中すれば倒たおせそうだぞ。

神月：そうだヤギトラ、回避したら量りよう刑けいが重くなるぞ！

ＧＭ：死刑宣せん告こくしてるじゃないですか!?　それ以上重くなりようがないっすよ！（一同笑）

コウ：しかし、神月先生の《抗あらがいがたき言葉》が効いてる。そういう意味ではヤギトラは動どう揺ようしているんだろう。

神月：……ふっ、刑法史を振り返れば、普通に死ねるようになったのはごく最近だぞ（笑）。

ＧＭ：「死刑以上の判決だとう!?」恐怖に震える虎之助（一同笑）。

コウ：よし、効いている！

あやめ：タイタスは使いません！　達成値29で！

ＧＭ：分かりました。こっちのクリティカル値は10。一個でも回れば可か能のう性せいが見える。……うわ～、回らない～！

あやめ：やったよ！　命中した！

ＧＭ：しかし！　虎之助は《異い世せ界かいの因いん子し》を使用！　瞳が使った《妖精の手》をコピーし、即そく座ざに使用する！

一同：おおおおおーっ!?

ＧＭ：ダイスを一個10にします。これに賭かける！　こいつは〈回避〉10レベルなので、次のダイスで９以上が出れば回避できる！

コウ：〈白兵〉15レベルに、〈回避〉10レベルか。こいつ、データだけ見ると強きよう敵てきだぞ。

ＧＭ：いや、最初から強い敵てきのつもりで出したんですって！　俺も、やっているうちに面白いヤツにしてしまいましたが（笑）。

神月：そうだったのか。ＧＭにすっかり騙されてしまった（笑）。

コウ：面白がったのは、俺たちも一緒だが（笑）。

ＧＭ：ともかく、判定します。おりゃっ！　（ダイスを振る）……ダメでした[image: ][image: ]。

あやめ：よし！　ダメージは３Ｄ＋17でいきまーす。

神月：うん、いけそうな気がする。

あやめ：えい（ダイスを振る）。

神月：お、いい目が出た！

あやめ：ダイス目は19点、合計は36点の装甲値を５点無視です！

ＧＭ：危ない!?　《渇きの主》の効果でＨＰ回復していなければ死んでいた！　結けつ晶しよう化かした弾丸を喰らいながらも、虎之助は何とか耐たえきります。「まだまだぁっ!!」

あやめ：じゃあ神月さんの番ね。

コウ：先生、お願いします。

神月：（低く悪そうな声で）どぉーれぃ（笑）。

あやめ：なんでそんなに悪そうなんですか（笑）。

神月：「先生、お願いします」なんて言われたらそれだろう。




　それは弁護士の先生ではなく、時じ代だい劇げきに出てくる用よう心じん棒ぼうの先生です（笑）。




コウ：しかし、瞳の《カバーディフェンス》も切れてしまっている。正直、ここでとどめ刺さないと文子を守ることができず厳きびしい。

神月：よし、行くぞ！　侵蝕率は厳しいがこれで結けつ審しんしてやる。高等裁判所コンボだ！　ダイス14個で判定……クリティカル値が８になっているから、そんなに目が回らないぞ！

瞳：そこで最後の《妖精の手》！　先生、もうひと押おしだよ！

神月：それならいける！　達成値は31だ！

ＧＭ：31ですか？　なら、勝負はできる目だ！　おお、一個だけクリティカルしている！　……が、次のダイスの目が３。〈回避〉の達成値は23でした。

神月：ダメージは、４Ｄ＋２。……19点の装甲値無視だ。

ＧＭ：「ぐあ……!?」そのダメージだと、ギリギリ落ちます。残りＨＰ16点でした。

コウ：危ない危ない。

神月：裁判所も消え、息も絶たえ絶だえになりながらも言うぞ。これが、私の正義だ。そして、お前は悪だ！（笑）

ＧＭ：「バカなー!?」虎之助の精せい神しんは崩ほう壊かいし、彼は考えることをやめた（笑）。……というわけで、どさりと倒たおれる矢儀虎之助。彼の執しゆう念ねん実らず。

コウ：これで、《殺戮衝動》の効果も解とけるのか？

ＧＭ：そうですね。周囲に満ちていた殺気も途と切ぎれていきます。




　矢儀虎之助は倒れ、駐車場に静せい寂じやくが戻もどる。

　戦いは終わり、九陽文子を狙ねらう者はもういなくなった。

　神月と文子は、ふと視線を交わす。




　ふたりは、あのときと同じ表情を浮うかべた。

　共に正義を追い求め、勝利して乾かん杯ぱいした時と同じ表情を───。




神月：……終わったぞ、文子くん。

ＧＭ：「ええ、そうみたいね」と、微笑ほほえみを浮かべて答える文子。では、エンディングに移りましょう。








《奇跡の雫》　戦闘不能となった対象を復活させるソラリスのエフェクト。

《女王の降臨》　セットアッププロセスでメジャーアクションのタイミングのエフェクトを使用するソラリスのエフェクト。

《狂戦士》　強力な覚醒物質を投与し、クリティカル値を下げるソラリスのエフェクト。

《クイックダッシュ》　セットアッププロセスに移動を行なう共通エフェクト。

《エンジェルヴォイス》　心地よい声によって支援するハヌマーンのエフェクト。瞳は複製体の効果で取得している。

《要の陣形》　エフェクトの対象を数体増やすオルクスのエフェクト。

《ハンドレッドガンズ》　射撃用武器を錬成するモルフェウスのエフェクト。

《コンバットシステム》　正確に戦闘行動を行なうノイマンのエフェクト。

《ブラッドコントロール》　血流をコントロールし、より正確な動きを行なうブラム＝ストーカーのエフェクト。

《絶対の空間》　領域をコントロールし、自分の能力を最大限に発揮するオルクスのエフェクト。

《形無き剣》　武器に因子を凝縮し、変形させるオルクスのエフェクト。

《渇きの主》　敵から水分を奪ってか言う服するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《貪欲なる拳》　あり得ない方向に四肢を曲げて攻撃するエグザイルのエフェクト。

《加速する刻》　行動を追加するエネミー専用エフェクト。

《完全獣化》　肉体を戦闘形態に変化させるキュマイラのエフェクト。

《破壊の爪》　腕を鋭い鈎爪に変化させるキュマイラのエフェクト。

《自動触手》　触手で反撃するエグザイルのエフェクト。

《奈落の法則》　領域を自分の因子で塗りつぶし、クリティカル値を＋１するオルクスのエフェクト。

《クリスタライズ》　対象を当てた箇所から結晶化させるモルフェウスのエフェクト。

《絶対の恐怖》　対象を恐怖させる幻覚を見せるソラリスのエフェクト。

《錯覚の香り》　安心感を与え、対象の警戒心を解くソラリスのエフェクト。

《不死不滅》　驚異的な生命力によって復活するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《獣の王》　対象のリアクションを不可にするキュマイラのエフェクト。

《透過》　肉体を液化し、攻撃を通過させるエグザイルのエフェクト。

《殺戮衝動》　強い殺戮衝動で犠牲者を生かして帰さぬことを表わすＥロイス。

《唯我独尊》　傲慢な自信、醜悪なまでのプライドを表わすＥロイス。「タイミング：セットアッププロセス」または「タイミング：マイナーアクション」のエフェクトを追加できる。

特異点　特殊な運命にあることを表わすＤロイス。

《異世界の因子》　シーン中で使用されたエフェクトをコピーするエグザイルのエフェクト。













　　　　ENDING PHASE




ＧＭ：それではバックトラックになります。今回はＥロイスが《殺戮衝動》と《唯我独尊》のふたつありますので、まずは２Ｄ分、侵蝕率を下げてください。

あやめ：はーい。

ＧＭ：さて、みなさんどうですか？

コウ：Ｅロイスでの低下がなかなか振ふるった。一倍振りで82％まで下がって成功だ。

神月：同じく一倍振りで71％。

あやめ：えっと二倍振りして70％で戻もどってきました。

瞳：わたしは二倍振りして82％だね。

ＧＭ：どうやら、全員無事に戻ってこられたようですね。それでは、エンディングに参りましょう。







◆Ending01◆正義の至いたる場所


Scene Player ─── 神月正義






　戦いを終え、神月たちは文子を連れて事務所に戻ってきた。

　世界の真実を追う記者は、その一いつ端たんを目にした。

　その真実をどうするかは、まだ彼女の胸むねの内にある。




ＧＭ：ではエンディングフェイズです。まずは戦闘の直後──。

神月：（遮って）私は霧谷に携帯で連絡を入れるぞ。……霧谷、トラブルがあった。事後処理班を頼む。

ＧＭ：え、あ、はい。じゃあ霧谷は手はずと整えるということで──。

神月：（また遮って）うむ。そして私は文子くんの前に立つ。そして眼鏡を直して彼女の顔を正面から見る───

ＧＭ：ええと、それでは文子は──。

神月：まあ待て。ええとだな……。

一同：……？




　ここでノートパソコンを開く神月プレイヤー、師走トオル。

　ＧＭ、プレイヤー全員の目が彼に集中する。




神月：重々しく私は言う。「これが君の知りたかった世界だ」。すると文子くんが力無く首を振って答える。「ええ、そのようね」。私は続ける。「この事実を知って、君はどうする？　世間にこのことを公表するか？」。「……神月、こんな時私がどうするか。あなたはわかっているでしょう？」。「そうか……」、そう答えて私は──。

ＧＭ：ちょ、ちょ、ちょっと待ってください！

神月：ん？　なんだ？

コウ：（素に戻って）え、と、師走さん。さっきからノートパソコンを見ながらセリフ言ってますけどもしかして──。

瞳：そのセリフ、さっきの休憩時間に書いたの!?

神月：その通りだが？

一同：えええええええええええええええええええええええええええええっ!?

あやめ：（画面をのぞき込んで）ホントだ！　全部書いてある！

神月：メモ程度だが。この展開ならこれしかないだろうと思って書いてみた。

コウ：こ、これはすごい！

瞳：たくさんリプレイやってきたけど、その場で脚本書いちゃう人は初めて見た（笑）。

ＧＭ：まさに作家ならでは、ですね。

神月：ふふふ、驚いてくれたならなにより。……実はみんなを驚かせたくてやったのだ（笑）。

あやめ：驚きました。ほんっとうに驚きました（笑）。

神月：もちろんＧＭの流れに沿わないならやめるが、どうする？

ＧＭ：いや、せっかくなんで是非その脚本でいきましょう！

コウ：ここまで来たら続きが知りたいですからね（笑）。

神月：うむ！　ならば──。




「神月、こんな時私がどうするか。あなたはわかっているでしょう？」

　文子は──、自身の〝正義〟を追い求める記者はそう言った。




神月：彼女の心に〝正義〟がある限り、文子くんは公表を止めようとはしないだろう。それは私が一番よくわかっている。「そうか……」、私の口から出るのはその一言。

一同：…………。

神月／文子：「長い、つきあいだもの」ぽつりと付け足す文子。

神月：だとしたら、私がどうするかも……わかっているな？

神月／文子：「ええ、よく知っているわ」

神月／ナレーション：文子の答えには寂しさが含まれている。ふたりは結局すれ違いのままであった。一度分かたれた道は、もう一度交わることはない……。

コウ：ナレーションまで……！（笑）

あやめ：……し、師走劇場になっている……（笑）。

神月：（気にせず）私は眼鏡をかけ直す。……残念だ、文子くん。

神月／文子：「あなたとは、こうなる運命だったのかしら」

神月：かもしれん。私は文子くんに背を向ける。……お別れだ。

神月／文子：「神月、私は──」背を向けた私に、文子くんは駆け寄ろうとする。

神月：──だが、ここで私は《ワーディング》を宣言する。

ＧＭ：ほう、すると文子はふっとその場で意識を失います。

神月：さようなら、文子くん───。




　神月から《ワーディング》が展てん開かいされ、あたりの空間に満ちていく。

　オーヴァードではない九陽文子は、その空間では意い識しきを保たもてない。

「さようなら、神月……」

　彼女は、薄うすれゆく意識の中で、別れの言葉を口にした。




神月：倒たおれそうになる文子くんを、振り返ってそっと抱だきとめる。

ＧＭ：とさり───と倒れそうになった文子は、神月の腕の中で眠っています。

神月：さようなら、かつて共にあった人よ……。私は、安らいで眠る文子くんを慈しむような眼差しで眺めている。そう、これでいいんだ───迷いがなかったといえば、噓になる。だが、これが最善の道であるとみずからに言い聞かせるのであった……。

ＧＭ：……俺、ＧＭなんですがほとんどやることがありません（笑）。

神月：で、その頃ころになってようやくＵＧＮの記憶処理班がやってくるんだ。そして彼らに私は無言のまま文子くんを引き渡す。

ＧＭ：では、ＵＧＮ職しよく員いんが聞きます。「よろしいのですか？　神月支し部ぶ長ちよう？」

神月：ああ、やってくれ。

瞳：なるほどなるほど。いいシーンだ（笑）。

あやめ：ふわあ……。

コウ：まさにひとり舞台でしたねえ（笑）。

神月：でも、まだ続きがあるんですよ（笑）。

一同：まだ続きが!?

あやめ：すごーい！（笑）

瞳：おそるべし、師走トオル（笑）。

ＧＭ：せっかくですからそのシーンを演出しましょう。もうやるしかないでしょう！

神月：では、やっちゃっていいかね？

ＧＭ：もちろんもちろん（笑）。

瞳：神月先生のエンディングだからね。

神月：……では、場面は数日後になるんだが。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　矢儀虎之助の襲撃から、数日後───。

　神月正義と陸原瞳は町へ出かけていた。

　開店したばかりのレストランで使うインテリア、食材探さがしである。




神月：というわけで、私と瞳くんがたまたま町を歩いてる。

瞳：というわけで、登場しまーす。

ＧＭ：では、ふたりして雑ざつ踏とうの中を歩いている、と。

神月：私は、食材やらインテリアやらを買い込んで街を歩いている。瞳くんと一緒にな。

瞳：先生、いくら何でも買いすぎだよー。と、大きな袋ふくろを抱かかえ。

神月：仕方があるまい、食材には妥だ協きようできんのだ。と、私も大きな袋を抱えている。

コウ：微笑ましい光景だな。

神月：で、瞳くんと買い物をしている私の表情が、急に真剣なものになる。

ＧＭ：（何かを理解して）おっ、わかりました。神月と瞳の向かい側から、ひとりの女性が歩いてきます。

瞳：ああ、文子さんか。

神月：そう、私は向こうからやってくる文子くんに、思わず足を止めてしまった。

ＧＭ：九陽文子は、ＵＧＮの記憶処理を受けているため、神月に気づくことはない……そういうシーンでよろしいでしょうか？

神月：そうそう、それで頼む。真実へ近づきすぎたため、レネゲイドのことはもちろん、私に関わる記憶も消去せざるを得なかったのだ。

ＧＭ：文子は、大きな荷物を抱えているあなたたちに一瞬だけ目を留めますが、ちらりと視線を送るだけで興味を失ったようです。

瞳：赤の他人に対する反応ってことだよね。

ＧＭ：そうですね。

神月：……彼女と私の道はもう交わることはない。それでいい。

ＧＭ：視線を交わすもことなく───文子はすれ違っていきます。



















　神月正義と九陽文子。

　かつて同志として正義を目指し、それゆえに道を違えたふたり。




神月：……行ったか。

瞳：文子さん、先生に気づいていなかったみたい。

神月：そうか。記憶処理はうまくいったようだな。なによりだ。

瞳：……本当にそれでよかったの？

神月：（眼鏡をかけなおしながら）……瞳くんが気にすることじゃない。これが大人のやりかたというものだ。

瞳：そしたら、横から先生の手を握って言うよ。わたしはずっと一緒にいるから……。

神月：瞳くん……。ありがとう。




　ふたりの道はもう交わることはない。

　だが、九陽文子が自分の道を歩いていることを神月は知っている。

　今は、それで十分だ───。文子の背せ中なかを見送りながら、神月は思った。







◆Ending02◆不ふ穏おんな気配


Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ






　あやめは、学校の屋上から外をぼんやりと眺ながめている。事件は終わった。

　だが、この事件が始まることになった自分たちの過か去こについては、何も分かっていない。

　自分の身の上に、何があったのか？　あやめは、まだそのことを知らないでいる。




ＧＭ：では、次はコウとあやめのエンディングにしましょう。

あやめ：舞ぶ台たいは学校でいいかな？

コウ：俺は構かまわない。

ＧＭ：では、場所は学校にしましょう。

あやめ：じゃあ、あたしは珍めずらしく授じゆ業ぎようをサボって、屋上でぼんやり綾あや間ま市を見てるよ。

コウ：なら、そこに登場だ。あやめがいないのに気づいて探しにきた。……ここにいたのか。

あやめ：コウ君……。ちらりとコウ君を見た後、また街に視線を戻もどすよ。

コウ：黙だまって、あやめの横に並ならぶ。

あやめ：……ねえ、コウ君。神月さんと文子さん、あれでよかったのかな？

コウ：……ＵＧＮはこれまでもずっとそうしてきた。だから……あれでいいはずだ。

あやめ：うーん、そっかぁ。コウ君が言うならそうなのかなー。

コウ：あまり納なつ得とくできていないようだな？

あやめ：その……。自分がもし文子さんの立場だったら、どうしたかなとか考えちゃってさ。

コウ：少し黙って。……同じことを求めたと？

あやめ：うう～んと、どうだろう？　コウ君の方に向き直り、じーっとそっちを見て。

コウ：特に反はん応のうはないぞ。

あやめ：（ぼそりと）この鈍どん感かん……。

コウ：ん？　何か言ったか？

あやめ：なんでもないよ……。すねたように、急に不ふ機き嫌げんになるあたし（笑）。

コウ：何故、そんな顔をする？

あやめ：コウ君は、あたしが傍にいないとしたら、寂さびしくならない？

コウ：……最近、考えたことがなかったな。

ＧＭ：いつの間にか、コウにとって、あやめがいることが普ふ通つうになっていたようですね。

あやめ：大事にされてるっぽいと思って、急に機き嫌げんがよくなるかな（笑）。

コウ：表情が変わったな。

あやめ：まあ、昔から知り合いだったみたいだし。そう思って、あたしもだんだん機嫌がよくなってく。

コウ：その様子を怪け訝げんそうに見つめながら、ぼそりと。神月先生のことだが……。

あやめ：ん？

コウ：あの文子という女じよ性せいは、納得はしていまい。だが、彼女の言うようにできないのも事実だ。

あやめ：うん……。

コウ：どうすればよかったか……。実は俺にもわからない。だが、あれで彼女が日にち常じようを失うことはなくなった。それは、いいことじゃないか？

あやめ：うん、そうだね。……慰なぐさめてくれてありがとう。

コウ：別にそんなつもりでは……。

あやめ：いいの。あたしがそう感じたんだから、ね？

コウ：そうか。なら……それでいい。




　ふたりで、綾間市を見下ろしている。

　この街には、多くの人々が暮くらしており、その人々の数だけ日常がある。

　自分たちの日常が大切なように、誰だれかにとっての日常もまた同じように大切なのだ。




　日常を守る───口に出してみれば簡かん単たんな言葉。

　だが、そのために多くの者たちが戦っている。この変へん貌ぼうした世界の中で───。







◆Ending03◆深まる謎なぞ


Scene Player ─── 陸原瞳






　最近、神月は事務所の下の階に開店したレストランの経けい営えいにのめり込こんでいる。おろそかになってしまった事務所の整理や掃除は、今ではすっかり瞳の日課となっている。

　そこで、瞳は気になるものを見つけるのだった。




ＧＭ：次のエンディングです。シーンプレイヤーは瞳。全員登場とします。文子の記憶処理からしばらくして、彼女が集めた取材資し料りようを見つけるというシーンになります。

瞳：じゃあ、わたしが事務所を掃そう除じしているときに、彼女が置いていったバッグか何かから資料を見つけたとか、そういうシーンにしよう。

ＧＭ：わかりました。では、瞳が掃除中に文子が残していった資料を見つけるという展開で。

瞳：もー、先生は最近レストランばっかり行ってるんだからーと、ブツブツ言いながら法ほう律りつ事務所の掃除をしているよ。あれ？　なんだろーって、バッグを見つけて。

ＧＭ：封ふう筒とうの中に書類や写真などが入ってます。他のＰＣも、登場して構かまいません。

神月：レストランを閉しめて、今日も盛せい況きようだったとニコニコしながら事務所に帰ってこよう。

あやめ：じゃ、あたしもバイトしててメイド服のまま一緒に神月さんについてきます。

神月：あやめくん、今日はご苦労だった。事務所で一服していきたまえ。ちょうどいいお茶が入ったんだって感じか。

あやめ：うわーい（笑）。

コウ：俺も、調ちよう査さから戻ってきたことにしよう。

瞳：あっ、みんな戻ってきたんだ。ちょうどよかった、先生こんなものが見つかったよって、神月先生にさっきの資料を渡わたす。

神月：おっ、これは文子くんの？

ＧＭ：資料には、〝プロジェクトに関する資料〟と題されています。

一同：〝プロジェクト〟？

神月：……何かの計画ということか。それがどういうものなのかわかるか？

ＧＭ：いえ、〝プロジェクト〟が何を意味するものなのかは、今のところわかりません。

神月：まあ、とりあえず目を通してみよう。

ＧＭ：神月が目を通すと分かりますが、文子が調べていた荒吹病院で起こった行方不明事件の資料です。

あやめ：あっ、そうか！　そういえば、あの事件調べてなかった！

ＧＭ：この事件の情報、ミドルでは出さない予定でした。次のシナリオへの引きですので。

コウ：そうなのか？

ＧＭ：今回のシナリオは、ヤギトラに狙ねらわれる九陽文子を守るというシナリオでした。そっちの情報を出しちゃうと、プレイヤーに行方不明事件に関わる連中が敵なんじゃないかと勘かん違ちがいさせてしまう可能性があったので。

コウ：ああ、なるほどな。

瞳：今回は、文子さんと神月先生の話だからね。

ＧＭ：はい、なので情報が出るタイミングとしては予定通りです（笑）。

神月：で、どういう内ない容ようのものなんだ？　机つくえの上に出して調べてみるぞ。

ＧＭ：すると、その中に写真があります。おそらく、行方不明者のものらしいです。

コウ：ほう！

ＧＭ：単独で五～六歳さいくらいの少女です。写真には、〝ホープ〟と書かれています。

コウ：……〝ホープ〟？

あやめ：Hope……希望って意味だよね。コードネームみたい。

ＧＭ：それと、〝ドクター〟という写真があります。こっちは白衣を着た男だん性せいですね。

瞳：普通に考えれば、医者ってことだよね？

コウ：まあな。だが、何かありそうな感じだ。

ＧＭ：もちろん。そして、コウとあやめはこのふたりの人物にあった記憶があります。

あやめ＆コウ：なんだって!?

コウ：……どういうことだ？

ＧＭ：はい、やはり荒吹病院にいたときの記憶に、ふたりの顔があります。

あやめ：コウとカイン君の他にも、病院で会っていた子がいたんだ……。

神月：その子が行方不明になっていたとなると……これは何かあるのは間ま違ちがいないな。

コウ：ヤギトラは、この事件を調べていた文子さんを消そうとした。つまり、ヤギトラを雇やとった連中が鍵かぎを握っているわけか。

あやめ：ＦＨってこと？

コウ：……いや、情報収しゆう集しゆうでは単独で動いているって言ってなかったか？

あやめ：だったっけ？

ＧＭ：（ニヤリと笑い）はい、そう言ってます。

コウ：とすると、他の勢せい力りよくがあるってことになるな。

瞳：ＵＧＮ、ＦＨの他に、この行方不明事件に関わっている第三勢力があるってことだよ。オープニングのマスターシーンで、カインがそれっぽいことを言ってたし。

あやめ：ああっ！

コウ：そいつら、何者なんだ？

神月：まだ、この時点ではさっぱりわからんな。

ＧＭ：と、謎に包まれたところでシーンを終了します。







◆Ending04◆第三の勢力


Master Scene






　とある喫きつ茶さ店てん。ストロベリーサンデーをつつきながら、少女は楽しそうに話している。

　向かいに座すわる少年は、無愛想な表情で腕うでを組み、黙って聞いていた。




ＧＭ：では、最後にマスターシーンを演出します。シーンの場所は喫茶店。少年と少女がいます。少女が一方的にしゃべってるんですが、少年は黙って聞いています。

神月：なんだこいつら？

ＧＭ：するとこんな会話をしています。




「聞いてくれよ、〝節制テンパランス〟。この間、アクション映えい画がを見に行ったんだよ」

「……聞いている、〝希望ホープ〟」




コウ：〝ホープ〟って言ったか！

ＧＭ：はい、言いました。例の写真の少女が成長すると、こんな外見になるだろうという顔をしています。

あやめ：もうひとり、〝節制テンパランス〟っていう少年もいるけど、仲間なのかな？

コウ：行方不明者は数名いると言っているしな。




「え？　いつ見に行ったか、だって？　この間、任にん務むに行く途と中ちゆうだよ」

「…………」

〝節制テンパランス〟は黙もくして語らない。しかし、〝希望ホープ〟は楽しげだ。

「おいおい、そんな固いこと言うなよ～。ほんの二時間ばかり遅おくれただけだろ？　お前はお堅かたいなぁ！」

「…………」

「なぁ、〝節制テンパランス〟はどんな映画が好きなんだい？　やっぱ時代劇とか？」

〝節制テンパランス〟が持っている細長い包みに視線を向けながら、〝希望ホープ〟は問いかける。

　少しの間、沈ちん黙もくが降ふり───。

「へぇ？　意外だ。仏ぶつ頂ちよう面づらしてるワリに、あんた案外ロマンチストなんだなぁ！」

　次の瞬間、〝希望ホープ〟はケラケラと笑いだした。




神月：〝節制テンパランス〟が全然喋しやべってないのに、ふたりの間で会話が成立してる？

あやめ：どういうことだろう？

コウ：何かエフェクトを使っているのか？




　店の中で、その一方的な会話は続いていた。

〝希望ホープ〟が一方的にまくし立て、〝節制テンパランス〟が黙って聞いている。

　それでも、不思議なことに会話が成立しているように見える。




ＧＭ：「にしてもあの山羊だか虎だかいう殺し屋。〝カーネイジ〟の弟子って言うから雇ってみたけど、全然役に立たなかったじゃないか」と〝希望ホープ〟は語ります。

コウ：ヤギトラを雇ったのは、こいつらか。

あやめ：自分たちの過去を調べてる者を消そうとしていたってこと？

神月：例の事件を調べていたのは、文子くんの先せん輩ぱい記者だったらしいからな。

瞳：ヤギトラが狙ったのは、文子さんにその現げん場ばの写真を撮られたからだよね。

コウ：ああ、たしかそういう事じ情じようだったな。

ＧＭ：とまあ、ふたりはそういう会話をしています。会話といっても、しゃべっているのは〝希望ホープ〟だけなんですが。

あやめ：でも、普通の喫茶店でそんなことしてたら、奇き異いの目で見られない？

ＧＭ：店内では、ふたりしかしゃべっていません。

あやめ：他にお客さんいないのかな？

ＧＭ：それは、画面が徐じよ々じよに引いていくことでわかります。店には、ふたりしかいません。生きている客は───。

あやめ：えっ!?




　徐々に、画面に店内の惨さん状じようが映うつし出だされていく。

　店内には、血まみれになった人々が無む造ぞう作さに転がされていた。




「……行こう」

〝節制テンパランス〟は、刀をウェポンケースにしまって背せ負おった。

「ＯＫ、ＯＫ。では、さっさと行きますか。さすがにこれ以上遅おくれたら、〝ドクター〟に怒おこられちゃうからな」

〝希望ホープ〟の言葉に〝節制テンパランス〟は頷うなずく。

　ふたりは喫茶店を出て、綾間市へと向かったのだった───。




神月：こいつらがやったのか!?

ＧＭ：そうです。ＵＧＮが彼らをマークしていたようですが、そのエージェントごと客を巻まき添ぞえにしたようです。

コウ：こいつら!!

あやめ：……ひどい。

神月：新たなる敵の出現というわけか。




　喫茶店を血で染めた〝希望ホープ〟と〝節制テンパランス〟は、綾間市へと迫っている。




　甦り始めた、あやめとコウの過去。

　運命が回り始める部品ピースが、揃い始めている。




　嵐は、すぐそこまで迫っていた───。





To be continued


















　　　　PREPLAY




　十年前に入院した荒あら吹ぶき病びよう院いんでの記き憶おく。そして新たな事じ件けんの始まり───。

　敷しき島しまあやめと陸原コウ、そしてカインの三人には、共通の過か去こがありました。

　その過去を調べる中で、荒吹病院で起こった行方不明事件の存そん在ざいが明らかとなります。




　また、その行方不明者の中にいた〝希望ホープ〟と呼よばれる少女も、ＵＧＮやＦＨとは別の思おも惑わくを持つ第三の勢せい力りよくとして動き始めました。




　かつての過去が現げん在ざいに繫つながり始め、謎なぞは深まっていきます。

　あやめは、何故なぜオーヴァードとして目覚めたのか？

　そして、それはいかなる運命をもたらすのか？

　徐々に明らかにすることができると思います。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、『ジェネシス』第六話の収しゆう録ろくを始めます！

一同：よろしくお願いしまーす！

あやめ：前回出てきたふたり組って、今回登場するかなぁ。

コウ：〝希望ホープ〟と〝節制テンパランス〟だったか？

あやめ：はい。そのタロットカードみたいなコードネームの！（笑）

コウ：〝希望ホープ〟は別として、〝節制テンパランス〟はタロットカードの名前だな。

瞳：いやいや、敵てきが二二人も出てくることになるからタロットではないでしょー（笑）。

コウ：そんなに敵を出されては、かなわん。

あやめ：それはそうなんですけど（笑）。まあ、確かにタロットはないですよね。こちらに〝正義ジヤステイス〟がいますし。

神月：そう、私わたしのコードネームは〝ジャスティス〟！

瞳：案外、今回神月先生をスカウトに来たりして？（笑）

神月：ふむ、そうなると連中にロイスを取らねばならないな（笑）。

ＧＭ：迎むかえには来ませんから！

コウ：支し部ぶ長ちようの神月先生にいなくなられると困こまるなあ（笑）。

ＧＭ：では、この辺で今回のシナリオのトレーラーを発表します。




●トレーラー




　聖せいなる夜。平和な日にち常じようを楽しむ少女の前に、来らい訪ほう者しやがやってくる。

　それは新たな事件の始まり、大いなる異い変へんの兆しでもあった。

　現われた、六人の子供と〝ドクター〟たち

　彼らは、何を目指すのか？




『ダブルクロス　The 3rd Edition　リプレイ・ジェネシス』第六話

「恐おそるべき子こ供どもたち～Enfants Terribles～」

　ダブルクロス───それは、裏うら切ぎりを意味する言葉。




瞳：この本の発売は春なのに、クリスマスネタなのか！（笑）

ＧＭ：収しゆう録ろく日びは十二月だからいいんです！（一同笑）

神月：ＧＭが開き直った（笑）。

コウ：少女って、あやめのことか？

ＧＭ：にこり（笑）。

あやめ：あたし、クリスマスさえ楽しめないの～!?

神月：いやいや「平和な日常を楽しむ少女」と書いてある。

コウ：来訪者が現あらわれ、新たな事件が始まるようだが（笑）。

あやめ：それまでのわずかな間の日常を楽しみます……（笑）。

ＧＭ：それでは、ハンドアウトです。




●ハンドアウト




陸りく原はらコウ用ハンドアウト


ロイス：〝希望ホープ〟　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：懐かい旧きゆう／ネガティブ：隔かく意い



　移い動どう中、君はひとりの少女と出会った。

〝希望ホープ〟という名の、見知らぬ少女。

　だが、向こうは君を知っているようだった。

　ひどく不ふ吉きつな気配を放つ彼かの女じよと対たい峙じしたキミの脳のう裏りに、ひとつの記憶が浮うかび上あがる。




コウ：〝希望ホープ〟か。前回のエンディングで、最後のマスターシーンに登場した少女だな。

ＧＭ：そうです。ふたり組の片かた割われで、よくしゃべっていた女の子です。

あやめ：もうひとりの〝節制テンパランス〟がテレパシーで話しかけてたんだっけ？

コウ：実際にどうかはわからない。ただ、しゃべりまくる〝希望ホープ〟に対して、〝節制テンパランス〟は口を開かずに意思疎通をしていたようだった。

神月：一体、どういう能力なんだろうか？

コウ：ところで、〝希望ホープ〟は何なん歳さいくらい？

ＧＭ：コウと同い年を想定しています。なので十七歳ですね。

コウ：なるほど。

瞳：推奨感情は〝懐旧〟だって。そうすると懐なつかしいって思うんだよね。

コウ：今のところどこで会ったか分からないが……まあ、荒吹病院だろうな。




敷しき島しまあやめ用ハンドアウト


ロイス：正体不明の襲しゆう撃げき者しや　　　推奨感情　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：恐きよう怖ふ



　今日は楽しいクリスマス。君は親友の千鳥と、兄の巧たく己みとパーティーの準じゆん備びをしていると、水を差すかのように、来訪者を告げる呼よび鈴りんが鳴った

　対たい応おうに出ると、そこには見知らぬ壮そう年ねんの男だん性せいが佇たたずんでいた。

　彼かれは口を開く。

「敷島あやめ君だね？　君を迎えに来たよ」




あやめ：よく分かんないけど、迎えになんて来なくていいっ！　あたしはクリスマスを楽しみた～いのーっ！（笑）

瞳：あやめの心の叫さけびが（笑）。

コウ：……前回のシナリオの、神月先生の話と似にているな（笑）。

瞳：でも、千鳥があやめとクリスマスを過すごしてるっぽい？　……千鳥、彼かれ氏しはいないのかね？　あやめ一ひと筋すじなのか（笑）。

コウ：千鳥のことは、ロールプレイ担当の師走しわす先生に決めてもらえばいいと思う（笑）。

瞳：前の巻かんでも千鳥のロールプレイは師走先生が担たん当とうだったしね。

ＧＭ：ということで、どうなんでしょう師走先生？

神月：彼氏がいるわけがなかろう！　私の千鳥なのだから！（一同笑）

コウ：すげえ、言い切った！

瞳：まるで千鳥の父親のようだ（笑）。

ＧＭ：なんか実感がこもってますねー。

瞳：父親というのは、そんなものだよ。

ＧＭ：四人のお子さんを育てている社長が言うと、含蓄ありますね（笑）。……では、次は神月先生のハンドアウトです。




神月正義かんづき・せいぎ用ハンドアウト


ロイス：霧谷雄吾きりたに・ゆうご　　　推奨感情　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：脅きよう威い



　ＵＧＮ日本支部長・霧谷雄吾から、とある情じよう報ほうがもたらされた。

　ＦＨ、ＵＧＮが確かく保ほしようとしているオーヴァードたちが、綾あや間ま市に向かっているという。

〝希望ホープ〟と〝節制テンパランス〟の少年少女のふたり組だ。

　霧谷からの依い頼らいは、彼らを調ちよう査さし、事件を未然に防ふせいでほしいというものだった。




ＧＭ：神月先生のハンドアウトは、霧谷からの依頼で〝希望ホープ〟と〝節制テンパランス〟を調査しろというものです。

神月：結けつ構こう危あぶない連中だったぞ？

コウ：前回のラストで、血の海を作ってるからな。

あやめ：こわいよね、この子たち。

コウ：それと、ヤギトラの背はい後ご関係者だ（笑）。

神月：そういえばそうだった（笑）。

瞳：ＦＨともＵＧＮとも違うオーヴァードかー。

ＧＭ：最後は瞳のハンドアウトです。




陸原瞳りくはら・ひとみ用ハンドアウト


ロイス：敷島あやめ　　　推奨感情　ポジティブ：友ゆう情じよう／ネガティブ：不安



　荒吹病院の関係者、もしくは、事件に迫せまった者に対する誘ゆう拐かいおよび殺害事件。

　その犯はん行こうを行っている人物の一味は、綾間市に向かっているという。

　敵の狙ねらいが何かは判はん明めいしてないが、あやめが目標である可か能のう性せいは十分にある。彼女を守らなくては。




瞳：わたしは、あやめを守るハンドアウトね。

ＧＭ：（頷うなずきながら）です。

瞳：喫茶店のお客を皆殺しにするようなヤツらだし。

コウ：そんな危険な連中があやめを狙っていると。

瞳：あやめー、コウが心配してくれているよー（[image: ]ニヤニヤしながら）。

あやめ：やーん（笑）。

コウ：その辺のラブコメプレイは、本ほん編ぺんに入ってからするということで（笑）。

ＧＭ：はっ、分かりました（笑）

瞳：というわけで、あやめを守ります。

ＧＭ：それでは、キャラクターの成長に映うつりましょう。

　ルールブックと睨にらめっこをしつつ、キャラクターの成長について考えるプレイヤーたち。

　そして、約一時間後、それぞれの結けつ論ろんを出したのだった。




























　　　　＊　　　＊　　　＊




▼陸原コウ　～矢野俊策やの・しゆんさく

コウ：では、俺おれから。《陽炎かげろう》と《リフレックス：サラマンダー》を新しん規きに取得した。これで、〈回かい避ひ〉も上がる。

ＧＭ：防ぼう御ぎよ重じゆう視しの成長ですね。

コウ：ああ。それと〈意い志し〉を２レベルに上げた。これで暴ぼう走そうしづらくなったはず。

あやめ：でも、コウ君は今まで暴走したことないよね？

コウ：ダイス目がよかっただけとも言える。本来は失敗しやすい。

ＧＭ：データ的には今まで暴走しなかったのが不思議なくらいですからねー。

神月：コウが運よく暴走してなかった分、我われ々われが暴走していたわけだが（笑）。

あやめ：神月先生とあたしはいつも暴走してばっかり。

ＧＭ：エフェクトと技ぎ能のうはそんなところですか。

コウ：本当は、アイテムで思い出の一品を取得したかったんだが……これは諦あきらめた。

ＧＭ：おや、経けい験けん点が足りませんでしたか？

コウ：それもあるが、俺には思い出になるようなものがないからな。

瞳：（あやめを見つつ）だったら、今回のシナリオで誰だれかからクリスマスプレゼントを貰もらえばいいんじゃないかな？（笑）

神月：おおっ、それだ！

あやめ：あたし、期待されてる!?

瞳：というわけで、がんばれあやめ。

コウ：まぁ、俺の成長はそんなところだ。

ＧＭ：ロイスはどうなりました？

コウ：今回も変へん更こうはなし。〝Ｄロイス〟業わざ師し、〝上司〟霧谷雄吾、〝妹〟陸原瞳だ。あやめへのロイスを、そろそろ固定にしてもいいかなと思い始めている。

あやめ：どきっ（笑）。




▼敷島あやめ　～藤井忍ふじい・しのぶ

あやめ：あたしは、〈射しや撃げき〉を２レベルに上げました。あと、エフェクトは《サポートデバイス》を２レベル上げて終しゆう了りようです。

ＧＭ：経験点が15点余あまっているようですが？

あやめ：《サイコメトリー》とか、情報収しゆう集しゆう系けいのエフェクトを取りたいと思っているのですが、自分の中で踏ふん切ぎりがついていなくて。

ＧＭ：今回は使用せずに様子見ですね、分かりました。

あやめ：セッション中に必要な場面が来たら、経験点を使って取ろうかと思います。

瞳：触れた物から、情報をぴきーんと引き出すんだ。

あやめ：うん、そんな感じ。

神月：女の勘かんが鋭するどくなったりするんだな（笑）。

あやめ：どうだろう？　エフェクトだからオーヴァードの勘じゃないかな？（笑）

ＧＭ：他には？

あやめ：以上です。ロイスは、〝Ｄロイス〟起源種、〝兄〟敷島巧己しきしま・たくみ、〝友人〟紫倉千鳥しくら・ちどりのままで、前回と変わりません。以上です。




▼神月正義　～師走しわすトオル

神月：というわけで、成長報ほう告こく。《オーバードーズ》を取りたい気持ちはあるんだが、《絶ぜつ対たいの恐怖》とコンボが繫つながらず……。

ＧＭ：成長は悩みどころですね。

神月：（ルールブックを見て）……よし、こうしよう！

ＧＭ：何を取得しました？

神月：経験点41点あるが……今はまだ経験点は使わない。

瞳：いったい何を取得するつもり？

神月：───秘ひ密みつ。

ＧＭ：秘密!?　何なに故ゆえに!?（一同笑）

神月：こういうのは、もったいぶりたいだろう？　新しん必ひつ殺さつ技わざみたいに。

コウ：また新しい技わざにランクアップするんだ。

神月：そのとおり！　その名も、最さい高こう裁さい判ばん所しよコンボ！

一同：最高裁判所コンボ!?

ＧＭ：……とうとう最高裁までレベルアップしちゃいましたね（笑）。

神月：そのとおり。どんなヤツが相手でも、これ以上の上告はできないぜ。というわけで、コンボの詳しよう細さいは発動させる時までお楽しみに！

ＧＭ：そんなアニメの予告みたいな（笑）。

神月：ちなみに、ＧＭにも教えないぞ？

ＧＭ：俺、教えてもらえないんですか？（笑）

神月：もちろん、エフェクトを取得する際には公開するから、安心してほしい。

ＧＭ：ほっ、よかった。

コウ：師走先生は面白いなー（笑）。

神月：ちなみに、ロイスは、〝Ｄロイスが〟生せい還かん者しや、〝部下〟に当たる瞳と〝犯はん罪ざい者しや〟である瞳の父親を残した。〝記者〟へのロイスはなくなったのだ。

瞳：前回のシナリオの影えい響きようだね。

あやめ：文子さんとは、お別れしちゃったからですね。

神月：ああ、前のエンディングでお互たがい違ちがう道を歩むことを決めたからな。

ＧＭ：大人な別れでしたね。では、次に行きましょう。




▼陸原瞳　～鈴吹太郎すずふき・たろう

ＧＭ：それでは、続いて瞳の成長を教えてください。

瞳：わたしは、バッドステータスを消せるエフェクト、《音波調ちよう律りつ》を取得したよ。

コウ：バッドステータスの中でも暴走だけは消えないが、それでも十分に強い。

あやめ：そうなんだ。暴走消えないのは残念だね。

瞳：それから、《妖よう精せいの手》のレベルを上げ、〈意志〉のレベルを１上げました。

あやめ：これでより支し援えんの効果が上がるわけだ。

瞳：経験点は５点余ってるから、いざという時は、エフェクトのレベルを１だけ上げられる。

ＧＭ：了りよう解かいしました。

コウ：使用回数がレベル回と決まっているエフェクトは、これで一回分多く使えるようになるな。

あやめ：《カバーディフェンス》に回数が上がるのは嬉うれしいよね。

瞳：ロイスは……Ｄロイスでない固定ロイスは、とうとうＰＣのみになっちゃった！（笑）

ＧＭ：前回父親をタイタスにしましたからね。

瞳：〝Ｄロイス〟複製体、〝上司〟の神月先生、〝兄〟のコウに対して取っているよ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、成長報告が終わったところで、ＰＣ間ロイスの取得に移うつりましょう。

瞳：ＧＭ！　わたしは今回、あやめにもロイス結ぶことになるんだよね？

ＧＭ：はい、そうです。

瞳：じゃ、今回のＳロイスはあやめにする！（笑）

ＧＭ：別に、今の段階でＳロイスに指定しなくても構いませんよ？

瞳：あやめ、死なないでね～（レコードシートに書かき込こんでいる）。

ＧＭ：……って、もう書き込んでるし（笑）。

瞳：それだけ、あやめを守ろうという意志が強いんだよ（笑）。

あやめ：いつの間にか、あたし、責せき任にん重大な位置にいる？（笑）

コウ：今回のシナリオが、あやめへのロイスがタイタスになるようなシナリオだったら困るんでは？

瞳：その時は、Ｓロイスのタイタス効果を最大に利用するから問題ないよ（笑）。

ＧＭ：そうですか……。では、コウからあやめへ取得してください。

コウ：はい。俺自身は覚えていないが、過去に出会っていたことは確かく実じつのようなので……ポジティブは〝親近感〟、ネガティブは〝恐怖〟で取得します。

あやめ：〝恐怖〟？

コウ：俺自身は昔のことを覚えてないので、どう対応していいか分からないという感じ。

ＧＭ：では、次。あやめから、神月へ。

あやめ：前回、神月先生の意外な一面を見たので、感情を変更します（一同笑）。

神月：意外な一面？　どこだ？

コウ：その場で演えん出しゆつを書き出してしまったところとか？（笑）

神月：それは、キャラクターではなく、プレイヤーに対する感情のような（笑）。

あやめ：ポジティブで〝尊そん敬けい〟、ネガティブは〝隔意〟。表になっているのは〝尊敬〟の方です。

神月：何故〝隔意〟など感じるのかね？

あやめ：あそこで別れを選んでしまった神月先生に、自分との考えの隔へだたりを感じたということで。

ＧＭ：なるほど。では、神月から、瞳へロイスを結んでください。

神月：ポジティブは〝庇ひ護ご〟。ネガティブは……瞳くんも普ふ通つうの女の子になりつつあるから。迷まような～。よし、今回はダイスで決めてみよう。

あやめ：もし、ネガティブで〝偏へん愛あい〟とか出ちゃったらどうするんですか？（笑）

神月：（堂々と）何か問題があるかね？

あやめ：いや、ないですけど……（笑）。

神月：（ダイスを振ふる）……やはり〝偏愛〟が出た（一同笑）。

あやめ：うわっ、言った側から！

神月：うむ！　ダイスがそうしろと言うんじゃ仕方ないな（即そつ決けつ）。

瞳：偏かたよった愛を注がれてしまう（笑）。

ＧＭ：では最後。瞳からコウへのロイスを決めましょう。

瞳：固定で取得済ずみ。〝連帯感〟、〝疎そ外がい感かん〟です。

ＧＭ：ＰＣ間ロイスは、全員分決まりましたね。それでは、プリプレイを終了してオープニングを開始しましょう。




















《陽炎》　熱による陽炎を作り出し、攻撃を回避するサラマンダーのエフェクト。

《リフレックス》　リアクションで使用するエフェクトに組み合わせ、クリティカル値を下げる共通エフェクト。

《サイコメトリー》　物品から情報を引き出すモルフェウスのエフェクト。

《オーバードーズ》　生成する化学物質の量を増加させ、過剰に投与するソラリスのエフェクト。

《音波調律》　特定の音を組み合わせた音楽や歌により、対象の不調を回復するハヌマーンのエフェクト。













　　　　OPENING PHASE




◆Opening01◆事じ件けんが綾あや間まにやってくる


Master Scene






　とあるファミリーレストラン。チョコレートサンデーを食べながら楽しげに話す少女と、それを無愛想な表ひよう情じようで眺める少年がいた。〝希望ホープ〟と〝節制テンパランス〟のふたり組である。

「〝節制テンパランス〟。面白そうな映えい画ががあるんだよ。今度、見に行かないか？」

「…………」

「わかったわかった、今は〝ドクター〟の言いつけを守るのが先だもんな」

　ふたりは、会話にならない会話を交わしている。




ＧＭ：オープニングシーンに入ります。最初はマスターシーン。〝希望ホープ〟と〝節制テンパランス〟のふたり組が、ファミレスでしゃべっております。前回の続きですね。

コウ：こいつらダベるの好きだな！（笑）

あやめ：やっぱり、〝節制テンパランス〟がテレパシーで会話してるの？

ＧＭ：言葉を発さない寡黙で冷静そうな〝節制テンパランス〟に対して、小柄でボーイッシュな格好をした〝希望ホープ〟が一方的にまくし立てているという図です。

瞳：やっぱり、そういうコンビなんだね。

ＧＭ：すると、店内に突とつ然ぜん《ワーディング》が展てん開かいされます。どうやら、ふたりが張はったものではないようです。彼女たち《ワーディング》に気づいたようですが、気にする様子はありません。だらだらと映画の話をしています。

あやめ：おや？

コウ：ずいぶん余よ裕ゆうがあるようだな。




「なぁ、〝節制テンパランス〟は本当にああいう映画が好きなのかい？」

〝節制テンパランス〟が持っている細長い包みに視し線せんを向けながら、〝希望ホープ〟は問いかける。

　少しの間、沈ちん黙もくが降ふり───。

「あんたがロマンチストなのはよく分かったよ！」

　次の瞬しゆん間かん、〝希望ホープ〟はケラケラと笑いだした。




ＧＭ：───突然、窓まどガラスが割われてＵＧＮの特とく殊しゆ部隊がなだれ込こんできます。ふたりはそれに動じた様子はありませんが、素す早ばやく反はん応のうします。




　乱らん入にゆう者たちを不思議そうに見まわしたあと、〝希望ホーブ〟は〝節制テンパランス〟の方を振ふり返かえって言った。

「へぇ、こいつらがＵＧＮなんだ？　丁度いい。一いつ般ぱん人じんばっかり相手にしてて、腕うでが鈍にぶりそうだったんだ」




　腕をぶらつかせた次の瞬間、銃じゆう声せいが鳴なり響ひびいた。




「邪じや魔ましてくるみたいだし、さっさと殺そうぜ」

　ＵＧＮ戦せん闘とう部隊員数名が、床ゆかに倒たおれ伏ふす。いつの間にか、〝希望ホープ〟の手には光ひかり輝かがやく銃じゆうが握にぎられていた。




瞳：まさか、〝希望ホープ〟は一発の弾だん丸がんで全員倒たおしたの!?

ＧＭ：まるで一発で全員を倒したように見える早はや撃うちです。薬やつ莢きようがバラバラと床に落ちているので、数発発射したことが分かります。〝希望ホープ〟の手にあるのは、本来早撃ちに向かないとされるオートマチック拳銃ですが、瞬間的に照準する動体視力と人知を越えた身体スピードでそれが可能となっています。

コウ：〝節制テンパランス〟は？

ＧＭ：彼かれは、持っていた包みを解といて中から刀を取り出します。

コウ：〝節制テンパランス〟は接せつ近きん戦せんタイプか。




〝節制テンパランス〟は、ふっと腰こしを沈しずめ柄がらに手をかける。

　次の瞬間、鍔つば鳴りの音が響ひびいたかと思うと、〝節制テンパランス〟の目の前にいたＵＧＮ戦闘部隊員が、派は手でに血しぶきを上げて真っぷたつに瞬しゆん断だんされる。

　抜ぬく手も見せぬ抜ばつ刀とう術じゆつ。




　……数分後、その場に立っていたのは、〝希望ホープ〟と〝節制テンパランス〟のみだった。




コウ：……強いな。

神月：というかＵＧＮ、学習しろ！　何回部隊を全ぜん滅めつさせてるんだ！（笑）

コウ：いや、敵が強すぎるんだろう。




　惨さん劇げきの場となったファミリーレストランから、ふたりは立ち去った。

　店には、血溜だまりと静せい寂じやくが残された。







◆Opening02◆霧谷からの依い頼らい


Scene Player ──── 神月正義






　綾間市、神月法ほう律りつ事じ務む所しよ。

　レストラン開店以来、神月の忙いそがしさは目に見えて増ましていた。

　そんな中、瞳が学校から帰ってくる。すかさずランドセルをロッカーに放り投げ、遊びに行こうとするのであった。




ＧＭ：では、次のシーン。神月と瞳のオープニングになります。

神月：侵しん蝕しよく率りつ７点上じよう昇しよう。

瞳：こちらは１点。

ＧＭ：場所は神月法律事務所。神月にＵＧＮ日本支部長・霧谷雄吾きりたに・ゆうごから連れん絡らくが入ります。机の上にあるディスプレイに、霧谷の顔が映し出される。

瞳：わたしは学校から帰って来るなり、ランドセルを放り投げてどこかに遊びに行こうとします。ただいまー、行ってきまーす。

神月：待ちたまえ、瞳くん。霧谷から連絡が入っている。遊びに行こうとする瞳くんを捕つかまえて、ふたりで話を聞くことにしよう。

瞳：もー、今度は何～？

ＧＭ：「前回、神月さんから頂いただいたデータを元にこちらでも調ちよう査さを進め……」

神月：（言葉を遮さえぎって）何!?　ＵＧＮ特殊部隊を壊かい滅めつさせただと!?（笑）

瞳：何ですって！　目標はあやめですって！（一同笑）

あやめ：ふたりとも、まだＧＭが何も言っていないのに（笑）。

神月：ハンドアウトに書いてあるからな！

ＧＭ：すると、霧谷も少し驚おどろいた顔で「そのとおりです。相変わらず、情じよう報ほうを得るのが早いですね。おっしゃるとおり、〝希望ホープ〟と〝節制テンパランス〟です」（笑）

神月：フッ、私わたしの情報収しゆう集しゆう能のう力りよくを侮あなどらないでいただきたい。

コウ：面白い。今のうちに、俺おれも何を言い出すか考えておこう。ハンドアウトに指し針しんが書いてあるしね！




　先読み発言のしすぎはどうかと思います。




神月：それで、彼らの映えい像ぞうなどはないのかね？

ＧＭ：「彼らとＵＧＮの特殊部隊が交戦した際さいの映像が残されています」そう言って、霧谷が見せてくれるのは、先ほどのマスターシーンの映像ですね。

瞳：……光り輝く銃か。少女の方はエンジェルハィロゥみたいね。……こっちの少年は、刀を武ぶ器きにしているのね。

神月：動きが素す早ばやそうだから、〝節制テンパランス〟はハヌマーンかもしれないな。

瞳：そんなところじゃないかな？

ＧＭ：「これは、つい先ほど送られてきた映像です。彼らは、すでに綾間市にやってきているのです」

神月：ふむ、それで？　私はケーキ作りの最中で忙いそがしいんだ。用よう件けんは手短にお願いするよ。

あやめ：神月さ～ん、仕事して～!?（笑）

神月：これもオーナーシェフとして立派な仕事の一いつ環かんだよ。

コウ：……今、エプロン姿すがたに泡あわ立だて器きを持って、ものすごく楽しそうにしている神月先生の姿を想そう像ぞうした（笑）。

神月：鼻歌も歌っていよう。ふんふふ～ん♪

ＧＭ：「それでは手短に。彼らが綾間市で何らかの事件を起こす可か能のう性せいがあります。もしかしたら、あやめさんを狙ねらっているのかもしれません」

神月：もしかしなくても、狙ねらいはあやめくんだろうな。

瞳：でも、病院の関係者を狙っているんだとしたら、コウだって対象に入るでしょ。案外、狙いはそっちかもよ？

神月：まぁ、コウは自分でどうにかするだろう（一同笑）。

あやめ：その言葉は、信しん頼らいの証あかしなのか、ただ投げやりなのか（笑）。

神月：コウよりも、やはりあやめくんの方が心配だ。

瞳：一いつ緒しよに暮くらしているのは、一般人なお兄さんだしね。

ＧＭ：霧谷は頷うなずいて言います。「よい判はん断だんです。このふたりに対してはもちろんですが、特にあやめさんの動向に関しては注意を払はらっていただきたい」

瞳：わかった。さっそくあやめちゃんに教えないとね。

神月：今日は一二月二四日───せっかくのクリスマス・イブだというのに……。さすが皆みなを事務所に集めるのは無ぶ粋すいだな。

ＧＭ：今日はクリスマス・イブなんですか？

神月：トレーラーとハンドアウトに、事件はクリスマスに起こるようなことが書いてある。すると、今日はイブだろう（笑）。

ＧＭ：まさしくそのとおりです。では、そういうことで。

瞳：そういえば神月先生、今日はあやめちゃんの家でクリスマスパーティーをすることになってるはずだよ？（笑）

神月：何だって!?　私は呼よばれてないぞ！（笑）

あやめ：だ、だって、神月先生との関係は、お兄ちゃんに説明するのが難むずかしいし！（笑）

神月：何ということだ……。これは、あやめくんにはネガティブな感かん情じようを結ばないと（笑）。クリスマスケーキまで作っていたというのに……。

あやめ：えー、ネガティブにされちゃうんですか？

神月：……あやめくんにロイスを結んだときは、ネガティブの感情に〝隔意〟を指定して表に出すことにしよう。

あやめ：後で、ちゃんと招待しますから（笑）。

瞳：先生、わたしからあやめに「神月先生も呼んであげてよ」ってメールしておくから、落おち込こまないでよ。

神月：おおっ！

あやめ：立ち直ったみたい（笑）。

瞳：前回のシナリオで文子さんと別れてるから、先生はクリスマスをひとりで過すごすハメになっちゃうし（笑）。神月先生のケーキは美味しいから、みんなで食べようよ？　ね？

神月：ありがとう、瞳くん！

瞳：折角だから、霧谷さんも来る？（一同笑）

ＧＭ：「伺うかがいたくはありますが、私も仕事がありますので」

神月：そうかー、仕事ならしょうがないな（超爽やかな笑顔）。

ＧＭ：何だか浮うかれているふたりの様子を見て、霧谷も「パーティーは結けつ構こうですが……くれぐれも任にん務むのことを忘わすれないでくださいね？」と釘くぎを刺さします。

瞳：何言ってるのよ。あやめちゃんを守るために行くんだよ！（笑）

神月：霧谷よ、このように我われ々われの仕事にかけるモチベーションは非ひ常じように高いのだ。

ＧＭ：「仕事へのモチベーションなのでしょうか？」（笑）

あやめ：どう見ても浮かれてるだけだよね（笑）。

瞳：大体さ～、クリスマスに襲おそってくる敵てきとか、超ちよう野や暮ぼだよねぇ～。

神月：まったくだ。クリスマスに仕事を送ってくるＵＧＮより野や暮ぼ……。ところで、霧谷君。クリスマス・イブを一緒に過ごす相手はいるのか？

ＧＭ：「ノー・コメント」（にこり）

コウ：何かあやしい。そういう相手がいるようだ。

瞳：霧谷はきっと、オーヴァードの子こ供どもたちのところを訪たずねて回るんだと思う。

ＧＭ：「では、私も忙しいのでこの辺で」と、サンタの付つけ髭ひげを付け始める霧谷。

コウ：おい！　仕事じゃなかったのか!?（一同爆ばく笑しよう）

瞳：きっと、チルドレンたちのケアをするのも仕事のうちなんだよ（笑）。

あやめ：きっと親のいないチルドレンのために霧谷さんはみずからサンタ役を買って出てるんだよ（笑）。

神月：なるほど、霧谷も大変なんだな。私も、今夜のための服を調達しないと。……今回のすごい服は───サンタの衣い装しようだ！（笑）

一同：サンタの衣装!?

コウ：……たしかにすごい服だ（笑）。

瞳：まあ、クリスマスだし。

神月：〈交渉〉の達成値に＋２がつくし、季節感までばっちりだ。

ＧＭ：では、購こう入にゆう判はん定ていをお願いします。

神月：（ダイスを振ふる）成功。赤いサンタ服をゲットだ。これで〈交こう渉しよう〉が上がる（笑）。

瞳：クリスマスパーティーにはコウも呼ばれてるだろうから、がんばってあやめちゃんを守りましょ～！　……遊びに行くのは中止！　神月先生の料理の手伝いするわ～（笑）。

神月：うむ、完かん璧ぺきな防ぼう御ぎよを敷しこう。……さて、ケーキは焼けたかな？（笑）

ＧＭ：では、ケーキが美味しそうに焼けたところでシーンは終しゆう了りようです。







◆Opening03◆甦る過か去こ


Scene Player ──── 陸原コウ






　茜あかね色いろに染そまる河か川せん敷しき。鞄かばんを手に、コウはあやめの家へと向かっていた。

『クリスマスパーティーにはプレゼントが必要なの！　これを持っていきなさい！』

　脳のう裏りを過よぎる瞳の言葉。気き難むずかしい顔で、コウはプレゼントの入った鞄を抱かかえなおした。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはコウです。

コウ：（ダイスを振る）３点上昇。どんな状じよう況きよう？

ＧＭ：あやめの家に行く途と中ちゆうで、河川敷辺りを歩いています。

瞳：コウはプレゼントを用意するなんて気の利いたことできないだろうし、わたしが持たせたということで（笑）。

コウ：了りよう解かい（笑）。

ＧＭ：時じ刻こくは夕ゆう刻こく。クリスマスイルミネーションまばゆい町。雪がちらつき始め、寒く……。

コウ：ふふふ、俺はレネゲイドの力で、寒く感じないぜ！（笑）

ＧＭ：そうでした（笑）。歩いていると、前方に少女と少年が立っています。

コウ：む？　周りに他に人は？

ＧＭ：いません。手前に少女、ちょっと奥おくに少年がいます。

コウ：ふむ。……〝希望ホープ〟か。

ＧＭ：はい。前回の写真で見た少女の面おも影かげがあります。

コウ：例の、九陽文子の資し料りようにあったものだな。

ＧＭ：「話には聞いてたけど、本当に生きていたんだ？」と少女が話しかけてきます。

コウ：いきなりだな！

ＧＭ：「話は早い方がいいでしょ？」と、軽く笑いながら、少女───〝希望ホープ〟は言います。

コウ：少年の方はどんな感じ？

ＧＭ：黙だまって立ってます。身長一八〇センチくらいのガタイのいい少年です。コウよりちょっと年上で、何て言いますか……雰ふん囲い気きはいかにも武ぶ人じんって感じです。

コウ：いかにも武人な少年ってなんだ！（笑）

ＧＭ：寡か黙もくなサムライって感じですかね。

瞳：ほら、こいつ居合い使ってたし。

コウ：俺は、ちょんまげでも結ってるのかと思ったぞ。

ＧＭ：さすがに、ちょんまげは結ってませんが。

コウ：うん、大体雰囲気は分かった。

ＧＭ：すると「〝節制テンパランス〟、あいつだよ」と〝希望ホープ〟が寡黙な少年へ話しかけています。

コウ：自分が話題に上がっているのは分かるので、足を止めてふたりを見よう。

ＧＭ：少女は、コウに気さくに話しかけてきます。




「久ひさしぶりだねぇ。失敗作として、とっくの昔に始末されたと思ってたよ。

　あんた、ＵＧＮに保ほ護ごされてたんだねぇ」




コウ：気持ちよく喋っているところを悪いが……お前たちは誰だれだ？　ＦＨか？

ＧＭ：「ＦＨ？　あんなのと一緒にしないでよ。私たちは、ただ〝ドクター〟にしたがっているだけだよ」と〝希望ホープ〟の方が言いますよ。

コウ：……ＦＨじゃないのか？

ＧＭ：「逆ぎやくに聞くけど、なんで私たちがＦＨだって思うのさ？」

瞳：ＵＧＮの敵はＦＨ。これ、世界の大だい原げん則そく！（一同笑）

ＧＭ：「レネゲイドについて研究しているのは、ＦＨとＵＧＮだけじゃないんだぜ？」

コウ：……なるほどな。

瞳：実じつ際さいに皆かい無むではないけど、聞いたことないと思う。

あやめ：レネゲイドビーイングの組そ織しきとかも、研究してるんだっけ。

コウ：一部の企き業ぎようや犯はん罪ざい者しや組織も、オーヴァードと関係している場合もあるからな。まあ、それはそれとして、珍めずらしいことなのは間ま違ちがいない。

ＧＭ：「いきなりＦＨ呼よばわりは、同期に対して冷たいんじゃない？　私だよ、私。今は〝希望ホープ〟って名乗ってるんだけど」ここで一いつ瞬しゆん、コウの記き憶おくがフラッシュバックします。




　それは、ＵＧＮの訓練施し設せつのような建物の中。

　自分とカイン、更さらに〝希望ホープ〟がいる。

　自分たちがレネゲイドの力を使っているところを、大人の男が観察している……。




コウ：大人の男……〝ドクター〟とやらか。俺は〝希望ホープ〟の本名、覚えていたりしないか？

ＧＭ：望、と呼ばれていたような気がします。

コウ：了解。最近は立て続けに知らない記憶が浮うかび上あがってくる。

ＧＭ：「ほら、望っていうんだけど、覚えてない？」

コウ：認みとめたくないが、覚えがある。もっとも、顔と名前程てい度どだが。

ＧＭ：「その様子だと、完全に忘わすれたってわけじゃないようだね。まあ、記憶が混こん乱らんしててもしょうがないか。忘わすれられてるとは寂さびしいけどね」

コウ：……後ろでだんまりを決きめ込こんでいるヤツには、覚えはない？

ＧＭ：ありません。

コウ：ふむ、覚えがあるのは〝希望ホープ〟だけか。

ＧＭ：「もしかして、今から敷しき島しまあやめのところに行くわけ？　今日はクリスマスだもんねぇ。女の子と過ごすなんて、〝失敗作〟のくせにずいぶんといい暮らしをしているんだねぇ」と、コウの鞄を見ながら言います。

コウ：さっきから連呼しているが……、失敗作とは俺のことか？

ＧＭ：すると〝節制テンパランス〟と顔を見合わせて「あんた以外に誰がいるって言うのさ」と言います。

コウ：そうか。どう呼ばれようと気にはしないが。

ＧＭ：「こっちはクリスマスパーティーなんて、まともにやったことないや」

コウ：一二月二四日とは、そういうものらしい。……その口ぶりだと、羨うらやましそうだな？

ＧＭ：「そりゃ、私だって、楽しいことはしたいからね。でも、〝ドクター〟の命令で、こうしてあんたに会いに来なきゃいけなくなった」と殺気が滲にじみ出でます。

コウ：そいつだ。〝ドクター〟というやつの話を聞きたい。こっちも戦闘態たい勢せいをとるぞ。

ＧＭ：「あんたに言う必要はないねぇ。むしろ、話しちまったら、私が〝ドクター〟にどやされちまうよ」〝希望ホープ〟が答えると、黙ったまま〝節制テンパランス〟がウェポンケースから、日本刀を取り出します。

コウ：どちらにしろ、俺の前に姿を見せたということは……何かしらの用があるということだろう？

ＧＭ：「あんた自身には用事はないんだけどね。私たちは足止めさ」

コウ：（怪け訝げんそうに）足止め？

ＧＭ：すると、突とつ如じよとして街に《ワーディング》が展開されます。発はつ生せい源げんは敷島家です。

あやめ：あたしの家っ!?

コウ：駆かけつけた方がよさそうだが、向こうの反応は？

ＧＭ：通らせるつもりはなさそうです。

コウ：なるほど。こいつらを倒たおすことに、意味はありそうだ。

ＧＭ：「思いのほか、冷静だねぇ。もっと突つっ走ぱしるかと思ったよ。ま、やりやすいから、こっちとしてはありがたいけどさ。……もう少し、つきあってもらうよ」彼かの女じよも《ワーディング》を張って、臨りん戦せん態勢を取ったところで、シーンを終了します。







◆Opening04◆嵐あらしの到とう来らい


Scene Player ──── 敷島あやめ






　いつもは静かな敷島家も、今日だけは違ちがった。

　台所では巧たく己みが料理の準じゆん備びに勤いそしみ、リビングでは千鳥がせっせと飾かざり付つけをしている。

　そう、今日はクリスマス・イブ。夜のパーティーに向け、準備は着々と進んでいた。




ＧＭ：では、最後。シーンプレイヤーはあやめです。

あやめ：何だか怖こわいなぁ。（ダイスを振る）10!?　やっぱり出目が高い!?（一同笑）

瞳：今回は、お守りの力が発動しない（笑）。

ＧＭ：場所は敷島家。皆でパーティーの準備をしています。

あやめ：なるほど。巧己お兄ちゃんに料理を任まかせて、あたしは千鳥と部屋の飾り付けかな。

ＧＭ：では、千鳥がるんるんと楽しげに飾り付けをしていると───。

神月：（突然千鳥になって）「ねぇ、あやめ、服を買いに行きましょ！」

あやめ：え!?　い、今からっ!?

ＧＭ：ここは、師走しわす先生に千鳥のロールプレイを任まかせましょう（笑）

神月：ありがとう、ＧＭ喜んでやらせてもらうよ。

コウ：このシリーズ、第一話からの恒例だし（笑）。

ＧＭ：では、お願いします。

神月／千鳥：「だって今日はクリスマスパーティーなんだよ？　セクシーな服で、陸原の興きよう味みを惹ひかないと！」（一同笑）

あやめ：せ、せくしー？

神月／千鳥：「そうそう、露ろ出しゆつの多いヤツ」

あやめ：いやいや、このままで十分だって！

神月／千鳥：「クリスマスといえばサンタ、サンタといえばミニスカートでしょ！」
















コウ：さっそく飛ばしてるなー（笑）。

瞳：ミニスカサンタは、千鳥の中では基き本ほんらしい（笑）。

あやめ：そ、それをあたしに着ろと!?

ＧＭ：そんな話をしていると、巧己が「おーい、料理ができたから、運ぶのを手伝ってくれ」と台所から声をかけてきます。

あやめ：は～い、手伝いに行かなきゃ。

瞳：そこにわたしからのメールがあやめの携けい帯たいに届とどくんだよ。「神月先生も連れてっていい？」と（笑）。

ＧＭ：「何々？　陸原から？」と千鳥が尋たずねてきます。

コウ：うむ、間ま違ちがいではないな（笑）。

瞳：陸原でーす。

あやめ：り、陸原は陸原でも、妹さんの方だよ～。

神月／千鳥：（メールを覗のぞき込こむ仕草）「ふ～ん。で、神月って誰？」

あやめ：えっと……ば、バイト先の、法律事務所の所長さん！

瞳：今はオーナーシェフでもある（笑）。

神月／千鳥：「ふ～ん。そんな人を連れてきちゃって、陸原が嫉しつ妬としたりしない？」

あやめ：しない！　絶ぜつ対たいしない！　賭かけてもいい（きっぱり）。

神月：（千鳥から戻り）……そこまできっぱり言わなくても。

ＧＭ：「お～い、料理運ぶのを……」と台所から催さい促そくが（笑）。

あやめ：「あっ、ごめんなさい！」と走っていきます。

神月／千鳥：「……でも、あえて嫉しつ妬と心しんを煽あおるというのもアリかも？」

あやめ：その言葉に、勢いきおいよくコケます（笑）。

神月／千鳥：「まったく、あやめはドジッ子なんだから」

あやめ：もう、誰のせいよ～。




　騒さわがしいけど、微笑ほほえましい日にち常じよう。

　オーヴァードとなってから、こんな日々がとてもいとおしく思える。




ＧＭ：そんな騒がしい中、ピンポーンとインターフォンが鳴ります。

あやめ：来客？　「は～い、今行きます」と玄げん関かん先さきに出てく。

ＧＭ：玄げん関かんのドアを開けると、コート姿の中年の男だん性せいが立っています。

あやめ：おや？　お兄ちゃんの知り合いかしら？

ＧＭ：ニコリと笑いながら「───敷島ぁあやめ君だねぇ？」と聞いてきます。

あやめ：は、はい……。

ＧＭ：すると感かん慨がい深ぶかげに「……んんんんんっ～！　あのときの子がぁ、こんなにぃ大きくなっているとはねえええぇぇぇ」などと言い出します。

神月：またえらく不気味なしゃべり方だな!?

あやめ：……この人怖い！　危ない人だよ!?（笑）

コウ：ＧＭのロールプレイにあやめのプレイヤーが怯えている（笑）。

ＧＭ：男性の後ろには、付つき添そっている人物がふたりほどいます。ひとりは、あやめよりちょっと年齢が上の少女で、すらりと背せが高く美人で知的な感じ。

あやめ：もうひとりは？

ＧＭ：中学生くらいの少女です。静かにあやめを見つめています。

あやめ：統とう一いつ感のなさが余よ計けいに怖こわさを引き立てている！　ドアを閉しめたくてしょうがないけど、「あたしに何かご用ですか？」と聞いてみよう（笑）。

ＧＭ：「まさかぁ、君のような存そん在ざいがぁ今になって現あらわれるとは。感激……、そう、私は感激しているよ……！」

あやめ：ちょっと、会話嚙かみあってない気がする!?（笑）

コウ：気がするんじゃなくて、かみ合ってないぞ（笑）。

ＧＭ：で、騒ぎを察知した千鳥が「どうしたの？」と顔を出した瞬間、大人っぽい少女の方が《ワーディング》を展開します。

あやめ：……っ！

コウ：俺のオープニングで張はられた《ワーディング》はこれか。結構大きな《ワーディング》を張ったということ？

ＧＭ：あやめの家の周囲だけですが、コウは展開されたのを感知できました。

コウ：了解。

あやめ：千鳥とお兄ちゃんの状じよう態たいは？

ＧＭ：千鳥はその場に倒たおれこみます。巧己の方は見えませんが、おそらく、台所で倒れているのではないかと推すい測そくされます。

あやめ：千鳥たちをかばうように、立たち塞ふさがります。

ＧＭ：そのコートの男性は、あやめへ「さぁ、一緒にぃ行こう？」と手を差さし伸のべます。

あやめ：うう……さすがに気け圧おされて、一歩下がるなぁ。でも、後ろに下がりたいけど、お兄ちゃんたちを守らなきゃって思い出して、その場に踏ふみとどまります。

ＧＭ：さて、どうします？

あやめ：……向こうがまだ実力に訴うつたえてないんで、様子を見ましょう。コウ君、助けて～！

コウ：（超爽やかな笑顔で）俺、絶ぜつ賛さん戦闘中！（一同笑）

あやめ：うわーん！（笑）

コウ：（顔を引き締めて）実際、〝希望ホープ〟たちはこのための足止めなんだろうな。

あやめ：じゃあもしかして……、この人が〝ドクター〟!?

ＧＭ：すると、男は微笑ほほえんで「ほうぅ、覚えてぇいてくれたかねぇ？」と答えます。

あやめ：やっぱり!?

コウ：直ちよく接せつ迎むかえに来たのか。

神月：なんということだ！　我々が辿たどり着つく前にあやめくんが狙ねらわれてしまった！

瞳：仕方ないよ先生、オープニングだし。

コウ：メタなことだが、オープニングなら仕方がない（笑）。

ＧＭ：〝ドクター〟は、あやめに手を差し伸べて言います。




「来たまえ───〝愛ラアブ〟」




一同：ら、〝愛ラブ〟～!?

あやめ：（うろたえながら）……え？　え？　……愛ラブ!?

ＧＭ：（ねちっこい声で）「なぁ～にを戸惑ってぇいるのかね？　君のことだ」ぬらりと右腕を持ち上げ、ドクターはあやめを指差します。

あやめ：ええええええええ～!?

コウ：〝愛ラブ〟……〝ドクター〟がつけたあやめのコードネームか。

瞳：恋こいするレネゲイド、あやめちゃんだからね（笑）。




　来訪者───〝ドクター〟は、あやめに対してにこやかに手を差し伸べる。

　それは日常の終わりを告げるものだった。







　　　　MIDDLE PHASE




◆Middle01◆過か去この手て掛がかり


Scene Player ──── 陸原コウ






　夕暮れ時の河川敷。コウは、鋭するどい視し線せんを〝希望ホープ〟たちへ向けた。

「……そこをどけ」

　あやめの家がある方角から強い《ワーディング》の反はん応のうを感じている。

　急ぐ必要があるが、対峙するふたりは簡単には行かせてくれないようだ。




ＧＭ：ミドルフェイズです。シーンプレイヤーはコウ、オープニングの直後です。〝希望ホープ〟と〝節制テンパランス〟と対たい峙じしているところからシーンは始まります。

コウ：俺は、ふたりから目を離さずにいつでも戦闘に移れるようにしておく。

ＧＭ：あやめ以外は登場が可か能のうです。ただし、このシーンに登場すると、次で登場できなくなるのでご注意を。

神月：むっ、そうきたか。さて、どうするか。あやめくんが心配だが、コウの方を放っておくのも……。

瞳：なら、ここはわたしが出ておくよ、相棒だしね。神月先生は、あやめの方をお願い。

神月：なら、ここは任せるとしようか。

瞳：任された！　あやめのところに行く途と中ちゆうで、《ワーディング》を感知して登場。（ダイスを振る）８点上じよう昇しよう。

コウ：こっちはもう攻こう撃げきをしかけるぞ。《ワーディング》を察知したんだ。ここでおとなしくしてる理由はない！

ＧＭ：コウが向かってくるのを察知すると、〝希望ホープ〟が「任せたよ、〝節制テンパランス〟！」と言います。〝節制は〟無言でコウの前に現われます。

コウ：くっ、そこをどけ！　鈎爪で薙ぎ払う！

ＧＭ：〝節制テンパランス〟は、コウの鈎爪を刀を抜かずに鞘で止めたまま、抜刀して斬りかかります！

コウ：ちっ！　数メートルほど飛び退いて、空中で体勢を整えて着地する！

瞳：そこに駆かけつけてくるわたし。はっ、あれは霧きり谷たにさんの報ほう告こくで見た〝節制テンパランス〟！　そいつらは敵てきだよ、あやめちゃんを狙ねらっているわ！

コウ：わかっている。さっき、あやめの家の方からも《ワーディング》を感知した。

ＧＭ：〝希望ホープ〟が瞳に気づきます。「ん？　あれも、失敗作の仲間？」

瞳：失敗作って……コウのこと？

コウ：先ほどからそう連れん呼こされているのだが、俺おれにはさっぱり意味が分からないのだ。どうも、こいつらの狙ねらいは俺ではく、あやめらしいが。

瞳：どういう意味だろう、失敗作って。

コウ：さあな。だが、今はどうでもいい。

ＧＭ：「やっぱり、失敗作だね。自分がどんな存在かもわかってないみたいだし」とおしゃべり好ききらしい〝希望ホープ〟は乗り気で話そうとするのですが、〝節制テンパランス〟が、「…………」と無言で視線を送って制せいします。

コウ：……貴様ら、俺の何を知っている？

ＧＭ：すると「なんだよ〝節制テンパランス〟。……分かってるよ、おしゃべりはここまでってことだろ？　残念、口止めされちゃった」と、おどけるように〝希望ホープ〟は言う。

瞳：コウの手を握にぎる。コウ、ここは離り脱だつしましょ。あやめちゃんが危あぶないわ。

コウ：離脱させてくれるならな。

ＧＭ：もちろん、敵は素直に見逃したりしませんよ。このままだと戦闘になりますが……。

瞳：待って！　《猫ねこの道》を使って、逃にげ道みちを作って逃げられない？

ＧＭ：そうですね……。それじゃあコウが対峙している〝節制テンパランス〟から離脱することができたら、一緒に逃げられることにしましょう。

瞳：コウ、頑がん張ばって！

コウ：頑張るのはいいとして。さて、どうすればいい？

ＧＭ：〝節制テンパランス〟と【肉体】で対決してください。

コウ：わかった、判はん定ていしよう。

ＧＭ：（ダイスを振る）うおっ、クリティカルが出ない!?

コウ：こっちは一個こ10が出た！　達成値ちは17だ。〝節制テンパランス〟を振ふり切きることができる！

あやめ：おお、いい目！

瞳：コウが脱だつ出しゆつしたなら、わたしも予定通り《猫の道》で脱出しよう。

ＧＭ：ＯＫです。

瞳：煙けむり球を使って脱出！（一同笑）

ＧＭ：ちょっと、どこからそんなものを！（笑）

瞳：そして、すっと溶とけ込こむようにして路ろ地じ裏うらに入り、逃にげ出だしたっていう演出で。

ＧＭ：〝希望ホープ〟と〝節制テンパランス〟を振り切って、コウとあやめは目立たない路地裏に逃げ込むことに成功しました。

コウ：よし、うまく逃げられたようだな。




　ふたりは、互いに得ている情報を交換する。

　〝ドクター〟の狙いがあやめにあることが、はっきりした。




瞳：ここで、オープニングで手に入れた情じよう報ほうをコウと交こう換かんしておく。

コウ：ふむ。向こうは俺のことを知っていたようだった。俺は向こうのことを知っているようなのだが……どうにも記き憶おくに自信がない。

瞳：少しだけ考えてから、……失敗作って、何なんだろうね？

コウ：……分からん。だが、嫌いやな単語だ。

瞳：そうだよね。

コウ：だが、それよりはあやめの方が重要だ。足止めを買って出たということは、本命がいるはずだ。

瞳：あっ、そうだ！　ひとつ重要なこと確認し忘れてた！

コウ：むっ、なんだ？

瞳：コウ、プレゼントはちゃんと持ってきた？

コウ：……それが大事なことなのか？

瞳：超重要だって！

コウ：……落とすと怒おこられると思ったから、ここに入れてある。と鞄かばんを見せる。

瞳：よかった。じゃ、行こうか。

ＧＭ：では、ここでシーン終しゆう了りようになります。







◆Middle02◆別べつ離り


Scene Player ──── 敷しき島しまあやめ






　よれたコートをまとった中年の男性───〝ドクター〟は歓喜に頰をゆるませた。

　取り立てて不気味な容貌というわけではない。しかし、どこかネジが外れたような印象から、手を差し出されたあやめは思わず後ずさる。




ＧＭ：次のシーン。シーンプレイヤーはあやめです。コウと瞳が〝希望ホープ〟たちと対峙してるのと同じ時間で起こったシーンなので、ふたりは登場できないとします。

瞳：神月先生、任まかせた！

神月：うむ、任せてくれたまえ。

ＧＭ：状じよう況きようを説明します。まず、あやめが家の中にいます。その前に〝ドクター〟がいます。

あやめ：ひいいい、こないでー！

ＧＭ：（ねちっこく）「んんん～、何をぉそんなに怯えているんだいぃ？　私の可愛い可愛～い、───〝愛ラアブ〟!!」

神月：〝愛ラブ〟ってなんだ、〝愛ラブ〟って！（一同笑）

コウ：なんだ、この面白いヤツは？（笑）

あやめ：あやしすぎる！

ＧＭ：〝ドクター〟の後ろには少女がふたり控ひかえています。そして《ワーディング》展てん開かい中。

瞳：そのふたり、区別がつきづらいから名前だけでも教えてくれない？

ＧＭ：年上の方が〝信仰フエイス〟。幼おさない方が〝思慮プルーデンス〟です。

瞳：〝信仰フエイス〟に〝思慮プルーデンス〟？　（少し思案して）……もしかして、こいつらタロットじゃなくて、七元げん徳とくが割り当てられてる？

ＧＭ：おっ。さすがに気づきましたか。

神月：ああ、七元徳か！　ん？　ということは───。

瞳：七元徳は、〝希望ホープ〟、〝節制テンパランス〟、〝愛ラブ〟、〝信仰フエイス〟、〝思慮プルーデンス〟、〝剛毅フオテイチユード〟……あ、〝正義ジヤステイス〟もある。

神月：なにい!?

ＧＭ：今回のシリーズはジェネシス───『創そう世せい記き』なので、その辺にちなんだ敵として、七元徳のコードネームを持つ敵を出すことは決まっていたんです。で、神月が〝ジャスティス〟のコードネームを決めたときに一緒になることに気づいたんですが……ネタバレしたくなかったし、プレイヤーの希望をなるべく通したかったので黙っていました。

神月：なるほど、そういう事情か。プレイヤーとしては問題ない。

ＧＭ：あと、〝正義〟同士で戦うと盛り上がるんじゃないかと思いまして（笑）。

神月：〝正義ジヤステイス〟が私の前に登場して名乗ったら、たしかに大きく盛り上がるぞ（一同笑）。

コウ：そんなことを自信たっぷりに言わなくても（笑）。

瞳：どっちが真の正義か決めるの？

神月：そうだ。私が勝つに決まっているがな。

ＧＭ：〝ドクター〟は「さぁ、一緒に行こう。い～っぱいお菓子も用意しているよぉ？」と言っています。

瞳：うわ～、ついていっちゃ駄目な人だ（笑）。

あやめ：首を横に振る！　この人は生理的に受けない！（超ちよう拒きよ絶ぜつ）

ＧＭ：「困こまったな。できればぁ、手て荒あらな真似まねはぁしたくないんだよ」

あやめ：突とつ然ぜんやってきてついて来いっていうあやしい人の言うこと聞く馬ば鹿かがどこにいるんですか!?

瞳：そりゃそうだ（笑）。

ＧＭ：「んん～、いけない子だねぇ。……〝信仰フエイス〟、〝思慮プルーデンス〟！　わがままな〝愛ラブ〟を連れてきなさい」と〝ドクター〟が命じると、ふたりの少女がじりじりと前にやってきます。

あやめ：き、きた！

神月：そこで私が登場だ！　颯爽と現われ、ドクターの背後から声をかけるぞ。……待て、そこの怪しいヤツ。それ以上、あやめくんに近づくな！

あやめ：か、神月さん！　覚えのある声に、思わずそっちに視線を向け───。

神月：すると、そこにはビシッとポーズを決めた、サンタ服姿の私が立っている！

あやめ：神月さ───んっ!?（一同爆笑）

瞳：ちょっと、神月先生！　なんでサンタ服なんか着てるのさ！（笑）

神月：クリスマスパーティーに参加する予定だったのだぞ。ならば、サンタ服で来るのは当然じゃないか。こういう時のお約束だろう！

コウ：待て！　それはどんなお約束だ！（笑）

神月：だってこのサンタの服、オープニングで買ったすごい服だから、セッション中はずっと着ていないと。そうしないと〈交こう渉しよう〉にボーナス入らないのだ。

コウ：だからといって、着たままとは（笑）。

ＧＭ：サンタ姿の闖ちん入にゆう者しやに、〝ドクター〟も戸惑っているようです。「……何者かね、君は？」

神月：知りたければ、教えてやろう───。




　あるときは弁べん護ご士し、あるときはオーナシェフ、ＵＧＮ綾間市支部長……。

　しかしてその実じつ態たいは───。




神月：私は、あやめくんを護まもりにきた正義のサンタだ！　悪人に断だん罪ざいというプレゼントを届とどけに来たぞ！

コウ：絶ぜつ好こう調ちようだな、神月先生（笑）。

神月：あやめくん、もう心配いらないからね。

あやめ：神月さ～ん！（安あん堵どのため息）

ＧＭ：いきなり断罪をプレゼントするサンタが来て、向こうもビビっております（笑）。

神月：〝ドクター〟とやらに言うぞ。日本の民法にはこうある。家主が退たい去きよしろと言った時に退去しなければ、不ふ退たい去きよ罪に当たる！　不審者は失せるがいい！

コウ：……いや、サンタの格好も十分不審だが？（笑）

神月：私はいいんだ。サンタは子供たちの味方。不退去罪には当たらない。

瞳：サンタに不退去罪を適応したら、プレゼント配れなくなっちゃうしね（笑）。

コウ：……現役の弁護士がそれでいいのだろうか（笑）。

ＧＭ：しばらく呆あつ気けにとられていた〝ドクター〟ですが「おやぁ、ＵＧＮの神月正義君だね？」と言います。

神月：私の名を知っているとはさすがだな。君たちは一体何者だ？

ＧＭ：「私の名はぁ荒吹章一郞あらぶき・しよういちろう。この子たちは〝ドクター〟と呼よぶがねぇ」

神月：ほう、あの荒吹病院の院長だな。

ＧＭ：「そのとおりだ。〝スレイヤー〟を送ったはずだが、生きていたとはねぇ」

神月：〝スレイヤー〟？　誰だれのことだ？

ＧＭ：「……矢儀虎之助やぎ・とらのすけという名前だったと思うが」

神月：ああ、誰かと思えばあいつのことか！（納なつ得とく）

あやめ：もうヤギトラでしか覚えてないよ！（笑）

ＧＭ：「ふむぅ、〝スレイヤー〟の本名の方が分かりやすいのか。なるほど、確たしかに個こ性せい的てきな名前ではあったぁ」と頷うなずいています。

コウ：そんなとこに関心向けるなよ！

あやめ：〝ドクター〟って、あまり頭よくないんじゃ……（笑）。

瞳：まあ、ヤギトラの関係者みたいだし（笑）。

神月：あの殺し屋は断罪した。次は貴様が法廷に立つ番だ。

ＧＭ：「こちらの刺客を退けたうえにぃ、私たちの情報を摑つかんでいようとは……」

神月：ヤギトラのヤツが失敗したことを報告をしていなかったから、〝ドクター〟は状況を把は握あくしてなかったわけだな。

ＧＭ：「神月正義。君はぁ〝愛ラブ〟を守りにぃ来たのかね？」と、あやめの方をちらりと見る。

神月：それはあやめくんのことか？　ともかく、ここは私のシマだ。部外者は勝手な真似をしないでもらおう！

あやめ：神月先生が来たことだし、〝ドクター〟は退ひいてくれるかな？

ＧＭ：今のところ、そのつもりはなさそうに見えます（笑）。

あやめ：……で、ですよねー（笑）

神月：あくまでも、退く気はないのか？

ＧＭ：「当然だよ、君ぃ。……私の可愛い〝愛ラアブ〟を迎えに来たのだから」

あやめ：そちらについていくだけの理由がありません！

ＧＭ：「理由？　理由があればぁいいのかね？」

あやめ：え？

コウ：何か、地じ雷らいを踏ふんだっぽい様子（笑）。

ＧＭ：〝ドクター〟がパチンと指を鳴らすと、奥おくからふたりの少年が現あらわれます。それぞれ、気き絶ぜつした千鳥とお兄ちゃんを抱かかえています。

あやめ：何～!?

ＧＭ：ちなみに、コードネームは、〝剛毅フオテイチユード〟と〝正義ジヤステイス〟。

一同：〝ジャスティス〟いた～！（爆笑）

神月：……ＧＭ、そいつに〝正義ジヤステイス〟と名乗らせないようにね？　名乗らせると、大変な事じ態たいに発はつ展てんしますよ？（爽さわやかな笑顔）

ＧＭ：何ですか、その笑顔は。怖こわいんですけど（笑）。

神月：（笑顔のまま）んんっ、まあ、なんというか、真の正義を決める大戦を勃発せざるを得ないというか……、ま、そんな感じでね。




　ＧＭを脅おどさないでほしいです。




コウ：〝希望ホープ〟、〝節制テンパランス〟、〝信仰フエイス〟、〝思慮プルーデンス〟、〝剛毅フオテイチユード〟、〝正義ジヤステイス〟、そしてあやめが〝愛ラブ〟……これで七人揃そろった。

ＧＭ：〝剛毅フオテイチユード〟は二メートルを超こす巨きよ漢かん。ジャスティスは一五歳さいくらいの少年で、生意気そうな感じです。

神月：〝正義ジヤステイス〟というコードネームを知れば、ただでは済すませないんだが……！

ＧＭ：ちなみにまだ名乗ってませんからね？　落ち着いてくださいね？

神月：頼たのむよ、正義はひとつなんだから（笑）。

ＧＭ：えー、それでは話を戻もどしますよ？　「んふふふ～、〝愛ラアブ〟、君が一緒にこないというのならぁ、彼らを殺さなくてはならないよ？」

あやめ：うう～……！（悩なやんでいる）

神月：人ひと質じちを取るとは、卑ひ怯きような奴やつらだな！

ＧＭ：「私の理想のためならぁ、何だってするさ」

神月：眼鏡めがねをかけなおしつつ、〝ドクター〟に言おう。……人質を取るくらいで、私の正義が止められるとでも思っているのかね？

あやめ：ひー、待って神月さん!?

神月：脅おどしには屈くつしない！　正義とはそういうものだ。

コウ：揺るぎない正義だ（笑）。

あやめ：やめて～！　神月先生、自分の名前を思い出して～！（笑）

瞳：あやめちゃんのロイスが一気になくなってしまう危き機きが（笑）。

神月：プレイヤーとしては分かっているのだが……。キャラとしては言いたくなった（笑）。

あやめ：あたしは日にち常じようがあるから、神月先生たちのお手伝いができるんだよ！

神月：むう、それはそうだが。

あやめ：だから、少し待ってほしいの。

神月：だが、この状況でどうするのだ？

あやめ：（しばらく考えて）……あたしがおとなしくついていけば、皆みなには手を出さないでくれるんですよね？

ＧＭ：「もちろんだともっ！　私が興きよう味みがあるのは、〝愛ラブ〟だけなのだよ。可愛い可愛い君がついてきてくれるならばぁ、他の人間には手を出さないと誓ちかおうじゃあないか」

あやめ：……約束ですよ？

神月：いいのかね、あやめくん？

あやめ：はい。お兄ちゃんと千鳥を頼たのみます、先生。

神月：……分かった。あやめくんがついていくというなら、私は止めない。

あやめ：……ほっ、先生も分かってくれましたか。

神月：彼女が自分の意い志しでついていくというなら、私は止めない。だが、約束は守ってもらうぞ、〝ドクター〟。人質は解かい放ほうしてもらおうか。

ＧＭ：「いいともいいとも。可愛くも何ともないただの人間に興味はぁない。さぁ、行こうか」そう言って、あやめを迎むかえるようにします。

神月：（ドクターに向かい）……君たち、気をつけたまえよ？　私のシマでこんなことをしておいて、ただで済すむはずがないのだからな。

ＧＭ：「ほう、それは面白い」と〝ドクター〟はにやりと笑います。

神月：……ここは見み逃のがすが、次は正義の鉄てつ槌ついを下してやる。

ＧＭ：「そのときまでぇ、楽しみにさせてもらうよ」では、ドクターたちはあやめを連れ、退たい場じようします。〝信仰フエイス〟が《ディメンジョンゲート》を使います。

神月：くそう！　このような輩に正義が屈してしまうとは！

ＧＭ：悔しがる神月をよそに、〝信仰フエイス〟が空間にブラックホールのような黒い球体が出しゆつ現げんさせ、〝ドクター〟やあやめたちを包ます。

あやめ：……。




　黒い球体は、あやめたちを包つつみ込こみ、消えた。

　その場に残されたのは、気を失っている人質と神月のみだった───。

　敵が去り、何事もなかったかのようにその場は静まり返る。

　その静寂は、正義が屈したと神月に告げていた。

　正義の弁護士は、ひとり悔しさに歯嚙みした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




あやめ：さらわれてしまいました……。

瞳：あやめー。

コウ：足止めされてしまったばっかりに。

神月：必ず助け出してみせるぞ、あやめくん！　というわけで、私はあやめくんにロイスを結んでおくことにしよう。感かん情じようは、誠せい意い／隔かく意いだ。それに、Ｓロイスに指定しておく。

ＧＭ：了解です。というわけで、シーン終了です。








《ディメンジョンゲート》　空間をねじ曲げてゲートを作り出すバロールのイージーエフェクト。













◆Middle03◆情報収しゆう集しゆう


Scene Player ──── 陸原瞳






〝希望ホープ〟たちから逃のがれた瞳は、コウとともにあやめの自じ宅たくに駆かけつけた。

　先についていた神月は、振ふり返かえって首を横に振ふった。

　あやめは、すでに〝ドクター〟に連れて行かれたあとだった。




ＧＭ：次のシーン。シーンプレイヤーは瞳です。瞳とコウがあやめの家に駆けつけたところです。あやめは登場できません。

コウ：登場して、瞳と一緒にあやめの家にやってくるぞ。

神月：私は、そこでうなだれている。

瞳：神月先生、あやめは？

神月：（黙だまって首を振る）……。

コウ：間に合わなかったか!?

神月：……あやめくんを守れなかった。ふたりには事じ情じようを説明する。

瞳：それで、千鳥たちは？

ＧＭ：現げん在ざい、気絶しています。

神月：また彼女たちを利用されてはたまらない。今は、ＵＧＮに預あずけるのが適てき切せつか。《ワーディング》はもう解とけているな。

ＧＭ：はい。解けてます。

瞳：ソラリスのエフェクトか何かを使って、しばらくの間眠ねむっていてもらおうよ。目が覚めると、パニック起こす可能性あるし。

神月：そうだな。あとはＵＧＮの支し援えんを仰あおいで護ご衛えいしておいてもらうか。

ＧＭ：要よう請せいに対し、霧谷は許可を出します。まあ、神月は綾間市支部長ですからね。

瞳：今、わたしの視し点てんで向こうのコードネームが分かっているのは、〝節制テンパランス〟、〝希望ホープ〟、〝愛ラブ〟の三つかぁ。

ＧＭ：これに加えてあと三人いますが、まだコードネームを名乗ってません。……あの場で名乗ると神月先生が怖こわいので（笑）。

神月：うむ。〝正義ジヤステイス〟がいると分かったら、まずかった（笑）。

コウ：では、これからどうする？

瞳：まずは情報収集する。ＧＭ、〝ドクター〟について調べられる？

ＧＭ：〈情報：ＵＧＮ〉か〈情報：裏うら社会〉で調べられます。

神月：ここは成功しておきたいから、私がダイスをたくさん振れる判定させてもらう。法曹関係者を中心に、メールを流して情報提供を募るのだ。（ダイスを振る）14。

ＧＭ：すると、しばらくしてメールで返信があります。本名は荒吹章一郞。荒吹病院の院長です。病院が潰つぶれたあとも、各地で彼らしき人物の目もく撃げき情報があります。しかも、目撃された地ち域いきでは何なん件けんかの誘ゆう拐かい事じ件けんが起きています。

神月：荒吹病院以外でも、各地で誘拐事件を起こしていたということか。

ＧＭ：現在、六名の少年少女を連れて行動しているようです。ここで、ＰＣははじめてコードネームを知ることになります。〝希望ホープ〟、〝節制テンパランス〟、〝思慮プルーデンス〟、〝剛毅フオテイチユード〟、〝信仰フエイス〟、〝正義ジヤステイス〟の六名です。

神月：なにい！　〝正義ジヤステイス〟だとう!?

瞳：先生、落ち着いて！（笑）

神月：……ここで衝しよう動どう判定してもいいかな？（笑）




〝ジャスティス〟というコードネームには、衝動を起こすほどのこだわりがあるらしい。




ＧＭ：いや、しないでください。というか、落ち着いてください（笑）。

コウ：神月先生が動どう揺ようしている（笑）。

神月：正義は私ひとりで十分だ。必ずや私が本当の正義の力を見せてやろう（笑）。

瞳：向こうは誘拐事件を起こしているみたいだから、正義とは言い難がたいしね。

ＧＭ：誘拐だけでなく、病院関係者や十年前の交通事故に関わった者を拘こう束そくしたりもしていたようです。それから、ＵＧＮ、ＦＨとも交戦した記録が見受けられます。

瞳：あっちとも敵てき対たいしているのかぁ。

コウ：道理でヤギトラの反応が、いつものＦＨエージェントと違ったわけだ。

瞳：自分の失敗を隠そうとしたりしてたしね。

神月：ヤギトラは、ＦＨでもＵＧＮでもない第三の勢力に雇われていたのだな。

あやめ：前回のシナリオでカイン君が登場しなかったのは、〝ドクター〟たちを追っていたからかな？

ＧＭ：ＦＨの情報をすべて入手したわけではないので、確かく定ていではありません。ただ、ＦＨのいくつかのセルと交戦したのは間ま違ちがいないです。

瞳：なるほどねー。

ＧＭ：それで、〝ドクター〟について霧谷雄吾になんらかの心当たりがあるようです。

神月：ほう、霧谷が。それで、心当たりというのは？

ＧＭ：それについては、霧谷と接触して話を聞くシーンを用意しようかと。

瞳：わかった、後で接触してみよう。

コウ：それと〝ドクター〟の現在の居い場ば所しよが分かったりはするか？

ＧＭ：綾間市に潜せん伏ぷく中です。しかし、彼らの拠きよ点てんというわけではないので、いつ移い動どうしてもおかしくない状じよう態たいです。潜伏先の詳しよう細さいについては、別べつ項こう目もくになります。

コウ：では、潜伏している場所に調べるべきだな。綾間市から逃げられてしまうと、追うのが大変になってしまう。

ＧＭ：〈情報：綾間市〉もしくは〈情報：ＵＧＮ〉。目もく標ひよう値ちは10です。先ほど判定をしてしまったので、神月は判定できません。

コウ：財ざい産さんポイントが２点あるので、俺が判定しようか？

瞳：他に調べるポイントもなさそうだし、自分の判定を放ほう棄きして《導みちびきの華》で支援する。

コウ：達成値＋10なので、ファンブルを振ふらなければ成功。（ダイスを振る）成功。

ＧＭ：では、ここでイベントが発生します。コウの携けい帯たい電話に、カインから着信が入ります。

コウ：俺もカインと連れん絡らくをつけたかったところなので、ちょうどいい。

瞳：《導きの華》の演出として、コウに「カインから連絡があるんじゃないの？」と言ったことにしてほしい（笑）。

コウ：そのタイミングで、俺の携帯電話に着信があるんだな。




　コウの携帯が、着信を告げるコールを鳴らす。

　電話をしてきたのは、カイン。

　かなりいらだっているようだった。




ＧＭ：「……〝降魔の爪メメントモリ〟どいうことだ？」

コウ：……あやめのことか。さすがに情報が早いな。

ＧＭ：「何を悠長に構えている！　貴き様さまがついていながら、敷島さんを連れて行かれるとはどういうことだ！」と苛いら立だった様子です。

コウ：弁べん解かいはしない。しかしお前はあやめが〝ドクター〟と接せつ触しよくするのを警けい戒かいしているようだが……違ちがうか？

ＧＭ：「それは……」

コウ：やはり、何か不都合があるようだな。

瞳：カインとのやりとりを、イライラしながら見てるよ。そして、心の中で叫ぶ。……違うでしょ！　そうじゃなくて、どうしてあやめのことを知ったのかでしょ～!!

コウ：……横目で瞳を見て、はてなマークを浮かべる（笑）。

あやめ：あの……瞳ちゃん、変な方向に気を回さなくていいから（笑）。

コウ：それはともかく、どうなんだ？

ＧＭ：そうですね。カインはあやめを〝ドクター〟のもとに置いておきたくないようです。そのことは、電話越ごしの彼の態たい度どで分かっていいでしょう。

コウ：お前も、あの〝ドクター〟というやつと敵対しているのか？

ＧＭ：「……そうだ。彼とは、因いん縁ねん浅からぬ仲だよ」カインの低い口調からは、個こ人じん的てきな恨うらみがあるかのような印象を受けます。

コウ：俺もあやめも、〝ドクター〟に因縁があるということか？

ＧＭ：「君は覚えていないのか？　君にとっても、因縁のある相手なんだが」

コウ：そうらしいな。だが、記憶にはない。……こちらの状況は、言わなくても分かっているようだな？

ＧＭ：「一いち応おう、報告は上がっているからね」これで情報の中で〝ドクター〟たちは、ＦＨと交戦した記録があるという情報の裏が取れます。

コウ：お前に聞くのは業ごう腹はらだが、あやめはどこにいる？

ＧＭ：「……電話で話すのも何だ。会って話がしたい」カインは電波傍ぼう受じゆによる盗とう聴ちようを警戒しているようです。

瞳：〝ドクター〟側にもそれなりに人数がいるから、分からないでもないわ。

コウ：瞳たちに「どうする？」と目線で問いかける。

瞳：シーンが変わるから侵蝕率が上がるけど……カインと会って聞き出すしかないと思う。

神月：ＦＨの手を借りるなど虫むし唾ずが走るが、他に手掛かりがない以上、仕方があるまい。

ＧＭ：「こっちと会う気があるか？　〝降魔の爪メメントモリ〟」

コウ：……いいだろう、カイン。場所を指定しろ。

ＧＭ：駅前にある、市内で一番高いタワーを指定してきます。「時間をあまりかけたくない。十分後に綾間タワーの最上階で待ち合わせようじゃないか」

コウ：綾間タワーというのは？

ＧＭ：綾間市の中央にある、高いタワーです。まあ、そのままですが（笑）。

コウ：なるほど。では「了解だ」と携帯を切って、綾間タワーへ向かおう。そして、カインにロイスを結ぶ。連帯感／敵愾心だ。一次休戦して手を借りるが、敵であることは忘れん。

瞳：コウ、絶ぜつ対たい、今日中にあやめちゃんを取とり戻もどそうね。

コウ：ああ。

瞳：わたしは、心の中で「絶対に、プレゼントを渡わたさせなきゃ」って思ってます（笑）。せっかくのクリスマスで、接せつ近きんするチャンスなんだし。

あやめ：あたしの知らぬ間に、何かが進んでいるような（笑）。

ＧＭ：では、ここでシーン終了です。







◆Middle04◆ドクターと六人の子供


Scene Player ──── 敷島あやめ






　目覚めると、あやめは見知らぬ部屋で寝ねかされていた。

　物自体は多くないが、全体的に埃ほこりっぽく、薄うす汚ぎたない。

　いつもと違う状況。あやめは適てき応おうできずにいた。




ＧＭ：では、次。あやめのシーン。

あやめ：侵蝕率を上げます。（ダイスを振る）７点上昇。

ＧＭ：暗くら闇やみに包まれて気を失ったあと。ふと気がつくと、ベッドの上で寝かされています。ずいぶんとぼろいベッドですが。

あやめ：どんな場所ですか？

ＧＭ：古びたビルの一室で、そこを適てき当とうに片かたづけて使っているという感じです。

あやめ：……掃そう除じしたいなぁ（一同笑）。

ＧＭ：第一声はそれですか!?

あやめ：お家はいつも掃除して奇き麗れいにしてるんで、こういうのは気になるんです！

神月：目が覚めたばかりで混こん乱らんしてるということにしておきたまえ（笑）。

ＧＭ：「目がぁ覚めたかね？　私の可愛い〝愛ラアブ〟！」と横から声が聞こえてきます。

あやめ：ひぃ!?　もしかして、〝ドクター〟に寝ね顔がおを見られた!?（笑）

コウ：頰ほお杖づえついて、真横で眺ながめていたかもな（一同笑）。

あやめ：いやあぁっ～！　ストーカーじみてて怖すぎる！（笑）

瞳：たしかに気持ち悪い！

ＧＭ：さすがにそんなことはしてませんが（笑）。〝ドクター〟は、あなたをじっと見ています。六人の子供たちもいて、椅い子すに座すわったり、壁かべに寄より掛かかったり、思い思いにしています。
















あやめ：（弱々しく）おかしいなぁ。楽しいクリスマスパーティーになるはずが、何でこんなことに……。

ＧＭ：「何？　目を覚ましたの？」と、子供たちがわらわらと集まってきます。

あやめ：へるぷ！　へるぷみー!!（びくびく）

瞳：やばい状況なんだろうけど……。何だろう、この変な空間（笑）。

ＧＭ：「ようこそ私たちの城へ！　あらためて名乗っておこう。私は荒吹章一郞。〝ドクター〟と呼んでくれたまえ。そして、彼らは君の同どう志しだよ！」

あやめ：同志？

ＧＭ：すると、快活な少女が「おはよー、私は〝希望ホープ〟。よろしく」と挨拶してきます。

あやめ：……よ、よろしく。

ＧＭ：すると、『俺は、〝節制テンパランス〟───』と、あやめに語りかける声があります。

あやめ：……だ、誰？

ＧＭ：おかしなことに、子供たちは誰だれひとり口を開いていません。しかし、その声は直ちよく接せつ脳のうに伝わってきます。

瞳：やっぱり、テレパシー使ってるんだ！

ＧＭ：そのようです。日本刀を持った落ち着いた雰囲気の少年が、軽く頭を下げます。どうやら、彼がさきほどの声の主のようです。子供たちの中でも、年長のようですね。

瞳：「〝節制テンパランス〟が話しかけるなんて、珍めずらしいなぁ」とか、周りが茶化したりするんだよね（笑）

ＧＭ：おお、まさに子供たちもそう言ってます。〝希望ホープ〟も「〝節制テンパランス〟の声が聞こえた？　あいつが仲間以外に話しかけるなんて、滅多にないんだぜ」と言っています。

あやめ：そ、そうなんだ。

ＧＭ：〝ドクターが〟「さあ子供たちよぉ、新しい仲間にぃ挨拶をしたまえ！」と言うと、みながそれぞれ名前を名乗りはじめます。

あやめ：それを、黙って聞いています。

ＧＭ：「俺は〝剛毅フオテイチユード〟」と、二メートルを超こえるガタイのいい少年が名乗ります。あやめと同じくらいの年頃ですが、体たい格かくは常じよう人じん離ばなれしていますね。

あやめ：あたしと年齢がそんなに変わらなそうなのに、この体たい格かく差さって……（笑）。

ＧＭ：「私は〝信仰フエイス〟」こっちは、長ちよう髪はつで大和やまと撫子なでしこという言葉が似に合あいそうな少女です。

瞳：《ディメンジョンゲート》を使った子か。

ＧＭ：次は、生意気そうな年下の少年が「僕ぼくは〝正義ジヤステイス〟！」と名乗ります。こっちは十五歳くらいに見えます。

あやめ：……そのコードネームを聞くと、思わず笑いそうになっちゃうなぁ（笑）。

神月：おのれ、〝正義ジヤステイス〟め！　いや、私もジャスティスだが（笑）。

瞳：わかってるわかってる。正義はひとつなんだよね？（笑）

神月：うむ！（笑）

ＧＭ：最後に〝正義ジヤステイス〟と同じくらいの年少組、ショートカットのおとなしそうな少女が名乗ります。「……私は、〝思慮プルーデンス〟」

あやめ：この子たちのトップとして、〝ドクター〟がいるわけなんですね？

ＧＭ：そうです。「彼らはぁ、君の仲間なんだよ。全員、同じ能のう力りよくを持っているんだ。さあ、当ててごらん」

コウ：同じ能力？

ＧＭ：「そうとも。賢い〝愛ラブ〟ならぁ、すぐにわかるはずだ」

あやめ：……シンドロームとかエフェクトじゃないよね？

瞳：あやめと同じ能力というと……Ｄロイス？

あやめ：あっ、そうか。もしかして、この子たち〝起源種〟なんだ！

ＧＭ：「……そのぉとおりだよ！　彼らは、レネゲイドウィルスの中でも、変へん異いする前の原種に感かん染せんしたオーヴァードたちなのだ!!」




　二十年前に世界に拡かく散さんしたレネゲイドウィルスは、環かん境きように合わせて変異を繰くり返かえしながら感染を広げている。

　起源種とは、その変異前のレネゲイドウィルスを指す。




あやめ：テレパシーで会話できるのも、そのためなの？

ＧＭ：起源種同士なので、彼らはテレパシーのような会話ができます。ただ、〝希望ホープ〟はおしゃべりが好きのようなのであえて口に出しますが。逆ぎやくに〝節制テンパランス〟は、テレパシーでのみ意思疎通をするようです。

神月：全員あやめくんと同じか。……てことは、暴ぼう走そうするとあやめくんのように怖い相手になるじゃないか（笑）。

あやめ：あたしは怖こわくないよ～。

瞳：素そ朴ぼくな疑ぎ問もんなんだけど、〝ドクター〟はそのテレパシー会話が聞こえたりするの？

あやめ：どうなんだろう？　ちょっと見てみます。

ＧＭ：観察してみるとすぐ分かります。どうやら、できてないようです。

瞳：となると、〝ドクター〟は起源種じゃないのか。

あやめ：この人、起源種を集めて何かするつもりなんだよね？

コウ：おそらくはな。

あやめ：……あの、〝ドクター〟、質しつ問もんしてもいいですか？

ＧＭ：「何かね？」

あやめ：あたしたちを集めて、〝ドクター〟は何をしたいんですか？

ＧＭ：「んんんっ～！　よくぞぉ聞いてくれた!!　私の目的は世界を作り直すこと……」

あやめ：……世界をですか？

神月：こりゃまた、大きく出たな。

ＧＭ：「そのっとおり！　そのためには、強大な力を持つレネゲイドビーイングを造つくらなければならないのだ」

神月：……レネゲイドビーイング。前回登場したメンターのように、意思を持ったレネゲイドのことか。

ＧＭ：「私はぁ、その完成体を〝アダム〟と呼んでいる」

あやめ：そのアダムと、あたしたちとどういう関係が？

ＧＭ：「十二のシンドロームを持つ起源種の少年少女を集めぇ、その力をひとつに凝ぎよう縮しゆくすることによりぃ……私の考える最強のレネゲイドビーイングが誕生するのだ！」

あやめ：……だんだん、先が読めてきましたよ？（笑）

ＧＭ：「……ただ、今までは十一までしか集まらなかった。すべての力を凝縮させるための力……モルフェウスのオーヴァードがいなかったのだ！」

あやめ：……その最後のひとりが、あたしってこと!?

ＧＭ：「そのっっっとおりっ!!」

あやめ：やっぱり～!?

瞳：……六人の子供たちとあやめちゃんを混まぜ混ぜして、強力なレネゲイドビーイングを作るってことか。

ＧＭ：「あと一歩のところで悲嘆に暮れる私のもとにぃ、君の情報が入ってきた。かつて、実験を施ほどこしたものの、オーヴァードとして覚かく醒せいしなかったもの───君のことだ!!」

あやめ：あたし、過去に実験されたってこと!?　記憶にないよ！

コウ：俺にもそういう記憶はない。なんらかの記憶処しよ理りを受けたんだろうか？

ＧＭ：「一度は実験が無む駄だになったと放置した。しかぁっし！　今になって君がオーヴァードとして目覚め、最後のピースになろうとは。まさにぃ天の配はい剤ざい!!」

あやめ：そのまま放っておいてよ～!?（一同笑）

ＧＭ：前々回、綾間市をピラミッドが覆おおう事件が起きましたよね。それであやめの存そん在ざいに気付いたみたいです。




　前々回の事件については、『ダブルクロス・リプレイ・ジェネシス２巻かん　日常のボーダーライン』収しゆう録ろくの第四話を参照していただきたい。




ＧＭ：「ようやく私の理想は実じつ現げんする。君が来たことで、七人全員揃ったのだ。これで、アダムが生み出せるんだよ！」

あやめ：……あたしたちって、世界再さい生せいの礎いしずえとかにされるってこと？　もしかして、あたし死んじゃうんじゃ？

ＧＭ：「ふむぅ、平たく言ってしまえばそうなるね」

コウ：（素になって）躊ちゆう躇ちよねぇな、こいつ！（笑）

あやめ：やっぱり、怖い人だよ！

ＧＭ：〝ドクター〟は、アダムさえできればなんでもいいようですね。

あやめ：〝ドクター〟の目的は分かったよ。でも、あたしが賛さん同どうするだけの理由なんてないんだけど？　全然共感できないよ。

ＧＭ：「君は、今の世界をどう思う？」

あやめ：え？　いきなり何!?

ＧＭ：遠くを見つめ、〝ドクター〟は夢ゆめを語る顔で語りだします。




「レネゲイドとオーヴァードの存在によって、今の世界は歪ゆがんでいるという。だが、本当に歪ゆがみをもたらしているのはぁ、人間どもの方ではないかね？」




あやめ：えええっ!?　何か、聞きたくないことだったかも!?（笑）

コウ：かなり危ないヤツだぞ？




　あやめの様子に気づきもせず、ドクターは熱ねつ弁べんを振ふるう。




「人類は所しよ詮せんレネゲイドの器にすぎない。人間の知ち性せいは、人間のものではない。その中に宿るレネゲイドのものだ。だから、優ゆう秀しゆうなオーヴァードを統とう合ごうし、完全なるレネゲイドビーイング───アダムへといたることこそ最上の選択なのだ！」




あやめ：つまり、人間をやめちゃえってこと？

ＧＭ：〝ドクター〟の言葉を、要約するとそんな意味になります。

あやめ：すべての力を凝縮すると……あたしたちはどうなっちゃうんですか。

ＧＭ：「新しいアダムという個こ体たいになるのだよ。なあに、君という個こ人じんは消しよう滅めつするが些細なことだ。アダムは最強最良の存在となり、君はその一部となる。さあ、存分に喜びたまえ」

あやめ：喜べないよ！

ＧＭ：「……なっ、何故!?」〝ドクター〟は、信じられないものを見たと驚いたうえに、今にも泣きそうです。

コウ：泣くなよ!?（一同爆笑）

あやめ：そんな顔されても～!?（笑）

ＧＭ：「このうえなく単純な理論なのに、賢い君がそんなことを言うなんて……」

コウ：思考が尋常じゃない方向に行ってしまっている。

瞳：思い込みが、激しすぎる（笑）。

あやめ：深呼吸してから言います。……〝ドクター〟、話はわかりました。

ＧＭ：「そうか、では……」

あやめ：でも、あたしは今の世界が好きですから、ご協力できそうにありません。

ＧＭ：「な、なにを言い出すんだ、〝愛ラブ〟!?」

あやめ：むしろ、何で共感してもらえると思っているのかこっちが知りたいよっ！（笑）

コウ：向こうはジャームなんじゃないか？　だから、理解しあえない。

あやめ：…………。

ＧＭ：「遠からず、世界は崩ほう壊かいを迎えるだろう。オーヴァードと人間の軋あつ轢れきを待たずとも、人間のみの手で地球は滅ほろびへ向かう。ならば、我われ々われはより未来につながる方へと希望を託たくすのは当然じゃないか？」

あやめ：レネゲイドが世界を救うと思っているんですね？

ＧＭ：そのようです。

あやめ：少なくとも、あたしはそうは思わないです。確かに、今の世界は少し汚よごれているかもしれません。でも、人間だって、一いつ生しよう懸けん命めい生きてます。それに、いずれ、人間とオーヴァードが手を取り合える日が来ると、私は信じてます。

ＧＭ：（残念そうに）「甘あまい……甘あま過すぎる夢だ。そして、儚はかない……」（一同笑）

あやめ：何か諭さとすモードになってる!?（笑）

ＧＭ：「かつて私にもそのように考えていた時期があった。だが、それは儚い夢だった。君も、いずれは悟さとることになる。一いつ般ぱん人じんとオーヴァードの溝みぞは、決して埋うまることはないと」

あやめ：そんなことない、分かり合えるはずです！　……って言うけど、文子さんに口止めしたことを思い出しちゃう。

神月：……溝ができるかと思ったからこそ、彼女に公表を控えさせたわかだからな。

ＧＭ：「君は友人や肉親に自分がオーヴァードであると明かしたのかね？　明かせるはずがない。君も本心では、分かり合えないと思っているから」

あやめ：そ、そんなことはっ……（言い淀む）

ＧＭ：───と、食ってかかるあやめを〝ドクター〟は押おしとどめ「まあ今はいい。次の場所へ移るまで、準じゆん備びが必要だ。頭を冷やし、考え直してみるといい」と言って、部屋を出て行きます。

あやめ：考え直す気はないけど、「はい」って答えておくしかなさそう。

ＧＭ：「〝希望ホープ〟、見み張はっておきなさい。他の皆は、周囲の警戒を」「はーい」というわけで、〝希望ホープ〟が見み張はりとして残されました。

あやめ：……ふにゃぁ、困ったなぁ。どう接せつしていいのか分からないよ～（へたり）。




　ドクターが去っていき、〝希望ホープ〟があやめを見張っている。

　彼女からは、敵てき意いは感じない。まるで同年代の友人のように接してくる。




ＧＭ：〝希望ホープ〟はニヤニヤ笑いながら「ねぇねぇ、あんた。最近映えい画がとか見た？」と話しかけてきますよ。

あやめ：え、映画？　……思ったよりまともな話を振ってきた!?

ＧＭ：「そうそう。私の今のお勧すすめは～」と、と次々Ｂ級映画の名前を挙げます（笑）。

コウ：こいつ、Ｂ級映画好きか。

ＧＭ：〝希望ホープ〟好みは偏っていて、Ｂ級映画の中でもかなりマニアックな作品がずらずらと出てきます。

あやめ：……〝希望ホープ〟は、『いかレスラー』とか見ればいいと思う（ぼそり）。

瞳：そこで『いかレスラー』を勧めちゃうんだ!?（笑）

ＧＭ：「えっ!?　あの映画知ってるの？　結けつ構こう話せるやつじゃん！」と〝希望ホープ〟がノリノリで食いついてきます（笑）。

あやめ：余よ計けいなこと言っちゃったかも～!?（一同笑）

コウ：というか〝希望ホープ〟も知っているのか、『いかレスラー』を（笑）。

ＧＭ：「あんた面白いやつだねぇ。そういえば、あの失敗作とも知り合いなんだって？」

あやめ：失敗作って？

ＧＭ：「ほら、えーっと……そう、コウのことだよ」

あやめ：（身を乗り出す）コウ君の過去を知ってるの？　ど、どういうご関係!?

ＧＭ：（茶化すように）「さぁ、どういう関係だと思う～？」

あやめ：ま、まさか、彼女だった……とか!?

ＧＭ：「教えな～い」（笑）

あやめ：うあ～、気になる!?

コウ：だが、こいつのことはほとんど覚えてない俺（笑）。

ＧＭ：「それは冗じよう談だんとして。コウのヤツは昔から夢のないやつでさ。女心が分かってないよね、あいつ！」

コウ：瞳に、プレゼント持たされるくらいだしな！（笑）

あやめ：……あなた、コウ君のことよく知ってるね。どこで知り合ったの？

ＧＭ：「施し設せつだよ。失敗作の烙らく印いんを押おされたから、あんたは連れてこられなかったんだっけ？　そういう施設があったんだよ。そこで、コウと私は一緒に訓練してたのさ」

あやめ：ＵＧＮの施設ってこと？

ＧＭ：「ＵＧＮじゃない。私を鍛きたえてくれたのは〝ドクター〟だよ。もっとも、同期で成功例になれたのは、私だけだったけどねー」

あやめ：コウ君の知らないところで過去とか聞いちゃってるけど、いいのかなぁ。

神月：これがフラグなんだ。次に会った時、コウが違ちがって見えるだろう？（笑）

あやめ：ど、どうなんだろう？

ＧＭ：「やっぱり十年も経たてば人も変わるよね～。コウは昔から無愛想だったけど、あんな仏ぶつ頂ちよう面づらはしてなかったよ」

あやめ：うん。何かあったのかなぁ？

ＧＭ：（さらりと）「一回死んだからじゃない？」




　コウは一度死んでいた───〝希望ホープ〟は、さらりと言ってのける。

　あやめは、戸惑うばかりだった。




あやめ：し、し、し……！（言葉が続かない）

コウ：俺、死んでたー!?

あやめ：（落ち着きを取り戻し）その、コウが死んでたってどういうこと？

ＧＭ：「コウは失敗作だって言ったろ？　失敗作は破は棄きされたんだよ。その時に処理したって聞いていたんだけど、実じつ際さいには生きてたんだねぇ。まさか、ＵＧＮに拾われていたなんてさ。それで性せい格かく変わったのかもね～」

あやめ：そんな重たい過去があったのかぁ。きっと、コウ君はあえてあたしに語らなかったんだね！（一同笑）

コウ：（重々しい声で）そうだったのか……。

瞳：今ここで本人が驚いてるんだけど（笑）。

あやめ：自分のつらい過去を悟さとらせまいと！　コウ君は何ていい人なんだろう！（笑）

コウ：単に記憶になかっただけで（笑）。

神月：あやめくんがどんどん勘かん違ちがいを深めていっているようだが？

コウ：実際、必要がないとしゃべらないからな。勘違いされてもおかしくないと思う。

瞳：次に会った時、コウに「いいのよ、何も言わなくて」なんて言い出しそうだよね～、あやめちゃん（笑）。

あやめ：今日はまだコウ君にロイスを取ってないから、今取得します！

コウ：ものの見事に思いがすれ違ちがっていく（笑）。

あやめ：（ルールブックを見て）どれがぴったりかなぁ？

瞳：同どう情じようじゃない？　同情と惚ほれるのは同じことよっていう言葉があるくらいだし。

あやめ：では、それで（笑）。ネガティブは……。

コウ：（ぼそりと）……侮ぶ蔑べつ（一同爆笑）。

神月：（偉えらそうに）「コウ君は失敗作でしょ？　あたしは〝ドクター〟に選ばれた、〝愛ラブ〟なんだからぁ」（笑）

瞳：あやめちゃんの気持ちが勝手に代だい弁べんされている（笑）。

あやめ：ふ、〝不安〟にしておきます！（笑）

ＧＭ：〝希望ホープ〟は興きよう味み津しん々しんで「何？　あんた、コウに惚ほれてるの？　まあ、中身はアレだけど、外ヅラはいいから、隣となりに並ならぶといい気になれるよね？」と言ってきます。

コウ：〝希望ホープ〟、俺のこと本当によく覚えてるな（笑）。

あやめ：あらためて訊たずねられると、自分の想いが分からなくなって、オロオロしちゃう……。

ＧＭ：「何よ～、その態度。かわいいじゃないの！」（一同笑）

あやめ：千鳥と通じるものがあるよ、この子～！（笑）

ＧＭ：「失敗作同士で、そんな関係になっても仕方がないのにねー」

あやめ：……っ!?

ＧＭ：さっきまでの雑談と同じ調子で、笑いながら〝希望ホープ〟は言います。「───失敗作は失敗作なんだから、今更こっちには戻れないのに」

あやめ：あの、さ……。

ＧＭ：「なにー？」

あやめ：失敗作──って呼ぶの、やめてほしい……。




　失敗作───。

　まるでコウが否ひ定ていされているような言葉に、反感をもつあやめであった。




ＧＭ：「なに？　コウが失敗作なのは事実じゃん」〝希望ホープ〟は悪いことを言ったとは微み塵じんも思ってないような態度ですね。

あやめ：うう、この子もやっぱりどこか変だ……。

ＧＭ：「あんたがヘンなことしなければ、危き害がいを加えることはしないから、身み構がまえなくたって平気だよ。よろしくね───〝愛ラブ〟」

一同：〝愛ラブ〟呼ばわりきた───!!

あやめ：〝愛ラブ〟って呼ばれてしまった……。

ＧＭ：「だって、失敗作って呼ばれるのは嫌なんでしょ？」

あやめ：……そうだけど。あなたのことは、何て呼よべばいい？

ＧＭ：「〝希望ホープ〟。いい名前っしょ？」

あやめ：……そうだね。とりあえず、よろしく……でいいのかなぁ？

ＧＭ：「うんうん！　私たちは他のオーヴァードとは違う特別な存在だし、仲良くしようよ」

あやめ：特別なのかな？

ＧＭ：「そうだよ。ＵＧＮのオーヴァード部隊なんて、全然私たちにかなわなかったんだぜ？　あっという間に撃うち殺ころしてやったよ」とケラケラと笑います。

あやめ：撃ち殺したって……。

ＧＭ：「そうだよ。人がおしゃべりしてるってのに押おしかけてきたからさ。その前は尾び行こうしてきたヤツをおびき出して始末してやったよ。連中、こっちが《ワーディング》を張らずに攻撃を仕掛けてくるなんて思ってなかったみたいだから、コロッと死んじゃってさ」

あやめ：《ワーディング》を張らずに？　それって大だい丈じよう夫ぶなの？

ＧＭ：「あのときは一般人にも巻まき添ぞえ食らわして殺しちゃったけど、被ひ害がいが少なかったから〝ドクター〟には怒られずにすんだんだ」〝希望ホープ〟はケロッとした顔で言います。

あやめ：全然大丈夫じゃない！　人が死ぬのを、何とも思ってないの!?

ＧＭ：「ん？　何ともってどういうこと？」

あやめ：人が死んでるんだよ！

ＧＭ：「えー、死ぬのが悪いだけでしょ。どうせ、〝ドクター〟がアダムを完成させれば、死ぬ運命にある連中じゃん」

コウ：本当に、人を殺すことを疑問に思ってないようだ……。

あやめ：……ちょっとあなたに聞きたいことがあるんだけど。

ＧＭ：「何～？」おしゃべりの相手ができたので、〝希望ホープ〟は楽しそうにしてます。

あやめ：〝ドクター〟の言うとおりだと……最終的にあたしたち死んじゃうよね？

ＧＭ：「そうだね」。アダムを生むために子供たちは統合されますから、統合された者たち個人の存在はいなくなりますね。

あやめ：あなたはそれでもいいの？

ＧＭ：（即そく答とう）「いいよ。だから？」

あやめ：だからって……。




　あやめの問いを、〝希望ホープ〟心底理解できなないかのように首をかしげる。

「だから、なに？」

　それまでと表ひよう情じようを変えずに、〝希望ホープ〟は言った。




コウ：戸と惑まどいがないのか、自分たちの存在が消えることに……。

あやめ：この子、全然おかしいと思ってないの!?

ＧＭ：「だって、劣おとった人間から優すぐれた種になれるんならそれでいいじゃん」と言ったあと、満面の笑顔で「ところで、今度公開の映画のことなんだけどさ～」と話しを続けます。

あやめ：え、ええと!?

ＧＭ：（何事もなかったかのように）「でさ、私すっごい楽しみにしてて！　でも、〝節制テンパランス〟とか、この手の映画が好きだって言ったのに付き合い悪くてさぁ～」

神月：自分が消えることは何とも思ってないから、映画の話をしてるな。

瞳：もう、わたしたちとは全然違う考え方になっているみたい。

あやめ：ジャーム化しちゃってるのかな？　ここでは話を合わせておこう。……じゃ、じゃあ、あたしと一緒に見に行く？

ＧＭ：あやめが言うと、〝希望ホープ〟はぱあっと花が咲いたように笑い───。




「いいの？　じゃ、約束ね！　今度見に行こうぜ！」

　まるで無邪気な子供のようにはしゃぐ〝希望ホープ〟。

　人を殺したことと映画の話を同じ調子で語る。

　あやめは、そのアンバランスさに得体の知れないものを感じるのだった。







◆Middle05◆コウの過か去こ


Scene Player ──── 陸原瞳






　瞳には、気になることがあった。

　兄として組んでいるＵＧＮチルドレン、陸原コウ。

　この事じ件けんは、おそらくコウの過去に関わる何かがある。




ＧＭ：では、次のシーンです。

瞳：ＧＭ、コウの過去を霧きり谷たにに聞きたいので、わたしのシーンを作ってもらっていいかな？

ＧＭ：構かまいませんよ。コウの過去を霧谷に確かく認にんする瞳のシーンにしましょう。

瞳：それと霧谷が〝ドクター〟について心当たりがあるらしいし。それも確認する。

神月：おお、そうだった。

瞳：じゃ、ふたりにはこう言います。カインのことは任まかせるわ。気になることがあるから、そっちを調べに行くから

コウ：む、分かった。

神月：そうか。では、こちらのことは任まかせておきたまえ。

ＧＭ：では、神月法ほう律りつ事じ務む所しよ下のレストラン。登場による侵しん蝕しよく率りつの上じよう昇しようをお願いします。

瞳：（ダイスを振ふる）１。今日はダイスの出目が低いかも。

ＧＭ：瞳が通信端たん末まつを操そう作さすると、霧谷への回線が開きます。「どうしました？　神月……おや？　瞳さんですか？」

瞳：（Ｖサインをしつつ）霧谷さん、ちょっと聞きたいことがあるんだけど。

ＧＭ：「はい、何でしょう？」

瞳：単刀直入に言うよ？　今回の敵てきは、ＦＨじゃないんだって？

ＧＭ：「そのようですね。ＦＨとも交戦した形けい跡せきが見受けられます」

瞳：でさ、霧谷さん〝ドクター〟に心当たりがあるんだって？

霧谷：「ええ、どうも気になることがあるんですよ。〝ドクター〟が私の知っている人物の可能性があります。……そうでなければよいのですが」

瞳：その様子だと、なにかやばそうな人みたいね。

神月：霧谷の知っている人物と〝ドクター〟が同一人物かどうか確かめる方法はないのか？

コウ：何か手掛かりあったか？

あやめ：人相をか伝えるとか。

神月：直接〝ドクター〟を見たのは、あやめくんと私だけだ。

コウ：荒吹章一郞という本名を名乗っていたが……偽名の可能性もあるな。

瞳：（何かひらめき）……あっ、確かめる方法あるじゃん！

神月：おお、瞳くん。何か思いついたのかね。

瞳：ほら、前の話で文子さんが〝希望ホープ〟と一緒に〝ドクター〟の写真残してたはず！

神月：それだ、文子くん！

瞳：では、さっそく霧谷に〝ドクター〟の写真を見せて聞きます。もしかして、心当たりがあるのはこの人？

霧谷：「ええ、そうです。やはり、彼でしたか……」と、真剣な面持ちになります。

瞳：ビンゴだったみたい。

神月：さすがは瞳くん。

瞳：それで、この人は何者なの？

ＧＭ：「かつて、私が担当したプロジェクト・アダムカドモンという研究計画で招しよう聘へいされた研究者です」

あやめ：プロジェクト・アダムカドモン？　……ああっ!?

コウ：（素に戻って）それを拾ってきたか！

神月：ふたりとも、知っているのか？

あやめ：というか、プレイヤーが知っています！

コウ：実は、『上級ルールブック』に掲載されている（笑）。

神月：そうだったのか！

ＧＭ：はっ、『上級』Ｐ78の記事です。『ジェネシス』シリーズを始めるに当たって、『上級』の仕事をした時に目に止まったこの計画を使ってみようと思いまして。

瞳：……ＵＧＮじゃあ、霧谷ぐらいしかこの計画について知らないって書いてある。じゃあ、霧谷に語ってもらおう。プロジェクト・アダムカドモンって、一体なんなの？

ＧＭ：「……一一年前、ＦＨとＵＧＮの共同で行なわれた研究計画です。アダムカドモン───神学、錬金術における〝完全なる人間〟を意味する言葉がつけられたこの研究は、ジャーム化したオーヴァードをいかにして元に戻せるかを研究するものでした───」




　プロジェクト・アダムカドモン───。

　計画の出発点は、ＵＧＮとＦＨの研究者たちが集まり、ジャーム化したオーヴァードをいかにして元に戻すかというものであった。しかし、その研究は成果を見せることはなく、多くの犠牲者をいたずらに増やしていくことしかできなかった。

　やがて研究は意義を見失い、ジャーム化を元に戻す研究からジャーム化そのものを研究するものへと変質し、非人道な実験を繰り返すものとなっていく───。




神月：ううむ、そんな研究があろうとは。そういえば、文子くんが残していった資料にも〝プロジェクト〟と言う言葉があったな。

瞳：わたしは、神妙に聞いていよう。

ＧＭ：霧谷は続けます。「結局、このプロジェクトは一体の実験体の暴走によって壊滅します。関連する研究資料も、廃棄されました。彼───〝ドクター〟も、そのときに死亡したものと思われていたのですが……」

コウ：なるほど。プロジェクト・アダムカドモンが潰れてから、〝ドクター〟は死亡したと偽装してどこかに潜伏していたみたいだな。

ＧＭ：なので、ＵＧＮも〝ドクター〟について調査はしていない状況です。

コウ：プロジェクト・アダムカドモンが一一年前、あやめが事故に遭って荒吹病院に運ばれたのが十年前……つまり、潜伏してから一年程度で行動しているということか？

ＧＭ：そのとおりです。事故ののち荒吹病院を廃院にしたのは、大規模な行動だったので、ＵＧＮに感づかれないよう警戒してのことです。

神月：荒吹病院が廃院になってからも、〝ドクター〟らしき人物が誘拐事件を起こしているらしい。姿を消してからも、独自に研究を続けていたわけか。

瞳：じゃあ、霧谷にその辺のことを確認しつつ、ひとつ訊いてみる。

ＧＭ：「何でしょう、瞳さん」

瞳：〝ドクター〟って、そんなに優秀だったの？

ＧＭ：「……彼は、大変優秀な研究者でした」

あやめ：とてもそうは見えないよ！

瞳：あの言動を見たら無理もない（笑）。

コウ：ただのいかれたヤツかと思っていたが、こんな実績があったのか。

ＧＭ：「彼はジャームを研究するうち、最強のオーヴァード───アダムを生み出すことを目標とするようになりました。潜伏後はＵＧＮにもＦＨにもつくことなく、独自の研究を続けていたのでしょう」

瞳：あやめがさらわれたのも、その研究の一環というわけね。

ＧＭ：「おそらくは」

瞳：どうやら、向こうはコウのことも知っているっぽいのよ。だから、コウの過去のことを教えてくれない？　向こうを知る手て掛がかりになるかもしれないでしょ。

ＧＭ：「コウさんのことですか？　私わたしも、あまり詳くわしいことは分からないのですが」

瞳：知っている範はん囲いでいいから、お願い。




　瞳の願いに応おうじて、霧谷は語り始めた。

「約九年前、ＵＧＮで満まん身しん創そう痍いのコウさんを保ほ護ごしたそうです───」

　保護されたとき、コウが負った傷きずは放置すれば死に至いたるほどであったが、何故なぜそのような状況に陥おちいったのについては、コウ本人も知らなかったらしい。




　コウは、それ以前の記き憶おくを持っていなかったのだ。

　それ以い降こう、ＵＧＮはコウを保護し、チルドレンとしての教育を施ほどこしたのである。




瞳：そのあと、わたしと兄妹になって、綾あや間ま市に配はい属ぞくされることになったのね。

コウ：瞳と俺おれが兄妹になったのは、わりと最近だったな。

ＧＭ：数年前、瞳は父親との事件があり、神月と知り合ってＵＧＮに保護され、コウと兄妹になりました。

瞳：そういう設せつ定ていだもんね。

ＧＭ：「我々がコウさんを保護したとき、彼は深い傷を負っているとともに、暴走状態にありました。傷が癒えたのちも、ときおり暴走を繰り返したのです」

瞳：そのせい、なのかな。コウが自分自身を傷つけて相手を攻撃するのって。




　おのれの血さえ攻こう撃げき手しゆ段だんとして使用する痛々しいコウの姿すがた。

　それは、過去の暴走状態と関係あるのかもしれない。




ＧＭ：「コウさんのパーソナリティは、彼自身が必要とする〝人じん格かくの鋳い型がた〟を作ることによってできあがっています。言うなれば、自身の力を制せい御ぎよするための仮か面めんのようなものです」

瞳：……人格の鋳型ね。

コウ：感かん情じようを出さないという人格に、俺自身はめ込まれているということか。

ＧＭ：「コウさんには、保護されるまでの記憶がほとんどありません。その失った記憶には、自分を傷つけなくてはならないほどの何かがあったのだと思います」

瞳：ルール的にもまったく記憶がないと、それまでロイスが存在しないことになるから、ジャームになってしまうしね。

ＧＭ：「彼がコードネームを決める際、〝降魔の爪メメントモリ〟───〝死を忘れるな〟という言葉を選びました。ＵＧＮのチルドレンの中でも、彼ほど死に近しい子はいなかったでしょう。激しい訓練にみずから挑んだのも、そのためでしょう」

コウ：俺は、叩たたき上あげみたいな存在だから、もともとは強くなかったんだろう。

ＧＭ：コウは、訓練で能のう力りよくを伸のばしてきたようなタイプですね。

瞳：そうやって、コウは自分というものを作ってきたわけね。

ＧＭ：「コウさんと瞳さんに兄妹になってもらったのも、彼の人格形成のためだったのです。コウさんは、他人と関わろうとしませんでしたから」

コウ：なるほど。無理にでもロイス持たせようとしたのか。

瞳：ここで、初めてコウと出会った時のことを思い出すわたし！（笑）

コウ：回想シーンが始まる（笑）。

神月：（霧谷になり）「この子が瞳さんです。今日から君たちは兄妹になるんですよ」

ＧＭ：というわけで、色いろ褪あせたセピア色のシーンに徐じよ々じよに変わっていきます（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　瞳がコウと出会ったのは、二年ほど前のことだ。

　兄になると紹しよう介かいされたのは、無愛想な少年だった。

　自分にも他人にも興きよう味みがないのではないか、そんな風に感じた───。




ＧＭ：というわけで、瞳が霧谷に連れられてコウと引き合わせられる場面に。

瞳：まずはわたしから声をかけるわ。……ねえ、あなたの名前は？

コウ：コウだ。今日から、陸原コウと名乗れと言われている。

瞳：じゃあ、わたしは今日から陸原瞳だよ。

コウ：……よろしく。

瞳：手を差し出して、ニコニコしてるよ。

コウ：俺は、無愛想な顔で握あく手しゆに応おうじるんだな。




　ふたりは、その日から兄妹となった。

　ＵＧＮのために戦う、かりそめの兄妹に───。




瞳：きっと、コウと気があったのは、お互たがい過去を忘わすれたかったからだろう───なんて、わたしがナレーションを入れたところで、シーン終しゆう了りようでどう？（笑）

ＧＭ：では、ここでシーン終了になります。




　　　　＊　　　＊　　　＊




瞳：これだけコウの話をしているけど、わたしはコウにＳロイスを取れない！　何故なぜなら、あやめにＳロイスを取るとシートに書いちゃったから！（一同笑）

ＧＭ：プリプレイの時に、あやめにしなくてもいいと言いましたよ？

瞳：そうだっけ？　ＧＭごめーん。

コウ：読者のみなさんは、ＧＭの言うことをよく聞いて遊んでくださいね（笑）。

瞳：そして、霧谷にもロイスを結んでおくね。







◆Middle06◆カインの協力


Scene Player ──── 陸原コウ






　コウと神月を乗せたエレベーターが、綾間タワーを登っていく。

　カインとの待ち合わせのためだ。

　ふと、あやめに渡わたすためのプレゼントのことを思い出す。

　瞳から、ちゃんと渡すようにうるさく言われたのだった。




ＧＭ：では、次のシーン。カインと会うシーンです。場所は、綾間タワーです。

コウ：登場するのは、俺と神月先生かな？

神月：そうだな。

ＧＭ：ふたりでエレベーターに乗り、展てん望ぼう階かいに登っているところです。

神月：……ときにコウ、クリスマスプレゼントは買ったのか？

コウ：瞳にが用意してくれたので、持っている（笑）。

神月：それは駄だ目めだろう！　ちゃんと自分で選んで買え！（笑）

コウ：むむ、そういうものなのか。そういうことはよく分からない。

神月：まったく、お前というヤツは。

ＧＭ：ふたりを乗せたエレベーターが最上階にたどり着きました。

コウ：降おりて、カインを探さがそう。

ＧＭ：一いつ般ぱん客きやくにまぎれ、カインは椅い子すに座すわって外の景色を眺ながめています。

神月：いたぞ！

コウ：神月先生と目配せをしてから、前に出る。

神月：久ひさしぶりだな、カイン。本来、貴き様さまのようなＦＨの人間と手を組むのは意に反するが、正せい義ぎを執しつ行こうするためならば致いたし方かたない。

ＧＭ：「まさか、ＵＧＮにそんな思想の人間がいるとは思わなかったよ」と若じやつ干かん驚おどろくカイン。

コウ：そのくらい、こちらにも余よ裕ゆうがないということだ。

ＧＭ：「僕ぼくとしても、敷しき島しまさんを〝ドクター〟に渡すつもりはない」

コウ：そちらにも被ひ害がいが出ているようだしな。

ＧＭ：「ああ。最終確認だ。本当に、僕らと手を結ぶのかい？」

神月：手を結ぶつもりはない。ただ、私は私の目的のために、お前らを利用するだけだ。

コウ：お前があやめを狙ねらっていたこと、あやめにしたこと……すべて許ゆるすつもりはない。ただ、あやめの居い場ば所しよを知っているというのなら、今ここで吐はいてもらう。

神月：……フルボッコだな（笑）。

コウ：二対一だからこそ、強気になれる（笑）。

ＧＭ：「敷島さんを守り切れなかった道化が、よく口の回ることだな」

コウ：それはお前も同じだろう？

ＧＭ：「僕は〝マスターレイス〟だ。君と違ちがって、いろいろと忙いそがしいんだよ」と言いつつも、メモをピッと投げて寄よこします。

コウ：受け取って、神月先生に渡わたそう。

ＧＭ：綾間市の地図で、一ヶ所だけ印がつけてあります。

コウ：これが、居場所か？

ＧＭ：「ああ。僕も独どく自じに〝ドクター〟たちの動きを追っていたのさ。おそらく、そこに敷島さんがいる」

コウ：そうか。

ＧＭ：「本当なら、僕が迎むかえに行きたいところだ。ただ、今は敷島さんに拒きよ絶ぜつされてしまっているからね。僕が行っても、ついてきてくれるとは限かぎらない。癪しやくだけど、今回は君に騎き士し役を譲ゆずってあげるよ」

神月：よし、場所は分かった。行くぞ、コウ。

コウ：神月先生、先に言っていてくれ。こいつに聞きたいことがある。

神月：そうか。ならば、先に行っているぞ。

コウ：ああ。

神月：……あんなやつに負けるなよ？

コウ：殴なぐり合あいで勝てと言われたと思って、俺は深く頷うなずく！（一同爆ばく笑しよう）

瞳：それ違ちがう！　カインにあやめちゃんを奪うばわれるなって意味だよっ！（笑）

神月：私もそのつもりで言ったのだ（笑）。だが、コウが力強く頷うなずいたので言いたいことが通じたのだと満足する。うむ、いい目だ！　男はそうでなくては！

コウ：男らしく、殴り合いには負けないつもりでいる、俺（笑）。

神月：頼たのもしいコウの態たい度どに安心し、私は退たい場じようしよう。

あやめ：ふたりの考えがすれ違ちがってるのに、会話は嚙かみあっている不思議（笑）。

コウ：俺、このシリーズで誰だれとも分かりあえてない気がする（笑）。

あやめ：ちゃんとロイス結んでるよ、大だい丈じよう夫ぶだよ（笑）。

ＧＭ：カインはコウに言います。「それで、何を聞きたいんだい？」

コウ：〝ドクター〟の周りにいる子こ供どもたち、あいつらは、俺のことを失敗作と呼よんだ。どういう意味だ？

ＧＭ：カインは冷たく笑います。「ははっ、そんなことを気にしているのかい？」

コウ：答えろ。失敗作とは、どういう意味だ？

ＧＭ：「オーヴァードとして覚かく醒せいしても、〝ドクター〟が望む結果をもたらさなかった。だから失敗作さ。彼が必要としているのは、アダムの元となるオーヴァードだ───」ここで、カインはあやめとのシーンで〝ドクター〟が語ったことを話してくれます。

あやめ：起源種を混まぜて、アダムを造つくるって話だよね。

コウ：つまり、俺は起源種として目覚めなかった失敗作か？

ＧＭ：「そうさ。失敗作とはそういう意味だよ」

コウ：もしかして、お前もそうだったのか。

ＧＭ：「……ああ、君と同じ存在さ」

瞳：〝ドクター〟の研究において、オーヴァードにならなかった〝門もん前ぜん払ばらい組〟があやめ。発はつ症しようしたけど起源種として覚醒しなかった〝失敗作組〟がコウとカイン。発症して起源種になった〝成功組〟があの子供たちってこと？

ＧＭ：だいたいそんな感じです。

コウ：そうらしいな。

ＧＭ：「僕たちはかつて〝ドクター〟に育てられ、そして捨すてられた」

コウ：お前と一いつ緒しよにいた頃ころの記憶を、思い出しつつあるが……同じ境きよう遇ぐうだったのか。

ＧＭ：「君はまだ記憶を失っているままか。かつては、僕も記憶が混こん乱らんして苦しんだものさ。もっとも、君と違って、すべてを取とり戻もどしているけどね。君はいまだに、心の欠けた、不完全な人形なのさ───」

コウ：自分の手を見て、ぎゅっと握にぎりしめる。

ＧＭ：「怒おこったのかい、〝降魔の爪メメントモリ〟？」

コウ：いいや、怒ってはいない。俺は自分自身を鋳型にはめることで過ごしてきた。心のない人形と言われれば、そうなのだろう。

ＧＭ：「ふん、君もようやく認めたか」

コウ：だが、お前とはひとつ違う点がある。……俺はこの身を嘆いたことはない。

ＧＭ：「なに……？」



















　睨にらみ合あう、コウとカイン───。

　かつては失敗作と呼よばれ、同じ境遇にあった者同士だ。




コウ：お前は、自分を捨てられたと言ったな。

ＧＭ：「ああ。だから僕は、僕を拾ってくれて〝マスターレイス〟としての使命を与あたえてくれた父さん───コードウェル博士のために戦うんだ」

コウ：絶望していたからこそ手をさしのべたものに従ったか。

ＧＭ：「君にはあるのかい？　戦う理由が」

コウ：俺は──この世界を保つために戦う。

ＧＭ：「世界を保つ？　〝ドクター〟に捨てられ、世界から見放された君が？　滑こつ稽けいだね」

コウ：なんとでも言うがいい。それが俺が決めた俺の鋳型──、俺の仮面だ。

ＧＭ：「何のために戦うのかも分からない、人形のくせに」

コウ：人形だろうと、仮面だろうと、真実にしてみせる。……絶望に負けたお前とは違う。

ＧＭ：「言ってくれるね……！」

コウ：…………。

ＧＭ：殺気をにじみ出しながら、冷たい笑みを湛えてカインは肩をすくめる。「君がそこまで言うんだったら、連中から敷島さんを自力で助け出してみるがいい。できなかったら、彼かの女じよは僕が迎えに行くよ」

コウ：お前に言われなくとも、そうするつもりだ。

ＧＭ：「───なら、僕はしばし経けい緯いを見守らせてもらう。まあ、期待してはいないけれど」そう言って、カインはコウに背せを向けます。

コウ：俺も、きびすを返してあやめのもとに急ぐ。




　カインに背を向けるコウ。

　湧き上がってくる静かな闘志を胸に秘め、先を急ぐ。

　今為すべきことは、あやめを救い出すことだ。







◆Middle07◆あやめを取とり戻もどせ


Scene Player ──── 敷島あやめ






〝希望ホープ〟と話を続けるあやめのもとに、ドクターが戻もどってきた。

「準じゆん備びが整ったよ。さあ、行こうか」

〝ドクター〟は、冷たい声で言った。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはあやめです。

コウ：そろそろ、あやめを迎えに行きたいんだが。

ＧＭ：あやめ以外はまだ登場不ふ可かですが、途と中ちゆうから可か能のうになります。それまでしばらくお待ちください。

コウ：了りよう解かい。

あやめ：（ダイスを振る）あたしは侵蝕率が10上がりました。

ＧＭ：あやめを、見み張はっている〝希望ホープ〟のところに、〝ドクター〟が他の子供たちを連れてやってきます。「おおっ！　ちゃんとぉおとなしくしていたようだね」

あやめ：きた～！（笑）

ＧＭ：「そんなにぃ怖こわがらなくてもぉいいんじゃあないか？」（笑）

あやめ：こんな人を相手に怖がらない人間なんて……（ふと神月を見る）。

神月：……おや、何かね？

あやめ：ひとりだけ、心当たりがいた（笑）。

神月：私は、暴走したあやめくんの方が怖こわいぞ。

ＧＭ：「さて、出発の準備が整った。あまりここに長なが居いをすると、君のお仲間たちが追ってくるかもしれないからねぇ」

あやめ：うぅ……嫌いやだけど、行くしかないのかなぁ。

ＧＭ：「ちぇ～。もう時間かぁ」と言いつつ、〝希望ホープ〟は立ち上がります。

あやめ：のろのろとその後をついていきます。

ＧＭ：「逃にげようなどとはぁ思わないことだ。君の大切なものを守りたいならね？」

あやめ：そう言われちゃうと、あたしは逆さからえない……。

ＧＭ：〝ドクター〟たちについていくと、バンが用意してあります。

あやめ：これに乗ったら、もうみんなと会えなくなりそう。




　大切なものを守るため───。

　あやめは自分に言い聞かせる。

　兄や千鳥、そしてコウたちの顔が胸むねに過よぎった。




ＧＭ：このまま乗っちゃうと、彼らと一緒に行っちゃうことになります。

あやめ：……うーん。

コウ：そろそろ登場か。

あやめ：あっ、そうだ。〝ドクター〟に確たしかめたいことがあったんだ。

ＧＭ：はっ、何でしょうか？

あやめ：入院するきっかけになった事じ故このことなんですが。

神月：高速道路での交通事故か。たしか、原げん因いん不明という情じよう報ほうは出ていたな。

あやめ：被ひ害がい者しやはみんな荒吹病院に入院したんですよね？　なんか関係あるのかなって。

神月：なるほど、もしかすると……。

コウ：〝ドクター〟、十分にあやしいな。

ＧＭ：そのことについて、〝ドクター〟に訊きいてみますか？

あやめ：はい、そうします。あの、訊ききたいことがあるんですけど───。

ＧＭ：「おや、どうしたのかね？」と、〝ドクター〟は足を止めて振ふり向むきますよ。

あやめ：あたしが入院することになった、衝しよう突とつ事故のことなんですが。

ＧＭ：「ああ、あれは私がやったものだ。入院患かん者じやを少しでも増ふやしたかったのでね」

あやめ：──────っ!?

コウ：……認みとめやがった。

神月：しかも、あっさり。

ＧＭ：〝ドクター〟には、悪びれる様子はありません。

瞳：入院どころか……死し亡ぼう者しやもかなり出た事故だったよね？

コウ：……そのはずだ。

あやめ：あなたが、やったんですか？

ＧＭ：〝ドクター〟はうなずきます。「言っただろう？　人間は邪じや魔まだと。どうせアダムが誕たん生じようすれば、ひとりもいなくなるのだ。何人死のうと、どうなろうとかまいはしないだろう」

あやめ：それって……。

コウ：あやめの両親を殺したのは、こいつだったのか。

あやめ：……頭の中が真っ白になります。




　両親の記憶は、おぼろげなものになっている。

　しかし、あやめにとってかけがえのないものだった。

　それを奪うばったものが、目の前にいる。




あやめ：あたしの、お父さんも、お母さんも……！

ＧＭ：「何をしているのだね？　早く乗りたまえ」と〝ドクター〟が言ったところで、皆みなさん登場可能になります。

コウ：では、登場。（ダイスを振る）侵蝕率、２点上昇。

瞳：（ダイスを振る）５点上昇。現げん在ざい53点。

神月：（ダイスを振る）３点上昇。

瞳：あやめちゃ～ん！

あやめ：この声、瞳ちゃん!?　動きを止めて、声のした方を見ます。

コウ：バイクでバンに突つっ込こむ！　接せつ触しよくの直前にジャンプして、バイクから飛とび降おりる。

ＧＭ：すると、バイクはバンに直ちよく撃げきし、派は手でにクラッシュします！

コウ：着地して、あやめの横に降おり立たつぞ。

ＧＭ：突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきにも、子供たちはすぐに対たい応おうします。〝ドクター〟の身を守る組と、あやめの身み柄がらを押おさえようとする組に分かれます。

コウ：追いついたぞ。あやめを守るように背はい後ごに押しやりつつ、〝ドクター〟を睨にらみつける。

あやめ：来てくれたんだ、コウ君！

コウ：当然だ。お前を、こいつらに渡すわけにはいかない。

あやめ：そのセリフに、ちょっとドキッとする（笑）。

ＧＭ：〝ドクター〟が「思ったより早くたどり着いたな。ＵＧＮの力だけで、ここまで迅じん速そくに動けるとは思えないのだが」と憎にく々にくしげに言います。

神月：我々を甘く見るなよ？　情報提供者などいくらでもいる。

ＧＭ：「ふん……」

コウ：ところで、俺は〝ドクター〟と初対面だな。何か思い出すことってある？

ＧＭ：はっ、あります───。




　フラッシュバックする記憶。

　幼おさなき日の自分が、カインと一緒に並ならばされている。

「残念だがぁ、コウ君、カイン君、君たちは失敗だよ。悪いが、破は棄きさせてもらおう」

　冷れい淡たんに言ってくる男の顔は、まさしく目の前にいる男だった。




ＧＭ：これでコウの記憶の中でおぼろげだった部分……〝ドクター〟の顔が埋うまりました。

コウ：（〝ドクター〟を睨にらみつけ）久しぶりだな、とでも言った方がいいか。

ＧＭ：「おお、コウ君かね。本当に久しぶりだ。ずいぶん大きくなったねえ。まさか、あれほどの怪け我がを負って、生きていようとは思わなかったよ。きっちりと処しよ分ぶんするように言っておいたはずなのだが」

コウ：今の今まで、こっちはお前の顔すら忘わすれていたがな。

ＧＭ：「そんな君が、今いま更さら何の用かな？」

コウ：あやめを返してもらいにきた。

ＧＭ：「あやめ？　〝愛ラブ〟のことか？」

コウ：〝愛ラブ〟だと？　何のことだ？　……本当に意味が分からないからな！（笑）

ＧＭ：「強大な力を持ったレネゲイドビーイング、アダムを誕生させるもののひとりさ。君のような失敗作とは違う。ここにいる六名、そして〝愛〟こそが世界再さい生せいの鍵かぎとなるのだ」

コウ：（呆あきれ顔がおで）……何を言っているんだ？　世界を作り直せるわけがないだろう。

神月：そうだ。世界再生がありうるとしたら、私の手によるものしかありえないだろう！（一同爆笑）

ＧＭ：〝ドクター〟は、熱病に冒されたように語り始めます。「君たちも、超ちよう越えつ者しやであるオーヴァードなら理解したまえ。レネゲイドウィルスこそ、この歪みきった世界を帰るために残された福ふく音いんなのだ。地球人類は、アダムという新たな存在によって、理想的な再スタートを切ることができる。……書き換わった歴史の中で、私は神として記録されるだろう！」

神月：……本当に何言っているんだ？

瞳：ぽかーんとしちゃうよね。

コウ：お前の間違った理想など、俺たちには必要ない！

ＧＭ：ともかく、〝ドクター〟は子供たちに戦せん闘とう準備を命じますよ。「〝希望ホープ〟！　〝節制テンパランス〟！　〝信仰フエイス〟！　〝思慮プルーデンス〟！　〝剛毅フオテイチユード〟！　───そして〝正義ジヤステイス〟！　こやつらは、我々の理想を理り解かいしない敵だ。排はい除じよしなさい!!」

コウ：俺、思わず神月先生を見てしまうな（笑）。

神月：〝ジャスティス〟……私のことか？（笑）

ＧＭ：六人のうちのひとりが、僕、僕！　と自分を指差しますけど（笑）。

瞳：どうやら、神月先生のことじゃないみたい（笑）。

神月：私以外に〝ジャスティス〟を名乗る者がいるとは！

ＧＭ：「そして、〝愛ラブ〟。七つの徳とくが、新たなる世界を生み出すのだ。そう、世界は〝愛ラブ〟の元に生まれ変わるのだよ！」

あやめ：な、何を言っているの～!?（一同笑）

コウ：……この人には、どう対たい処しよしていいか分からない（笑）。

瞳：何をしても、効こう果かがないかもしれない（笑）。

ＧＭ：「おとなしく彼女を渡わたしてさっさと去り、このことは忘れたまえ。そうすれば、世界が終わるその日まで、平へい穏おんに暮くらすことができるだろう」

神月：待て！　その前に訊きたいことがある───。

ＧＭ：「ほう、なんだ？」〝ドクター〟も、ちょっと戸と惑まどい気味です。

神月：……（眼鏡めがねを直しながら）そこの少年に〝正義ジヤステイス〟と名付けたのはお前か？

瞳：やっぱりそこだったんだ（笑）。

ＧＭ：「そうとも。神の司る七つの徳。そのうちのひとつが正義。ならば、〝正義ジヤステイス〟と名付けるしかあるまい」

神月：お前のよこしまな野望を実じつ現げんするために、〝正義ジヤステイス〟の名を騙るだと？　それは看かん過かできんな！

ＧＭ：「よこしまだと？」

神月：そうだ。私が真の正義───〝ジャスティス〟だからな！

一同：言い切った!?

ＧＭ：「ならば、私の育てた〝正義ジヤステイス〟と戦ってみるがいい」

神月：勝った方が正義というわけだな。望むところだ！（一同笑）

コウ：……そんな話だったか？（笑）

神月：昔から言うではないか。〝正義は勝つ〟と！（一同爆笑）

コウ：神月先生は神月先生でゆるがない（笑）。

瞳：その揺るがなさが頼もしい（笑）。

ＧＭ：「はん、僕が負けるはずがないよ」と〝正義ジヤステイス〟は鼻で笑います。

コウ：もし神月先生が勝つと、〝ドクター〟は神月先生を連れていきそうだ（笑）。

瞳：新しい〝正義ジヤステイス〟として（笑）。

神月：私は今のままで十分優ゆう秀しゆうだ。アダムになる必要などない！

コウ：さすがだ。

瞳：もうドクターは無む視し！　何言っても無む駄だ！　走っていってあやめに抱だきつく。

あやめ：会いたかったよ、瞳ちゃ～ん！　思わず抱だき合あいます

瞳：変なことされなかった？　千鳥とお兄さんはＵＧＮが保護したから、安心していいからね。ペタペタ体を触さわってチェックする！　よし、大丈夫。

あやめ：よかったぁ～！　安心して、その場にへたり込こみます。

神月：へたりこ込こんでいる暇ひまはないぞ、あやめくん！

あやめ：え？　あ、は、はいっ！（しゃきん）

神月：我々は、真の正義が何であるかを証しよう明めいしてやらねばならないからな！（一同笑）

あやめ：それが戦う理由なの～!?（笑）

瞳：早く帰って、クリスマスパーティーをしないと！

あやめ：そうだった、クリスマスパーティーの途中だった。

コウ：俺は〝ドクター〟と対たい峙じする。

ＧＭ：「コウ君。今から私に協力してくれるなら、アダムの一部になれるよう研究してやってもいいのだよ？」

コウ：〝ドクター〟、お前の言っていることはまるで現げん実じつ味みがない。妄もう想そうを語るなら、鏡に向かって言うがいい。

ＧＭ：「妄想だと!?　……所しよ詮せん、失敗作にはこの私の高こう邁まいな理想は理解できなかったと言うことか」と、〝ドクター〟は、コウに言います。

あやめ：コウ君は失敗作なんかじゃないよ！

瞳：おおっ！

あやめ：あなたの目的に必要ないだけで失敗作だなんて……なんてひどいことを言うの！

ＧＭ：「失敗作は失敗作だ。アダムを構こう成せいする要よう素そにならないのなら、私にとって不用なものだよ。事実、コウ君はまともな感情も持ち合わせない、壊こわれた人形だろう」

コウ：人形か。……カインにも言われたな。

ＧＭ：「いかにも！　君は自分でものを考えることもできない失敗作の人形だ！　ふたたび私の前に立ち、邪魔をすることが許されると思うのかね、廃棄された失敗作が！」

コウ：…………。

あやめ：コウ君を───あたしの仲間を失敗作なんて呼ばないでください。

ＧＭ：「〝愛ラブ〟……、君までそんなことを言うのかね？　彼が失敗作であることは、すでに実験で確定している事実なのだよ？　失敗作であるということは、世界に必要のない存在ということなのだ」〝ドクター〟は、まるで諭すようにそう言います。

あやめ：そんな考えが……。




　あやめは、強く拳を握りしめた。




あやめ：その考えが、いろんな人を犠牲にした！　あたしのお父さんも、お母さんも、あなたの考えの犠牲になった！　コウくんも、事故に遭った人も、あなたの後ろにいる子供たちも───みんな！

コウ：あやめ……。

あやめ：あたしはあなたを止める。あなたには決してついて行かない。これ以上、あなたのために誰かを犠牲にしない！

神月：おおっ、あやめくんがやる気だ。そうだあやめくん！　こいつを倒たおしてクリスマスパーティーの続きをやるぞ！

あやめ：うん、神月さん。

コウ：そういえば、プレゼントも持ってきていたな。

瞳：まだプレゼントのことあやめに言ったら駄目だからね、コウ（笑）。

コウ：ちゃんとプレゼントを渡すまでは、あやめを連れてはいかせない。

あやめ：うん、一緒に帰ろう！




　あやめとコウ。ふたりは〝ドクター〟に対峙する。

　お互いを必要としてくれる者のために、戦う。




ＧＭ：「彼女を渡すつもりはないようだな？　私は、病んだこの世界を救おうとしているというのに……何故理解してくれないのだ！」

あやめ：どうやって理解しろっていうの！

コウ：むしろ、理解してほしいのはこっちなんだが（笑）。

ＧＭ：「仕方あるまい。私のかわいい子供たち。彼らを排除し、〝愛ラブ〟を確かく保ほしたまえ」と〝ドクター〟が言ったところで、《ワーディング》が展てん開かいされます。

あやめ：くっ……!!

ＧＭ：〝ドクター〟の言葉にしたがって、〝希望ホープ〟がすっと前に出てきます。「残念だよ〝愛ラブ〟。一緒に映えい画がを見に行きたかったんだけどね」

あやめ：あたしは、とてもあなたとは同じ考えになれないよ……。

ＧＭ：「せっかく、起源種のウィルスに選ばれたのにね。まあ、その意味を理解できないんじゃあ……殺すしかないよな」

あやめ：本当は、今日はクリスマスパーティーだったの。だから、あなたたちに捕つかまるわけにはいかないよ。お兄ちゃんと千鳥と一緒にお祝いするんだから！

ＧＭ：それでは、両者が戦闘態たい勢せいに入ったところで、シーンを終了いたします。







　　　　CLIMAX PHASE




◆Climax01◆子こ供どもたちを止めよ


Scene Player ──── 敷しき島しまあやめ






　コウとあやめに敵てき意いを向けられ、〝ドクター〟は憤慨をあらわにした。

　激しい口調で、子供たちに敵の排はい除じよを命じる。

〝希望ホープ〟を始め六人が、〝ドクター〟を守るように前に出た。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズです。敵てきは〝ドクター〟とその子供たちです。

神月：つまり、七人全部が敵か！

ＧＭ：そのとおり。七体との戦せん闘とうになります。まず、侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

コウ：侵蝕率の上じよう昇しよう。（ダイスを振ふる）９が出た。69％になりました。

あやめ：（ダイスを振る）10が出ました。こちらも69％になりました。

神月：（ダイスを振る）こっちは４。いかん、このままだと侵蝕率が低くて裁さい判ばん所しよコンボを発動させられない！（笑）

コウ：まだ衝しよう動どう判はん定ていで上昇する可か能のう性せいがある。低くてもすぐに上がるはず。

瞳：（ダイスを振る）わたしは７上昇。

ＧＭ：それでは、先に衝動判定の処しよ理りもしてしまいましょう。ここで、〝ドクター〟がＥロイス《堕だ落らくの誘さそい》を使用します。

神月：ほう、どんな効果だ？

ＧＭ：衝動判定に失敗すると、侵蝕率が99％以下の場合、即そく座ざに[image: 100]％になります。

神月：おおっ!?　なんだそのシャレにならない効こう果かは!!

コウ：もう戻もどれないというジャームの諦てい念ねんが、周りを巻まき添ぞえにして崩ほう壊かいへ導みちびくもの。Ｅロイスには、こんな効果を持つものがたくさんある。

神月：……なるほど。世界に対するあきらめの気持ちがこっちにも伝わってくるのか。しかし、前回のヤギトラが使ったものといい、Ｅロイスは危険がいっぱいだな。

ＧＭ：そうです。衝動判定に失敗すると、[image: 100]％になった後にさらに侵しん蝕しよく率が上昇します。

神月：わかった。ではさっそく。（ダイスを振る）うわ、失敗！

一同：せんせ──────ッ!?

あやめ：このままだと、神月さんが大変なことに！

瞳：でも、これで裁判所コンボは使えるようにはなったよ？（笑）

神月：……今回は長期戦になりそうな感じがするから、援えん護ごをお願いできないか？

瞳：了りよう解かい。《妖よう精せいの手》を使用して、神月先生のダイスを１個こ10に変へん更こう。

神月：ありがたい。（振ふり足して）これで判定は成功だ！

瞳：（ダイスを振る）私わたし自身の判定、成功。

コウ：（ダイスを振る）９が出たから成功。

あやめ：（ダイスを振る）クリティカルしたので、成功♪

ＧＭ：では、ドクターの放つ禍まが々まがしい雰ふん囲い気きに、みなさんは引きずられませんでした。「何故なぜ、お前たちは私の理想を理り解かいしないのだ！」〝ドクター〟は怒いかりを露あらわにします。

あやめ：あなたと違ちがって、人間と今の世界を大切にしているから！

コウ：理解する必要など、どこにもない！

ＧＭ：「失敗作が大たい層そうなことを！」ではみなさん、侵蝕率を上げてください。

コウ：（ダイスを振る）侵蝕率は81になりました。

あやめ：（ダイスを振る）ぴったり80♪　ここから侵蝕率によるボーナスが入ります。

神月：（ダイスを振る）ここまで来ても、64。今日は本当に侵蝕率が低い！（笑）

瞳：戦闘でタイタス使いたくなるかもしれないから、今のうちにロイスを取得しよう。ここで、クリスマスパーティーをロイスとして取得してもいいですか？（笑）

ＧＭ：どうぞ（笑）。一いち応おう人との絆きずなが表ひよう現げんできればＯＫです。

瞳：帰ったら、絶ぜつ対たいクリスマスパーティーやろうね、みんな！

神月：もちろんだとも！　そのためにとっておきのケーキだって焼いたし、サンタの服まで着てきたんだからね！

瞳：……ひょっとして、サンタの格好のまま戦うの？（笑）

神月：だって、このサンタ服はすごい服だし、これ着てないと〈交渉〉に＋２のボーナスが入らないじゃないか。

コウ：いや、そりゃそうだけど（笑）。

神月：（ノリノリで）さあ悪人ども！　正義のサンタが有罪判決をプレゼントしに来たぞ！（一同爆笑）

瞳：弁護士なんだかサンタなんだか（笑）。

コウ：ちょっと待て、有罪をプレゼントするのは判事とか検事だと思うが？

瞳：少なくとも、サンタではない（笑）。

神月：まあ、細かいことはいいじゃないか。今宵はクリスマスなのだから。




　弁護士と判事の差は、クリスマスになっても変わらないと思います（笑）。




ＧＭ：では、戦闘に移りましょう！




◆第一ラウンド

　あやめたち四人と、〝ドクター〟と子供たち七人が入いり乱みだれた戦闘が始まった。

　混こん戦せんは必ひつ至し、多数を相手にどのような戦せん術じゆつを取るかが重要となる。

[image: ]




ＧＭ：先に説明しましょう。今回の戦闘では、〝ドクター〟は特に行動をいたしません。子供たちに命令を送るだけです。

コウ：確たしかにそういうタイプに思える。

あやめ：戦うのは、子供たちの仕事ってこと？

ＧＭ：（にやり）さてどうでしょうね。

コウ：その前に質しつ問もん。今回の戦闘終しゆう了りよう条じよう件けんは教えてもらえる？

ＧＭ：「全員を倒たおす」以外の戦闘終了条件が存そん在ざいしますが、推すい測そくして当ててください（笑）。

コウ：なるほど、今回はそういう戦闘なんだな。

神月：勝利の条件を探さぐるということか。

ＧＭ：もちろん、敵の全ぜん滅めつでも戦闘は終わりますけどね。

コウ：七人全部倒すのはかなり大変なうえに、倒たおしてもバックトラックで帰ってこられなく可能性もあるな……。

あやめ：ＧＭ、《インスピレーション》で勝利条件を教えてもらうことはできませんか？

ＧＭ：（考えて）……分かりました。戦闘中、メジャーアクションで使用していただければ許きよ可かしましょう。

あやめ：了解です！

コウ：こういう時、ノイマンがいると便利だね。

ＧＭ：〝希望ホープ〟たちは、まるで人が変わったかのように、冷たい目で皆みなさんを見ています。

あやめ：うぅ……さっきまで、あんなにフレンドリーだったのに。

ＧＭ：では、セットアップの宣せん言げんをしていきます。〝希望ホープ〟が《光の銃じゆう》で拳けん銃じゆうを作成します。更さらに、〝節制テンパランス〟が《戦術》を使用します。

あやめ：このラウンドは、《サポートデバイス》は使用しないので、特になしです。

神月：侵蝕率が足りないので裁判所コンボが使えない。セットアップはなしだ。〝ドクター〟の《堕落の誘い》の影えい響きようでまだふらふらしていて、裁判所を召しよう喚かんできないでいる（笑）。

ＧＭ：では、セットアップに入る前に全員の行動値を整理しましょうか。




　それぞれの行動値ちは、以下の通りである。





▼行動値

〝希望ホープ〟　　　　　18

あやめ　　　　　 13

瞳　　　　　　　 13

〝思慮プルーデンス〟　　　　 10

〝正義ジヤステイス〟　　　　 10

〝節制テンパランス〟　　　　９

〝剛毅フオテイチユード〟　　　７

〝信仰フエイス〟　　　　　５

神月　　　　　　 ４

コウ　　　　　　 ３

〝ドクター〟　　　行動せず






コウ：どいつもこいつも、俺おれより早い（笑）。

神月：コウ、我われ々われはじっくり向こうの様子を見ようじゃないか。

コウ：まぁね、完成品様は、俺とは一味違ちがうようなんでな！（一同笑）

ＧＭ：それでは、〝希望ホープ〟の行動から。メジャーアクションで《天からの眼め》＋《音速攻こう撃げき》＋《コンセントレイト：エンジェルハィロゥ》の射しや撃げき攻撃。ダイスは18個で、瞳を攻撃。

瞳：あやめちゃんは捕ほ獲かく対象だから、攻撃しないと思ってたんだ。カモン！

ＧＭ：（ダイスを振る）うっ、命中は15!?

あやめ：面白いくらいに低いですね（笑）。

ＧＭ：だが、これだけでは終わりませんよ。〝正義ジヤステイス〟が《妖精の手》を使って、ダイスの目を１個10に変更。（ダイスを振る）結果、命中は25になりました。

瞳：こっちはガードをします。

ＧＭ：（ダイスを振る）今度はそこそこの出目でした。29点のダメージになります。

瞳：バックラーと防ぼう弾だん防刃ジャケットのおかげで、ＨＰを１点残して生き残った。

ＧＭ：〝希望ホープ〟の弾だん丸がんを、バックラーでギリギリ受け止めたという感じですか。では、次は瞳とあやめの番です。

あやめ：行動値が同じなんで、先に動いていいですか？

瞳：わかった。あやめちゃんからどうぞ。

あやめ：《インスピレーション》の使用を宣言します。ＧＭ、全員を倒す以外の勝利条件は何ですか？




　あやめは、高速で思考を巡めぐらせた。

　───彼かれらの意図を効こう果か的てきに挫くじくには、どうしたらよいか？

　その答えを、あやめはこれまでの観察から即そく座ざに導みちびき出だした。




ＧＭ：あやめには、敵を退しりぞけるための方法が瞬しゆん時じに浮うかびます。子供たちをひとりでも戦闘不ふ能のうにしてください。誰だれでもＯＫです。

コウ：そうか、ひとりでも欠けると〝ドクター〟の野望が叶かなわなくなるから……。

ＧＭ：はい。その時点で、〝ドクター〟たちは撤てつ退たいを選せん択たくします。

瞳：（ちらりとあやめを見つつ）あやめが戦闘不能になった場合も〝ドクター〟の野望が危き機きになるよね？

あやめ：ひーっ!?（一同笑）

ＧＭ：確かにそのとおりですが……本当にそれでいいんですか!?

神月：正義を執しつ行こうするためには時として……いや、さすがに冗じよう談だんだ（笑）。

あやめ：ほっ……。

コウ：しかし、ひとりを倒たおせばいいとしても、敵は全部で七人もいる。かなりしぶとい構こう成せいになっているはずだぞ。

あやめ：……支し援えん系けいの〝正義ジヤステイス〟を集中攻撃した方がいいかな？

コウ：支援系は厄やつ介かいだが、攻撃を仕し掛かけてもガード役がかばってくるはずだ。最終的にはそのガード役を倒すことになるだろう。

あやめ：なるほど、わかったよ！

瞳：じゃ、わたしの番。メジャーアクションで《要の陣じん形けい》＋《エンジェルボイス》＋《導みちびきの華はな》。わたし以外の三人が、達成値は＋10、ダイスが＋２個、クリティカル値は-1。

ＧＭ：次は〝思慮プルーデンス〟。《狂戦士》＋《ポイズンフォッグ》＋《タブレット》で、前ぜん衛えいふたりに支援を飛ばします。ダイスが＋14個、クリティカル値をマイナス１します。

あやめ：〝思慮プルーデンス〟もサポート系だ！

瞳：〝正義〟が振ふり直し、〝思慮プルーデンス〟が強化ってわけかー。

コウ：……しかも、起源種だけあってかなり支援効こう果かが強い。




　侵蝕率によるダイスボーナスが得られない代わり、起源種はエフェクトレベルがより上昇する。そのため、レベル分のダイスボーナスを与あたえる支援の効果が上がるのだ。




ＧＭ：次は〝正義ジヤステイス〟。メジャーアクションで《封ふう印いんの呪》＋《縛鎖の空間》＋《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》。振るダイスは27個で、瞳を攻撃。もし喰くらうと、バッドステータスの重じゆう圧あつ、放心が与あたえられます。更に、次の判定のクリティカルに＋１のペナルティ。特とく殊しゆな血けつ液えきと高重力で、瞳の動きを封ふうじられてしまいます。

あやめ：〝正義ジヤステイス〟は妨ぼう害がいするタイプなんだ。

瞳：オートアクションが使えなくなるから、重圧は面めん倒どうだなぁ。

ＧＭ：（ダイスを振る）こっちの命中判定は48です。

瞳：ダメージが来るわけじゃないから、ガードの意味がない。ドッジを試みる。（ダイスを振る）……失敗。

コウ：重圧を受けるとこのラウンド中、瞳は《カバーディフェンス》ができなくなる。俺がかばっておいた方がいいかもしれん。

神月：いや、このラウンド中だけならカバーリングがなくても耐たえられるんじゃないか？

コウ：……そうか、みんなの侵蝕率にも余よ裕ゆうがあるなら、ここは通しておくか。

瞳：避さけられないので、攻撃を喰らうよ。

ＧＭ：〝正義ジヤステイス〟から放たれた血の鎖くさりが、瞳を縛しばりあげます。

コウ：くそ、やっぱり手数が多い！

神月：私とコウが行動するまで、五人も行動するからな。




　この時点で敵には〝節制テンパランス〟、〝剛毅フオテイチユード〟、〝信仰フエイス〟の行動が残っている。

〝ドクター〟は行動しないとはいえ、これまでの敵より圧あつ倒とう的てきに敵の手数は多い。




ＧＭ：次は、〝節制テンパランス〟の攻撃。マイナーで移動、メジャーアクションで《アームズリンク》＋《コントロールソート》＋《抜ぬき打うち》＋《雷らい光こう撃げき》＋《コンセントレイト：ブラックドック》で、コウを攻撃。ダイス26で、ドッジをした場合はダイスに14個のペナルティが入ります。

一同：ペナルティ14個!?

あやめ：そんなの避けられないよ！

コウ：まだ侵蝕率に余裕がある。喰くらって《リザレクト》する。

ＧＭ：（ダイスを振る）命中判定は49。

コウ：振ふれるダイスの数が０個になるので、俺のドッジは自動失敗。




　音速を超こえる速度で放たれる〝節制テンパランス〟の抜ばつ刀とう。

　何かが身体を掠かすめたと思った時には、もう遅おそい。

　反はん応のうすることすらできず、コウから大量の血が噴ふき出だした。




ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは45点。

コウ：倒たおれるので、《リザレクト》で復ふつ活かつ。（ダイスを振る）侵蝕率は３点上がった。……まだまだだ！

ＧＭ：続いて〝剛毅フオテイチユード〟の行動！　イニシアチブプロセスで《威い圧あつ》を使い、ＰＣのエンゲージを封ふう鎖さ。さらにマイナーアクションで《完かん全ぜん獣じゆう化か》《巨きよ神しん獣じゆう化か》《ハンティングスタイル》を宣言、白びやつ虎このような姿に変身しながらＰＣのエンゲージに移動します。ＨＰが＋50点、ダイス＋７個、素す手での攻こう撃げき力りよくが＋35点になりました。

あやめ：こっちも攻撃系だ！

コウ：いきなり大きくなったぞ。

ＧＭ：巨きよ大だいな獣になった〝剛毅フオテイチユード〟は《獣の力》《爪そう剣けん》《コンセントレイト：キュマイラ》で、神月に殴なぐりかかります。ドッジにダイス１個のペナルティです。

神月：来たまえ！

ＧＭ：ダイスは33個。（ダイスを振る）……命中判定は89。

神月：89!?　そんな達成値は出ない！　ドッジは失敗だ。

ＧＭ：出目が結けつ構こうよかったので、ダメージは[image: 117]点！　ぶぉんと鋭するどい爪が、信じられないほどの力で神月を薙なぎ倒たおします。

神月：[image: 117]点ダメージだと!?　それは弾はじけ飛とぶな！　……だが、これで貴き様さまの運は尽つきたぞ。《リザレクト》だ。ＨＰ８点で復活！

ＧＭ：〝信仰フエイス〟がマイナーアクションで《氷ひよう炎えんの剣》を使用し、攻撃を受け止めるための武器を作成。メジャーアクションは放ほう棄きです。

瞳：なるほど、この子はカバーリング要員なのね。

ＧＭ：というわけで、〝ドクター〟が行動放棄、以上で全員行動終了です。

神月：〝ドクター〟は本気で何もしないんだな。こいつ本当にオーヴァードなのか？

コウ：Ｅロイスを使っているから、ジャームであることは間ま違ちがいない。

ＧＭ：では、神月の番です。

コウ：《威圧》でエンゲージを封鎖されているんで、俺は移い動どうできない。神月先生、目の前のやつを叩たたいてくれ。

神月：……だが、その前に〝正義ジヤステイス〟を一度殴なぐっておきたい気持ちがする（笑）。

ＧＭ：〝正義ジヤステイス〟は後ろのエンゲージにいますよ？

神月：む、そうか。

瞳：様子を見るために、後ろのエンゲージを攻撃するのもありだよ？

神月：わかった！　〝ドクター〟に攻撃をしてみよう。メジャーアクションで《コンセントレイト：ソラリス》＋《絶対の恐きよう怖ふ》＋《抗あらがいがたき言葉》＋《錯さつ覚かくの香かおり》だ。（ダイスを振る）命中判定は52。

ＧＭ：ドクターはリアクションを放棄。〝信仰フエイス〟がガードを行います。オートアクションで《グラビティガード》＋《氷ひよう盾じゆん》。

神月：精せい神しん攻撃さえガードするとは……（ダイスを振る）ダメージは20点。

ＧＭ：（ダイスを振る）41点ガードしますので、ノーダメージ。

神月：今のはただの脅おどしだよ。本番は次だ。

コウ：41点も止めるか。さすが堅かたいな……。

神月：ただ、《抗いがたき言葉》でダイスペナルティが４個入った。そして、私の侵蝕率は80％超こえた！　次からは裁判所コンボを発動できるようになる（笑）。

あやめ：おお、とうとう秘ひ密みつのベールが明らかに（笑）。

コウ：俺の番。マイナーアクションで《完全獣化》＋《破は壊かいの爪》、メジャーアクションで《獣の力》＋《コンセントレイト：キュマイラ》＋《渇かわきの主》で、〝節制テンパランス〟を攻撃。

ＧＭ：了解です。

コウ：16個振り、クリティカル値は７。（ダイスを振る）10……20……と、ここで判定のダイスが一個に───。

ＧＭ：ストップ！　〝正義ジヤステイス〟が動きます。《支し配はいの領りよう域いき》で、その出目を１に書かき換かえます。

コウ：ちっ！　出目が21、〈白兵〉のレベルが９、瞳の支援で10だから……命中判定は40。

ＧＭ：クリティカル値は10ですが、〝節制テンパランス〟はドッジを試みます。（ダイスを振る）10が一個も出ない！　〝正義ジヤステイス〟が《妖精の手》を使います。……ダイスひとつを振り直し、ドッジの値は21。さらに〝節制テンパランス〟が《勝利の女神》を使用、＋20して、42でドッジ成功！

あやめ：達成値40を避さけた!?

コウ：（考えて）……《妖精の手》を一回使わせたが、ここは命中させておきたい。〝希望ホープ〟へのロイスをタイタスに変えて、昇しよう華か。その効果で達成値を上げる。───〝希望ホープ〟よ、俺はお前たちとは相あい容いれない。必ず倒す。

ＧＭ：「失敗作が一いつ緒しよになれるとでも思ったのかよ！」というわけで、どうぞ。

コウ：（ダイスを振る）達成値に＋３、結果命中は43。

ＧＭ：それなら命中しました、ダメージをください。

コウ：（ダイスを振る）ダメージは34点。

ＧＭ：〝希望ホープ〟が《波は紋もんの方ほう陣じん》を使い、ダメージを７Ｄ10軽けい減げんします。……34点軽減なので、ぴったり弾ひきました。コウの打だ撃げきに衝しよう撃げき波はを干かん渉しようさせ、防ふせいでしまいます。

コウ：それでも俺のＨＰは回かい復ふくする。16点回復したので、現げん在ざいのＨＰは19点だ。

ＧＭ：では、第一ラウンド終了です。

コウ：さすがに、これだけ数が多いと大変だな。




◆第二ラウンド

ＧＭ：第二ラウンドのセットアッププロセスです。宣言を始めていきましょう。宣言は、あやめからですね。

[image: ]

あやめ：《サポートデバイス》で支援するツールを作り出し、【感覚】の判定にダイスボーナス６個を得ます。銃に、レーザーサイトなどのオプションがガチャガチャと組み上がっていく！

ＧＭ：では、〝節制テンパランス〟の宣言。《戦術》を使用します。テレパシーで、仲間たちに的確な指示を出す。これで、子供たちにダイスボーナス７個がつく！

神月：……ふっふっふ、次は私だね？

瞳：その不敵な笑いは、いよいよ出るのね！（笑）

神月：そのとおりだよ、瞳くん！　《女王の降臨》と《狂戦士》を宣言！　───地方裁判所コンボの始まりだ！




　神月を中心に、周囲に法廷の幻影が広がっていく。

　───裁きの時、来たれり！




神月：というわけで、正義のサンタがあやめくんにクリティカル値マイナス１とダイスボーナス６個をプレゼントだ！

あやめ：正義のサンタって（笑）。

神月：いらないのかね？

あやめ：（ぶんぶん首を振り）いりますいります！

ＧＭ：それではイニシアチブプロセス。〝節制テンパランス〟が《威圧》を使って、ＰＣのエンゲージを封鎖します。

コウ：〝節制テンパランス〟は足止めが目的のキャラだな。

あやめ：コウ君は突とつ破ぱしないと、他の子供たちを攻撃できないよね。

コウ：そうだな。……というより前のふたりのどちらかを落とした方がいいかもしれん。

瞳：それがよさそうだね。

ＧＭ：行きますよ。〝希望ホープ〟がコウを攻撃。コンボは先ほどと同じ。作り出した拳銃から輝かがやく弾丸を撃うち込こみます。……ダイス目が20で止まったので、〝正義〟が《妖精の手》を使用。……う、振り直しても１ばかり。達成値は35です。

瞳：わたし、まだ侵蝕率低いしコウをカバーリングしようか？

コウ：ドッジが成功する確かく率りつはそれなりにあるが……向こうが妨害系エフェクトを使ってくるとアウトな感じだ。

瞳：わかった。コウがドッジに失敗したら、わたしが対たい処しよする。

コウ：（ダイスを振る）達成値16でドッジは失敗だ。

瞳：〝ドクター〟をタイタスにして即昇華、放心と重圧を打ち消す！　コウを《カバーディフェンス》でカバーリングします。コウ、あぶなーい！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは39点。

瞳：倒たおれて、《リザレクト》。ＨＰ８点で復活。これで、侵蝕率も80％を突破♪

ＧＭ：次は、瞳とあやめの番です。

瞳：あやめちゃん、先に行動して。

あやめ：了解です。マイナーアクションで《ハンドレッドガンズ》を使って拳銃を作成。メジャーアクションは《ギガンティックモード》＋《クリスタライズ》＋《コンバットシステム》＋《カスタマイズ》＋《コンセントレイト：モルフェウス》。射撃で範はん囲い攻撃！

ＧＭ：〝希望ホープ〟があやめに《ミスディレクション》を使用。対象を単体に書き換えます。

あやめ：単体にされちゃったよ！

ＧＭ：というわけで、対象を選び直してください。

あやめ：対象は、〝節制テンパランス〟にします。ダイスは23個、クリティカル値は６。（ダイスを振る）43で止まり。

瞳：まだ止まらないよあやめちゃん。《妖精の手》でダイスひとつを10に書き換え。

ＧＭ：なんの！　〝正義ジヤステイス〟が《支配の領域》で更に上書き。ダイスひとつを１に！

あやめ：では、その結果達成値は41に。〈射撃〉が５レベル、瞳ちゃんの支援が10なんで、命中判定は56です。

ＧＭ：それでも結構高いじゃないですか。〝節制テンパランス〟は《球電の盾》を使用して自身に電撃のバリヤーをまとい、さらに日本刀でガードします。

あやめ：（ダイスを振る）ダメージは33点、装そう甲こう無む視しです。

ＧＭ：（計算して）16点食らいましたが、まだまだ余裕です。雷かみなりをまとった刀であやめの放った弾丸のうち、幾いくつかを切きり払はらいます。しかし、すべてを弾はじくことはできず何発かは〝節制テンパランス〟の体を貫つらぬきます。

あやめ：ごめんね、〝節制テンパランス〟。

ＧＭ：その様子を見た〝ドクター〟が興こう奮ふんします。「すごいじゃないか、あやめ君───いや、〝愛ラブ〟！」（笑）。

あやめ：この力は、あなたのためにある力じゃないっ！（笑）

瞳：わたしの番。わたし以外の三人に支援を飛ばすよ。メジャーアクションで《要の陣形》＋《エンジェルボイス》＋《導きの華》ね。

ＧＭ：了解です。それではこちらの番。〝思慮プルーデンス〟は、〝節制テンパランス〟と〝剛毅フオテイチユード〟の前衛ふたりに。先ほどと同じ支援を飛ばします。ダイス＋14個、クリティカル値マイナス１！

コウ：相変わらず強力な支援だな。

神月：侵蝕率がもっと上がれば、私も支援を飛ばせるんだがな。

ＧＭ：そして次は〝正義ジヤステイス〟が、コウに重力と血液による足止めを行ないます。

瞳：コウ、大丈夫？　庇かばっておこうか？

コウ：攻撃が当たっても、問題になるのはクリティカルへのペナルティだけだ。そんなに被ひ害がいはでかくない。

ＧＭ：（ダイスを振る）命中判定は28。さらに〝思慮プルーデンス〟がコウに《盲もう目もくの羊》を使い、リアクションのダイスにマイナス８個のペナルティを与あたえます。

コウ：《陽炎かげろう》を使用、振れるダイスは11個で、クリティカル値は８。出目次第だな。（ダイスを振る）……よし、出目がいい。ドッジ成功！

ＧＭ：「攻撃が当たらないだと!?　失敗作ごときに!?」動どう揺ようする〝正義ジヤステイス〟。

コウ：残念だが、それは俺の残ざん像ぞうだ───。




〝正義ジヤステイス〟が攻撃したのは、高熱によってゆらいだ空気に映うつし出だされた残像。

　失敗作だと侮あなどっていたコウの能のう力りよくに、〝正義ジヤステイス〟は驚きよう愕がくすることとなった。




ＧＭ：次は〝節制テンパランス〟。ここは一気に行きます！　イニシアチブプロセスで《フルインストール》、メジャーアクションで《アームズリンク》＋《雷光撃》＋《コントロールソート》＋《コンセントレイト：ブラックドック》。ダイス41個で、コウを攻撃。

一同：ダイス41個!?

コウ：もはや、まともにドッジを試みる気も起きないダイス数だ（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）命中判定は47。体中から電でん撃げきが走って突つっ込こんできますね。

コウ：エフェクトなどは使わず、ドッジをやるだけやってみる。（ダイスを振る）……失敗。

瞳：なら、《カバーディフェンス》でコウを庇かばう。

コウ：おお、助かる！

瞳：その代わり、あやめにちゃんとプレゼント渡すのよ（笑）。

コウ：……わかった。




　瞳はコウをかばい、49点のダメージを受ける。

　しかし、《リザレクト》によってＨＰ２点で復活、侵蝕率も98％となった。




瞳：わたしはまだまだ平気だよ。

コウ：まだ《リザレクト》できる可能性を残しているのがすごいな（笑）。

ＧＭ：次は、〝剛毅フオテイチユード〟がメジャーアクションで神月に攻撃。ぶうんと獣の腕うでが神月を薙なぎ倒たおそうとする。命中は88！

神月：ダメ元でドッジをしてみる……が、失敗だった。

ＧＭ：[image: 101]点です。

コウ：また三桁けたのダメージか！

神月：当然耐たえられないので、《リザレクト》で復活だ。侵蝕率98点。いよいよいけるぞ！

コウ：おおっ、ついに！

神月：貴様ら全員被告席に送ってやる！

ＧＭ：「貴様の裁判所なぞ、お前と一緒に砕くだいてくれるわ！」叫さけぶ〝剛毅フオテイチユード〟。

神月：いいのか？　召喚されたのはまだ地方裁判所だ。私は、まだ手の内すべてを明かしてはいないのだぞ（笑）

ＧＭ：「ほほう？　これからもっと上じよう級きゆう審しんに変わるというのか。それは楽しみだな」〝ドクター〟は興きよう味み津しん々しんといった様子で戦闘状じよう況きようを眺ながめています（一同笑）。

瞳：〝ドクター〟、やっぱり変だよ！（笑）

ＧＭ：〝信仰フエイス〟は待機なので、神月の番になります。

神月：「見せてやろう！　高等裁判所を！」マイナーアクションで《ジェネシフト》。（ダイスを振る）６点上昇。

コウ：これで神月先生の侵蝕率が[image: 100]％を超えた!?

神月：地方裁判所が、徐じよ々じよに高等裁判所の背はい景けいに書かき換かわっていくぞ！！




　周囲の光景が、地方裁判所から高等裁判所へと変わりつつある。

　無数の傍ぼう聴ちよう人にんの前で、裁さい判ばん長ちようが今にも有ゆう罪ざい判はん決けつを下そうとしていた。




ＧＭ：（興奮気味に）「ほほう！　これが、高等裁判所か！」

瞳：……ねえ。この人、喜んでるんだけど？

神月：……〝ドクター〟、早く何とかした方がいいな（一同笑）。

あやめ：また傍ぼう聴ちよう席せきから「有罪ギルテイ！　有罪ギルテイ！」と叫ぶ声が？（笑）

神月：もちろんだ！（きっぱり）　〝節制テンパランス〟に正義の鉄てつ槌ついを下す！　メジャーアクションで《コンセントレイト：ソラリス》＋《絶対の恐怖》＋《抗いがたき言葉》＋《錯覚の香り》。

ＧＭ：「く、このくらいの精神攻撃など！」

神月：（ダイスを振る）……達成値は50の───。

ＧＭ：ダイスが１個になったので、そこで《支配の領域》を使います。

神月：ここで打ち止めか。出目が51に〈交こう渉しよう〉のレベルを足して、命中判定は67だ！

ＧＭ：〝節制テンパランス〟は《球電の盾》を使い、日本刀でガードです。

神月：そんなもので防ふせげると思うなよ？　こっちのダメージは52点だ。

ＧＭ：〝希望ホープ〟が《波紋の方陣》を使用。（ダイスを振る）これで完全に弾きました。

神月：なんと!?　52点が弾ひかれたか……・

コウ：今のは向こうの出目がよかった。でも、〝節制テンパランス〟にはペナルティは入るぞ。

神月：高等裁判所では効かないようだな。だが、次の攻撃を防げると思うなよ？

ＧＭ：「ほほう！　更さらなる上級審があると！」期待するような目で見る〝ドクター〟（笑）。

神月：無む論ろん！　───最高裁判所が残っている!!

ＧＭ：「ほお！　それは素す晴ばらしい！」

あやめ：……神月先生と〝ドクター〟、だんだん仲よくなってきてません？

コウ：出会い方さえ間ま違ちがっていなければ……（一同笑）。

神月：いや、分かり合うことなどないから！




〝ドクター〟とわかり合うことを、きっぱりとお断ことわりする神月であった。




コウ：まあ、そんな神月先生の勢いきおいを無視して、俺は〝節制テンパランス〟を攻撃する（笑）。

ＧＭ：はっ、どうぞ（笑）。

コウ：マイナーアクションで《終末の炎》！　メジャーアクションで《獣の力》＋《コンセントレイト：キュマイラ》＋《渇きの主》＋《獣の王》だ。自分の身体を炎に包みながら〝節制テンパランス〟目め掛がけて突とつ進しんする！

瞳：《獣の王》はリアクションを不ふ可かにするエフェクトだっけ？

コウ：そのとおり。俺の獣のような殺気に圧あつ倒とうされ、身動きが取れなくなる。




　おのれの身が傷きずつこうが、炎を巻まき上あげて突進するコウ。

　───一体、これのどこが失敗作なのだ!?

〝節制テンパランス〟の顔が、恐怖に彩いろどられる。




ＧＭ：「…………ッ!?」言葉を発さずとも、〝節制テンパランス〟が恐怖しているのが分かります

コウ：〝ドクター〟にロイスを取って、すぐさまタイタスにして昇華。クリティカル値を５まで下げる。（ダイスを振る）命中判定は63！

ＧＭ：〝正義ジヤステイス〟が《領域の守しゆ護ご者しや》と《領域の盾》を使用。「〝剛毅フオテイチユード〟、頼たのむ！」と叫さけんで、〝剛毅フオテイチユード〟に〝節制テンパランス〟をカバーリングをさせます。

コウ：それでも構かまわん。ダメージは78点。俺は、ＨＰが24点回復。

ＧＭ：これはきつい!?　その一いち撃げきで〝剛毅フオテイチユード〟の体は半分くらい持っていかれた感じです。で、待機していた〝信仰フエイス〟は行動放棄、このラウンドは終了です。




◆第三ラウンド

　第三ラウンドのセットアップは以下の通り。

[image: ]


〝節制テンパランス〟　　　　《戦術》：〝節制テンパランス〟以外の子供たちにダイスボーナス７個

あやめ　　　　　　《サポートデバイス》：【感覚】の判定にダイスボーナス６個

神月　　　　　　　《女王の降臨》＋《狂戦士》あやめのクリティカル値マイナス１






ＧＭ：〝希望ホープ〟は神月を攻撃。メジャーアクションで《天からの眼》＋《音速攻撃》＋《コンセントレイト：エンジェルハィロゥ》を使い、射撃攻撃。ダイスは25個で、クリティカル値は７。（ダイスを振る）命中判定は46。

神月：くっ、ドッジは失敗だ！

ＧＭ：ダメージは42点です。光の弾丸が、神月を容よう赦しやなく撃うち抜ぬいていく。

神月：私のＤロイスは生せい還かん者しやだ。まだロイスに余裕がある、カインのタイタスを切って復活しよう。……あいつにコウが勝つのを見るまで死ねん！

瞳：だよねー。

コウ：なんかダシにされてる気がするんだが……（笑）。

神月：気のせいだ！




　そして、〝思慮プルーデンス〟と〝正義ジヤステイス〟の行動となる。

〝思慮プルーデンス〟は、同じコンボで前衛ふたりに支援を行なう。

　そして、〝正義ジヤステイス〟は攻撃の対象を神月にしていた。




ＧＭ：というわけで、〝正義ジヤステイス〟は神月を攻撃します。「お前の正義など、僕の正義で縛しばってやる！」というわけで、高重力と血液が絡からみついてきます。こちらの命中は37です。

神月：ドッジを試みたが、失敗だ。

瞳：バッドステータスしか入らないから、かばわなくても平気かな？

神月：ああ。受けるバッドステータスも、誤ご差さと呼よべる範囲のものだからな。

ＧＭ：ほほう。それでは重圧、放心をおとなしく喰らってください

神月：ふっ、その程てい度ど痛いたくも何ともない。

コウ：さすがは神月先生。

ＧＭ：次は、あやめと瞳の行動となります。

瞳：あやめちゃん、先に攻撃して。支援をかけなおしてもあんまり効果がないから。

あやめ：了解。マイナーアクションで《ハンドレッドガンズ》を使って拳銃を再さい作さく成せい。メジャーアクションで《ギガンティックモード》＋《クリスタライズ》＋《コンバットシステム》＋《カスタマイズ》＋《コンセントレイト：モルフェウス》。射撃で範囲攻撃。対象は前衛のふたり。

ＧＭ：〝希望ホープ〟から《ミスディレクション》が飛びます。

あやめ：なら、対象は〝節制テンパランス〟にします。……そろそろダイスの量が両手で持てる範囲ギリギリになってきました。

コウ：そこは、小こ振ぶりのダイスを買って対処するんだ（笑）。




　あやめのダイス目は、〝正義ジヤステイス〟の《支配の領域》を受けても71まで伸のびだ。

　瞳からも支援と〈射撃〉のレベルを足して最終的な命中判定は86。

〝節制テンパランス〟は、ガードを選択した。




ＧＭ：〝節制テンパランス〟は、《球電の盾》を宣言してガードします。

あやめ：ダメージは76点、装甲無視です。

ＧＭ：そのダメージに〝希望ホープ〟が《波紋の方陣》を使用して40点止めます。おかげで、〝節制テンパランス〟が受けたダメージは36点です。

あやめ：噓うそ!?　耐えられちゃったの？

コウ：そろそろ落ちそうな気はするんだが。

神月：私の番で戦闘不能に持っていけると嬉うれしいのだが（笑）。




　あやめに続いて瞳の行動。瞳はマイナーアクションでジェネシフト。侵蝕率が[image: 100]％を超え、《要の陣形》がもう一回使えるようになった瞳は、メジャーアクションで、自分を除く三人のＰＣを対象に《要の陣形》＋《エンジェルボイス》＋《導きの華》を使用した。その効果は、ダイスボーナス＋３個、達成値ボーナスが＋12、クリティカル値はマイナスというものであった。




ＧＭ：それでは瞳の次に〝節制テンパランス〟が行動します。まず、オートアクションで《カリキュレーション》。神月から受けていたダイスペナルティを打ち消します。

コウ：おや、本気になったかな？

ＧＭ：そして神月を狙ねらう！　《アームズリンク》＋《コントロールソート》＋《抜き打ち》＋《雷光撃》＋《コンセントレイト：ブラックドック》だ！（ダイスを振る）命中判定は77。

神月：一応、ドッジしてみる……まあ、失敗なわけだが（笑）。

瞳：わたしが《カバーディフェンス》で神月先生を庇うよ。

ＧＭ：電光を纏まとった居い合あいの刃やいばが瞳を切りつけ、ダメージは66点！

瞳：それ死んじゃう！　タイタスを昇華して復活するわ。……クリスマスパーティーは楽しみたいから残しておいて……霧きり谷たにへのロイスをタイタスにする。




　瞳は何とか持ちこたえたが、敵の攻撃は終わらない。

〝剛毅フオテイチユード〟が《威圧》を使ってエンゲージを封鎖、《獣の力》＋《爪剣》＋《コンセントレイト：キュマイラ》のコンボで神月に襲おそいかかった。




瞳：危あぶない、神月先生！　《カバーディフェンス》で先生を守ります！

神月：さっきからすまんな、瞳くん。

ＧＭ：割わり込こんできた瞳には、93点のダメージです。

瞳：タイタスを昇華して復活をするしかない。でも、ひとつ問題があって。

神月：どんな？

瞳：今回のシナリオ、Ｓロイスであやめを指定したから、あやめは切りたくない。

神月：たしかに。

瞳：ストーリーの流れ的に、クリスマスパーティーのロイスも切りたくない。

神月：あれほど楽しみにしていたわけだしな。

瞳：そうすると……タイタスにできるロイスが神月先生しかないんだけど（一同笑）。

コウ：神月先生をかばうために神月先生をタイタスにしてしまうとは、これいかに（笑）。

神月：はは、瞳くん。私との思い出はクリスマスパーティーで作り直せばいいのさ（笑）。

あやめ：おお、うまいことを言う！

瞳：じゃ、神月先生をタイタスにして昇華、復活！（笑）




　瞳がタイタスによって復活すると、次の行動は〝信仰フエイス〟の手番である。

　防ぼう御ぎよを担たん当とうする〝信仰フエイス〟は、行動の放棄を宣言する。




あやめ：というわけで神月先生、出番です。

神月：では、行動の前に経験点を15点使用して、《オーバードーズ》を取得。これで私の力が強化され、裁判所もドンと大きくなるのだ。裁さい判ばん官かんも一五人、傍聴人が一〇〇人に増ふえる！（笑）

ＧＭ：「こ、これはっ!?」そのあまりの規き模ぼに動揺する〝ドクター〟。

あやめ：そして、勢いを増ます有罪コール（笑）。

神月：（厳おごそかな声で）……これが最高裁判所コンボ。

コウ：おおっ、ついに来たか!!（一同笑）

神月：そしてこの場で正義の鉄槌を下すには、ふたつの要よう素そが必要となる───。

ＧＭ：「ふたつの要素……だと？」思わず訊きいてしまう〝ドクター〟

神月：そうだ。被ひ告こく人にんと被ひ害がい者しやへの感かん情じようをすべて忘わすれ去さることが必要なのだ！

あやめ：意味が分かりません、神月先生！（一同笑）

神月：こうすることによって、公平な裁さばきを下すことができるのだ。というわけで、あやめ君と〝正義ジヤステイス〟へのロイスをタイタスにする。

あやめ：（レコードシートを覗のぞき込こんで）……神月先生、あたしへのロイス、Ｓロイスに指定してますけど、いいんですか？

神月：公平な裁きを下す方が優ゆう先せんなのだ。

ＧＭ：分かりました。行動の宣言をお願いします。

神月：マイナーアクションで重圧を解かい除じよ。そして〝正義ジヤステイス〟のタイタスを消化してクリティカル値を１下げる！　メジャーアクションで〝節制テンパランス〟を攻撃する。《コンセントレイト：ソラリス》《絶対の恐怖》《抗いがたき言葉》《錯覚の香り》《オーバードーズ》だ。ダイスは26個、クリティカル値は５！




　神月のダイス目は、50まで到とう達たつする。

　ダイスは３つまで減へり、ダイス目は１、４、10───。




ＧＭ：───ストップ！　〝正義ジヤステイス〟の《支配の領域》で、その10を１へと変更します。

瞳：なら、《妖精の手》で４だったダイスを10へと変更！

ＧＭ：うわ、そんな使い方をしてくるとは！　……悔くやしいですが、通しです。

神月：では、振り続けるぞ。……最終的にダイス目は74までいった！　これに支援と〈交渉〉のレベル、そしてサンタの衣い装しよう（すごい服相当）の効果を加え、命中判定は92だ！

ＧＭ：……さすがにドッジは無理です！　ガードを選択します！

神月：Ｓロイスのタイタスを昇華させて、ダメージバーストするぞ。

ＧＭ：ダメージで振るダイスの数を、５個増ふやしてください。

神月：（ダイスを振る）ダメージは97点！　三桁には届とどかなかったが、十分だろう。




　神月は〝節制テンパランス〟を指し、高らかに宣言する。

「有罪！　それが、お前に下された判決だ！」

　───判決は下った。




ＧＭ：……〝節制テンパランス〟は戦闘不能になりました。

神月：さぁ、どう動くかな？

ＧＭ：〝ドクター〟が動揺した表ひよう情じようを見せ、「い、いかん！　──〝思慮プルーデンス〟！」と叫さけびます。〝思慮プルーデンス〟が《奇き跡せきの雫しずく》を使用し、〝節制テンパランス〟を戦闘不能から復活させます。

あやめ：勝利条件は達成されました？

ＧＭ：はい。ひとりを戦闘不能に追おい込こんだので、ここで戦闘は終了になります。

あやめ：……ほっ（安あん堵どのため息）。

ＧＭ：ただ、クライマックスフェイズ自体は続きます。

あやめ：はい。

ＧＭ：「何ということだ！　想そう像ぞう以上に君たちの戦闘能力は高かったようだ」

神月：フッ……、これだけで驚いていてもらっては困るな。私はまだ最高裁判所コンボを超える裁判所コンボを残している！

一同：なんだって──────っ!?（爆笑）

瞳：最高裁判所より上の裁判所が!?

あやめ：あたし、最高裁判所が一番上だと思ってた！（笑）。

ＧＭ：「これ以上の裁判所があるだと!?」さすがに驚く〝ドクター〟。……というか、俺も驚いてます。……マジですか？

神月：ああ、本当だとも。その名も───国際司法裁判所コンボ!!

一同：国際司法裁判所コンボ!?

神月：英語で言うと、International Court of Justiceインターナシヨナル・コート・オブ・ジヤステイス！　どうだ、すごいだろう。……厳密には最高裁より上の裁判所ってわけではないが問題ない。コンボ的に考えて！

ＧＭ：……す、すごい。いや、よくわからないけど……言葉の響きだけですごそうだ！

コウ：……ああ、インターナショナルでジャスティスだからな（笑）。




　セッション終了後に調べましたが、国際司法裁判所は、国際紛争を裁判で解決する国連の機関だそうです。




ＧＭ：「まだそんなものが残っているとは……。さすがに、ここは退くしかあるまい」

瞳：〝ドクター〟がびびってる!?

ＧＭ：「今回は諦あきらめねばならないようだ。だが、必ず戻もどってくるぞ」

あやめ：もう戻ってこなくていいよ……（笑）。

ＧＭ：「そういうわけにはいかない。誰だれひとりとして欠けてはならんのだ」〝ドクター〟と子供たちは退たい場じようしようとしますが、止めますか？

神月：私は最高裁判所コンボのリバウンドでかなりヤバくなっている。実は、仮に国際司法裁判所コンボを発動させていたら帰れなくなってしまうのだ（笑）。

コウ：文字通り、神月先生の切り札なのか。こっちも侵蝕率は厳しい、深追いはしない。

ＧＭ：了解です。〝ドクター〟はあやめの方に向き直ります。

あやめ：びくっ！（笑）

ＧＭ：「いずれまた迎むかえに来る。その時まで、さらばだ、〝愛ラブ〟───」

あやめ：……返事はしないでおく。

ＧＭ：そちらが追ってくる様子がないなら、〝信仰フエイス〟が《ディメンジョンゲート》を使用してゲートを出現させ、退場していきます。ドクターたちは退場します。




〝ドクター〟と子供たちは傷きずついた仲間を抱かかえ、その場から消えていく。

　去り際ぎわに、〝希望ホープ〟があやめに振ふり返かえった───。




ＧＭ：「一緒に映えい画が見に行くって約束、忘わすれないからな」振り返った〝希望ホープ〟がにこやかな表情でそう言います。

あやめ：うっ……。

ＧＭ：彼かの女じよは微笑ほほえんでいましたが、それはどこか冷たいものを感じさせるものでした。その言葉を残して、〝希望ホープ〟もこの場から去っていきます。

瞳：やったわ！　あやめを守りきったわ！

あやめ：……〝希望ホープ〟のセリフ、また迎えに来るって意味だよね。

コウ：そのようだ。だが、お前は俺が守っている。心配はない。

あやめ：そんなセリフ聞いちゃうと、耳まで真っ赤になっちゃうよ～。

コウ：……なんだ？　おかしなヤツだな。

瞳：コウはとことん思わせぶりだよね（笑）。

ＧＭ：では、クライマックスを終了いたします。








《インスピレーション》　直感によって正解に辿り着くノイマンのエフェクト。ＧＭに質問できる。

《光の銃》　光を集めて射撃武器を作るエンジェルハイロゥのエフェクト。

《戦術》　味方に的確な指示を与えるノイマンのエフェクト。

《天からの眼》　屈折率を広げて視界を変化させるエンジェルハイロゥのエフェクト。

《音速攻撃》　音速の素早さで攻撃を行なうハヌマーンのエフェクト。

《ポイズンフォッグ》　生成した物質を気体として発散し、対象を範囲（選択）にするソラリスのエフェクト。

《タブレット》　生成した物質を固体に変えて投げつけ、射程を伸ばすソラリスのエフェクト。

《封印の呪》　血液を敵の体内に打ち込み、動きを止めるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《縛鎖の空間》　領域内のあらゆる存在を利用して対象を封じ込め、バッドステータスの重圧を与えるエフェクト。

《アームズリンク》　装備した武器と自分の神経を直接結線することで、効果的に使うブラックドッグのエフェクト。

《コンロールソート》　思考で身体を制御するノイマンのエフェクト。

《抜き打ち》　構えると同時に攻撃を繰り出すノイマンのエフェクト。

《雷光撃》　武器を雷で包み、威力を高めるブラックドッグのエフェクト。

《威圧》　プレッシャーや巨大な体軀によって敵の移動を阻害するエネミーエフェクト。

《巨神獣化》　自身を巨大化させるキュマイラのエネミーエフェクト。

《爪剣》　硬質化させた爪による攻撃を行なうエグザイルのエフェクト。

《氷炎の剣》　氷や炎を誘導して武器の形にするサラマンダーのエフェクト。

《氷盾》　氷の盾を作り出すサラマンダーのエフェクト。

《支配の領域》　領域を支配し、対象を意のままにするオルクスのエフェクト。

《勝利の女神》　適切な戦術指揮によって対象を勝利へと導くノイマンのエフェクト。

《波紋の方陣》　振動で攻撃をそらすハヌマーンのエフェクト。

《ミスディレクション》　光学的な囮を作り出し、広範囲の攻撃から守るエンジェルハイロゥのエフェクト。

《球電の盾》　対象を球電で包み、攻撃から守るブラックドッグのエフェクト。

《盲目の羊》　視覚を阻害する物質を生成し、行動を妨害するソラリスのエフェクト。

《フルインストール》　生体電流の電荷量を上昇させ、神経速度を極限まで高めるブラックドッグのエフェクト。

《領域の守護者》　《領域の盾》を遠方にまで効果を及ぼすオルクスのエフェクト。

《領域の盾》　他人にかばわせるオルクスのエフェクト。













　　　　ENDING PHASE




ＧＭ：バックトラックになります。Ｅロイスは、ドクターが持っていた《堕だ落らくの誘さそい》のみです。侵しん蝕しよく率りつを２Ｄ10減へらしてください。

神月：（ダイスを振ふる）16減へった！　ありがたい。

コウ：（ダイスを振る）７減った。

あやめ：（ダイスを振る）10点減った。

瞳：（ダイスを振る）侵蝕率が[image: 102]まで減った。

ＧＭ：そのあと、ロイスの数だけ減らしてください。

あやめ：瞳ちゃんへロイスを取得してから判はん定ていします。

コウ：ダイスは増ふやさず振ふろう。（ダイスを振る）侵蝕率85で帰き還かん。

あやめ：ダイスは増やさない。（ダイスを振る）86。初めていい値で戻もどってきたかも。

神月：６Ｄ10で22点減へらせばいいので、ダイスは増やさず……（ダイスを振る）90で帰還。

瞳：ダイスは増やさずに、（ダイスを振る）84で戻ってきた。

ＧＭ：皆みなさん帰還できましたね。おめでとうございます。エンディングフェイズに入ります。







◆Ending01◆雪のクリスマス


Scene Player ──── 敷しき島しまあやめ






　雪が舞まい散ちる町。ドクターたちの背せを見送ったあと、あやめは大きく息をついた。

　これで、ようやく、クリスマスらしいクリスマスを迎むかえることができる……。




ＧＭ：まず、合同のエンディングシーン。戦せん闘とうの直後、綾あや間ま市には、雪が舞まい降おりています。

神月：ホワイトクリスマスというヤツだな。粋いきなはからいじゃないか。

コウ：あやめ、無事だったか？

あやめ：このとおり、何ともないよ！　と飛とび跳はねて見せます。

コウ：うむ。奇き妙みような呼よばれ方をしていたので、少し気になったのだが（笑）。

あやめ：あれは気にしなくていいから！（笑）

コウ：〝愛ラブ〟とか呼ばれていたような？

あやめ：恥はずかしいから忘わすれて～！

瞳：詳くわしい話は後にしない？　あやめちゃんが話をした方が楽になるなら、聞くけど。

あやめ：千鳥とお兄ちゃんのこともあるから、さっさと帰って様子見ないと。

コウ：うむ。無事であるなら、それでいい。

あやめ：というか雪降ふってるから寒いよ～！

コウ：寒いのか？　俺おれはサラマンダーだから、寒さは感じない（笑）。

神月：コウ、とことん無ぶ粋すいだな（笑）。

瞳：ほらほら、クリスマスパーティーのために急いで帰ろう！（笑）

神月：瞳くんが私わたしに冷たい気がするんだが（笑）。

瞳：ロイスを昇しよう華かさせたけど、神月先生のことを忘わすれたわけじゃないからね（笑）。

あやめ：あっ、今、何時!?

コウ：そろそろ夜か？

ＧＭ：夜九時くらいです。

瞳：さぁさぁ、急いで帰るよ～！

コウ：……そんなに時間を気にしないといけないものなのか？

瞳：当たり前でしょ！　二四日のうちにパーティーすることが大事なの！（くわっ）

コウ：（気け圧おされた）……そ、そうか。

あやめ：それじゃあ、戻もどろうか。




　綾間市には、色とりどりのクリスマスイルミネーションが灯っていた。

　四人は、しずしずと雪の降ふる中を歩いて家路を急ぐ。

　さあ、これからパーティーだ！







◆Ending02◆綾間市のメリー・クリスマス


Scene Player ──── 敷島あやめ






　こうしてクリスマスの戦いは終わった。

　日はとっくに暮くれて、夜もすっかり更ふけた頃ころ。

　あやめの胸むねには、兄と千鳥を巻まき込こんでしまったという想いが残っていた。




ＧＭ：では、次のシーン。全員登場です。みんなで、敷島家に戻ってくるシーンですね。

あやめ：……みんな、まだ待ってるかな？

神月：おや、どうしたんだね？

あやめ：うん、今回のことでお兄ちゃんと千鳥を巻き込んじゃったかなって。

神月：そうか、そのことが気がかりなのか。

あやめ：それに、お父さんとお母さんが〝ドクター〟に殺されたってこともわかっちゃったんだよね。このまま楽しんじゃって、いいのかなって……。

瞳：そっか、それを気にしてるんだ。

あやめ：うん。

瞳：あやめちゃん。わたしたちオーヴァードには、辛いこともあるけれど、自分たちの日にち常じようは満まん喫きつしなきゃ。それがあるから、ちゃんと理り性せいを保たもてるんだよ。

あやめ：そうなのかな？　それでいいのかな。

コウ：俺からはあまり言うことがない。ただ、待っている人たちはお前の日常なのだろう？

あやめ：うん、大切な日常だよ。

コウ：待っているのに、日常へ帰らないのか。

あやめ：……あたしは、帰りたい。

瞳：だったら、ちゃんと帰らないと。あやめちゃんが明るい顔でクリスマスを楽しむのは、待っているひとたちの大切な日常でしょ？

あやめ：そっか。暗い顔してたら、お兄ちゃんも千鳥も心配するもんね。

瞳：そうだよ。ちゃんと楽しまないとね。

あやめ：うん！

ＧＭ：というわけで、みんなして敷島家に帰ってきます。

あやめ：ただいま～。

ＧＭ：すると、巧たく己みと千鳥がどたどたとやってきて出で迎むかえますよ。

神月：（千鳥になって）「ごめんね、あやめ～。準じゆん備びもそこそこに寝ねちゃって！」（一同笑）

あやめ：ううん、気にしないから。あたしも、ちょっとみんなで出歩いてたし。

ＧＭ：お兄ちゃんも「すまないな。年とし甲斐がいもなく、はしゃいでしまったのかもしれない」と言ってます（笑）。

あやめ：はっ！　今の今まで忘れてたけど……この場でお兄ちゃんにコウ君を紹しよう介かいしないといけない!?（超ちよう動どう揺よう）

瞳：まずは神月先生を紹介するところからじゃない？（笑）

あやめ：ええっと、どうやって神月先生を紹介すればいいんだろう？　バイト先の店長？　法ほう律りつ事じ務む所しよの所長？

神月：レストランの店長なら、お兄さんも信用してくれるだろう。

瞳：普ふ通つう、法律事務所の所長の方が社会的信用は高いんじゃないかな？

あやめ：ええと、こっちがバイト先の神月先生だよ。……とにかく先生としか言わない方向でお兄ちゃんに紹介する（笑）。

ＧＭ：「ああ、あやめのバイト先の。いつも妹がお世話になっております。おかげで成せい績せきもよくなってきていて」

神月：（凛り々りしく）あやめくんは若わかい。まだまだ未み熟じゆくなところもあるが、有ゆう能のうな助手として働いてもらっている。

ＧＭ：「助手？　ああ、ウェイトレスのことですね。いえいえ、あやめが役に立っているのなら何よりです」

あやめ：はぅ。何かふたりのやり取りを聞いていると、微び妙みように照れる……。

神月：そうそう。お兄さんは、陸原コウという男を知っているかね？

ＧＭ：「仲のよい友人ができたと聞いておりますが……」

コウ：渦か中ちゆうの俺は、無言で食しよく卓たくについていて食事がくるのをじっと待っているのだが。

瞳：まったくコウときたら（一同笑）。

ＧＭ：千鳥が「陸原も取り分けるの手伝いなさいよ～！」とか言いながら、料理を取り分けてます。

コウ：ふむ、やっていいのか。ならば手伝おう。

瞳：今夜は、かなり豪ごう勢せいな食卓になるはず（笑）。

あやめ：ほぇ？

神月：私がイージーエフェクトを使いまくって用意した料理が並ならぶんだからな！（笑）

あやめ：なるほど！

神月：そして千鳥が「ほら、陸原もいることだし、あの服着なさいよ～！」と言って、あやめを着き替かえさせるわけだな（笑）。

あやめ：……はっ、ミニスカサンタに着き替かえさせられました（笑）。

神月：（千鳥になって）「あやめ、似に合あってる、似合ってるよ～♪」

あやめ：コウ君がどうこうより、千鳥自身があたしの着きせ替かえを楽しんでいる気がする！

コウ：九割わり近く、千鳥自身の趣しゆ味みでやっていると思う（笑）。

神月／千鳥：「ほらほら陸原～！　あやめのこの格かつ好こう、どう思う～？」

あやめ：は、はぅ……。スカートの裾すそを押おさえながらとてとてと歩いてきます（笑）。

コウ：（しばらく考かんがえ込こんで）……ふむ、珍めずらしい

一同：珍しい!?（笑）

ＧＭ：その格好を見た巧己が「そうか、あやめもそういう年になったのか……。だけど、それ以上の関係になるのは、お兄ちゃんはまだ早いと思うぞ？」

あやめ：お兄ちゃ～ん!?　ちょ、ちょ……！（笑）

瞳：お兄ちゃんは心しん配ぱい性しようだ（笑）。

コウ：何を心配しているのか、よく分らないが。

ＧＭ：「コウ君、くれぐれも誠せい実じつなお付き合いを頼たのむよ？」とコウの肩かたに手を置きます。なんか、ちょっと力入ってる感じですが（笑）。

コウ：誠実？　では、そうなるように注意しよう。

ＧＭ：「まぁ、硬かたい話はこれくらいにして、今はパーティーを楽しもう。瞳ちゃんも、遠えん慮りよせずに楽しんでいってくれ」

瞳：わたしは遠慮せずに、七面鳥とかを頰ほお張ばってるよ（笑）。

ＧＭ：「……いつもはあやめとふたりきりだから。こういう風に賑にぎやかな食卓は嬉うれしいよ」

神月：私もひとり暮ぐらしだから、その気持ちはよく分かるぞ。

ＧＭ：千鳥はいつもどおりです。「ほら、あやめ！　もっとアピールアピール！　陸原も、人目があるからって遠慮しないの！」

コウ：ほう、もっと食っていいのか？（一同笑）

ＧＭ：「そうじゃないでしょ！　も～、これだから陸原は～！」

あやめ：わ、話題を変えよう（笑）。せっかくだし集合写真を撮とろうよ！　六人で揃そろって！

瞳：いいよ～。じゃあ、デジカメのタイマーをセットして……パシャ（撮とった）。




　皆みなで思い思いのポーズを決めて、パシャリと一いち枚まい。

　楽しい想い出は、なるべく記録に残したい。

　今日は、クリスマスパーティーなのだ。




ＧＭ：では、そろそろプレゼント交こう換かんの時間になります。千鳥が「じゃあ、交換するよ～」と音頭を取ります。それぞれ、適てき当とうに……。

瞳：その瞬しゆん間かん、わたしは《ワーディング》を張はる！

一同：ええっ!?（笑）

瞳：コウのプレゼントをあやめちゃんに、あやめちゃんのプレゼントをコウに渡わたす！　神月先生には「文もん句くは言わせないよ？」って睨にらみつける！（一同爆ばく笑しよう）

神月：私は瞳くんとプレゼント交換できれば何も文句はない（笑）。

瞳：はい、決まり！　わ～い、わたしのは神月先生のやつだ～♪　と勝手に開き始めます。

神月：中から六法全書が出てくるのだ（笑）。

あやめ：えええ～。

瞳：……わー、ちょー嬉しいなー……（[image: ]超ちよう棒ぼう読よみ）。

コウ：瞳のテンションが下がった。これはタイタスにされても文句が言えないレベル（笑）。

あやめ：あはは（笑）。




　楽しいクリスマスパーティーのひととき。

　こんな時間が、今はとてもいとおしく思える。

　ずっと失いたくない───。

　いつまでも続くようにと、あやめは願っていた。







◆Ending03◆無愛想なサンタクロース


Scene Player ──── 陸原コウ






　楽しかったパーティーも、そろそろ終わりの時間。

　後あと片かたづけが始まり、帰り始めた者もちらほら。

　ゲスト見送りに庭に出たコウとあやめは、期せずしてふたりっきりになってしまった。




ＧＭ：では、最後のシーン。コウたちを見送りにあやめが庭まで出てきたところです。巧己は、台所であと片かたづけ中。

瞳：わたしと神月先生はさっさと帰るから、コウとあやめちゃんのシーンにして（笑）。

あやめ：ふたりっきりになってしまった……（笑）。

コウ：しかし、俺はいつもどおりだったりする。

瞳：《彼方かなたからの声》でコウだけにささやきかける！　「プレゼントを開けなよ」って言いなさい！（一同笑）

コウ：びくっ！（笑）

あやめ：コウ君、どうしたの？

コウ：……ぷ、プレゼントを開けてみるといいと思う（笑）。

あやめ：では、開けてみましょう。ガサガサ……（開けている）。

瞳：そこには、コウとお揃そろいのマフラーが入っている。

一同：ああ～！（納なつ得とく）

神月：コウはいつもマフラーしているからな。

コウ：お揃そろいといっても、別に特別なデザインではないが。

瞳：（《彼方からの声》のささやきで）ほら、あんたが首にかけてあげるの！（笑）

コウ：指し示じどおりに、あやめの首にかけよう。

瞳：「似に合あうよって言うの！」と、以い下か略りやく（笑）。

コウ：右を見て、左を見て……そういえば、俺のと同じだな。

あやめ：照れながら、コクコク頷うなずく！

神月：それって、自分が買ったプレゼントじゃないってバレるような（笑）

ＧＭ：プレゼント交換の時点で、瞳が仕組んだことはバレてると思いますよ（笑）。

コウ：俺のマフラーは、体温調節以外にも生命維い持じに必要な何かが仕し込こまれているので……お前にこのマフラーが必要だとは思わないが、この季節にあって損そんはしないはずだ。

あやめ：必死に頷うなずきます。だ、だ、だ、大事に使う！　す、すごく嬉しい！

コウ：喜んでもらえて何よりだ。……お前からもらったものを開けてもいいのか？

あやめ：うん！

ＧＭ：ちなみに、あやめが用意したプレゼントは何ですか？

あやめ：考えていたのは、フォトフレームです。前のシーンで撮った写真を、家のプリンタで急いで印刷して、プレゼント交換の直前に入れたということで。

ＧＭ：なるほど。

あやめ：誰だれの手に渡わたってもいい品物だけど、コウ君が持っていてくれると一番嬉しい。最初の頃のコウ君の部屋、殺風景だったし。

瞳：最近はあやめちゃんや神月先生も来るようになったから、少しは改かい善ぜんされてきてるけど。

コウ：不思議なものを見た顔をしたあと、呟つぶやく。大事にしよう。

あやめ：うん！

コウ：……いいものだな。そう言って、ほんの少し笑おう。

あやめ：っ!?

瞳：コウが笑った!?

コウ：そろそろ話を戻もどそう。〝ドクター〟たちのことだが。

あやめ：う、うん。

コウ：やつらのたわごとにお前を付き合わせるつもりはない。安心しろ、今までどおりお前を守ろう。

あやめ：……うん。

コウ：そして、あやめをＳロイスにします。

あやめ：では、こちらもコウをＳロイスにします！

コウ：「それじゃあ、また」と言って、帰ります。

あやめ：また、明日ね───。




　遠ざかるコウの背。あやめはぼんやりと見送った。

「何？　あんた、コウに惚ほれてるの？」

〝希望ホープ〟の言葉がフラッシュバックする。

　あやめは、その問いに答えるかのように呟つぶやいた。

　その気持ちは、いつの間に生まれたものなのだろう。




「……好き、なのかもしれない」




　けれど呟つぶやかれた言葉は、誰の耳にも届とどくことはなかった───。
















◆Ending04◆コウとカイン


Master Scene






　綾間タワーから、〝マスターレイス03〟カインは夜の街を見下ろしている。

　ネオンと家々の灯が彩いろどる市街の夜景が広がっていた。




ＧＭ：では、最後にもうひとつシーンを用意します。マスターシーンですが、タイミングを見て、ＰＣは登場して構かまいません。

あやめ：どういうシーン？

ＧＭ：カインが夜の綾間タワーから街を見下ろして独どく白はくしている……そんなシーンです。




「これでピースは揃い始めた。歯車は回り出すだろう」

　夜景を一望しながら、カインは呟く。

　敷島あやめ、そして〝ドクター〟とその子こ供どもたち。

　そして、過か去この記き憶おく───。

　彼かれが求めているものが、徐じよ々じよに揃いつつあった。




あやめ：カイン君が意味深なことを呟いている……。

神月：こいつがあやめくんを利用して何かしようとしているのはわかるんだがな。

ＧＭ：カインは、誰だれかが来るのを待っているようにも見えます。

コウ：……俺を待っているのか。なら登場しよう。

ＧＭ：はい、どうぞ。

コウ：俺は……カインが見下ろしている街中に登場する！

ＧＭ：えっ!?　綾間タワーにやってくるのではなく!?

コウ：そう、距きよ離りにしたら数百メートルも離はなれているだろう。しかし、カインが見下ろす街中のビルの屋上に、綾間タワーを凝ぎよう視しする俺の姿すがたがあるんだ。

一同：おおっ!?

ＧＭ：それはかっこいい！　では、コウの視し線せんに気づくカイン。

神月：気づけるのか!?　すごいなカイン。

ＧＭ：はっ、オーヴァードの超ちよう感かん覚かくによるものです（笑）。




　おのれに向けて放たれる強い殺気───。

　その殺気を辿たどり、カインは自分をねめつけるコウの姿を捉とらえた。

　カインの端たん正せいな口元が歪ゆがみ、ぞっとするほど冷れい酷こくな笑みを形作る。




コウ：見えているぞ、カイン……お前がどこにいようと。

ＧＭ：コウもカインも、数百メートルの距離を隔へだててお互たがいの存そん在ざいを知覚します。

瞳：さすがは、宿しゆく敵てき同士。

ＧＭ：コウが鋭するどい視線を、カインが冷たい視線を向け合うわけですね。

あやめ：ぞくぞくしちゃうよね……。




「どうやら、敷島さんを助けられたようだね───〝降魔の爪メメントモリ〟」

　カインは、まるで傍かたわらにコウが存在するかのように語りかける。

　その隔へだてる距離を思えば、声が届くはずがない。

　だが、カインは自分の意い志しが届くと確かく信しんしている。

　何故なぜなら、運命に選ばれた宿敵同士なのだから。




「……カイン。俺はお前とは違ちがう」

　コウは、その異い形ぎようの右手を遠くの綾間タワーに向ける。

　そして、その手は一いつ瞬しゆんだけ赤い炎ほのおをまとい、力強く握にぎられた。

　いずれ決着をつけるべき相手に向けて、何かを宣せん言げんするかのように。




　コウとカイン、赤き闇やみと白き絶ぜつ望ぼう───。

　両者の視線は、雪降る街の中で交こう錯さくする。

　どちらとも、次は容よう赦しやなく相手を倒たおすだろう。




　───冷たい風は、戦いの予感を乗せていた。





『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・ジェネシス　断だん罪ざいのジャスティス』

fin

And Continued to "Double Cross Genesis 4th"









　　　　あとがき




『ＤＸ３』怒ど濤とうの発はつ刊かんラッシュも『上級ルールブック』が発売されたところで、ひとまず落ち着くだろうと思っていました。……ですが、そんなことはありませんでした！




『ディープフロント』（ゲームフィールド刊かん）に『ムーンレスナイト』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊）、二本のシナリオ集。

　ＦＨの謎なぞに迫せまるだけでなく、ＦＨのＰＣ作成を可か能のうとするサプリメント『パブリックエネミー』。そして、同サプリメントに対たい応おうした新しいリプレイシリーズにして、ＰＣ全員がＦＨ関係者という『デザイア』シリーズ。

　さらにはデザイナーの矢野俊策やの・しゆんさく本人が手がける小説、『ダブルクロス01　ファースト＋ペイン』も発売されました。

『ＤＸ３』の勢いきおいはまだまだ衰おとろえません。

　ユーザーのみなさん、これからも『ＤＸ３』を盛もり上あげるために御ご助じよ力りよくください。

　あっ！　それから、この『ジェネシス』シリーズもよろしくお願いします！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　本書を手に取っていただき、ありがとうございます。

　この本の著ちよ者しやの伊藤和幸いとう・かずゆきです。




『ダブルクロス The 3rd Edition　リプレイ・ジェネシス③　断だん罪ざいのジャスティス』。

　いかがだったでしょうか？

　表紙を見ていただければ分かるかもしれませんが、本ほん巻かんの第一の見所は、師走しわす先生が演えんじる神月正義かんづき・せいぎの活かつ躍やくです。

　第五話にて、主役を務つとめることとなった神月正義。彼かれの熱い正義の心と破は天てん荒こうな言動の数々は、その場にいたセッション参加者を大いに笑わせ、また驚おどろかせていました。

　もちろん、見所は神月正義だけではありません。

　コウとあやめを中心とした物語もまた新たな局面に突とつ入にゆうすることとなります。

　彼らの過か去こと因いん縁ねんの一部もまた、本ほん巻かんにて明かされますので、そちらも注目です！




　さて、ここから先は恒こう例れいのシナリオ解かい説せつとなっております。ネタバレとなる記き述じゆつが含ふくまれていますので、未読の方は本ほん編ぺんを読んでから先にお進みください。




第五話

　コウとあやめの秘ひめられた過去の一いつ端たんが明かされるシナリオであり、また同時に神月が過去の因縁と向き合うシナリオでもあります。

　この第五話では、キーパーソンのひとりとして、神月が長らく固定ロイスとして残してきた〝記者〟───九陽文子くよう・ふみこが出てきます。




　九陽文子は、元々は神月を作成した際さいに設せつ定ていされた固定ロイスのひとつで、特に名前も設定されていませんでした。師走先生は、慕ぼ情じよう／憎ぞう悪おというロイスの感かん情じようから、この記者を三面記事で神月を悪あく徳とく弁べん護ご士しとしてすっぱ抜ぬいた因縁の相手である、と設定したのです。こんなおいしい因縁を使わない手はない───。




　というわけで、名もないロイスは九陽文子となり、今回のシナリオができあがりました。

　過去の事じ故この情じよう報ほうとＰＣを繫つなぐ役として文子を出したことで、神月は奮ふん起き。結果としてセッションは大いに盛もり上あがりました。その活躍は、他のプレイヤーの方々にも楽しんでいただけたようで、ほっとしております。

　今回は、ちょっと大人の雰ふん囲い気きの話ができたんじゃないかと思っています。

　ちなみに、神月と文子のエンディングですが、作中にあるとおり演えん出しゆつとセリフのほとんどが師走先生ひとりで行なったものだったりします（笑）。




　エンディング前の休きゆう憩けい時間は、一〇分程てい度どの短いものでした。

　そのわずかな時間で、持もち込こんでいたノートパソコンに原げん稿こうとして書き起こしていたわけですから驚おどろきです。

　いやはや、あの発想と行動力。同じ物書きとして見習わねばと思いました。




　それと、この回を盛もり上あげてくれた陰かげの功労者、〝ヤギトラ〟こと矢儀虎之助やぎ・とらのすけについても触ふれておかねばなりません。




　………当初は、ハードボイルドな殺し屋を登場させるつもりだったんです。

　それが、山羊だの虎とらだの名前について突つっ込こまれているうちに自分でも面白くなってしまい、あんなキャラクターになってしまいました（笑）。

　彼の名前は、ツッコミ生命体・矢野俊策のツッコミ本ほん能のうにギュンギュンきたようです。

　プレイヤーにあれだけ強い印象を与あたえたのですから、ヤギトラも本望でしょう。




第六話

　第五話でちらりと出した情報をもとに、さらに物語を展てん開かいするべく、第三勢せい力りよくとして〝ドクター〟と彼の配下である子こ供どもたちが登場するシナリオとなっております。




　このシナリオでは、ちょっと思い切った戦せん闘とうギミックを入れてみました。

クライマックスの戦闘で、対決する敵てきが六人（ドクターは実じつ質しつ動かないので数に入れません）であるという部分です。




　何度もセッションを重ねていることもあり、すでにＰＣたちの戦せん術じゆつは確かく立りつされています。その戦術にはまると、変かわり映ばえのしない戦闘となってしまう可か能のう性せいがありました。

　そこでシナリオ内ない容ようと合わせて検けん討とうした結果、敵の数を増ふやしてみることにしたのです。

　敵の手数が増ふえ、攻こう撃げき目標も増ふえたわけですから、戦い方もいつも通りとはいきません。

　ただ、そうすると今度は敵が圧あつ倒とう的てきに有利になってしまいます。それを対等な勝負となるよう、ひとりを戦闘不ふ能のうにすると撤てつ退たいするという勝利条じよう件けんを定めておきました。

　クライマックスは、この条件を探さぐりながら戦うという展開を想定していたのですが、あやめの《インスピレーション》によって早々に気づかれてしまいました。勝利条件がわからないままだったら、もっと苦戦したかもしれません。

　また、あやめとコウ、そしてカインの過去について語られる回でもあります。

　三人に共通する過去───それは、最高最強のレネゲイドビーイング、アダムを作り出すために〝ドクター〟が集めた素そ体たいだったというものです。

　この過去設定は、『ジェネシス』シリーズの開始が決定したときから考えていました。




　作中、プロジェクト・アダムカドモンという計画の存そん在ざいが明らかになりますが、これは『上級ルールブック』にも記き載さいされている背はい景けい設定です。元々は、『ダブルクロス The 2nd Edition』の頃ころ発表されたリプレイ、『オリジン』シリーズの中で語られたものです。

　プロジェクト・アダムカドモンは、『オリジン』シリーズで起こった結果を『ＤＸ３』の世界に反はん映えいする形で『上級ルールブック』に掲けい載さいされました。自分は『上級ルールブック』の制せい作さくにもかかわっていますが、その作業中に「これは使えるんじゃないか？」と心に留とどめ、『ジェネシス』シリーズの構こう想そうに組くみ込こんだわけです。




　それと〝ドクター〟の子供たちですが、彼らのコードネームはキリスト教の七元げん徳とくに由来します。これは、このリプレイのシリーズタイトルである『ジェネシス』───『創そう世せい記き』に関連するものから連想して名づけたものです。

　そんなわけで、〝正義ジヤステイス〟というコードネームの子供がいることは、シリーズ開始前から決まっていました（笑）。

　神月正義のコードネームが〝ジャスティス〟に決まったとき、同じコードネームを持つ敵が登場する予定だと明かすことは、ネタバレになってしまうのできませんでした。

　このとき、コードネームが被かぶってしまうことで問題が発生しそうなら、後で七元徳に由来するという設定ごと変へん更こうすればいいやと思っていたのですが……。

　数回のセッションを通じて神月正義というキャラクターとそのロールプレイを見ているうち、〝ジャスティス〟という同じコードネームの敵を出せば対たい抗こう心しんを燃もやし、きっと面白いことになるんじゃないかと思い、あえて変更することなく登場させることにしました。

　その結果は、六話をご覧らんになっていただけたなら、おわかりになるかと思います。

　コードネームへのこだわりって、大切ですよね（笑）。




　六人の子供たちについて、もうひとつ補ほ足そくしておきます。

　彼らが全員起き源げん種しゆとなることが決まったのは、第三話であやめがＤロイスを起源種に指定した時です。このとき、あやめが古代種を選せん択たくしていれば、全員古代種となる予定でした。

　ジェネシス───〝Genesis〟は、〝起源〟を意味する言葉でもあります。

　偶ぐう然ぜんとはいえ、藤ふじ井いさんにはなかなか粋いきな選択をしてもらったことになります。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて、いよいよ紙面の方もつきてまいりました。

　今回は、この辺りでお別れとなります。

　その前に、本書を執しつ筆ぴつするに当たって協力していただいた方々に感かん謝しやを。




　まずは本作のプレイヤー四人に。次じ巻かんでもよろしくお願いいたします。

　本リプレイのイラストレーターである亜あ佐さ美みさん。今回も素す敵てきなイラストをありがとうございます。

　同どう僚りようのライター丹藤武敏たんどう・たけとしにも感謝を。実は本書執筆中、自分は体調を大きく崩くずしてしまいました。にもかかわらず本書を予定通り完成できたのは、多た忙ぼうな中、協力してくれた彼のおかげです。

　そして読者のみなさんに感謝を。本は読み手がいなければ本当の意味で完成しません。本書を手にとっていただき、本当にありがとうございます！

　これからも頑がん張ばっていく所しよ存ぞんですので、応おう援えんよろしくお願いします。




　最後に、今後の展開について軽く触れておきたいと思います。

　第三勢力の登場によって混こん迷めいを深める『ジェネシス』シリーズ。

　次の第四巻かんが最さい終しゆう刊かんとなります。




　コウたちは〝ドクター〟の陰いん謀ぼうを阻そ止しできるのか？　コウとカインの決着は!?

　そして、あやめの想いはコウに届とどくのか？

　物語は怒濤の勢いで進んでいく予定となっております。

　是ぜ非ひ、次の最終巻をお楽しみに！

　それでは、また会うその日まで。





二○一○年二月十九日　伊藤和幸
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